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第１章  

 

本研究の背景  

 

 

 

 

 第 １ 章 で は 、 本 研 究 の 背 景 と な る 知 的 障 害 者 の 就 労 支 援 の 現 状 と 課 題

を 検 討 し た 上 で 、 本 研 究 の 理 論 的 基 盤 と な る 自 己 調 整 に お け る 先 行 研 究

を 概 観 す る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 節 で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 支 援 の 現 状 と

課 題 と し て 、 法 制 度 、 就 労 の 実 態 、 就 労 に お け る 支 援 ニ ー ズ に つ い て ま

と め る 。 第 ２ 節 で は 、 先 行 研 究 を 基 に 、 本 研 究 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

基 本 概 念 を ま と め た う え で 、 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 先 行

研 究 を 概 観 す る 。 第 ３ 節 で は 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 に 関 わ る 方 略 の 先

行 研 究 を 概 観 す る 。  
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第 1 節  知 的 障 害 者 の 就 労 支 援 の 現 状 と 課 題  

 

１ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に 関 わ る 法 制 度  

1987 年 に 身 体 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 大 幅 に 改 正 さ れ 、障 害 者 の 雇 用 の 促

進 に 関 す る 法 律 （ 以 下 、 障 害 者 雇 用 促 進 法 ） へ と 名 称 が 変 更 さ れ た 。 変

更 点 と し て 、①対 象 を す べ て の 障 害 種 へ 拡 大 し 、 身 体 障 害 者 だ け で は な

く 、 知 的 障 害 者 、 精 神 障 害 者 も 対 象 と す る こ と 、 ②知 的 障 害 者 の 雇 用 の

義 務 化 は 行 わ な い も の の 、雇 用 率 制 度 及 び 納 付 金 制 度 の 対 象 と す る こ と 、

③雇 用 の 促 進 ・ 安 定 を 図 る こ と 、④職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 推 進 を 図

る こ と 、⑤特 例 子 会 社 を 法 律 上 規 定 す る こ と 、⑥ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン

の 理 念 を 障 害 者 雇 用 の 基 本 理 念 と し た こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。  

1992 年 に 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 再 度 改 正 さ れ た 。主 に①知 的 障 害 へ の 重

度 概 念 の 導 入 、②重 度 知 的 障 害 者 に 対 す る 雇 用 率 の ダ ブ ル カ ウ ン ト と 雇

用 納 付 金 制 度 、 短 時 間 労 働 者 制 度 の 適 用 、③重 度 障 害 者 な ど の 雇 用 の 継

続 支 援 を 行 う た め の 助 成 金 制 度 の 拡 充 、④知 的 障 害 者 及 び 精 神 障 害 者 に

対 す る 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 並 び に 雇 用 対 策 の 強 化 な ど が 図 ら れ た 。  

1994 年 に 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 改 正 さ れ 、福 祉 部 門 と 雇 用 部 門 の 連 携 を

図 り な が ら 、 市 町 村 レ ベ ル で 地 域 の 職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 拠 点 と な

る 障 害 者 雇 用 支 援 セ ン タ ー の 設 置 が 決 め ら れ た 。  

ま た 、1997 年 に 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 再 度 改 正 さ れ た 。主 な 改 正 点 と し

て 、①知 的 障 害 者 の 義 務 雇 用 制 度 が 成 立 し た こ と 、②身 体 障 害 者 雇 用 率

が 知 的 障 害 者 を 含 む 障 害 者 の 法 定 雇 用 率（ 障 害 者 雇 用 促 進 法 の 第 3 章「 対

象 障 害 者 の 雇 用 義 務 等 に 基 づ く 雇 用 の 促 進 等 」 の 第 37 条 「 す べ て 事 業

主 は 、 対 象 障 害 者 の 社 会 連 帯 の 理 念 に 基 づ き 、 適 当 な 雇 用 の 場 を 与 え る

共 同 の 義 務 を 有 す る も の で あ っ て 、 進 ん で 対 象 障 害 者 の 雇 用 に 努 め な け

れ ば な ら な い 」 と い う 規 定 に 基 づ き 、 事 業 主 に 対 し て 雇 用 す る 労 働 者 の
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総 数 に 対 す る 障 害 者 の 割 合 が 一 定 率 以 上 に な る よ う に 義 務 づ け て い る 制

度 で あ る ）に 改 正 さ れ 、国 及 び 地 方 公 共 団 体 等 が 2.1％ 、特 定 の 教 育 委 員

会 が 2.0%、 民 間 企 業 が 1.8％ と さ れ た こ と 、③短 時 間 労 働 者 （ 週 20 時

間 ～ 30 時 間 ）に つ い て 助 成 金 の 対 象 と す る こ と 、④障 害 者 雇 用 支 援 セ ン

タ ー の 設 置 主 体 に 社 会 福 祉 法 人 を 加 え る と と も に 、 そ の 指 定 要 件 が 緩 和

さ れ た こ と 等 が 挙 げ ら れ る 。  

さ ら に 、2002 年 に 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 再 び 改 正 さ れ た 。ノ ー マ ラ イ ゼ

ー シ ョ ン の 理 念 か ら み て 、 障 害 者 が 一 定 の 職 種 に 全 く 就 き 得 な い こ と を

想 起 さ せ る こ と か ら 、①雇 用 義 務 の 軽 減 措 置 で あ る 除 外 率 制 度 及 び 除 外

職 員 制 度 が 段 階 的 に 縮 小 さ れ た 。 こ の 措 置 に よ り 新 規 雇 用 の 受 け 皿 が で

き る よ う に な る 狙 い が あ る 。 そ の 他 、②障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 の 拠 点 づ

く り の 試 行 事 業 が 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー と し て 制 度 化 さ れ 、 こ

れ に 伴 い あ っ せ ん 型 雇 用 支 援 セ ン タ ー は す べ て 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ

ン タ ー と し て 一 本 化 さ れ た こ と 、③特 例 子 会 社 の 認 定 要 件 が 緩 和 さ れ た

こ と 等 が 挙 げ ら れ る 。  

2005 年 に 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 改 正 さ れ た 。主 な 改 正 点 と し て 、①自 宅

な ど で 就 業 す る 障 害 者 支 援 の 一 環 と し て 、 企 業 が 仕 事 を 発 注 す る こ と を

奨 励 す る た め 、 発 注 元 企 業 に 特 例 調 整 金 等 を 支 給 す る こ と 、 ②障 害 者 福

祉 施 策 と の 有 機 的 な 連 携 を 図 り な が ら 、 就 業 支 援 な ど の 支 援 を 行 う こ と

に よ り 、 障 害 者 の 一 般 雇 用 へ の 移 行 を 促 進 す る た め の 施 策 を 講 じ る こ と

等 が 挙 げ ら れ る 。  

2013 年 に 障 害 者 雇 用 促 進 法 が 改 正 さ れ た 。主 な 改 正 点 と し て 、①障 害

者 の 法 定 雇 用 率 が 民 間 事 業 所 で 1.8％ か ら 2.0％ へ 、国 及 び 地 方 公 共 団 体

等 で 2.1％ か ら 2.3％ へ 、 特 定 の 教 育 委 員 会 で 2.0％ か ら 2.2％ へ と 引 き

上 げ ら れ た こ と 、②全 て の 事 業 主 は 雇 用 に お い て 障 害 者 に 合 理 的 配 慮 を

提 供 す る こ と 、③障 害 者 に 対 す る 差 別 の 禁 止 が 義 務 付 け ら れ た こ と 等 が
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挙 げ ら れ る 。 ま た 、 2018 年 4 月 1 日 か ら 精 神 障 害 者 の 雇 用 が 義 務 化 さ

れ 、 障 害 者 の 法 定 雇 用 率 の 算 定 式 に 精 神 障 害 者 を 追 加 す る こ と と な り 、

障 害 者 の 法 定 雇 用 率 が 引 き 上 げ ら れ た 。現 在 、民 間 企 業 が 2.2％ 、国 及 び

地 方 公 共 団 体 等 が 2.5％ 、特 定 の 教 育 委 員 会 が 2.4％ と 義 務 付 け ら れ て い

る 。  

障 害 者 雇 用 促 進 法 の 変 遷 を 概 観 す る と 、1997 年 に 知 的 障 害 者 の 雇 用 制

度 が 義 務 化 さ れ 、 そ し て 、 そ こ か ら 知 的 障 害 者 の 就 労 に 関 わ る 法 令 や 施

策 は 整 備 さ れ つ つ あ る と 言 え る 。 特 に 、 最 近 、 一 般 就 労 に 向 け た 動 き は

活 発 に な っ て い る と 言 え る 。 従 っ て 、 成 人 期 知 的 障 害 者 に 対 し て 、 一 般

就 労 に 向 け た 就 労 支 援 は 重 要 な 課 題 で あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

  

２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 の 実 態  

 ま ず 、 厚 生 労 働 省 は 在 宅 の 障 害 児 者 等 の 生 活 実 態 と ニ ー ズ を 把 握 す る

こ と 目 的 に 、2016 年 に「 平 成 28 年 生 活 の し づ ら さ な ど に 関 す る 調 査（ 全

国 在 宅 障 害 児・者 等 実 態 調 査 ）」を 実 施 し て い る 。調 査 結 果 を 見 る と 、2016

年 （ 平 成 28 年 ） 12 月 現 在 で 、 知 的 障 害 児 者 数 （ 療 育 手 帳 所 持 者 数 ） は

96 万 ２ 千 人 で 、 年 齢 階 層 別 の 内 訳 を み る と 、 18 歳 未 満  21 万 ４ 千 人

（ 22.2％ ）、18 歳 以 上 65 歳 未 満 58 万 人（ 60.3％ ）、65 歳 以 上 14 万 ９ 千

人（ 15.5％ ）と な っ て い る 。ま た 、18 歳 ~64 歳 ま で の 年 齢 の 内 訳 を み る

と 、20 歳 ~29 歳 18 万 6 千 人 、40 歳 ~49 歳 12 万 7 千 人 、30 歳 ~39 歳 11

万 8 千 人 、 50 歳 ~59 歳 7 万 2 千 人 、 18 歳 ~19 歳 4 万 3 千 人 、 60 歳 ~64

歳 3 万 4 千 人 の 順 に 多 か っ た （ Fig.1）。  
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Fig.1  知 的 障 害 児 者 の 年 齢 分 布  

（ 平 成 28 年 生 活 の し づ ら さ な ど に 関 す る 調 査 の 結 果 を 基 に 作 成 ）  

 

次 に 、 18 歳 ~64 歳 ま で の 58 万 人 の 中 、 ど の ぐ ら い の 知 的 障 害 者 が 一

般 就 労 を し て お り 、 ど の ぐ ら い の 知 的 障 害 者 が 福 祉 就 労 の 場 で 働 い て い

る か を 見 て み る 。 厚 生 労 働 省 が 発 表 し て い る 「 平 成 30 年 の 障 害 者 雇 用

状 況 集 計 結 果 （ 厚 生 労 働 省 ， 2018）」 に よ る と 、 実 雇 用 率 は 2.05％ で あ

り 、民 間 企 業 に 就 職 し て い る 知 的 障 害 者 数 は 121,167 人 と 、過 去 最 高 の

結 果 と な っ て い る （ Fig.2）。 た だ し 、 こ の 人 数 は 18 歳 ～ 64 歳 の 知 的 障

害 者 数 の 20％ し か 占 め て い な い 。  
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Fig.２  実 雇 用 率 と 雇 用 さ れ て い る 障 害 者 の 数 の 推 移  

（ 平 成 30 年 障 害 者 雇 用 実 状 集 計 結 果  図 １ を 引 用 ）  

 

 一 方 で 、厚 生 労 働 省（ 2018）が 示 し た 障 害 者 就 労 の 現 状 で は 、就 労 移

行 支 援 、就 労 継 続 支 援 A 型 、就 労 継 続 支 援 B 型 を 利 用 す る 障 害 者 の 数 に

つ い て 障 害 種 別 ご と に 示 し て い な い が（ Fig.3）、知 的 障 害 者 の 18 歳 ～ 64

歳 の 在 宅 者 数 が 58 万 人 で あ り 、一 般 就 労 し て い る 知 的 障 害 者 が 約 12 万

人 と い う 結 果 を 踏 ま え る と 、46 万 人 も 、こ の よ う な 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の

場 を 利 用 し て い る こ と が 推 測 さ れ る 。  
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Fig.3  就 労 支 援 施 策 の 対 象 と な る 障 害 者 数 /地 域 の 流 れ  

（ 平 成 30 年 「 障 害 者 の 就 労 支 援 対 策 の 状 況 」  

２ ． 障 害 者 就 労 の 現 状 よ り 引 用 ）  

 

 一 般 就 労 を し て い る 知 的 障 害 者 の 数 は 全 就 労 者 の 20％ し か 占 め て い

な い 現 状 か ら 、今 後 、福 祉 就 労 の 場（ 就 労 移 行 支 援・就 労 継 続 支 援 A 型・

就 労 継 続 支 援 B 型 ）で 働 く 知 的 障 害 者 に 対 し て 、一 般 就 労 に 向 け た 支 援

が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。  

 

３ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 支 援 ニ ー ズ の 実 態  

 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 支 援 ニ ー ズ に つ い て 、 主 に 独 立 行 政 法 人 高

齢 ・ 障 害 ・ 求 職 者 雇 用 支 援 機 構 の 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー 研 究 部 門 の 調

査 研 究 報 告 書 を 基 に 、 知 的 障 害 者 の 一 般 就 労 の 実 現 と そ の 継 続 の 課 題 を

概 観 す る 。  

精 神 薄 弱 者 の 職 場 適 応 と そ の 改 善・向 上（ 1984 年 ～ 1985 年 ）：本 調 査

は 、①知 的 障 害 者 を 雇 用 し て い る 事 業 所 が 、 知 的 障 害 者 の 能 力 ・ 特 性 を

ど の よ う に 評 価 し て い る か 、②職 業 的 成 功 を 予 測 す る 要 因 と は 何 か に つ
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い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。そ の 結 果 、事 業 所 は 、「 基 礎 的 な 能

力 」（①自 分 の 名 前 が 書 け る 、②簡 単 な 数 が 数 え ら れ る 、③簡 単 な 文 の 読

み 書 き が で き る 、④道 具 な ど の 名 前 が 覚 え ら れ る 、⑤言 葉 で 意 思 を 伝 達

で き る 、⑥時 間 を 告 げ る こ と が で き る 、⑦電 話 が か け る 、⑧金 銭 の 取 り

扱 い が で き る ） に 関 し て 、 十 分 と は 言 え な く と も 就 労 の 維 持 に 決 定 的 な

支 障 を 及 ぼ さ な い と さ れ る 。一 方 、多 く の 事 業 所 は「 職 場 適 応 的 な 側 面 」

（①仕 事 の 成 績 、②仕 事 の 態 度 、③ス ー パ ー ビ ジ ョ ン 、④チ ー ム ワ ー ク 、

⑤コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、⑥職 場 環 境 、⑦身 辺 処 理 、⑧一 般 的 勤 務 状 態 、

⑨行 動 特 性 ） の な か で も 、①仕 事 の 成 績 に 何 ら か の 問 題 が あ る と 指 摘 し

て い る 。  

 知 的 障 害 者 の 就 労 の 実 現 と 継 続 に 関 す る 指 導 の 課 題 -事 業 所・学 校・保

護 者 の 意 見 の 比 較 か ら（ 1999）-：本 調 査 で は 、知 的 障 害 者 が 学 校 教 育 か

ら 職 業 生 活 へ 円 滑 に 移 行 す る た め の 課 題 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し

て お り 、知 的 障 害 者 が 職 業 生 活 に 適 応 す る た め の 課 題 に つ い て 、事 業 所 、

教 員 、 保 護 者 の 意 識 の 比 較 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 3 者 は 共 通 し て 、

①日 常 生 活 、②職 業 生 活 、③協 調 性 、④意 思 の 表 示 、⑤作 業 遂 行 の 順 に

重 要 視 し て い る と さ れ る 。 特 に 、 事 業 所 は ④ 意 思 の 表 示 よ り も 、 ⑤ 作 業

遂 行 の 領 域 を 重 視 す る 傾 向 が 強 い と さ れ る 。 作 業 遂 行 に つ い て 、①注 意

の 持 続 、②指 示 理 解 、③仕 事 の 出 来 高 、④不 良 率 、⑤作 業 時 間 の 5 項 目

に 分 け 、 聞 い た と こ ろ 、 事 業 所 は③仕 事 の 出 来 高 、②不 良 率 、③作 業 時

間 に お い て 要 求 水 準 が 高 く 、 知 的 障 害 者 の 難 し さ が 指 摘 さ れ て い る 。  

 知 的 障 害 者 の 就 労 の 実 現 の た め の 指 導 課 題 に 関 す る 研 究 （ 2002）： 知

的 障 害 者 が 就 労 し 、 職 業 生 活 に 適 応 す る た め の 課 題 （①日 常 生 活 、②職

業 生 活 、③協 調 性 、④作 業 遂 行 、⑤意 思 の 表 示 、⑥職 業 に 関 す る 知 識 ・

理 解 、⑦一 般 知 識 、⑧特 徴 ） に つ い て 、 事 業 所 （ 知 的 障 害 者 雇 用 の 実 績

が あ る 事 業 所 と 知 的 障 害 者 の 雇 用 実 績 の な い 事 業 所 ） に 調 査 を 行 っ た 。
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そ の 結 果 、 知 的 障 害 者 の 雇 用 経 験 の な い 事 業 所 は 雇 用 実 績 が あ る 事 業 所

に 比 べ 、 特 に④作 業 遂 行 、⑥職 業 に 関 す る 知 識 ・ 理 解 、⑦一 般 知 識 、⑧

特 徴 に お い て 、 よ り 高 く 要 求 す る と 指 摘 さ れ て い る 。  

上 記 の 事 業 所 の 指 摘 に よ れ ば 、 知 的 障 害 者 は 仕 事 の 出 来 高 、 不 良 率 、

作 業 時 間 と い っ た 作 業 の 遂 行 に お い て 、 非 常 に 低 い パ フ ォ ー マ ン ス を 示

し て い る こ と が 示 唆 さ れ る 。 従 っ て 、 一 般 就 労 の 継 続 と そ の 実 現 に 向 け

て 、 知 的 障 害 者 の 作 業 の 遂 行 を 促 す 支 援 が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。  

ま た 、 烏 雲 ・ 今 枝 ・ 竹 井 ・ 近 藤 ・ 菅 野 （ 2016） は 、 全 国 の 就 労 移 行 支

援 事 業 所 か ら ラ ン ダ ム に 選 ん だ 2058 ヶ 所 を 対 象 に 、 知 的 障 害 者 の 職 場

で の 適 応 ス キ ル の 実 態 を 調 査 し て い る 。 そ の 結 果 、 知 的 障 害 者 の 職 場 で

の 適 応 ス キ ル（ 10 領 域 ）の 支 援 ニ ー ズ は 、対 人 関 係 ＞ 自 己 調 整（ 自 律 性 ）

＞ 作 業 技 能 の 順 に 有 意 に 高 か っ た と 報 告 し て い る（ Fig. 4）。し た が っ て 、

知 的 障 害 者 の 職 場 で の 適 応 ス キ ル の 支 援 ニ ー ズ は 、 対 人 関 係 と 自 己 調 整

（ 自 律 性 ） の 順 に 高 い こ と が 示 さ れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4  知 的 障 害 者 の 職 場 で の 適 応 ス キ ル の 実 態  
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職 場 で の 実 践 研 究 を 概 観 す る と 、 就 労 者 の 対 人 関 係 の 改 善 に 向 け て 、

ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ （ SST） が 多 く な さ れ て い る （ 石 津 ・ 井

澤 ， 2011;  菅 佐 原 ・ 菅 佐 原 ， 2013）。 し か し 、 就 労 者 の 自 己 調 整 の 促 進

に 向 け た 取 り 組 み は ま だ 見 当 た ら な い 。 特 に 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー 研

究 部 門 の 調 査 研 究 報 告 書 で 示 し た よ う に 、 一 般 就 労 の 継 続 と そ の 実 現 に

向 け て 、 知 的 障 害 者 は 作 業 の 成 績 を 向 上 さ せ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、

就 労 者 の 自 己 調 整 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る （ Bandura  &  

Wood，1989;  Porath  &  Bateman，2006）と い う 先 行 研 究 の 知 見 を

踏 ま え れ ば 、知 的 障 害 者 に 対 し て 、職 場 で の 自 己 調 整 に つ い て 、基 礎 的・

実 証 的 な 研 究 が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う  
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４ ． 第 １ 節 の ま と め  

障 害 者 雇 用 促 進 法 の 改 正 の 変 遷 か ら 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に 関 わ る 法 令

や 施 策 が 整 備 さ れ つ つ 、 特 に 一 般 就 労 に 向 け た 動 き は 活 発 に な っ て い る

こ と が 言 え る 。 た だ し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 の 実 態 を 見 て み る と 、 一 般 就

労 を し て い る 知 的 障 害 者 は 全 就 労 者 の 数 の 20％ し か 占 め て い な い 。従 っ

て 、こ れ か ら 福 祉 就 労 の 場（ 就 労 移 行 支 援 ・ 就 労 継 続 支 援 A 型 ・ 就 労 継

続 支 援 B 型 ）で 働 く 知 的 障 害 者 に 対 す る 一 般 就 労 に 向 け た 支 援 は 、喫 緊

の 課 題 で あ る と 思 わ れ る 。  

知 的 障 害 者 の 一 般 就 労 の 実 現 と そ の 継 続 に お け る 課 題 に つ い て 、 多 く

の 事 業 所 は 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス（ 作 業 の 出 来 高 、不 良 率 、

作 業 時 間 ） の 低 さ が 最 も 大 き な 課 題 で あ る と 指 摘 し て い る 。 ま た 、 職 場

で の 支 援 ニ ー ズ に つ い て 、 福 祉 就 労 の 場 で 働 く 知 的 障 害 者 は 対 人 関 係 と

自 己 調 整（ 自 律 性 ）の 順 に 、支 援 ニ ー ズ が 最 も 高 い と 報 告 さ れ て い る（ 烏

雲 ら ， 2016）。 自 己 調 整 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る （ Bandura  

&  Wood， 1989;  Porath  &  Bateman， 2006） と い う 先 行 研 究 の 知

見 を 踏 ま え れ ば 、知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 向 上 す る た め に 、

職 場 で の 自 己 調 整 に ア プ ロ ー チ す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ る 。  

職 場 で の 実 践 を 見 て み る と 、 就 労 者 の 対 人 関 係 の 改 善 に 向 け た ソ ー シ

ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ（ SST）は 多 く な さ れ て い る（ 石 津・井 澤 ，2011;  

菅 佐 原・菅 佐 原 ，2013）。し か し 、職 場 で の 自 己 調 整 の 向 上 に 向 け た 取 り

組 み は 見 当 た ら な い 。 以 上 の こ と か ら 、 福 祉 就 労 の 場 で 働 く 知 的 障 害 者

に 対 し て 、 作 業 遂 行 力 の 向 上 を 目 指 し て 、 職 場 で の 自 己 調 整 に つ い て 、

基 礎 的 、 実 証 的 な 研 究 が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。 次 節 で は 、 自 己 調

整 に つ い て 、 近 年 の 先 行 研 究 を 基 に 検 討 す る も の と す る 。  
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第 ２ 節  知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略  

（ self-regulation strategy） に 関 わ る 先 行 研 究 の 概 観  

 

１ ． 自 己 調 整 （ self-regulation） に つ い て  

自 己 調 整 の 研 究 は 、大 人 の 自 己 制 御（ self-control）と 子 ど も の 自 己 制

御（ self-control）の 発 達 の 心 理 学 的 調 査 の 結 果 か ら 始 ま っ て い る 。初 期

の 多 く の 自 己 抑 制 の 研 究 は 、 攻 撃 や 依 存 症 の よ う な 機 能 不 全 行 動 を 改 善

す る た め 、 治 療 法 と し て 行 わ れ て い た 。 そ の 後 、 行 動 理 論 、 社 会 的 認 知

理 論 、 情 報 処 理 理 論 、 認 知 発 達 理 論 の 諸 理 論 が 活 用 さ れ 、 現 在 の 自 己 調

整 （ self-regulation） の 理 論 が 構 築 さ れ た 。  

自 己 調 整 は 異 な る ２ つ の 構 成 要 素 を も つ 。 一 つ は 目 標 遂 行 で あ り ， も

う 一 つ は 衝 動 抑 制 で あ る 。 目 標 遂 行 と は 目 標 に 向 け た 行 動 へ の 積 極 的 な

従 事 を 意 味 す る （ Carver  &  Scheier ， 1982;  Gollwitzer  &  

Sheeran，2006）。目 標 遂 行 は 、個 人 の 理 想 や 目 標 と 現 実 の 差 異 を 最 小 限

に す る た め の 接 近 行 動 と も い え る 。 一 方 ， 衝 動 抑 制 と は 目 標 か ら 逸 れ る

行 動 の 制 御 を 意 味 す る （ Bayer ， Gollwitzer ， &  Achtziger ， 2010;  

Mischel，Shoda，&  Rodriguez，1989）。具 体 的 に 、目 標 遂 行 を 妨 げ る

刺 激 か ら 注 意 を 逸 ら す こ と な ど を 指 す 。  

ま た 、Rosenbaum（ 1989）は 、自 己 調 整 を Redressive（ 調 整 型 の も の ）

と Reformative（ 改 良 型 の も の ） と い う ２ 次 元 で 考 え る 必 要 性 を 指 摘 し

て い る 。杉 若（ 1995）は 、２ 種 類 の 自 己 調 整 に つ い て 定 量 的 分 析 に よ っ

て 明 ら か に し て い る 。 調 整 型 自 己 調 整 と は 短 期 的 な 状 況 で 発 生 し た ス ト

レ ス 事 態 に 対 処 し 、 情 動 的 ・ 認 知 的 な 妨 害 要 因 の 影 響 を 低 減 で き て い る

状 態 を 示 し て お り 、 例 え ば 、 欲 求 ・ 感 情 の 抑 制 な ど は こ れ に 含 ま れ る と

さ れ る 。 一 方 、 改 良 的 自 己 調 整 と は 、 よ り 自 発 的 な 問 題 設 定 に 基 づ き 、

目 標 志 向 的 な 行 動 が 実 行 さ れ た 結 果 、 比 較 的 長 期 に わ た り 基 準 値 以 上 の



13 

水 準 で 標 的 行 動 が 維 持 さ れ る 状 態 を 示 し 、 問 題 解 決 方 略 、 自 己 評 価 、 自

己 強 化 な ど が こ れ に 含 ま れ る と さ れ る 。 改 良 型 自 己 調 整 は 調 整 型 自 己 調

整 の “メ タ 調 整 ”と し て 機 能 す る と し て い る （ 杉 若 ， 1995）。  

ま た 、 こ れ ま で の 先 行 研 究 で は 、 自 己 調 整 と 実 際 の 行 動 と の 関 連 は 多

く 検 討 さ れ て き た も の の 、 各 場 面 や 行 動 に お い て 主 に 働 く 自 己 調 整 の 側

面 は 統 一 し た 結 果 が 得 ら れ て い る と は 言 い 難 い 。し か し 、大 き く 言 え ば 、

社 会 的 場 面 で の 非 社 会 的 行 動 、 反 社 会 的 行 動 、 向 社 会 的 行 動 、 社 会 的 迷

惑 行 為 、逸 脱 行 為 は 調 整 型 自 己 調 整 と の 関 連 が 多 く 指 摘 さ れ て い る（ 関・

松 永 ， 2005;  原 田 ・ 吉 澤 ・ 吉 田 ， 2009）。 一 方 、 禁 煙 や ダ イ エ ッ ト の 自

己 管 理 行 動 、 学 習 行 動 、 作 業 遂 行 と い っ た 自 律 的 行 動 は 改 良 型 自 己 調 整

と の 関 連 が 多 く 指 摘 さ れ て い る （ Petosa ， 1993;  Zimmerman  ＆  

Martinez-Pons ， 1992;  佐 藤 ・ 新 井 ， 1998;  Yesim ， Sungur ， ＆  

Uzuntiryaki， 2009）。  

以 上 の こ と か ら 、 他 者 や 集 団 と の 相 互 作 用 が 必 要 な 場 面 で の 非 社 会 的

行 動 、 反 社 会 的 行 動 、 向 社 会 的 行 動 、 社 会 的 迷 惑 行 動 、 逸 脱 行 動 な ど に

お い て 、 調 整 型 自 己 調 整 が よ り 機 能 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 つ ま

り 、 自 己 調 整 の 情 動 や 感 情 の 抑 制 に 注 目 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。 一 方 、

禁 煙 や ダ イ エ ッ ト 等 の 自 己 管 理 行 動 、 学 習 行 動 、 作 業 行 為 な ど の 自 律 的

行 動 に お い て は 、 改 良 型 自 己 調 整 が よ り 機 能 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ

る 。 つ ま り 、 自 己 調 整 の 目 標 遂 行 過 程 に 注 目 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ る 。  

よ っ て 、 本 研 究 は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 場 面 に お け る 作 業 遂 行 と い う 自

律 的 行 動 の 促 進 を 目 指 し て い る た め 、 改 良 型 自 己 調 整 に 注 目 す る 必 要 が

あ る と 思 わ れ る 。 次 に 、 先 行 研 究 を 基 に 、 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整

の モ デ ル 、 概 念 に つ い て 概 観 す る 。  
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２ ． 健 常 児 者 の 自 己 調 整 方 略 に 関 わ る 先 行 研 究 の 概 観  

２ － １ ． 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 （ self-regulation） の 概 念 ： 社 会

的 認 知 理 論 に 基 づ い て  

自 己 調 整 は 個 人 の 能 力 （ personal competency） と 自 律 （ autonomy）

に 関 わ る 重 要 な 変 数 で あ る （ Fitzsimons  ＆  Finkel， 2011;  Song，

Kalet，＆  Plass，2011）。特 に 、近 年 、先 行 研 究 に お い て 、自 己 調 整 は

個 人 の 学 習 、 健 康 、 仕 事 の 成 功 を 規 定 す る 重 要 な 変 数 で あ る こ と が 明 ら

か に さ れ て い る（ Karoly, Boekaerts，＆  Maes，2005;  Vancouver  ＆  

Scherbaum， 2008）。  

こ れ ま で 、 自 己 調 整 は 行 動 理 論 、 社 会 的 認 知 理 論 、 情 報 処 理 理 論 、 認

知 発 達 理 論 な ど 多 様 な 理 論 的 見 方 か ら 研 究 さ れ て き た が 、 そ の 典 型 的 モ

デ ル と は 、 社 会 的 認 知 理 論 に 基 づ く 自 己 調 整 学 習 モ デ ル で あ る 。 こ の モ

デ ル は 、自 己 調 整 の プ ロ セ ス と そ の 要 素 、自 己 の メ カ ニ ズ ム が 特 定 さ れ 、

様 々 な 尺 度 や 測 度 が 開 発 さ れ て い る 。 そ し て 、 調 査 研 究 や 実 験 研 究 、 実

践 へ の 介 入 研 究 な ど 盛 ん に 検 討 さ れ 、 欧 米 を 中 心 に 先 導 的 な 理 論 モ デ ル

と な っ て い る （ 伊 藤 ， 2009）。 社 会 的 認 知 理 論 に よ れ ば 、 自 己 調 整 学 習

（ self-regulated learning）と は 、「 学 習 者 が 自 分 た ち の 目 標 を 達 成 す る

た め に 、 体 系 的 に 方 向 づ け ら れ た 認 知 、 感 情 、 行 動 を 自 分 で 始 め 続 け る

諸 過 程 の こ と で あ る 」と し て い る（ Zimmerman，2000）。す な わ ち 、そ

れ は 自 分 自 身 が 設 定 し た 目 標 を 実 現 す る た め に 、 個 人 が 具 体 的 な 計 画 を

立 て て そ れ を 実 行 に 移 し 、 そ の プ ロ セ ス を モ ニ タ リ ン グ し つ つ 結 果 に つ

い て 自 己 評 価 し 、 適 宜 、 目 標 や 計 画 を 修 正 し た り 変 更 し た り す る と い っ

た ダ イ ナ ミ ッ ク ス な 心 理 現 象 で あ る こ と が 言 え る 。  

ま た 、 自 己 調 整 学 習 モ デ ル に お け る 学 習 と は 狭 い 意 味 で の 教 科 学 習 の

み を 意 味 す る 概 念 で は な い こ と が 言 え る 。 学 習 と は 、 知 識 を 獲 得 す る こ

と で あ る が 、 知 識 を ど の よ う な も の と し て 捉 え る か に よ っ て 、 学 習 の 姿
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も 変 わ っ て く る 。 知 識 及 び 学 習 の 捉 え 方 に は 、 大 き く 分 け て 、 客 観 主 義

と 構 成 主 義 と 呼 ば れ る ２ つ の 立 場 が あ る（ 久 保 田 ，2000）。客 観 主 義 の 立

場 を と る と 、 学 習 と は 外 的 に 存 在 す る 知 識 を 記 憶 す る こ と を 重 視 し た 活

動 で あ る 。 そ れ に 対 し て 、 構 成 主 義 の 立 場 を と れ ば 、 学 習 と は 主 体 が 能

動 的 に 知 識 を 構 築 す る 活 動 で あ り 、 学 習 の 能 動 性 や そ の プ ロ セ ス が 注 目

さ れ て い る 。 す な わ ち 、 構 成 主 義 の 立 場 を と る と 、 学 習 と は 教 科 学 習 の

み な ら ず 、 我 々 の 生 活 全 般 が 学 習 で あ り 、 対 象 も 子 供 だ け で は な く 、 成

人 も 学 習 す る 主 体 で あ る こ と が 言 え る 。 こ の よ う な 学 習 概 念 の 拡 張 を 受

け 、自 己 調 整 学 習 の 理 論 は 健 康（ 餅 田・長 谷 部・小 倉・畠 中 ，2013;  花

田 ，2012;  Durand-Bush，McNeill，Harding，&  Dobransky，2015）、

仕 事（ Kadhiravan  &  Suresh，2008）、運 動（ 幾 留・中 本・森・藤 田 ，

2017） と い っ た 教 科 学 習 以 外 の 広 汎 的 な 学 習 領 域 に も 適 用 さ れ て い る 。 

自 己 調 整 学 習 の プ ロ セ ス は 「 予 見 」「 遂 行 コ ン ト ロ ー ル 」「 自 己 省 察 」

の ３ 段 階 で 構 成 さ れ る 循 環 的 な 過 程 で あ る と 考 え ら れ て い る （ Schunk  

＆  Zimmerman，1998）。「 予 見 」の 段 階 と は 、実 際 の 遂 行 に 先 行 す る も

の で 、活 動 の 下 準 備 を す る プ ロ セ ス の こ と を い う 。「 遂 行 の コ ン ト ロ ー ル 」

の 段 階 と は 、 学 習 中 に 生 じ る プ ロ セ ス で あ り 、 注 意 や 活 動 に 直 接 的 な 影

響 を 与 え る プ ロ セ ス の こ と で あ る 。「 自 己 省 察 」の 段 階 は 、遂 行 後 に 生 じ

る プ ロ セ ス の こ と で あ り 、 自 ら の 努 力 に 対 し て 反 応 を な す プ ロ セ ス の こ

と で あ る 。  

自 己 調 整 は ４ つ の 発 達 段 階 を 経 て 発 達 し て い く （ Zimmerman  ＆  

Schunk， 2001）。 最 初 の ２ つ の 段 階 で あ る 「 観 察 的 レ ベ ル 」 と 「 模 倣 的

レ ベ ル 」が 、主 と し て 社 会 的 な 要 因 に 基 づ く も の で あ り 、こ れ に 対 し て 、

次 の 2 つ の 段 階 で あ る 「 自 己 制 御 さ れ た レ ベ ル 」 と 「 自 己 調 整 さ れ た レ

ベ ル 」 は 、 影 響 の 源 が 学 習 者 自 身 の 側 に 移 行 す る と し 、 社 会 的 な 起 源 か

ら 時 間 の 経 過 と と も に 自 己 を 起 源 と す る も の へ と 変 化 し て い く と さ れ る 。 
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初 期 段 階 で は 、 社 会 的 モ デ リ ン グ 、 学 習 指 導 、 課 題 の 構 成 、 励 ま し に

よ っ て 方 略 の 獲 得 が 進 ん で い く 。「 観 察 的 レ ベ ル 」で 、方 略 の 主 た る 特 徴

を 学 ぶ こ と に な る が 、 方 略 を 伸 ば し て い く た め に は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク を

伴 う 実 践 練 習 が 必 要 に な っ て く る 。 個 人 の 遂 行 が モ デ ル の 遂 行 の 形 式 全

般 に か な り 一 致 す る も の と な っ た と き 、「 模 倣 的 レ ベ ル 」に 達 す る 。個 人

は 、 モ デ ル の 活 動 を た だ ま ね る の で は な く 、 モ デ ル の 全 体 的 な 様 式 や 型

を 模 倣 す る の で あ る 。 は じ め の ２ つ の レ ベ ル の 主 な 相 違 点 は 、 観 察 的 学

習 が 「 観 察 的 レ ベ ル 」 で の 習 得 の み を 指 し て お り 、 模 倣 的 学 習 と は 、 こ

れ に 遂 行 能 力 を 伴 う も の と さ れ て い る 。  

第 ３ の 「 自 己 制 御 さ れ た レ ベ ル 」 の 特 徴 は 、 同 じ よ う な 課 題 を す る 際

に 、 個 人 が 独 立 し て 方 略 を 利 用 で き る よ う に な る と こ ろ に あ る 。 こ の 段

階 に お い て 、 方 略 が 個 人 の 中 に 内 面 化 さ れ る が 、 そ れ は 、 モ デ ル の 遂 行

に 基 づ い て 形 成 さ れ た 内 的 表 象（ 内 潜 的 な イ メ ー ジ や 言 語 的 な 意 味 内 容 ）

と い う 形 を と る 。 学 習 者 が 、 独 自 の 表 象 の 形 を 作 る と い う こ と は な く 、

ま た 効 率 性 の 基 準 に 従 っ て 遂 行 を 内 的 に 調 節 す る よ う な 場 面 も 見 ら れ な

い 。 第 4 の 「 自 己 調 整 さ れ た レ ベ ル 」 に 至 っ て 、 個 人 は 、 個 人 内 条 件 や

文 脈 的 条 件 の 変 化 に 合 わ せ て 組 織 的 に 方 略 を 適 合 す る こ と が 可 能 に な る 。

こ の レ ベ ル で 、 個 人 は 自 ら 方 略 の 利 用 を 判 断 し 、 状 況 の 特 徴 に 応 じ て 調

整 を 加 え 、 個 人 的 な 目 標 や 目 標 達 成 へ の 自 己 効 力 感 を 通 じ て 動 機 づ け を

維 持 し て い く こ と が で き る よ う に な る 。  

２ － ２ ． 自 己 調 整 方 略 の 概 念  

Entwistle and McCune（ 2004） は 、 自 己 調 整 学 習 の 重 要 な 貢 献 と し

て 、 学 習 者 の 自 己 調 整 方 略 の 提 言 で あ る と し 、 自 己 調 整 に お け る 自 己 調

整 方 略 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 自 己 調 整 方 略 と は 、「 情 報 を 符 号 化 し 、

課 題 を 遂 行 す る の を 助 け る 体 系 的 な プ ラ ン の こ と で あ る 」 と さ れ る

（ Zimmerman  &  Martinez-Pons，1992）。つ ま り 、自 己 調 整 方 略 と は
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教 科 学 習 で は 「 効 率 的 な 学 習 方 法 」 を 、 仕 事 で は 「 効 率 的 な 仕 事 の や り

方 」 を 示 す 概 念 で あ る こ と が 言 え る 。  

Zimmerman（ 2000）は 自 己 調 整 学 習 の 重 要 な 構 成 要 素 と し て 、自 己 調

整 方 略 と 動 機 づ け で あ る と 指 摘 し て い る 。 Pintrich（ 2004） は 自 己 調 整

学 習 の ４ 領 域 を 挙 げ て い る 。 具 体 的 に 、 自 身 を 客 観 的 に 認 識 す る 「 メ タ

認 知 の 調 整 」、課 題 遂 行 の 際 に 動 機 づ け を い か に 高 め 、情 動 を 調 整 す る か

と い う「 動 機 づ け・情 動 の 調 整 」、実 際 の 行 動 を ど の よ う に 調 整 す る か と

い う 「 行 動 の 調 整 」、 環 境 を ど の よ う に 調 整 す る か と い う 「 環 境 の 調 整 」

か ら な る と さ れ る 。Zimmerman と Pintrich の 概 念 を 踏 ま え れ ば 、自 己

調 整 方 略 と は 、一 般 的 に「 メ タ 認 知 の 調 整 」「 行 動 の 調 整 」「 環 境 の 調 整 」

と い う ３ 領 域 を 含 む 概 念 で る こ と が 言 え る 。  

近 年 、自 己 調 整 学 習 の 理 論 は 、教 科 学 習 以 外 に 、仕 事（ Yesim，Sungur，

＆  Uzuntiryaki，2009）、運 動（ 幾 留 ら ，2017）、健 康（ Petosa，1993）

な ど に も 適 用 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 自 己 調 整 方 略 に は 具 体 的 に

ど の よ う な 方 略 を 含 む か に つ い て 、 そ の 概 念 化 は 研 究 者 に よ っ て 様 々 で

あ る 。 以 下 、 先 行 研 究 を 基 に 概 観 す る 。  

教 科 学 習：Zimmerman and Martinez-Pons（ 1986）は 、高 校 生 を 対 象

に 、学 習 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 尋 ね て い る 。分 析 の 結 果 、「 目 標

設 定 、 自 己 評 価 、 体 制 化 、 記 録 、 リ ハ ー サ ル 、 情 報 収 集 、 環 境 構 成 、 援

助 行 動 （ 大 人 ・ 友 人 ・ 教 員 ）、 レ ビ ュ ー （ 教 科 書 ・ ノ ー ト ・ テ ス ト ）、 自

己 強 化 、そ の 他 」の 15 つ の 方 略 が 得 ら れ て い る 。こ こ で は 、方 略 を 分 類

す る 試 み は 行 っ て い な い が 、 以 降 の 多 く の 研 究 は 彼 ら の 研 究 を 参 考 に 方

略 概 念 を 作 り 上 げ 、 そ れ ら の 分 類 を 試 み て い る と 言 え る 。  

Pintrich and DeGroot（ 1990） は 、 高 校 生 を 対 象 に 学 習 の 動 機 づ け 方

略 質 問 紙（ Motivated Strategies for Learning Questionnaire：MSLQ）

を 作 成 し 、 因 子 分 析 を 行 っ て い る 。 そ の 結 果 、 自 己 調 整 方 略 と し て 「 認
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知 的 方 略 」「 メ タ 認 知 方 略 」「 努 力 管 理 」 の 3 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 MSLQ

は 以 降 の 教 科 学 習 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 研 究 で 多 く 使 用 さ れ 、

そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 が 高 く 評 価 さ れ て い る 。  

Pintrich，Smith，Garcia and Mckeachie（ 1991）は 、大 学 生 用 の MSLQ

尺 度 を 作 成 し 、 そ の 因 子 構 成 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 自 己 調 整 方 略

に つ い て 「 認 知 的 方 略 （ リ ハ ー サ ル 、 推 論 、 体 制 化 、 創 造 的 思 考 ）」「 メ

タ 認 知 の 調 整 」「 資 源 管 理 方 略（ ペ ア 学 習 、援 助 の 要 請 、時 間 と 環 境 の 調

整 ）」 と い う 3 因 子 が 抽 出 さ れ た 。  

Barnard-Brak， Lan and Osland Paton（ 2010） は 大 学 生 を 対 象 に オ

ン ラ イ ン 自 己 調 整 学 習 質 問 紙 （ Online Self-Regulated Learning 

Questionnaire：OSRQ）を 作 成 し 、そ の 因 子 構 造 を 検 討 し て い る 。因 子

分 析 の 結 果 、「 目 標 設 定 」「 自 己 評 価 」「 作 業 方 略 」「 環 境 調 整 」「 援 助 要 請 」

「 時 間 管 理 」 の 6 因 子 が 抽 出 さ れ た 。  

Toering，Elferink-Gemser，Jonker，van Heuvelen and Visscher（ 2012）

は 小・中 学 生 を 対 象 に 自 己 報 告 式 の 自 己 調 整 学 習 尺 度（ Self-Regulation 

of learning Self-Report Scale：SRL-SRS）を 作 成 し 、そ の 構 造 を 検 討 し

て い る 。そ の 結 果 、「 努 力 」「 自 己 効 力 感 」「 計 画 」「 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 」

「 評 価 」「 内 省 」 の 6 因 子 が 抽 出 さ れ た 。  

佐 藤・新 井（ 1998）は 小・中 学 生 を 対 象 に 学 習 方 略 使 用 尺 度 を 作 成 し 、

因 子 構 造 を 検 討 し て い る 。そ の 結 果 、「 柔 軟 的 方 略 」「 プ ラ ン ニ ン グ 方 略 」

「 認 知 方 略 」「 作 業 方 略 」「 友 人 リ ソ ー ス 方 略 」 の 5 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 

仕 事 ： Kadhiravan and Suresh（ 2008） は 自 己 調 整 学 習 の 理 論 が 仕 事

に も 適 用 可 能 で あ る こ と を 指 摘 し 、 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 概 念 的

枠 組 を 示 し て い る 。仕 事 に 必 要 な 自 己 調 整 方 略 と し て「 自 尊 心 」「 自 己 モ

ニ タ リ ン グ 」「 自 己 評 価 」「 個 人 内 コ ン ト ロ ー ル 」「 作 業 準 備 」「 作 業 目 標

志 向 」「 失 敗 へ の 対 処 」「 問 題 解 決 」か ら な る 8 つ の 方 略 を 提 唱 し て い る 。
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し か し 、 こ れ ら の 方 略 は 、 定 量 的 分 析 に よ っ て 検 証 さ れ て い な い 。  

Yesim et al.（ 2009）は 教 員 の 自 己 調 整 尺 度（ Teacher self-regulation 

scale： TSRS） を 作 成 し 、 因 子 構 成 を 検 討 し て い る 。 因 子 分 析 の 結 果 、

「 内 発 的 な 関 心 」「 遂 行 目 標 志 向 」「 達 成 目 標 志 向 」「 情 緒 の コ ン ト ロ ー ル 」

「 自 己 強 化 」「 目 標 設 定 」「 自 己 評 価 」「 自 己 学 習 」「 援 助 要 請 」 の 9 因 子

が 抽 出 さ れ た 。  

Fontana， Milligan， Littlejohn and Margaryan（ 2015） は 仕 事 に お

け る 自 己 調 整 学 習 質 問 紙 （ Self-Regulated Learning at Work 

Questionnaire： SRLWQ） を 作 成 し 、 因 子 構 造 を 検 討 し て い る 。 分 析 の

結 果 、「 自 己 効 力 感 」「 作 業 興 味 /価 値 」「 自 己 満 足 /反 応 」「 関 心 度 の 促 進 」

「 目 標 設 定 」「 自 己 評 価 」「 方 略 の プ ラ ン ニ ン グ 」「 作 業 方 略 」「 精 緻 化 」

「 批 判 的 思 考 」「 援 助 要 請 」 の 11 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 こ の 尺 度 は 、 健 常

者 の 仕 事 の 自 己 調 整 の 検 討 に お い て 、 多 く 使 わ れ て い る 。  

運 動 ： 幾 留 ら（ 2016）は 大 学 生 を 対 象 に 、ス ポ ー ツ 版 自 己 調 整 学 習 尺

度 を 開 発 し 、そ の 因 子 構 造 を 検 討 し て い る 。そ の 結 果 、「 自 己 効 力 感 」「 エ

フ ォ ー ト 」「 計 画 」「 評 価・内 省 」「 セ ル フ モ ニ タ リ ン グ 」の 5 因 子 が 抽 出

さ れ た 。  

健 康 ： Petosa （ 1993 ） は 成 人 の 身 体 活 動 に お け る 自 己 調 整 尺 度

（ Physical Activity self -regulation-43：PASR-43）を 作 成 し 、因 子 構 造

を 検 討 し て い る 。そ の 結 果 、「 自 己 強 化 」「 目 標 設 定 」「 セ ル フ モ ニ タ リ ン

グ 」「 再 発 予 防 」「 時 間 管 理 」「 ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト の 要 請 」の 6 因 子 が 抽

出 さ れ た 。こ の 尺 度 は 、健 康 の 自 己 調 整 の 研 究 に お い て 、多 く 使 用 さ れ 、

信 頼 性 と 妥 当 性 も 高 く 評 価 さ れ て い る 。  

以 上 の こ と か ら 、 自 己 調 整 学 習 に 関 す る 先 行 研 究 で 用 い ら れ る 自 己 調

整 方 略 は 非 常 に 多 様 で あ る こ と が 言 え る 。 し か し 、 こ れ ら を Pintrich

（ 2004）が 指 摘 す る 自 己 調 整 学 習 の ４ 領 域（「 メ タ 認 知 の 調 整 」「 行 動 の
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調 整 」「 環 境 の 調 整 」「 動 機 づ け・情 動 の 調 整 」）に 分 類 す る こ と が で き る

と 思 わ れ る 。  

ま ず 、 全 て の 研 究 に 言 及 さ れ 、 自 己 調 整 方 略 の 主 要 な 領 域 で あ る 「 メ

タ 認 知 の 調 整 」 に は  、 主 に 「 目 標 設 定 、 自 己 評 価 、 自 己 モ ニ タ リ ン グ 、

計 画 」 が 含 ま れ て い る 。 次 に 、 文 脈 に よ っ て 多 少 相 違 は あ る も の の 、 多

く の 研 究 に 言 及 さ れ 、 自 己 調 整 方 略 に 必 ず 含 ま れ る 領 域 で あ る 「 行 動 の

調 整 」に は 、主 に「 認 知 的 方 略（ リ ハ ー サ ル 、体 制 化 、精 緻 化 な ど ）、作

業 方 略 、 自 己 学 習 、再 発 予 防 」が 含 ま れ て い る 。さ ら に 、全 て の 研 究 に

含 ま れ て い る わ け で は な い が 、 自 己 調 整 方 略 の 重 要 な 領 域 で あ る 「 環 境

の 調 整 」 に は 、 主 に 「 援 助 要 請 、 環 境 の 調 整 、 時 間 管 埋 、 資 源 管 理 」 の

方 略 が 含 ま れ て い る 。  

一 方 、自 己 調 整 学 習 の も う 一 つ の 領 域 で あ る「 動 機 づ け・情 動 の 調 整 」

に は 、 主 に 「 自 已 効 力 感 、 努 力 、 目 標 志 向 、 価 値 」 等 が 含 ま れ て い る 。

し か し 、「 動 機 づ け・情 動 の 調 整 」は 上 記 に 述 べ た 自 己 調 整 方 略 の ３ 領 域

と は 異 な る 次 元 の も の で あ る と 多 く 指 摘 さ れ て い る 。 例 え ば 、 方 略 は 方

向 的 側 面 を 持 つ 概 念 で あ る の に 対 し て 、 動 機 づ け は 「 努 力 」 や 「 が ん ば

り 」の よ う な 量 的 な 側 面 を 持 つ 概 念 で あ る と 指 摘 さ れ て い る（ Anderson  

＆  Jennings，1980）。ま た 、佐 藤 ら（ 1998）は 、「 動 機 づ け ・情 動 の 調

整 」 は 、 メ タ 認 知 の 方 略 、 認 知 の 方 略 、 外 的 リ ソ ー ス 方 略 と 質 的 に 異 な

る と 指 摘 し て い る 。 さ ら に 、 近 年 、 実 行 機 能 を 認 知 的 実 行 機 能 と 情 動 的

実 行 機 能 に 分 け 、 情 動 面 と 認 知 面 を 分 け て 考 え る 必 要 性 が 指 摘 さ れ て い

る（ 栗 田・前 原・清 長・正 高 ，2012）。特 に 、こ れ ま で の 自 己 調 整 学 習 の

先 行 研 究 で は 、自 己 効 力 感（ Bandura  ＆  Wood，1989;  Monshi Toussi  

&  Ghanizadeh ， 2012 ）、 目 標 志 向 （ VandeWalle ， Brown ， Cron ， &  

Slocum，1999;  Cellar，Stuhlmacher，Young et al.，2011）、自 己 概 念

（ Huang，2011）な ど に つ い て 、自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 要 因 と
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し て 扱 っ て き た が 、 自 己 調 整 方 略 の 領 域 と し て 扱 っ て い な い こ と が 言 え

る 。従 っ て 、「 動 機 づ け・情 動 の 調 整 」は 、自 己 調 整 方 略 と 異 な る 次 元 の

も の で あ る た め 、 自 己 調 整 方 略 の 領 域 に 含 ま な い ほ う が 妥 当 で あ る と 思

わ れ る 。  

以 上 の こ と か ら 、 自 己 調 整 方 略 と は 、 一 般 的 に 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 と

「 行 動 の 調 整 」 及 び 「 環 境 の 調 整 」 の 3 領 域 か ら 構 成 さ れ る と 考 え ら れ

る 。 自 己 調 整 学 習 に 関 す る 先 行 研 究 を 概 観 し た 結 果 、「 メ タ 認 知 の 調 整 」

に は 、「 目 標 設 定 ・ 計 画 、 自 己 モ ニ タ リ ン グ ・ 評 価 」 が 、「 行 動 の 調 整 」

に は「 認 知 的 方 略（ リ ハ ー サ ル 、体 制 化 、精 緻 化 な ど ）、作 業 方 略 、自 己

学 習 、再 発 予 防 」が 、「 環 境 の 調 整 」に は「 援 助 要 請 、環 境 の 調 整 、時 間

管 埋 、 資 源 管 理 」 が 、 そ れ ぞ れ 主 な 自 己 調 整 方 略 と し て 含 ま れ る こ と が

示 唆 さ れ た 。  

 

３ .  知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 （ self-regulation strategy） の 先 行 研

究 と 今 後 の 課 題  

 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 （ self-regulation） に 関 す る 先 行 研 究 に つ い

て 、 American Psychological Association の PsycINFO を 使 用 し 、 文 献

検 索 を 行 っ た 。 1986 年 に Zimmerman and Martinez-Pons に よ っ て 初

め て 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 研 究 が な さ れ た こ と を 受 け 、 1990 年 か ら

2020 年 の 現 在 ま で 、発 表 さ れ た 論 文 の 中 か ら 、「 intellectual disability」

「 mental retardation 」「 down syndrome 」 の い ず れ か 、 及 び 「 self-

regulation」「 self-regulation strategy」「 self-regulatory competence」

「 self-regulatory behaviors」の い ず れ か を テ ー マ 、或 い は キ ー ワ ー ド に

含 む 論 文 を 検 索 し た 結 果 、21 件 の 研 究 が 抽 出 さ れ た 。こ の 中 、４ 件 が レ

ビ ュ ー 論 文 で あ っ た た め 、 分 析 の 対 象 か ら 除 外 し た 。  

ま た 、 我 が 国 で の 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 に 焦 点 を 当 て た 研 究 を 検 索
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す る た め 、NII 学 術 コ ン テ ン ツ サ ー ビ ス サ ポ ー ト（ CiNii）を 使 用 し 、1990

年 か ら 現 在 ま で 発 表 さ れ た 論 文 の 中 か ら 、「 精 神 遅 滞 」「 知 的 障 害 」「 ダ ウ

ン 症 」の い ず れ か 、及 び「 self-regulation」（ 自 己 制 御 、自 己 調 整 、自 己

統 制 ） を テ ー マ 、 或 い は キ ー ワ ー ド に 含 む 論 文 を 検 索 し た 結 果 、 ８ 件 の

研 究 が 抽 出 さ れ た 。 最 終 的 に 25 件 の 論 文 を 対 象 に レ ビ ュ ー を 行 う 。  

 研 究 の 著 者 、出 版 年 、対 象 者 、研 究 方 法 、研 究 の 概 要 、自 己 調 整（ self-

regulation）に つ い て（ 課 題 ＆ 行 動 、測 定 に 用 い た 尺 度 や 課 題 、自 律 的 行

動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 領 域 及 び 自 己 調 整 方 略 、 評 定 方 法 ） を Table１ ～

３ に 表 す 。  

３ － １ ． 対 象 者  

 対 象 者 の 年 齢 を み て み る と 、学 齢 期（ ７ 歳 ～ 15 歳 ）の 研 究 は 最 も 多 く 、

９ 件 で あ っ た 。 ま た 、 幼 児 期 ～ 13 歳 （ ２ 件 ）、 幼 児 期 ～ 成 人 期 （ １ 件 ）、

学 齢 期 ～ 成 人 期 （ ２ 件 ）、 青 年 期 ～ 成 人 期 （ ６ 件 ）、 と い う 広 範 囲 に 渡 っ

た 研 究 は 11 件 も 見 ら れ た 。青 年 期 の み を 対 象 と し た 研 究 は ２ 件 、成 人 期

の み を 対 象 と し た 研 究 は 同 様 に ２ 件 で あ っ た 。 対 象 者 の 年 齢 区 分 に つ い

て 明 記 し て い な い 研 究 は 1 件 で あ っ た 。  

 学 齢 期 の 研 究 で は 、対 象 児 の 精 神 年 齢（ MA）は 主 に ３ 歳 ～ ７ 歳（ ７ 件 ）

の 範 囲 に 渡 っ て い た が 、 ３ 歳 以 下 を 含 む 研 究 が １ 件 で あ っ た 。 青 年 ・ 成

人 期 の 研 究 で は 、 対 象 者 の 精 神 年 齢 （ MA） は ５ 歳 ～ 10 歳 の 範 囲 に 渡 っ

て い た 研 究 が ３ 件 、２ 歳 ～ 10 歳 と い う 広 範 囲 に 渡 っ て い た 研 究 が ４ 件 で

あ っ た 。 ま た 、 精 神 年 齢 （ MA） で は な く 、 IQ や DQ を 算 出 し て い る 研

究 も 見 ら れ 、中 度（ IQ：36～ 49）の み の 研 究 は １ 件 、軽 度（ IQ：50～ 70）

の み の 研 究 は ４ 件 、 中 度 と 軽 度 を 含 む 研 究 は ２ 件 で あ っ た 。 精 神 年 齢 と

IQ を 記 述 し て い な い 研 究 は ３ 件 で あ っ た 。  

対 象 者 の 障 害 種 に つ い て 、 ダ ウ ン 症 の み を 対 象 と し た 研 究 は ７ 件 、 自

閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 を 含 む 研 究 は ３ 件 で あ っ た 。 そ の 他 の 15 件 の
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研 究 で は 、 知 的 障 害 の 中 に ダ ウ ン 症 も 含 ま れ て い た 。  

３ － ２ ． 研 究 方 法  

 研 究 方 法 に つ い て 、 調 査 方 法 の み を 使 用 し て い る 研 究 は ７ 件 、 実 験 方

法 の み を 使 用 し て い る 研 究 は ９ 件 、 実 験 方 法 と 調 査 方 法 の 両 方 を 使 用 し

て い る 研 究 は ７ 件 、 コ ホ ー ト 研 究 は ２ 件 で あ っ た 。  

３ － ３ ． 研 究 の 概 要  

自 己 調 整 に 関 す る 研 究 の 内 容 に 基 づ き 、①自 己 調 整 の 構 成 概 念 を 検 討

し た 研 究 、②自 己 調 整 の 規 定 要 因 を 検 討 し た 研 究 、③自 己 調 整 の 機 能 ・

役 割 の 検 討 に 大 き く 分 け る こ と が で き る 。自 己 調 整 の 規 定 要 因 に つ い て 、

主 に 個 人 内 要 因 と 環 境 要 因 に 分 類 す る こ と が で き る 。個 人 内 要 因 と し て 、

性 別 ・ 年 齢 ・ 障 害 種 な ど 基 本 属 性 と 知 的 発 達 及 び 動 機 づ け 要 因 が 、 環 境

要 因 と し て 保 護 者 の 自 己 調 整 と の 関 連 が 検 討 さ れ て い る 。  

 自 己 調 整 の 構 成 概 念 を 検 討 し た 研 究 と し て 、 知 的 障 害 者 の 対 人 行 動 に

お け る 自 己 制 御 機 能 （ self-regulation ） の 構 造 を 検 討 し た 小 島 ・ 池 田

（ 2000a） の 研 究 は あ る も の の 、 き わ め て 少 な い と 言 え る 。  

基 本 属 性 と し て 、 性 別 と 年 齢 （ Memisevic ， 2015;  Baurain  ＆  

Nader-Grosbois，2012）、障 害 種（ Cuskelly，Gilmore，Glenn，＆  Jobling，

2016;  Barnard-Brak ， Ivey-Hatz ， Ward ， ＆  Wei ， 2014;  Nader-

Grosbois  ＆  Vieillevoye ， 2012;  Baurain  ＆  Nader-Grosbois ，

2012;  Varsamis  ＆  Agaliotis ， 2011;  Bieberich  &  Morgan ，

2004;  Gilmore， Cuskelly， ＆  Hayes， 2003;  小 島 ， 2001;  小 島 ・

池 田 ， 2000a） に よ る 自 己 調 整 の 差 異 が 検 討 さ れ て い る 。  

認 知 の 要 因 と し て 、 ワ ー キ ン グ メ モ リ （ Dučić ， 2017 ）、 言 語 能 力

（ Vieillevoye  ＆  Nader-Grosbois ， 2008;  Nader-Grosbois  ＆  

Lefèvre，2011;  Cuskelly et al.，2016）、非 言 語 的 知 能（ Vieillevoye  ＆  

Nader-Grosbois ， 2008;  Baurain  ＆  Nader-Grosbois ， 2012;  
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Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre， 2011） と 自 己 調 整 の 関 連 が 検 討 さ れ て

い る 。 動 機 づ け の 要 因 と し て 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 （ Gilmore  ＆  

Cuskelly，2017）、自 己 理 解（ Nader-Grosbois，2014）、自 己 効 力 感 及 び

特 性 的 自 己 効 力 感 （ 小 島 ・ 池 田 ， 2001， 2005）、 社 会 的 視 点 取 得 、 表 情

認 知 、 状 況 認 知 （ 小 島 ・ 池 田 ， 2000b）、 感 情 理 解 （ 小 島 ・ 池 田 ， 2002）

と 自 己 調 整 の 関 連 が 検 討 さ れ て い る 。  

 環 境 要 因 と し て 、 課 題 の 種 類 （ Nader-Grosbois  ＆  Vieillevoye ，

2012;   Vieillevoye  ＆  Nader-Grosbois，2008）や 、保 護 者 の 自 己 調

整 （ Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre， 2012） と 自 己 調 整 の 関 連 が 検 討 さ

れ て い る 。  

 機 能 ・ 役 割 の 検 討 と し て 、 自 己 調 整 が ソ ー シ ャ ル ス キ ル （ Dučić ，

Gligorović， ＆  Kaljača， 2017）、 自 己 決 定 と 適 応 行 動 （ Gilmore  ＆  

Cuskelly，2017）、社 会 適 応（ Baurain，Nader-Grosbois，＆  Dionne，

2013）、 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス （ Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre， 2011;  

Nader-Grosbois  ＆  Vieillevoye ， 2012 ）、 生 徒 と 教 員 の 関 係

（ Eisenhower， Baker， ＆  Blacher， 2007） と い っ た 変 数 に 及 ぼ す 影

響 に つ い て 検 討 さ れ て い る 。  

 ま た 、 ダ ウ ン 症 児 者 の 自 己 調 整 の 発 達 に よ る 変 化 を 明 ら か に し た 研 究

も 見 ら れ る （ 小 島 ・ 池 田 ・ 菅 野 ・ 橋 本 ・ 細 川 ， 1999， 2000）。  

３ － ４ ． 自 己 調 整 （ self-regulation） に つ い て  

（ １ ） 課 題 ＆ 行 動  

知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 の 研 究 は 、 社 会 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 と 自

律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 と い う 両 方 に つ い て 検 討 さ れ て い る と 言 え る 。

自 律 的 行 動 と し て 、問 題 解 決（ ５ 件 ）、ご っ こ 遊 び（ ３ 件 ）、運 動（ １ 件 ）、

日 常 生 活 （ １ 件 ） と い っ た 課 題 や 行 動 が 扱 わ れ て い る 。 社 会 的 行 動 と し

て 、 対 人 関 係 （ 10 件 ）、 ご っ こ 遊 び （ ２ 件 ）、 満 足 の 遅 延 （ ２ 件 ）、 抑 制
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（ １ 件 ）、日 常 生 活（ １ 件 ）と い っ た 課 題 や 行 動 が 扱 わ れ て い る 。Gilmore 

and Cuskelly（ 2017）で は 、問 題 解 決 課 題 と 対 人 行 動 の 両 方 に お け る 自

己 調 整 が 測 定 さ れ て い た た め 、 ダ ブ ル カ ウ ン ト さ れ て い る 。 以 上 よ り 、

知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 に 関 す る 研 究 は 、 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整

の 研 究 に 比 べ 、 社 会 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 が 多 い と 言 え る 。  

（ ２ ） 測 定 に 用 い た 尺 度 や 課 題  

①質 問 紙  

self-control rating scale： SCRS（ Kendall  &  Wilcox， 1979）： こ

の 尺 度 は「 認 知・行 動 の 自 己 抑 制（ cognitive-behavioral self-control）」

と い う 単 独 因 子 構 造 を 有 す る 。 具 体 的 に 、 規 則 へ の 従 順 （ 10 項 目 ）、 持

続 性（ 10 項 目 ）、衝 動 性（ 13 項 目 ）に 関 わ る 行 動 が 含 ま れ て い る 。持 続

性 の 項 目 と し て 「 自 分 自 身 が 行 う こ と に 対 し て 終 わ る ま で 固 執 し 、 切 り

替 え ら れ な い 」 な ど が あ る 。 衝 動 性 の 項 目 と し て 「 他 人 の 持 ち 物 を 掴 み

か か る 」 な ど が あ る 。 規 則 へ の 従 順 の 項 目 と し て 「 仲 間 の 会 話 を 不 適 切

に 中 断 し た り 、 話 す 順 番 を 待 っ た り し な い 」 な ど が あ る 。 回 答 方 法 は 7

段 階 評 定 （ １ ． 最 も そ う で あ る ～ ７ ． 最 も そ う で は な い ） を 用 い た 他 者

評 定 （ 教 員 と 保 護 者 ） 尺 度 で あ る 。 ま た 、 信 頼 性 に つ い て 、 高 い 内 部 一

貫 性 （ α＝ 0.98） と 再 検 査 信 頼 性 （ r=0.84） が 確 認 さ れ て い る （ Kendall  

＆  Wilcox，1979）。Dučić（ 2017）と Gilmore ＆  Cuskelly（ 2017）で

は 、 全 項 目 を 用 い て い る 。  

Behavior Rating Inventory of Executive Function ： BRIEF（ Gioia，

Isquith， Guy， &  Kenworthy， 2000）： BRIEF は 日 常 生 活 に お け る 個

人 の 行 動 に つ い て 、実 行 機 能 を 評 価 す る 尺 度 で あ る 。因 子 構 造 は「 抑 制 」

「 シ フ ト 」「 感 情 制 御 」「 開 始 」「 ワ ー キ ン グ メ モ リ 」「 計 画 /組 織 化 」「 整

理 」「 モ ニ タ リ ン グ 」 と い う ８ つ の 因 子 （ 86 項 目 ） か ら 構 成 さ れ る 。 こ

れ ら 因 子 の 上 位 の 領 域 と し て 、行 動 調 整 指 標（「 抑 制 」「 シ フ ト 」「 感 情 制
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御 」）と 、メ タ 認 知 指 標（「 開 始 」「 ワ ー キ ン グ メ モ リ 」「 計 画 /組 織 化 」「 整

理 」「 モ ニ タ リ ン グ 」）が あ る 。回 答 方 法 は 3 段 階 評 定（ 0．い つ も 見 ら れ

な い ～ 2．し ば し ば 見 ら れ る ）を 用 い た 他 者 評 定（ 教 員 と 保 護 者 ）尺 度 で

あ り 、 高 い 信 頼 性 が 確 認 さ れ て い る 。 Memisevic（ 2015） で は 、 行 動 調

整 指 標 （「 抑 制 」「 シ フ ト 」「 感 情 制 御 」） の 項 目 を 用 い 、 自 己 調 整 の 得 点

化 を 行 っ て い る 。  

Scales of Independent Behavior-Revised ： SIB-R （ Bruininks ，

Woodcock，Weatherman，＆  Hill，1996）：SIB-R は ウ ッ ド コ ッ ク ー ジ

ョ ン ソ ン 心 理 教 育 バ ッ テ リ （ Woodcock-Johnson Psycho-Educational 

Battery）の 一 部 で あ り 、全 体 版 、短 縮 版 、早 期 発 達 版 の ３ つ の 版 が あ る 。

SIB-R は 14 個 （ 259 項 目 ） の 適 応 行 動 項 目 と 8 個 の 問 題 行 動 項 目 か ら

構 成 さ れ る 。14 個 の 適 応 行 動 の 因 子 は 運 動 ス キ ル 、対 人 関 係・コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ス キ ル 、 個 人 的 生 活 ス キ ル 、 地 域 社 会 生 活 ス キ ル と い っ た ４

つ に 分 類 さ れ る 。 運 動 ス キ ル の 下 位 因 子 は 「 粗 大 運 動 」 と 「 微 細 運 動 」

の ２ つ が 、 対 人 関 係 ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル の 下 位 因 子 は 「 社 会 的

相 互 作 用 」「 言 語 表 出 」「 言 語 受 容 」 の ３ つ が 、 個 人 的 生 活 ス キ ル の 下 位

因 子 は「 食 事 と 食 事 準 備 」「 排 便 」「 自 律 性（ self-direction）」「 着 脱 」「 家

庭 ス キ ル 」 の ５ つ が 、 地 域 社 会 生 活 ス キ ル の 下 位 因 子 は 「 時 間 と 時 間 管

理 」「 金 銭 管 理 」「 仕 事 に 関 わ る ス キ ル 」「 ホ ー ム や 地 域 生 活 」の ４ つ か ら

な る 。 適 応 行 動 に 関 わ る 項 目 は 、 個 人 が 完 全 に 自 律 し て 作 業 を 遂 行 す る

レ ベ ル に 基 づ い て 評 価 さ れ る 。  

ま た 、８ つ 問 題 行 動 因 子 と は「 Hurtful to Self」「 Unusual or Repetitive 

Habits 」「 Hurtful to Others 」「 Socially Offensive Behavior 」

「 Destructive to Property」「 Withdrawal or Inattentive Behavior 」

「 Disruptive Behavior」「 Uncooperative Behavior」 か ら な る 。 こ れ ら

の 問 題 行 動 は ３ つ （ 内 面 化 、 社 会 化 、 外 部 化 ） の 次 元 に 分 類 さ れ る 。 問
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題 行 動 の 項 目 は 、 各 行 動 の 頻 度 と 重 度 に 基 づ い て 評 価 さ れ る 。 信 頼 性 に

つ い て 、 各 因 子 の 内 部 一 貫 性 （ 0.83～ 0.96） と 再 検 査 を 用 い 確 認 し て い

る 。 構 成 概 念 の 妥 当 性 に つ い て 、 Woodcock-Johnson Broad Cognitive 

Scale（ Sattler，2002）を 用 い て 確 認 し て い る 。Barnard-Brak et al.（ 2014）

の 自 己 調 整 の 測 定 に お い て は 、「 自 律 性（ self-direction）」の 項 目 を 用 い

て い る 。  

Minnesota Preschool Affect Rating Scales ： MN-PARS（ Shapiro，

McPhee，Abbott， &  Sulzbacher，1994）：MN-PARS は 幼 児 の ビ デ オ

テ ー プ か ら 感 情 表 現 と 自 己 調 整 を 定 量 化 す る た め に 開 発 さ れ た 尺 度 で あ

り 、 ３ 因 子 構 造 を 有 す る 。 因 子 １ は 「 自 己 調 整 因 子 」 で 、 注 意 、 目 標 志

向 、持 続 性 、柔 軟 性 が 含 ま れ る 。因 子 2 は「 ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 因 子 」で 、

第 3 因 子 は「 ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 因 子 」で あ る 。回 答 形 式 は 7 段 階 評 定（ １ ．

逸 脱 が 見 ら れ な い ～ ７ ． 最 も 逸 脱 し て い る ） で あ る 。 信 頼 性 に つ い て 、

内 部 一 貫 性（ 0.75～ 0.80）と 評 価 者 間 の カ ッ パ 係 数（ 0.74～ 0.98）及 び 再

検 査 を 用 い て 確 認 さ れ て い る 。Bieberich and Morgan（ 2004）で は 、注

意 、 目 標 志 向 、 持 続 性 、 柔 軟 性 か ら な る 自 己 調 整 因 子 の 項 目 を 用 い て い

る 。  

 知 的 障 害 者 の 自 己 制 御 機 能 尺 度（ 小 島 ・ 池 田 ，2000a）： 本 尺 度 は 自 己

主 張 面 と 自 己 抑 制 面 と い う ２ 領 域 に 分 か れ 、 自 己 主 張 面 の 下 位 尺 度 と し

て 、「 能 動 性・主 体 性 」「 拒 否・強 い 自 己 主 張 」「 友 人 へ の 積 極 性 」の 3 因

子 が 、自 己 抑 制 面 の 下 位 尺 度 と し て 、「 待 機 行 動 」「 他 者 と の 協 調 性 」「 感

情 抑 制 」「 規 則 へ の 従 順 」の ４ 因 子 が 、そ れ ぞ れ 抽 出 さ れ た 。こ の 質 問 紙

は 高 い 信 頼 性 ・ 妥 当 性 が 確 認 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 尺 度 は 「 ほ と ん ど

な い 」か ら「 き わ め て 多 い 」ま で 、５ 段 階 評 定 を 用 い た 他 者 評 定 尺 度（ 担

任 の 先 生 ） で あ る 。  
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②実 験 課 題  

Goodman Lock Box - Aimless Actions subscale（ Goodman， 1981)：

こ の 課 題 は 、 非 構 造 化 さ れ た 問 題 解 決 課 題 で あ る 。 子 供 が 自 分 の 行 動 を

調 整 し た り 、管 理 し た り す る 能 力 が 観 察 さ れ る 。具 体 的 に 、箱 は 10 個 の

部 分 か ら 構 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 異 な る 鍵 が 設 置 さ れ て い る 。 使 用 時

間 は 6.5 分 間 で 、30 秒 ご と に 、子 供 た ち の 鍵 に 近 づ く 様 子 や 、箱 の 中 に

あ る お も ち ゃ を 発 見 し 遊 ぶ 様 子 な ど が 記 録 さ れ る 。 子 供 の 行 動 は 、 能 力

（ ロ ッ ク の 解 除 、 未 経 験 、 再 ロ ッ ク さ れ る ）、 組 織 化 （ 順 序 性 と 分 類 ）、

目 的 遂 行 行 為（ 反 復 行 為 、戻 る 行 為 、離 れ る 行 為 、原 始 的 な 行 為 ）、適 応

活 動（ 同 じ 活 動 が 30 秒 以 上 続 く 場 合 ）の 領 域 で 得 点 化 さ れ る 。信 頼 性 に

つ い て 観 察 者 間 の カ ッ パ 係 数 を 算 出 し 、知 的 障 害 児 で は 0.93～ 0.99 と い

う 高 い 係 数 が 算 出 さ れ て い る 。 Dučić et al.（ 2017） と Gilmore et al.

（ 2003） で は 、 組 織 化 と 目 的 遂 行 行 為 の 得 点 を 用 い て い る 。  

Delay of gratification task （ Vaughn ， Kopp ， ＆  Krakow ， 1984;  

Mischel  ＆  Baker， 1975）： 満 足 の 遅 延 課 題 で は 、 小 さ い 報 酬 を 今 す

ぐ 得 る か 、 そ れ と も 後 に 得 ら れ る 大 き な 報 酬 を 待 て る か と い う 葛 藤 状 況

を 与 え 、 目 の 前 に あ る 報 酬 に 対 す る 欲 求 を 我 慢 す る 能 力 が 測 定 さ れ る 。

例 え ば 、「 チ ョ コ レ ー ト １ 個 を 今 す ぐ 食 べ る か 、後 に 2 個 の チ ョ コ レ ー ト

を も ら え る ま で 待 て る か 」 と い う 課 題 で 、 待 て る 時 間 を 測 定 し て い る

（ Mischel  ＆  Baker，1975）。ま た 、「 子 供 の 手 の 届 く と こ ろ に お も ち

ゃ を 置 き 、 子 供 は そ の 状 況 で 3 分 間 放 置 さ れ る 。 実 験 者 と 母 親 が 戻 る ま

で 、 お も ち ゃ で 遊 ば な い で 我 慢 す る 」 と い う 課 題 で 、 潜 伏 得 点 と 待 て る

時 間 を 測 定 し て い る （ Vaughn et al.， 1984）。 つ ま り 、 待 て る 時 間 が 長

け れ ば 長 い ほ ど 自 己 調 整 が 高 い と い う こ と に な る 。  

Behavioral Multitask Batteries（ Kochanska， Murray， Jacques，

Koenig，＆  Vandegeest，1996）：「 ウ サ ギ と 亀 」「 描 画 活 動（ 電 柱 と 円 ）」
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「 ゆ っ く り 歩 く 」と い う 課 題 を 用 い て い る 。例 え ば 、「 ウ サ ギ と 亀 」の 課

題 で は 、 ウ サ ギ モ デ ル と し て 被 験 者 は 「 草 原 」 を 最 初 の と こ ろ か ら 最 後

の と こ ろ ま で 可 能 な 限 り 高 速 で 2 回 線 を 描 く こ と が 求 め ら れ る 。亀 モ デ

ル も ウ サ ギ モ デ ル と 同 じ く 、「 草 原 」を 2 回 横 断 す る が 、で き る だ け 低 速

で 横 断 す る こ と が 求 め ら れ る 。ま た 、「 描 画 活 動 の 電 柱 」の 課 題 で は 、被

験 者 は 2 台 の 電 話 を 「 ワ イ ヤ ー 」 で 接 続 す る 必 要 が あ る が 、 １ 回 目 の 試

行 で は で き る だ け 速 く 、 ２ 回 目 の 試 行 で は で き る だ け ゆ っ く り 描 く 必 要

が あ る 。 そ し て 、 こ の ２ つ の 課 題 は 低 速 と 高 速 の 差 で 自 己 調 整 が 得 点 化

さ れ る 。「 ゆ っ く り 歩 く 」課 題 と「 描 画 活 動 の 円 」の 課 題 は 、被 験 者 が で

き る だ け ゆ っ く り 円 を 描 く 課 題 で あ り 、 2 回 の 試 行 の 平 均 時 間 で 自 己 調

整 が 得 点 化 さ れ る 。  

Spatial and temporal problem-solving （ Nader-Crosbois  ＆  

Dautrebande，2007）：こ の 問 題 解 決 課 題 は 被 検 者 が 遊 園 地 で 遊 ぶ 計 画 を

立 て る 課 題 で あ る 。 実 験 者 は 、 最 初 に 問 題 解 決 課 題 の 全 体 的 な 目 的 や 被

検 者 が 使 う 道 具 を 説 明 す る 。 次 に 、 被 検 者 は ア ト ラ ク シ ョ ン に 行 く ル ー

ト を 描 く ４ つ の 空 間 的 な 問 題 と 、 ア ト ラ ク シ ョ ン の 所 要 時 間 を 計 算 す る

2 つ の 時 間 的 な 問 題 に 挑 戦 す る 。 実 験 者 は 、 被 験 者 の 問 題 解 決 課 題 に お

け る パ フ ォ ー マ ン ス を 評 定 す る と と も に 、 問 題 解 決 の 過 程 を 観 察 し 、 被

検 者 の 自 己 調 整 方 略 に つ い て 評 定 を 行 う 。 自 己 調 整 方 略 の 評 定 に は

coding and scoring grid for self -regulation を 使 う 。  

Test of Pretend Play（ Lewis  ＆  Boucher， 1997）： ToPP は 幼 児 を

対 象 に 開 発 さ れ た フ ラ ン ス 語 版 の ご っ こ 遊 び の 課 題 で あ る 。こ の 課 題 は 、

「 別 の 物 や 人 に よ る 対 象 物 の 置 き 換 え 」「 物 や 人 に 所 有 物 を 与 え る 」「 存

在 し な い 物 や 人 を 参 照 す る 」と い う 3 種 類 の ご っ こ 遊 び か ら 構 成 さ れ る 。

子 ど も は 自 分 自 身 を ふ り の 対 象 と す る 能 力 と 、 テ デ ィ ベ ア や 人 形 の よ う

な 他 者 を ふ り の 対 象 と す る 能 力 が 評 価 さ れ る 。 ま た 、 評 価 シ ー ト を 用 い
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て 、 子 供 の ご っ こ 遊 び の 能 力 に つ い て 評 価 す る 。 自 己 調 整 方 略 の 測 定 に

は coding and scoring grid for self -regulation を 使 う 。  

Coding and Scoring grid for self -regulation（ Nader-Grosbois，2007）：

こ の コ ー デ ィ ン グ グ リ ッ ド は 問 題 解 決 課 題 や ご っ こ 遊 び の 課 題 に お け る

自 己 調 整 方 略 の 測 定 に 使 用 さ れ て い る 。「 目 標 の 特 定 」「 集 中 /計 画 」「 共

同 注 意 （ 見 る 、 ジ ェ ス チ ャ ー 、 口 頭 、 質 問 、 コ メ ン ト ）」「 要 求 （ 援 助 要

請 、 承 認 、 説 明 ）」「 注 意 」「 モ チ ベ ー シ ョ ン 」「 自 己 評 価 」 か ら な る ７ つ

の 自 己 調 整 方 略 が 測 定 さ れ る 。回 答 形 式 は 、4 段 階 評 定（ 0 点 ～ ３ 点 ）を

用 い る 。 各 問 題 解 決 課 題 （ ご っ こ 遊 び の 課 題 ） ご と に 、 各 自 己 調 整 方 略

の 得 点 と 自 己 調 整 方 略 の 合 計 得 点（ 0～ 21）が 算 出 さ れ る 。そ の 後 、全 て

の 問 題 解 決 課 題 （ 全 て の ご っ と 遊 び ） に つ い て 、 各 自 己 調 整 方 略 の 平 均

得 点 と す べ て の 自 己 調 整 方 略 の 平 均 得 点 が 算 出 さ れ る 。 被 検 者 の 問 題 解

決 課 題 と ご っ こ 遊 び の 過 程 を 、 事 前 に ビ デ オ で 録 画 し 、 そ れ に 基 づ き 得

点 化 が 行 わ れ る 。  

Dyadic Game of socio-emotional problem-solving （ Baurain  ＆  

Nader-Grosbois，2011）：こ の 課 題 は 、遊 び の ３ つ 過 程（ 前 半・半 ば・後

半 ） の 中 で 、 例 え ば 、 失 敗 し た 時 や パ ー ト ナ ー が 成 功 し た 時 や 遊 び で パ

ー ト ナ ー よ り 進 歩 し た 時 な ど 、 被 検 者 が 自 分 の 感 情 、 感 情 表 現 、 socio-

emotional behaviors（ SER）を 調 整 す る 必 要 が あ る 状 況 を 作 り 、被 検 者

の ポ ジ テ ィ ブ な 感 情 と ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 を 引 き 出 す こ と を 目 的 と し て い

る 。 大 人 を パ ー ト ナ ー と す る 中 立 的 な 場 面 と 、 子 ど も を パ ー ト ナ ー と す

る 競 争 的 な 場 面 及 び 、 子 ど も を パ ー ト ナ ー と す る 協 力 的 な 場 面 と い う ３

つ の 相 互 交 渉 的 な 場 面 を 設 定 す る 。 各 場 面 （ 中 立 と 競 争 及 び 協 調 ） ご と

に 、９ つ の 社 会 的 な 問 題 解 決 課 題 の 写 真 を 提 示 し 、被 検 者 の SER が 観 察

さ れ る 。 事 前 に 被 検 者 の 遊 び の 状 況 を ビ デ オ で 録 画 し 、 coding grid of 

SER by sequences（ Baurain  ＆  Nader-Grosbois，2011）を 用 い 、実
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験 者 が 被 検 者 の SER の 変 数 に つ い て 測 定 す る 。 被 検 者 の 社 会 的 な 問 題

解 決 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス も 測 定 さ れ る 。  

Coding Grid of Socio-Emotional Regulation by Sequences（ Baurain  

＆  Nader-Grosbois， 2011）： こ の コ ー デ ィ ン グ グ リ ッ ド は 、 ３ 種 類 の

相 互 交 渉 的 な 場 面 と ３ つ の 過 程 （ 過 程 ご と に ３ 個 の 問 題 解 決 課 題 ） に 応

じ て 、被 検 者 の SER の 変 動 性 を 評 定 す る チ ェ ッ ク リ ス ト で あ る 。グ リ ッ

ド は 、 感 情 の 表 現 ・ 適 応 、 規 則 へ の 従 順 、 社 会 的 行 動 、 感 情 の 喚 起 と い

う 4 つ の カ テ ゴ リ か ら 構 成 さ れ 、 全 26 項 目 か ら 構 成 さ れ る 。 カ テ ゴ リ

１ ～ ３ の 22 項 目 の 回 答 方 法 は 、行 動 の 頻 度 に つ い て ４ 段 階 評 定（ ０ ．見

ら れ な い ～ ３ ． 非 常 に 頻 度 が 多 い ） を 行 う 。 カ テ ゴ リ 4 の 感 情 の 喚 起 は

「 は い 」 と 「 い い え 」 か ら な る 2 段 階 評 定 を 用 い る 。 信 頼 性 に つ い て 、

下 位 カ テ ゴ リ の 内 部 一 貫 性 、 観 察 者 間 の カ ッ パ 係 数 を 用 い て 確 認 さ れ て

い る 。 妥 当 性 に つ い て 社 会 的 な 問 題 解 決 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス と の 関 連

で 示 さ れ て い る （ Baurain  ＆  Nader-Grosbois， 2011）。  

 ボ ー ル を 箱 に 入 れ る 課 題 ： こ の 課 題 は 実 際 の 体 育 授 業 の 中 で 実 施 さ れ

た 。生 徒 は 、椅 子 に 座 っ て 直 径 16 cm の ボ ー ル を 箱 に 投 げ 入 れ る 課 題 で

あ り 、 6 回 ず つ 4 セ ッ ト の 試 行 が 求 め ら れ た 。 生 徒 は セ ッ ト ご と に 目 標

を 設 定 し 、 ボ ー ル を 投 げ た 後 、 又 は セ ッ ト を 終 え た 後 に 、 先 生 か ら フ ィ

ー ド バ ッ ク を 受 け る 。 自 己 調 整 の 測 定 は 、 以 下 の 項 目 を 用 い て 生 徒 自 身

に 聞 い て い る 。具 体 的 に 、「 箱 か ら あ な た ま で の 距 離 を 変 え る べ き だ と 思

い ま す か ？ 」「 課 題 を ど れ だ け う ま く 処 理 で き る と 思 い ま す か 」「 達 成 し

た い 目 標 は 何 で す か ？ 」「 目 標 を 達 成 す る た め に 必 要 な こ と に 関 し て 、ど

の 程 度 確 信 し て い ま す か ？ 」「 こ の 課 題 で ど の 程 度 達 成 で き た と 思 い ま す

か ？ 」「 次 に ど れ だ け 達 成 で き る と 思 い ま す か ？ 」 を 用 い て い る 。  

（ ３ ） 自 己 調 整 の 領 域 及 び 自 己 調 整 方 略  

自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 領 域 を 整 理 す る と 、 Pintrich（ 2004）



32 

が 指 摘 す る 4 領 域 （「 メ タ 認 知 の 調 整 」「 行 動 の 調 整 」「 環 境 の 調 整 」「 動

機 づ け ・ 情 動 の 調 整 」） は す べ て 含 ま れ て い る と 言 え る 。 具 体 的 に 、「 メ

タ 認 知 の 調 整 」に は  「 組 織 化 、目 標 遂 行 行 為 、目 標 の 特 性 、集 中 /計 画 、

自 己 評 価 、柔 軟 性 、距 離 の 推 定 、初 期 の 目 標 設 定 、次 の 目 標 」が 、「 行 動

の 調 整 」 に は 「 自 律 性 、 注 意 」 が 、「 環 境 の 調 整 」 に は 「 要 求 」 が 、「 動

機 づ け ・ 情 動 の 調 整 」 に は 「 共 同 注 意 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 、 目 標 志 向 、 持

続 性 、 目 標 に 対 す る 自 己 効 力 、 能 力 に 対 す る 自 信 」 が 、 そ れ ぞ れ 含 ま れ

て い る 。  

「 ２ ． 自 己 調 整 の 概 念 」 で 示 し た よ う に 、 自 己 調 整 方 略 と は 、 一 般 的

に 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 と 「 行 動 の 調 整 」 及 び 「 環 境 の 調 整 」 の 3 領 域 を

含 む 概 念 で あ る こ と を 踏 ま え る と 、 知 的 障 害 者 の 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自

己 調 整 方 略 に は 、主 に「 目 標 の 特 性・設 定・遂 行 、推 定・組 織 化・計 画 、

自 己 評 価 、 柔 軟 性 、 自 律 性 、 注 意 、 要 求 」 が 含 ま れ て い る と 言 え る 。  

（ ４ ） 評 定 方 法  

 先 行 研 究 に お け る 自 己 調 整 の 測 定 方 法 に 関 し て 、 教 員 、 保 護 者 、 実 験

者 な ど 他 者 が 評 定 を 行 う 研 究 は 24 件 、 知 的 障 害 者 自 身 が 評 定 を す る 研

究 は １ 件 の み で あ っ た 。 ま た 、 先 行 研 究 で は 、 質 問 紙 を 用 い て 自 己 調 整

を 測 定 し て い る 研 究 は 12 件 で あ っ た 。 実 験 研 究 の 中 で 、 自 己 調 整 の 測

定 と し て 、 大 き く ２ つ の 方 法 が 用 い ら れ て い る 。 一 つ は 、 課 題 そ の も の

の 得 点 を 用 い た 研 究 で 、 4 件 で あ っ た 。 も う 一 つ は 、 課 題 の 様 子 を ビ デ

オ で 録 画 し た 後 、 評 価 シ ー ト を 用 い て 、 実 験 者 が 被 検 者 の 自 己 調 整 の 様

子 に つ い て 評 定 す る も の で 、 ９ 件 で あ っ た 。  

 以 上 よ り 、 知 的 障 害 児 者 の 先 行 研 究 に お け る 自 己 調 整 は 、 そ の 理 論 や

概 念 は 多 岐 に 渡 っ て い る と 言 え る 。 つ ま り 、 こ れ ま で の 研 究 は 、 自 律 的

行 動 に 関 わ る 自 己 調 整（ 10 件 ）と 他 者 や 集 団 と の 相 互 作 用 が 必 要 な 社 会

的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整（ 16 件 ）と い う 両 方 が 扱 わ れ 、特 に 社 会 的 行 動
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に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 が 多 い こ と が 示 唆 さ れ た 。  

本 研 究 は 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 を 促 す 自 己 調 整 に つ い て 検 討 す る た

め 、 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 に 焦 点 を 当 て て レ ビ ュ ー を 行 う

必 要 が あ る と 言 え る 。 以 下 、 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 を 取 り 上 げ た

研 究 に つ い て 、 知 見 を ま と め る 。  

ま ず 、 具 体 的 な 場 面 と し て 問 題 解 決 （ 5 件 ）、 遊 び （ 3 件 ）、 運 動 （ １

件 ）、日 常 生 活（ 1 件 ）が 取 り 上 げ ら れ 、就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ

い て 検 討 し た も の が 見 当 た ら な い 。  

次 に 、 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 の 対 象 者 の 年 齢 範 囲 は 学 齢

期 と 青 年 が 多 く 、 成 人 期 の み を 対 象 と し た 研 究 が 見 ら れ な い 。 精 神 年 齢

（ MA）は 広 範 囲 に 渡 っ て い る が 、中 度 と 軽 度 の 知 的 障 害 児 者 が 中 心 で あ

る と 言 え る 。 障 害 種 は 、 ダ ウ ン 症 を 含 む 知 的 障 害 児 者 が 多 い と 言 え る 。  

さ ら に 、自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 方 略 を 概 観 す る と 、「 メ タ 認 知 の

調 整 」に は「 目 標 の 特 性・設 定・遂 行 、推 定・組 織 化・計 画 、自 己 評 価 、

柔 軟 性 」 が 、「 行 動 の 調 整 」 に は 「 自 律 性 、 注 意 」 が 、「 環 境 の 調 整 」 に

は「 要 求 」が 、そ れ ぞ れ 含 ま れ て い た 。従 っ て 、「 メ タ 認 知 の 調 整 」に 含

ま れ る 方 略 が 多 く 取 り 上 げ ら れ て い る と 言 え る 。 自 己 調 整 方 略 の 測 定 の

方 法 と し て 他 者 評 価 が 中 心 で 、 特 に 実 験 研 究 で 観 察 評 定 が 多 く 用 い ら れ

て い た 。  

最 後 に 、 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 内 容 を 概 観 す る と 、 障 害

種 に よ る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 特 徴 、 自 己 調 整 方 略 と 認 知 （ 非 言 語 的 知

能 と 言 語 能 力 ） の 関 連 、 自 己 調 整 方 略 と 動 機 づ け （ マ ス タ ー 目 標 志 向 性

と 自 己 理 解 ） の 関 連 、 自 己 調 整 方 略 の 機 能 ・ 役 割 （ パ フ ォ ー マ ン ス 、 自

己 決 定 、 適 応 行 動 ） の 検 討 が 、 主 に な さ れ て い た 。  
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４ ． 第 ２ 節 の ま と め  

自 己 調 整 の 研 究 は 、大 人 の 自 己 制 御（ self-control）と 子 ど も の 自 己 制

御（ self-control）の 発 達 の 心 理 学 的 調 査 の 結 果 か ら 始 ま っ て い る 。自 己

調 整 に は 、 改 良 型 自 己 調 整 と 調 整 型 自 己 調 整 が あ り 、 行 動 の 種 類 に よ っ

て 機 能 す る 自 己 調 整 が 異 な る 。 例 え ば 、 他 者 や 集 団 と の 相 互 作 用 が 必 要

な 社 会 的 行 動 に お い て 、 調 整 型 自 己 調 整 が よ り 機 能 す る 。 一 方 、 自 己 管

理 行 動 、 学 習 行 動 、 作 業 行 為 な ど の 自 律 的 行 動 に お い て は 、 改 良 型 自 己

調 整 が よ り 機 能 す る と さ れ る 。 ま た 、 本 研 究 は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 場 面

に お け る 作 業 遂 行 と い う 自 律 的 行 動 に 焦 点 を 当 て て い る こ と か ら 、 自 律

的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 に つ い て 、 検 討 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ る 。  

自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 に つ い て 、 そ の 理 論 や 概 念 は 多 岐 に 渡 っ

て い る が 、 そ の 典 型 的 モ デ ル と し て 、 社 会 的 認 知 理 論 に 基 づ く 自 己 調 整

学 習 モ デ ル が あ る 。 こ の モ デ ル に よ れ ば 、 自 己 調 整 に は 自 己 調 整 方 略 と

動 機 づ け と い う ２ つ の 重 要 な 構 成 要 素 が あ り 、 特 に 自 己 調 整 方 略 が 重 要

視 さ れ て い る 。  

自 己 調 整 方 略 と は 、 一 般 的 に 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 と 「 行 動 の 調 整 」 及

び 「 環 境 の 調 整 」 の 3 領 域 を 含 む 概 念 で あ る 。 先 行 研 究 を 基 に 自 己 調 整

方 略 を 概 観 す る と 、「 メ タ 認 知 の 調 整 」に は「 目 標 設 定・計 画 、自 己 モ ニ

タ リ ン グ ・ 評 価 」が 、「 行 動 の 調 整 」に は「 認 知 的 方 略（ リ ハ ー サ ル 、体

訓 化 、精 緻 化 な ど ）、作 業 方 略 、 自 己 学 習 、再 発 予 防 」が 、「 環 境 の 調 整 」

に は 「 援 助 要 請 、 環 境 の 調 整 、 時 間 管 埋 、 資 源 管 理 」 が 、 そ れ ぞ れ 含 ま

れ て い た 。  

 知 的 障 害 児 者 の 自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 方 略 を 取 り 上 げ た

Nader-Crosbois の 一 連 の 研 究 で は 、７ つ の 自 己 調 整 方 略 か ら な る 評 価 シ

ー ト を 用 い て 知 的 障 害 児 者 の 使 用 状 況 を 評 定 し て い る が 、 そ の 構 造 に 関

す る 実 証 的 な 裏 付 け が 十 分 に 得 ら れ て い る と は い い が た い 。 従 っ て 、 こ
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の 多 面 的 な 構 造 に 関 す る 知 見 を 構 築 す る た め に も 、 定 量 的 分 析 に よ っ て

検 証 す る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略

に 関 す る 研 究 は 、 学 齢 期 と 青 年 期 が 多 く 、 成 人 期 の 研 究 が 少 な い 。 具 体

的 に 、 問 題 解 決 、 遊 び 、 運 動 、 日 常 生 活 と い う 場 面 に お け る 自 己 調 整 方

略 が 検 討 さ れ 、 就 労 場 面 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 検 討 し た も の が

見 当 た ら な い 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す

る 基 礎 的 ・ 実 証 的 研 究 が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。  
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第 ３ 節  知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 に 関 わ る 方 略 の 先 行 研 究 の 概 観  

 

１ ． 健 常 者 の 仕 事 の 自 己 調 整 方 略 に 関 わ る 先 行 研 究 の 概 観  

産 業 ・ 組 織 心 理 学 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 研 究 を 概 観 す

る と 、①自 己 調 整 方 略 の 構 成 概 念 を 検 討 し た 研 究 、②自 己 調 整 方 略 の 関

連 変 数 を 検 討 し た 研 究 に 大 き く 分 け る こ と が で き る 。  

１ － １ ． 健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 の 検 討  

 VandeWalle et al.（ 1999） は 営 業 者 の self-regulation tactic scale を

作 成 し 、因 子 分 析 を 実 施 し て い る 。そ の 結 果 、「 目 標 設 定 」「 努 力 」「 販 売

地 域 の 計 画 」「 営 業 の 計 画 」 の ４ 因 子 が 抽 出 さ れ た 。  

Porath and Bateman（ 2006）は 職 場 で の self-regulation tactic scale

を 作 成 し 、因 子 構 造 を 検 討 し て い る 。検 証 的 因 子 分 析 の 結 果 、「 積 極 的 な

行 動 」「 社 会 的 能 力 」「 フ ィ ー ド バ ッ ク の 探 求 」「 感 情 の 調 整 」か ら な る ４

因 子 が 抽 出 さ れ た 。 モ デ ル は 良 好 な 適 合 度 を 示 し て い る 。  

Kadhiravan and Suresh（ 2008） は 自 己 調 整 学 習 の 理 論 が 仕 事 場 面 に

適 用 可 能 で あ る こ と を 指 摘 し 、 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 概 念 的 枠 組

を 示 し て い る 。仕 事 に 必 要 な 自 己 調 整 方 略 と し て「 自 尊 心 」「 自 己 モ ニ タ

リ ン グ 」「 自 己 評 価 」「 個 人 内 コ ン ト ロ ー ル 」「 作 業 準 備 」「 作 業 目 標 志 向 」

「 失 敗 へ の 対 処 」「 問 題 解 決 」の 8 つ を 提 唱 し て い る 。し か し 、こ れ ら の

構 造 は 定 量 的 分 析 に よ っ て 検 証 さ れ て い な い 。  

Yesim et al.（ 2009）は 教 員 の 自 己 調 整（ Teacher self-regulation scale：

TSRS） を 作 成 し 、 因 子 構 成 を 検 討 し て い る 。 因 子 分 析 の 結 果 、「 内 発 的

な 関 心 」「 遂 行 目 標 志 向 」「 達 成 目 標 志 向 」「 情 緒 の コ ン ト ロ ー ル 」「 自 己

強 化 」「 目 標 設 定 」「 自 己 評 価 」「 自 己 学 習 」「 援 助 要 請 」 の 9 因 子 が 抽 出

さ れ た 。  

Fontana et al. （ 2015） は 仕 事 に お け る 自 己 調 整 学 習 質 問 紙 （ Self-
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Regulated Learning at Work Questionnaire：SRLWQ）を 作 成 し 、因 子

構 造 を 検 討 し て い る 。 分 析 の 結 果 、「 自 己 効 力 感 」「 作 業 興 味 /価 値 」「 自

己 満 足 /反 応 」「 関 心 度 の 促 進 」「 目 標 設 定 」「 自 己 評 価 」「 方 略 の プ ラ ン ニ

ン グ 」「 作 業 方 略 」「 精 緻 化 」「 批 判 的 思 考 」「 援 助 要 請 」の 11 因 子 が 抽 出

さ れ た 。 こ の 尺 度 は 、 健 常 者 の 仕 事 の 自 己 調 整 の 検 討 に お い て 、 多 く 使

わ れ て い る 。  

１ － ２ ． 健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連 変 数 の 検 討  

 Bandura and Wood（ 1989） は 経 済 学 部 に 所 属 す る 大 学 生 を 対 象 に 、

自 己 効 力 感 と 分 析 的 な 方 略 （ analytic strategies： 仕 事 の 配 分 、 目 標 設

定 、 有 益 な フ ィ ー ド バ ッ ク 、 社 会 的 報 酬 ） が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 与

え る 影 響 を 実 験 的 に 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 ま ず 、 過 去 の パ フ ォ ー マ

ン ス の 影 響 を 受 け る 自 己 効 力 感 が 、 分 析 的 な 方 略 を 仲 介 し て そ の 後 の 組

織 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る こ と や 、 自 己 効 力 感 は 個 人 の 目 標

（ personal goals） へ 影 響 を 与 え 、 直 接 か つ 間 接 的 に そ の 後 の 組 織 の パ

フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る と い っ た 複 合 的 な モ デ ル が 検 証 さ れ て い る 。 つ

ま り 、 過 去 の 経 験 の 影 響 を 受 け た 自 己 効 力 感 は 、 目 標 設 定 と フ ィ ー ド バ

ッ ク な ど 自 己 調 整 方 略 を 仲 介 し て 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る こ と

が 示 唆 さ れ る 。  

VandeWalle et al.（ 1999）は 目 標 志 向 性 と 自 己 調 整 方 略 の 営 業 パ フ ォ

ー マ ン ス に 与 え る 影 響 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 従 業 員 の マ ス タ ー 目

標 志 向 は 自 己 調 整 方 略 （ 目 標 設 定 、 努 力 、 計 画 ） を 仲 介 し て 営 業 の パ フ

ォ ー マ ン ス に 影 響 を 及 ぼ す が 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 は 営 業 の パ フ ォ

ー マ ン ス と 関 連 が な い と 指 摘 さ れ て い る 。  

Porath and Bateman（ 2006） は 自 己 調 整 方 略 と 目 標 志 向 性 及 び 仕 事

の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 に つ い て 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 マ ス タ ー 目

標 志 向 と パ フ ォ ー マ ン ス 接 近 目 標 志 向 は 自 己 調 整 方 略 （ 積 極 的 な 行 動 、
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社 会 的 能 力 、 フ ィ ー ド バ ッ ク の 探 求 、 感 情 の 調 整 ） を 仲 介 し て 仕 事 の パ

フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る が 、 パ フ ォ ー マ ン ス 回 避 目 標 志 向 は 、 自 己 調 整

方 略 及 び 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス と 負 の 関 連 が あ る と さ れ る 。  

Ghonsooly and Ghanizadeh（ 2011）は EFL（ English foreign language）

教 員 の 自 己 調 整 方 略 と 自 己 効 力 感 、 基 本 属 性 （ 性 別 と 勤 務 年 数 ） と の 関

連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 教 員 の 勤 務 年 数 と 自 己 調 整 方 略 の 間 に 正

の 関 連 は あ る も の の 、 性 別 と 自 己 調 整 方 略 の 間 に 関 連 が な い と さ れ る 。

ま た 、EFL 教 員 の 自 己 効 力 感 と 自 己 調 整 方 略 の 間 に 正 の 強 い 関 連 が あ る

と 指 摘 さ れ て い る 。  

Cellar et al.（ 2011） は 目 標 志 向 性 と 自 己 調 整 方 略 （ セ ル フ モ ニ タ リ

ン グ 、 自 己 評 価 、 自 己 強 化 、 自 己 効 力 感 ） 及 び 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の

関 連 に つ い て 、 メ タ 分 析 を 用 い て 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 マ ス タ ー 目

標 志 向 性 は 、 自 己 調 整 方 略 及 び 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス と 正 の 強 い 関 連 を

有 す る も の の 、 パ フ ォ ー マ ン ス 回 避 目 標 志 向 性 は 、 自 己 調 整 方 略 及 び 仕

事 の パ フ ォ ー マ ン ス と 負 の 関 連 が あ る と 指 摘 さ れ て い る 。  

Monshi Toussi and Ghanizadeh（ 2012） は EFL 教 員 の 統 制 の 所 在 と

自 己 調 整 方 略 と の 関 連 を 検 討 す る と と も に 、 そ こ に 及 ぼ す 自 己 効 力 感 の

緩 和 的 な 役 割 を 分 析 し て い る 。 そ の 結 果 、 教 員 の 内 部 統 制 は 自 己 調 整 方

略 と 正 の 強 い 関 連 が あ る も の の 、 外 部 統 制 は 自 己 調 整 方 略 と 負 の 関 連 が

あ る と 指 摘 さ れ て い る 。 ま た 、 教 員 の 自 己 効 力 感 の 高 低 は 統 制 の 所 在 と

自 己 調 整 方 略 の 関 係 に お い て 、大 き な 影 響 を 与 え な い こ と が 見 出 さ れ た 。 

Gol and Royaei（ 2013） は EFL（ English foreign language） 教 員 の

自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 を 調 べ て い る 。 教 員 の 自 己

調 整 方 略 は 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 有 意 に 予 測 す る 結 果 が 得 ら れ て い る 。 

Ghanizadeh and Ghonsooly（ 2014）は EFL 教 員 の 自 己 調 整 方 略 と 原

因 帰 属 の 関 連 を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 教 員 の 努 力 帰 属 は 自 己 調 整 方
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略 の 使 用 を 有 意 に 予 測 し て い る と 指 摘 さ れ て い る 。  

Sen and Yilmaz（ 2016）は 教 員 の 自 己 調 整 方 略 間（ 学 習 信 念 、自 己 効

力 感 、 メ タ 認 知 的 自 己 調 整 、 時 間 と 環 境 の 調 整 、 努 力 調 整 ） の 因 果 関 係

を 検 討 し て い る 。 そ の 結 果 、 教 員 の 学 習 信 念 と 自 己 効 力 感 は メ タ 認 知 的

自 己 調 整 に 対 し て 、 メ タ 認 知 的 自 己 調 整 は 努 力 調 整 及 び 時 間 と 環 境 の 調

整 に 対 し て 、 自 己 効 力 感 は 時 間 と 環 境 の 調 整 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 有 意 な

正 の パ ス を 示 し た と さ れ る 。  

上 記 の 健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 、３ 領 域（「 メ タ 認

知 の 調 整 」「 行 動 の 調 整 」「 環 境 の 調 整 」） を 用 い て 整 理 す る と 、「 メ タ 認

知 の 調 整 」 に は 「 目 標 設 定 、 計 画 、 フ ィ ー ド バ ッ ク の 探 求 、 自 己 モ ニ タ

リ ン グ 、自 己 評 価 、目 標 設 定 、自 己 強 化 、自 己 満 足 /反 応 、方 略 の プ ラ ン

ニ ン グ 」 が 、「 行 動 の 調 整 」 に は 「 積 極 的 な 行 動 、 問 題 解 決 、 自 己 学 習 、

精 緻 化 、 批 判 的 思 考 、 作 業 方 略 」 が 、「 環 境 の 調 整 」 に は 「 社 会 的 能 力 、

援 助 要 請 、 作 業 準 備 」 が 、 そ れ ぞ れ 含 ま れ て い る と 言 え る 。  

 ま た 、 健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連 変 数 を 検 討 し た 研 究

を 、 大 き く ２ つ に ま と め る こ と が で き る 。 一 つ 目 は 、 自 己 調 整 方 略 を 規

定 す る 要 因 と し て 、 定 型 発 達 児 を 対 象 と し た 先 行 研 究 の 知 見 と 同 様 に 、

目 標 志 向 性 、 自 己 効 力 感 、 原 因 帰 属 と い っ た 動 機 づ け 要 因 が 取 り 上 げ ら

れ て い る 。 も う 一 つ 目 は 、 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響

し て い る こ と が 示 唆 さ れ て い る 。  

 

２ ． 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 に 関 わ る 方 略 の 先 行 研 究 の 概 観  

応 用 行 動 分 析（ Applied Behavior Analysis）の 立 場 か ら 知 的 障 害 者 の

作 業 遂 行 力 の 向 上 に 向 け た 介 入 と し て 、 自 己 調 整 方 略 の 領 域 の 一 つ で あ

る 就 労 者 の メ タ 認 知 に 関 わ る 方 略 に 対 す る 導 入 が 検 討 さ れ て き た 。 例 え

ば 、 作 業 チ ェ ッ ク 表 （ 泉 ・ 川 邊 ・ 鈴 木 ， 2002;  松 田 ， 2011）、 自 己 モ ニ
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タ リ ン グ 方 略（ Goh  &  Bambara，2013;  Rouse，Everhart-Sherwood，

&  Alber-Morgan，2014）、メ モ を 取 る 方 略（ 前 原 ，2007）、修 正 内 容 を

声 に 出 し て 読 み 上 げ る 方 略（ 若 林 ，2006）、目 標 設 定 方 略 と 自 己 評 価 方 略

（ Mithaug  &  Mithaug，2003;  霜 田・井 澤 ，2005;  太 田 ，2016）が

報 告 さ れ て い る 。 こ れ ら の 研 究 は 、 知 的 障 害 者 の メ タ 認 知 に 関 わ る 方 略

が 作 業 遂 行 の 効 率 性 に 有 効 で あ る こ と を 証 明 し て い る 。 し か し 、 成 人 期

知 的 障 害 者 を 対 象 と し た こ の よ う な 介 入 研 究 は 決 し て 多 い と は 言 え な い 。

ま た 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 に 影 響 を 及 ぼ す 方 略 に つ い て 個 別 的 に 検 討

し 、 自 己 調 整 方 略 の よ う な 包 括 的 な 観 点 か ら の 検 討 で は な い こ と が 言 え

る 。  

自 己 調 整 方 略 と は 、 一 般 的 に 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 と 「 行 動 の 調 整 」 及

び 「 環 境 の 調 整 」 の 3 領 域 を 含 む 概 念 で あ る 。 こ れ ま で の 知 的 障 害 者 の

作 業 遂 行 に 関 わ る 研 究 を 見 て み る と 、「 メ タ 認 知 の 調 整 」に 含 ま れ る 自 己

モ ニ タ リ ン グ 、 目 標 設 定 、 自 己 評 価 へ の 介 入 研 究 は 比 較 的 に 多 い と 言 え

る 。「 行 動 の 調 整 」に つ い て 、知 的 障 害 者 の 作 業 力 や 作 業 能 力 に つ い て 調

査 し た 研 究（ 大 岡 ・ 菅 野 ， 2009）は 散 見 さ れ る が 、量 的 に も 質 的 に も 少

な い 。一 方 、「 環 境 の 調 整 」は 援 助 要 請・時 間 管 理・環 境 の 管 理 と い っ た

方 略 を 含 む が 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 に 必 要 な 「 環 境 の 調 整 」 の 方 略 に

つ い て 検 討 し た 研 究 は 見 当 た ら な い 。  

以 上 よ り 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 力 の 向 上 に 向 け た 先 行 研 究 は 、 メ タ

認 知 に 関 わ る 方 略 に 対 す る 介 入 が 多 い と 言 え る 。 し か し 、 知 的 障 害 者 の

就 労 に お い て ど の よ う な 自 己 調 整 方 略 が あ る の か 、 そ し て 知 的 障 害 者 の

自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 実 態 と 特 徴 と は 何 か 、 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定

し て い る 要 因 に 関 す る 支 援 の ポ イ ン ト の 明 確 化 な ど 未 検 討 で あ る 。今 後 、

知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 、 基 礎 的 か つ 実 証 的 研

究 が 求 め ら れ て い る と 考 え ら れ る 。  
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３ ． 第 ３ 節 の ま と め  

健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 整 理 す る と 、「 メ タ 認 知 の

調 整 」 に は 「 目 標 設 定 、 計 画 、 フ ィ ー ド バ ッ ク の 探 求 、 自 己 モ ニ タ リ ン

グ 、自 己 評 価 、目 標 設 定 、自 己 強 化 、自 己 満 足 /反 応 、方 略 の プ ラ ン ニ ン

グ 」が 、「 行 動 の 調 整 」に は「 積 極 的 な 行 動 、問 題 解 決 、自 己 学 習 、精 緻

化 、批 判 的 思 考 、作 業 方 略 」が 、「 環 境 の 調 整 」に は「 社 会 的 能 力 、援 助

要 請 、 作 業 準 備 」 が 、 そ れ ぞ れ 含 ま れ て い た 。  

 ま た 、 健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連 変 数 を 検 討 し た 研 究

は 、 大 き く ２ つ に 分 け ら れ る 。 一 つ 目 は 、 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す

る 要 因 と し て 、 定 型 発 達 児 の 研 究 の 知 見 と 同 様 に 、 目 標 志 向 性 、 自 己 効

力 感 、 原 因 帰 属 と い っ た 動 機 づ け の 要 因 が 指 摘 さ れ て い る 。 も う 一 つ 目

は 、 自 己 調 整 方 略 は 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 示 唆 し

て い る 。  

一 方 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 力 の 向 上 に 向 け た 先 行 研 究 は 、 メ タ 認 知

に 関 わ る 方 略 に 対 す る 介 入 が 多 か っ た 。 し か し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お

い て ど の よ う な 自 己 調 整 方 略 が あ る の か 、 そ し て 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整

方 略 の 使 用 の 実 態 と 特 徴 と は 何 か 、 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 要 因

に 関 す る 支 援 の ポ イ ン ト の 明 確 化 な ど 未 検 討 で あ る 。 今 後 、 知 的 障 害 者

の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 、 基 礎 的 か つ 実 証 的 研 究 が 求 め ら

れ て い る と 思 わ れ る 。  
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第２章  

 

本研究の目的と基本概念の定義  

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 章 で は 、 第 １ 章 の 知 的 障 害 者 の 就 労 支 援 の 現 状 と 課 題 及 び 先 行 研

究 の 概 観 を 踏 ま え 、 本 研 究 の 問 題 の 所 在 と 目 的 、 研 究 の 構 成 及 び 基 本 概

念 の 定 義 を 述 べ る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 節 で 、 本 研 究 の ２ つ の 目 的 と 、 目

的 に 対 応 し た 研 究 の 構 成 に つ い て 述 べ る 。第 ２ 節 で は 、『 就 労 に お け る 自

己 調 整 方 略 』『 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス 』『 目 標 志 向 性 』『 認 知 処 理 過 程 』と

す る ４ つ の 基 本 概 念 の 定 義 を 述 べ る 。  



46 

第 １ 節  本 研 究 の 目 的 と 構 成  

 

１ ． 問 題 の 所 在 と 本 研 究 の 目 的  

障 害 者 雇 用 促 進 法 の 改 正 の 変 遷 か ら 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に 関 わ る 法 令

や 施 策 が 整 備 さ れ つ つ 、 特 に 一 般 就 労 に 向 け た 動 き は 活 発 に な っ て い る

と 言 え る 。 た だ し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 の 実 態 を 見 て み る と 、 一 般 就 労 を

し て い る 知 的 障 害 者 数 は 全 就 労 者 の 20％ し か 占 め て い な い 。従 っ て 、こ

れ か ら 福 祉 就 労 の 場（ 就 労 移 行 支 援 ・ 就 労 継 続 支 援 A 型 ・ 就 労 継 続 支 援

B 型 ） で 働 く 知 的 障 害 者 に 対 す る 一 般 就 労 に 向 け た 支 援 は 、 喫 緊 の 課 題

で あ る と 思 わ れ る 。  

知 的 障 害 者 の 一 般 就 労 の 実 現 と そ の 継 続 に お け る 課 題 に つ い て 、 ①報

告 書 の レ ビ ュ ー と 、②職 場 で の 適 応 ス キ ル の 支 援 ニ ー ズ に 関 す る 調 査 の

結 果 か ら 、 福 祉 就 労 の 場 で 働 く 知 的 障 害 者 に 対 し て 、 作 業 遂 行 力 を 高 め

る た め に は 、 就 労 者 の 自 己 調 整 に ア プ ロ ー チ す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

自 己 調 整 の 研 究 は 、大 人 の 自 己 制 御（ self-control）と 子 ど も の 自 己 制

御（ self-control）の 発 達 の 心 理 学 的 調 査 か ら 始 ま っ て い る 。自 己 調 整 は

改 良 型 自 己 調 整 と 調 整 型 自 己 調 整 と い う ２ 次 元 を 含 み 、 特 に 行 動 の 種 類

に よ っ て 機 能 す る 自 己 調 整 の 側 面 が 異 な る 。 例 え ば 、 他 者 や 集 団 と の 相

互 作 用 が 必 要 な 社 会 的 行 動 に お い て 、調 整 型 自 己 調 整 が よ り 機 能 す る が 、

自 己 管 理 行 動 、 学 習 行 動 、 作 業 行 為 な ど の 自 律 的 行 動 に お い て は 、 改 良

型 自 己 調 整 が よ り 機 能 す る と さ れ る 。 ま た 、 本 研 究 は 知 的 障 害 者 の 就 労

場 面 に お け る 作 業 遂 行 と い う 自 律 的 行 動 に 焦 点 を 当 て て い る た め 、 自 律

的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 に つ い て 、 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 た だ

し 、 知 的 障 害 児 者 を 対 象 と し た 自 己 調 整 に 関 す る 先 行 研 究 で は 、 他 者 や

集 団 と の 相 互 作 用 が 必 要 な 社 会 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 に 比 べ 、

自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 が 少 な い 。  
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自 律 的 行 動 に 関 わ る 自 己 調 整 の 研 究 に お い て 、 学 齢 期 と 青 年 を 対 象 と

す る 研 究 が 多 く 、 成 人 期 を 対 象 と す る 研 究 が 少 な い 。 具 体 的 な 場 面 と し

て 、 問 題 解 決 、 遊 び 、 運 動 、 日 常 生 活 が 扱 わ れ 、 就 労 場 面 に お け る 自 己

調 整 方 略 に つ い て 検 討 し た も の が 見 当 た ら な い 。  

ま た 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 力 の 向 上 に 向 け た 方 略 に 関 わ る 研 究 を 概

観 す る と 、 就 労 者 の メ タ 認 知 に 関 わ る 方 略 に 対 す る 介 入 が 多 か っ た 。 し

か し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お い て ど の よ う な 自 己 調 整 方 略 が あ る の か 、

知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 実 態 及 び 特 徴 と は 何 か 、 自 己 調 整 方

略 の 使 用 を 規 定 す る 要 因 と は 何 か と い っ た 支 援 の ポ イ ン ト が 明 確 に な っ

て い な い 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 、

基 礎 的 か つ 実 証 的 研 究 が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。 そ し て 、 知 的 障 害

児 者 の 自 己 調 整 の 研 究 知 見 と 健 常 者 の 仕 事 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 研 究

知 見 を 踏 ま え 、 以 下 の 問 題 が 提 起 さ れ る 。  

第 １ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 の 検 討 が 必 要

で あ る 。 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 を 取 り 上 げ た Nader-Crosbois の

研 究 で は 、 ７ つ の 自 己 調 整 方 略 か ら な る 評 価 シ ー ト を 用 い て 知 的 障 害 児

者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 状 況 を 評 定 し て い る が 、 そ の 構 造 に 関 す る 実 証

的 な 裏 付 け が 十 分 に 得 ら れ て い る と は い い が た い 。 ま た 、 健 常 者 の 仕 事

の 自 己 調 整 方 略 の 構 造 は 明 確 に な っ て い る が 、 知 的 障 害 者 の 就 労 場 面 で

適 さ な い 方 略 は 少 な く な い 。 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

実 態 が 全 く 明 ら か に な っ て い な い 段 階 で あ る た め 、 知 的 障 害 者 の 全 体 的

な 傾 向 を 捉 え る た め に も 、 具 体 的 な 就 労 場 面 を 広 く 測 定 で き る 一 般 的 な

尺 度 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 こ れ ま で の 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 の 研 究 で

は 他 者 に よ る 評 定 が 多 く 用 い ら れ て い た 。 知 的 障 害 者 を 対 象 と し て い る

た め 、 信 頼 性 と 妥 当 性 の 問 題 を 考 慮 す る と 、 こ の 尺 度 は 他 者 評 定 に よ る

質 問 紙 が 有 効 で あ る と 思 わ れ る （ 研 究 １ ）。  
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第 ２ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 を 明 ら か に す

る 必 要 が あ る 。Kanner and Eisenberg（ 1955）は 、自 閉 症 児 者 は 知 的 障

害 児 者 と は 異 な っ た 障 害 で あ る と 指 摘 し て い る 。 職 業 能 力 に お い て も 、

知 的 障 害 者 は 手 腕 や 手 指 を 使 用 す る 単 純 作 業 で は 自 閉 症 者 に 劣 っ て い る

が 、 連 続 的 な プ ロ セ ス を 必 要 と す る 流 れ の あ る 作 業 に お い て は 必 ず し も

そ う と は 言 え な い と 報 告 さ れ て い る（ 梅 永・前 川・小 林 ，1991)。ま た 、

自 己 調 整 の 研 究 に お い て 、 知 的 障 害 児 に 比 べ 自 閉 症 児 の ほ う が 自 己 調 整

の 得 点 が 低 く 、 自 己 調 整 の 力 が 劣 っ て い る と 指 摘 さ れ て い る も の の 、 具

体 的 に 自 閉 症 児 が ど の 部 分 が 弱 く 、 知 的 障 害 児 が ど の 部 分 が 強 い か に つ

い て 明 確 に な っ て い な い（ 第 １ 章 第 ２ 節 ）。従 っ て 、知 的 障 害 者 の 就 労 に

お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 を 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 と 比 較 し て

明 確 に す る こ と は 、 今 後 の 就 労 支 援 に お い て 基 礎 的 な 知 見 を 示 す も の だ

と 考 え ら れ る 。 す な わ ち 、 知 的 障 害 者 或 い は 自 閉 症 者 の 苦 手 な 部 分 や 強

い 部 分 が 具 体 的 に な り 、 よ り 適 切 な 支 援 を 行 う う え で 手 助 け と な る と 言

え よ う （ 研 究 １ ）。  

第 ３ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 機 能 ・ 役 割 の 検 討

が 必 要 と な る 。 健 常 者 の 仕 事 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 研 究 の な か で 、 従

業 員 の 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る こ と が 多 く 実 証

さ れ て い る（ 第 １ 章 第 ３ 節 ）。ま た 、知 的 障 害 児 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る

研 究 に お い て も 、 自 己 調 整 方 略 は 課 題 の 成 績 や パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を

及 ぼ す と さ れ る（ 第 １ 章 第 ２ 節 ）。こ れ ら の 知 見 を 踏 ま え れ ば 、知 的 障 害

者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る 可 能

性 が 推 測 さ れ る （ 研 究 １ ）。  

第 ４ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 就 労 支 援 へ

の 示 唆 を 得 る た め に 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 規 定 す る 要 因 に つ い

て 明 ら か に す る 必 要 が あ る だ ろ う 。Zimmerman and Shunk（ 2011）は 、
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知 能 、 動 機 づ け と い っ た 個 人 内 要 因 と 、 学 習 機 会 の 提 供 と い っ た 環 境 要

因 が 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る と 指 摘 し て い る 。 先 行 研 究 で 知 的 障

害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 の 規 定 要 因 と し て 、 非 言 語 的 知 能 及 び 言 語 的 知 能

と 、自 己 理 解 と マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と い う 動 機 づ け 要 因 が 取 り 上 げ ら れ 、

自 己 調 整 方 略 と の 関 連 が 検 討 さ れ て い る（ 第 １ 章 第 ２ 節 ）。本 研 究 で は 個

人 内 要 因 と 環 境 要 因 と い う 総 合 的 な 視 点 か ら 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略

の 使 用 を 規 定 す る 要 因 に つ い て 検 討 す る こ と は 、 今 後 の 就 労 支 援 に 向 け

て 有 益 な 示 唆 が 得 ら れ る と 思 わ れ る （ 研 究 ２ ・ ３ ・ ４ ）。  

 以 上 よ り 、 本 研 究 は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 と

そ の 影 響 要 因 に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。 具 体 的 に 、 以 下

の 通 り で あ る 。  

 １ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 を 明 ら か に し た う え で 、 そ の 特

徴 を 検 討 す る と と も に 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ

ン ス に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る （ 研 究 １ ）。  

２ ． 個 人 内 要 因 と し て 知 能 と 動 機 づ け を 、 環 境 要 因 と し て 支 援 員 の 支

援 を 取 り 上 げ 、 こ れ ら が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討

す る （ 研 究 ２ ・ ３ ・ ４ ）。  

こ れ ら を 踏 ま え て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の モ デ ル

構 成 に 必 要 な 基 礎 的 な 知 見 を 得 た い と 考 え た 。  

 

２ ． 本 研 究 の 構 成  

 本 研 究 の 構 造 は 、 上 記 の ２ つ の 目 的 と 対 応 す る 形 で 大 き く ２ つ の 章 に

分 か れ て い る 。  

第 ３ 章 は 、 研 究 １ か ら な る 。 こ こ で は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 の 構 造 を 明 ら か に し た う え で 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 の 特 徴 に つ い て 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 と の 比 較 を 通 し
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て 明 ら か に す る 。ま た 、知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 機 能・

役 割 の 検 討 と し て 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス

に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。  

第 ４ 章 は 、 研 究 ２ ～ 研 究 ４ か ら な る 。 研 究 ２ に お い て 、 支 援 員 の 支 援

が 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。

研 究 ３ に お い て 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略

に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。 研 究 ４ に お い て 、 知 能 を 認 知 処 理 過 程 と

し て 捉 え 、 知 的 障 害 者 の プ ラ ン ニ ン グ ・ 同 時 処 理 ・ 注 意 ・ 継 次 処 理 が 就

労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。  

な お 、 第 ３ 章 で は 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン

ス に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し 、 第 ４ 章 で は 知 能 ・ 動 機 づ け ・ 支 援 員 の 支 援 が

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に し て い る 。 仕 事 の パ

フ ォ ー マ ン ス は 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 規 定 す る 要 因 で は な い が 、

知 能 、 動 機 づ け 、 支 援 員 の 支 援 、 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 、 就 労 に お け

る 自 己 調 整 方 略 の 影 響 要 因 と し て 捉 え る こ と は 可 能 で あ る と 考 え 、 論 文

タ イ ト ル で 影 響 要 因 と い う 用 語 を 用 い た 。  

 本 研 究 の 研 究 構 成 図 を Fig.５ に 示 す 。  
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Fig.５  本 研 究 の 構 成  
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第 2 節  基 本 概 念 の 定 義  

 

①就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略  

第 １ 章 第 ２ 節 で 示 し た 通 り 、 自 己 調 整 方 略 と は 、 情 報 を 符 号 化 し 、 課

題 を 遂 行 す る の を 助 け る 体 系 的 な プ ラ ン の こ と を 意 味 し 、 具 体 的 に 「 メ

タ 認 知 の 調 整 」「 行 動 の 調 整 」「 環 境 の 調 整 」 と い う ３ 領 域 を 含 む 概 念 で

あ る と 考 え る 。 Zimmerman and Martinez-Pons（ 1992） と 佐 藤 ・ 新 井

（ 1998）の 学 習 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 定 義 を 参 考 に 、知 的 障 害

者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 、「 仕 事 を 効 率 よ く 行 う た め に 、作 業 に

関 わ る 方 略 の 理 解 ・ 選 択 ・ 使 用 を 就 労 者 自 身 が 調 整 し 進 め て い く 能 力 」

と 定 義 す る 。  

②仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス  

本 研 究 で は 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に つ い て 、「 作 業 力 」と

「 仕 事 へ の 態 度 」 と い う ２ 側 面 か ら 捉 え る 。 具 体 的 に 、 障 害 者 職 業 総 合

セ ン タ ー（ 2009）に よ っ て 開 発 さ れ た『 就 労 支 援 の た め の 従 業 員 用 チ ェ

ッ ク リ ス ト 』 に お け る 「 作 業 力 」 と 「 仕 事 へ の 態 度 」（ 計 23 項 目 ） の 項

目 を 用 い る 。  

③目 標 志 向 性  

 目 標 志 向 性 と は 、個 人 が 達 成 場 面 で 表 象 す る 目 標 が 、そ の 後 の 認 知 的・

感 情 的 ・ 行 動 的 反 応 の 個 人 差 を 生 む も の と す る 。 こ こ で い う 「 目 標 」 と

は 、 そ の 場 に お け る 具 体 的 な 達 成 目 標 で は な く 、 な ぜ そ の 目 標 を 達 成 し

た い の か と い う 理 由 や 目 的 、 個 人 が 達 成 場 面 に お い て も つ 関 心 、 興 味 と

い っ た も の を 表 す 。 目 標 志 向 性 に は 、 主 に 課 題 に 取 り 組 む こ と を 通 じ て

能 力 を 伸 ば す こ と を 目 的 と し た マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と 、 よ い 評 価 を 得 て

悪 い 評 価 を 避 け る こ と を 目 的 と し た パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 と い う ２

種 類 が あ る と さ れ て い る （ Dweck  ＆  Leggett， 1988）。  
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④認 知 処 理 過 程  

認 知 処 理 過 程 の 理 論 の 中 で 最 も 有 力 的 な も の の 一 つ に は 、 Luria の 神

経 心 理 学 的 機 能 モ デ ル が あ る 。 Naglieri and Das（ 1997） は こ の モ デ ル

を 発 展 さ せ 、知 能 の PASS 理 論 を 提 唱 し て い る 。PASS 理 論（ 1997）は 、

人 間 の 認 知 機 能 を プ ラ ン ニ ン グ 、 注 意 、 同 時 処 理 、 継 次 処 理 の ４ つ の 重

要 な 活 動 に 基 づ い た も の と し て お り 、 こ れ ら が 個 人 の 知 識 基 盤 を 変 化 さ

せ る と い う 考 え 方 を 提 案 し た 。  

プ ラ ン ニ ン グ と は 、個 人 が 問 題 解 決 の 方 法 を 決 定 し 、選 択 し 、適 用 し 、

評 価 す る 心 的 過 程 で あ る 。 注 意 と は 一 定 時 間 提 示 さ れ た 競 合 す る 刺 激 に

対 す る 反 応 を 抑 制 す る 一 方 で 、 特 定 の 刺 激 に 対 し て 選 択 的 に 集 中 を 向 け

る 心 的 過 程 で あ る 。 同 時 処 理 と は 複 数 の 構 成 要 素 を 概 観 可 能 な 一 つ の 全

体 に ま と め た り 、 全 体 か ら 要 素 を 自 由 に 取 り 出 し た り と い っ た 心 的 過 程

を 表 す 。 継 次 処 理 と は 一 つ 一 つ の 情 報 の 構 成 要 素 を 連 続 的 な 系 列 と し て

統 合 し 、 構 成 要 素 を 順 番 に 活 性 化 す る こ と に よ っ て は じ め て 要 素 を 取 り

出 す 心 的 過 程 で あ る と さ れ る 。  
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第３章  

 

知的障害者の就労における自己調整方略の  

 

特徴とその機能の検討  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 章 で は 、 ま ず 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構

造 を 明 ら か に す る 。 そ し て 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 と の 比 較

を 通 し て 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 を 明 ら か に

す る 。 次 に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ

ォ ー マ ン ス に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る （ 研 究 １ ）。  
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第 1 節  知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 と  

そ の 特 徴 及 び 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 及 ぼ す 影 響  

（ 研 究 １ ）  

 

Ⅰ． 問 題 の 所 在 と 目 的   

１ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造  

知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 を 取 り 上 げ た Nader-Crosbois の 一 連 の

研 究 （ Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre ， 2011;  Nader-Grosbois  ＆  

Lefèvre ， 2012;  Nader-Grosbois  ＆  Vieillevoye ， 2012;  Nader-

Grosbois， 2014） で は 、 目 標 設 定 ・ 計 画 ・ 共 同 注 意 ・ 要 求 ・ 注 意 ・ 動 機

づ け ・ 自 己 評 価 の ７ つ の 自 己 調 整 方 略 か ら な る 評 価 シ ー ト を 用 い て 知 的

障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 を 評 定 し て い る が 、 そ の 構 造 に 関 す る 実 証 的 な

裏 付 け は 十 分 に 得 ら れ て い る と は い い が た い 。 ま た 、 健 常 者 の 仕 事 の 自

己 調 整 方 略 の 構 造 は 明 確 に な っ て い る が（ VandeWalle，Brown，Cron，

&  Slocum，1999;  Porath ＆  Bateman，2006;  Yesim，Sungur，&  

Uzuntiryaki，2009;  Fontana，Milligan，Littlejohn，&  Margaryan，

2015）、 知 的 障 害 者 の 就 労 場 面 で 適 さ な い 方 略 は 少 な く な い 。 知 的 障 害

者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 実 態 が 全 く 明 ら か に な っ て い な い 段 階

で あ る た め 、 知 的 障 害 者 の 全 体 的 な 傾 向 を 捉 え る た め に も 、 具 体 的 な 就

労 場 面 を 広 く 測 定 で き る 一 般 的 な 尺 度 が 必 要 と 考 え ら れ る 。 特 に 、 知 的

障 害 児 者 の 自 己 調 整 に 関 す る こ れ ま で の 研 究 で は 他 者 に よ る 評 定 が 多 く

用 い ら れ て い た 。 知 的 障 害 者 を 対 象 と し て い る た め 、 信 頼 性 と 妥 当 性 の

問 題 を 考 慮 す る と 、 こ の 尺 度 は 他 者 評 定 に よ る 質 問 紙 が 有 効 で あ る と 思

わ れ る 。  
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２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴  

知 的 障 害 児 の 自 己 調 整 の 特 徴 と し て 、 自 閉 症 児 に 比 べ 、 自 己 調 整 の 得

点 が 有 意 に 高 い と 指 摘 さ れ て い る （ Barnard-Brak， Ivey-Hatz， Ward，

＆  Wei，2014）。知 的 障 害 者 の 職 業 能 力 の 特 徴 と し て 、手 腕 や 手 指 を 使

用 す る 単 純 作 業 で は 自 閉 症 者 に 劣 っ て い る が 、 連 続 的 な プ ロ セ ス を 必 要

と す る 流 れ の あ る 作 業 に お い て は 必 ず し も そ う と は 言 え な い と し て い る

（ 梅 永・前 川・小 林 ，1991）。以 上 の こ と か ら 、自 閉 症 の 有 無 に よ っ て 知

的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 レ ベ ル に 差 異 が あ る 可 能 性

が 推 測 さ れ る 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴

を 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 と 比 較 し て 明 確 に す る こ と は 、 今 後 の

就 労 支 援 に お い て 基 礎 的 な 知 見 を 示 す も の だ と 考 え ら れ る 。  

 

３ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 連  

健 常 者 の 仕 事 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 先 行 研 究 で は 、 自 己 調 整 方 略 と

仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス と の 間 の 正 の 関 係 は 多 く 指 摘 さ れ て い る 。例 え ば 、

Kanfer（ 1990a， 1990b， 1992） と Porath and Bateman（ 2006） の 研

究 で は 、 自 己 調 整 方 略 は 目 標 志 向 性 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 間 に 仲 介

役 と し て 機 能 す る と さ れ る 。 特 に 、「 積 極 的 な 行 動 」（ 有 利 な 環 境 へ の 働

き か け ）と「 社 会 的 有 能 性 」（ 他 者 と の 相 互 交 渉 、他 者 と の 協 同 、友 情 ネ

ッ ト ワ ー ク と 社 会 的 サ ポ ー ト ） と い っ た 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー

マ ン ス と の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が あ る の に 対 し て 、「 感 情 の コ ン ト ロ ー ル 」

（ 注 意 の 維 持 、 感 情 の 抑 制 ） と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス と の 間 に 負 の 相 関

が あ る と 指 摘 さ れ て い る （ Porath  ＆  Bateman， 2006）。 ま た 、 知 的

障 害 児 者 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 先 行 研 究 に お い て も 、 ご っ こ 遊 び と 問

題 解 決 課 題 の パ フ ォ ー マ ン ス と 自 己 調 整 方 略 の 関 連 が 指 摘 さ れ て い る

（ Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre ， 2011;  Nader-Grosbois  ＆  
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Vieillevoye， 2012）。  

一 方 で 、 知 的 障 害 者 を 対 象 と し た 研 究 で は 、 就 労 者 の 自 己 モ ニ タ リ ン

グ 方 略（ 泉・川 邊・鈴 木 ，2002;  松 田 ，2011;  Goh  &  Bambara，2013;  

Rouse，Everhart-Sherwood，&  Alber-Morgan，2014）、メ モ を 取 る 方

略（ 前 原 ，2007）、言 語 化 方 略（ 若 林 ，2006）、目 標 設 定 方 略 と 自 己 評 価

方 略（ Mithaug  &  Mithaug，2003;  霜 田・井 澤 ，2005;  太 田 ，2016）

は 作 業 パ フ ォ ー マ ン ス を 促 進 す る と 報 告 さ れ て い る が 、 個 々 の 方 略 に 対

す る 事 例 検 討 に 留 ま っ て い る と 言 え る 。 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 連 を 検 討 し た 実 証 的 な 研 究 が 見 当

た ら な い 。  

ま た 、 健 常 児 者 を 対 象 と し た 学 習 や 仕 事 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 先 行

研 究 に よ る と 、 自 己 調 整 方 略 は 大 き く ２ 種 類 に 分 類 さ れ る 。 調 整 方 略 と

処 理 方 略 （ 佐 藤 ， 2004 ）、 メ タ 認 知 方 略 と 認 知 的 方 略 （ Pintrich  &  

Schrauben， 1992）、 メ タ 認 知 的 方 略 と 時 間 と 環 境 の 調 整 方 略 （ Sen  &  

Yilmaz， 2016）、 間 接 的 方 略 と 直 接 的 方 略 （ 赤 松 ， 2017） と い う カ テ ゴ

リ ー に 分 類 さ れ る 。 こ れ ら の 分 類 は 、 必 ず し も 完 全 に 同 一 の 基 準 に よ る

も の で は な く 、 名 称 も 異 な っ て い る 。 た だ し 、 調 整 方 略 、 メ タ 認 知 的 方

略 、 間 接 的 方 略 と は 自 己 の 状 態 を 整 え る 方 略 で あ り 、 処 理 方 略 、 認 知 的

方 略 、 直 接 方 略 、 時 間 と 環 境 の 調 整 方 略 と は 仕 事 、 或 い は 学 習 の 内 容 に

直 接 的 に 働 き か け 、 そ の 成 果 を 上 げ る 方 略 で あ る と い う 点 で 共 通 す る と

言 え る 。 ま た 、 こ れ ら の 関 係 に つ い て 、 調 整 方 略 は 処 理 方 略 の 使 用 を 規

定 す る 機 能 を 持 ち 、 他 の 方 略 に 比 べ 高 次 の 認 知 レ ベ ル に あ る と 指 摘 さ れ

て い る（ 佐 藤 ，2004;  Sen  &  Yilmaz，2016;  赤 松 ，2017）。先 行 研

究 の 知 見 を 踏 ま え れ ば 、知 的 障 害 者 の 就 労 に お い て 、「 柔 軟 的 調 整 」と「 目

標 設 定 」と い っ た メ タ 認 知 的 方 略 は 、「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」及 び「 環

境 の 管 理 」 と い っ た 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る こ と が 推 測
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さ れ る 。  

知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 力 の 向 上 を 目 指 す 場 合 、 支 援 員 は 方 略 の 支 援 へ

目 を 向 け る べ き で あ り 、 そ の た め に 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 の 使 用 を 測 定 で き る 尺 度 を 作 成 す る こ と は 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。

こ の 尺 度 を 使 用 す る こ と に よ り 、 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 実 態 を 客

観 的 に 把 握 す る こ と が 可 能 に な る 。 継 続 的 に 使 用 す る こ と に よ り 、 知 的

障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 が 改 善 さ れ て い く 様 子 や 、 支

援 の 効 果 等 を 測 る 指 標 に な る と 言 え る 。 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と は 、 知 的 障 害 者 の 苦 手 な 部 分 や 強 い

部 分 が 具 体 的 に な り 、 よ り 適 切 な 支 援 を 行 う う え で 手 助 け と な る と 言 え

よ う 。 特 に 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係

の 検 証 は 、 今 後 の 職 場 で の 就 労 支 援 に 寄 与 す る だ け で な く 、 こ の 尺 度 の

妥 当 性 の 検 証 と い う 視 点 か ら も 意 義 が 大 き い と 考 え ら れ る 。  

そ こ で 、 本 研 究 で は ま ず 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

尺 度 を 開 発 し 、 そ の 構 造 を 検 討 す る 。 次 に 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害

者 と の 比 較 を 通 し て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 を

明 ら か に す る 。加 え て 、メ タ 認 知 的 方 略（「 目 標 設 定 」「 柔 軟 的 調 整 」）は

行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 （「 援 助 要 請 」「 作 業 方 略 」「 環 境 の 管 理 」） を 通 し

て 、 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を 及 ぼ す と い う 因 果 モ デ ル を 仮 定 し 、

そ の 検 証 を 行 う 。  

 

Ⅱ． 方 法   

１ ． 対 象 者   

関 東 地 域 の 特 例 子 会 社 9 ヶ 所 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 （ 就 労 継 続 支

援 A 型 と 就 労 継 続 支 援 B 型 及 び 就 労 移 行 支 援 ） 23 ヶ 所 に 所 属 す る 知 的

障 害 者 計 366 名 を 対 象 と し た 。   
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2． 調 査 方 法   

研 究 の 協 力 が 得 ら れ た 機 関 ご と に 10～ 15 部 の 質 問 紙 を 配 布 し 、 就 労

支 援 に 携 わ っ て い る 職 員 に 、 質 問 紙 の 回 答 を 依 頼 し た 。 す べ て の 機 関 か

ら 郵 送 に よ る 回 収 が 得 ら れ た 。  

ま た 、 E 就 労 継 続 支 援 B 型 の 27 名 の 対 象 者 に 対 し て 、 ３ ヶ 月 後 に 再

検 査 を 実 施 し た 。 同 様 に 就 労 支 援 に 携 わ る 職 員 に 質 問 紙 の 回 答 を 依 頼 し

た 。  

 

3． 調 査 期 間   

2016 年  9 月 ～ 12 月 で あ っ た 。   

 

4． 調 査 項 目   

４ － １ ． 予 備 調 査  

（ １ ） 先 行 研 究 か ら の 自 己 調 整 方 略 の 抽 出  

自 己 調 整 方 略 と は 、 個 人 が 目 標 を 達 成 す る た め に 、 自 分 自 身 の メ タ 認

知 、 動 機 づ け 、 行 動 に 能 動 的 に 関 与 し て い く 循 環 的 か つ 計 画 的 な 過 程 で

あ る 自 己 調 整 を 構 成 す る 要 素 の 一 つ で あ る（ Zimmerman，2000）。ま た 、

Zimmerman and Martinez-Pons（ 1992） と Pintrich（ 2004） の 自 己 調

整 方 略 に 関 わ る 定 義 に よ れ ば 、 一 般 的 に 自 己 調 整 方 略 と は 、 情 報 を 符 号

化 し 、 課 題 を 遂 行 す る の を 助 け る 体 系 的 な プ ラ ン の こ と を 意 味 し 、 具 体

的 に①「メ タ 認 知 の 調 整 」、②「行 動 の 調 整 」、③「環 境 の 調 整 」 の ３ 領

域 か ら 構 成 さ れ る と 考 え ら れ る 。  

近 年 の 学 習 概 念 の 拡 張 を 受 け 、 自 己 調 整 学 習 の 理 論 は 、 教 科 学 習 以 外

に 、仕 事（ Yesim et al.，2009）、運 動（ 幾 留 ・中 本 ・森 ・藤 田 ，2017）、

健 康（ Petosa，1993）な ど の 文 脈 に も 適 用 さ れ て い る 。以 下 、こ れ ま で



60 

各 文 脈 に お い て 開 発 さ れ た 自 己 調 整 に 関 わ る 尺 度 を 概 観 し 、 自 己 調 整 方

略 に つ い て 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 と 「 行 動 の 調 整 」 及 び 「 環 境 の 調 整 」 の

3 領 域 に 分 類 す る （ Table3-1-①）。  

ま ず 、 全 て の 研 究 に 言 及 さ れ 、 自 己 調 整 方 略 の 主 要 な 領 域 で あ る 「 メ

タ 認 知 の 調 整 」 に は 、「 目 標 設 定 、 自 己 評 価 、 自 己 モ ニ タ リ ン グ 、 計 画 」

な ど の 方 略 が 含 ま れ て い る 。次 に 、文 脈 に よ っ て 多 少 相 違 は あ る も の の 、

多 く の 研 究 に 言 及 さ れ 、 自 己 調 整 方 略 に 必 ず 含 ま れ る 領 域 で あ る 「 行 動

の 調 整 」に は「 認 知 的 方 略（ リ ハ ー サ ル 、体 制 化 、精 緻 化 な ど ）、作 業 方

略 、 自 己 学 習 、 再 発 予 防 」 な ど の 方 略 が 含 ま れ て い る 。 さ ら に 、 全 て の

研 究 に 含 ま れ て い る わ け で は な い が 、 自 己 調 整 方 略 の 重 要 な 領 域 で あ る

「 環 境 の 調 整 」 に は 「 援 助 要 請 、 環 境 の 調 整 、 時 間 管 理 、 資 源 管 理 」 な

ど の 方 略 が 含 ま れ て い る 。 以 上 の こ と か ら 、 自 己 調 整 方 略 に は 「 目 標 設

定 、 計 画 、 自 己 モ ニ タ リ ン グ 、 自 己 評 価 、 認 知 的 方 略 （ リ ハ ー サ ル 、 体

制 化 、精 緻 化 な ど ）、作 業 方 略 、自 己 学 習 、再 発 予 防 、援 助 要 請 、時 間 管

理 、環 境 の 調 整 、資 源 管 理 」の 方 略 が 含 ま れ る と 言 え る 。ま た 、「 メ タ 認

知 の 調 整 」 と 「 環 境 の 調 整 」 に は 文 脈 に 特 化 し た 方 略 が 少 な く 、 全 て の

文 脈 に 共 通 す る も の が 多 か っ た 。一 方 、「 行 動 の 調 整 」に は 文 脈 に 特 化 し

た 方 略 が 多 く 、 共 通 す る も の が 少 な い と 言 え る 。  

先 行 研 究 の 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 に は 基 本 的 に 「 目 標 設 定 、 計 画 、 自 己

モ ニ タ リ ン グ 、 自 己 評 価 」 が 含 ま れ て い た こ と か ら 、 本 研 究 で 「 目 標 設

定 ・ 計 画 と 自 己 モ ニ タ リ ン グ ・ 評 価 」 の 2 方 略 を 仮 定 す る 。「 行 動 の 調

整 」 は 文 脈 に よ っ て 異 な り 、 仕 事 に お い て 「 問 題 解 決 、 失 敗 へ の 対 処 、

作 業 方 略 、 自 己 学 習 、 批 判 的 思 考 」 が 含 ま れ て い た 。 し か し 、 上 記 の 方

略 （「 問 題 解 決 、 失 敗 へ の 対 処 、 自 己 学 習 、 批 判 的 思 考 」） は 知 的 障 害 者

の 知 的 発 達 と 仕 事 内 容 か ら 考 え 、適 用 が 難 し い と 思 わ れ る 。本 研 究 で「 作

業 方 略 」の み を 仮 定 す る 。「 環 境 の 調 整 」に は 基 本 的 に「 援 助 要 請 、環 境
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の 調 整 、資 源 管 理 、時 間 管 理 」が 含 ま れ て い た 。「 資 源 管 理 」は「 環 境 の

調 整 」と 類 似 す る 意 味 で 使 わ れ て い た こ と を 踏 ま え  、本 研 究 で「 援 助 要

請 、 環 境 調 整 、 時 間 管 理 」 の ３ 方 略 を 仮 定 す る 。 従 っ て 、 本 研 究 で は ６

つ の 自 己 調 整 方 略（「 目 標 設 定・計 画 」「 自 己 モ ニ タ リ ン グ・評 価 」「 作 業

方 略 」「 援 助 要 請 」「 時 間 管 理 」「 環 境 調 整 」） を 用 い 、 知 的 障 害 者 の 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 の 作 成 を 試 み る 。  

 

Table3-1-①  先 行 研 究 に 用 い ら れ る 自 己 調 整 方 略 の 分 類  
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（ ２ ） 先 行 研 究 よ り 項 目 の 収 集  

2009 年 に 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー に よ っ て 開 発 さ れ た『 就 労 支 援 の た

め の 従 業 員 用 チ ェ ッ ク リ ス ト 』 を 参 考 に 、 自 己 調 整 方 略 に 該 当 す る と 思

わ れ る 項 目 を 採 用 し た 。 本 チ ェ ッ ク リ ス ト を 開 発 す る 際 に 、 こ れ ま で の

研 究 成 果 等 を 活 用 す る と と も に 、 外 部 の 学 術 経 験 者 、 教 育 ・ 福 祉 ・ 労 働

関 係 機 関 及 び 企 業 関 係 者 で 検 討 を 重 ね た う え で 、 就 労 支 援 を 取 り 組 む

300 ヶ 所 の 教 育 ・ 福 祉 施 設 等 で 試 用 し て い る と 述 べ ら れ て い る （ 障 害 者

職 業 総 合 セ ン タ ー ， 2009）。 こ の チ ェ ッ ク リ ス ト は 障 害 種 別 と 職 種 に 関

係 な く 、 す べ て の 障 害 者 と 事 業 所 を 対 象 と し て い る 。 特 に 知 的 障 害 者 の

就 労 支 援 に お い て 最 も 頻 繁 に 使 わ れ て い る こ と が 言 え る 。 知 的 障 害 者 の

就 労 に 特 化 し た 尺 度 を 作 成 す る 際 に 、 参 考 の 価 値 が 大 き い と 考 え た 。  

具 体 的 に 「 職 業 生 活 、 対 人 関 係 、 作 業 力 、 仕 事 へ の 態 度 」 の ４ 領 域 か

ら 構 成 さ れ て い る 。 但 し 、 こ れ ら が ６ つ の 自 己 調 整 方 略 に つ い て 十 分 に

測 定 で き な い た め 、 健 常 児 者 用 の 自 己 調 整 方 略 の 尺 度 で あ る 『 学 習 方 略

使 用 尺 度 』（ 佐 藤 ・ 新 井 ， 1998） と 『 教 員 の 自 己 調 整 尺 度  』（  Yesim et 

al.， 2009） を 参 考 に 項 目 を 収 集 し た 。  

『 学 習 方 略 使 用 尺 度 』 は 小 学 生 を 対 象 に 開 発 さ れ た 尺 度 で あ り 、 学 習

方 略 に つ い て 調 整 方 略 と 処 理 方 略 と い う ２ 領 域 か ら 捉 え て い る （ 佐 藤 ・

新 井 ，1998）。具 体 的 に 、調 整 方 略 と し て「 柔 軟 的 方 略 」と「 プ ラ ン ニ ン

グ 」が 、処 理 方 略 と し て「 認 知 的 方 略 」「 作 業 方 略 」「 人 的 リ ソ ー ス 方 略 」

が 、 そ れ ぞ れ 抽 出 さ れ て い る 。 本 研 究 で は 、「 目 標 設 定 ・ 計 画 」「 自 己 モ

ニ タ リ ン グ ・ 評 価 」「 環 境 管 理 」「 援 助 要 請 」 の 測 定 に 必 要 と 思 わ れ る 項

目 を 採 用 し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 場 面 に 合 う よ う 表 現 を 変 更 し た 。   

比 較 的 に 少 な い 仕 事 に お け る 自 己 調 整 に 関 わ る 尺 度 の 中 で 、『 教 員 の 自

己 調 整 尺 度 』は 十 分 な 信 頼 性・妥 当 性 が 確 認 さ れ て い る 。具 体 的 に 、「 内

発 的 な 関 心 」「 達 成 目 標 志 向 」「 遂 行 目 標 志 向 」「 自 己 強 化 」「 情 緒 の コ ン
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ト ロ ー ル 」「 目 標 設 定 」「 自 己 評 価 」「 援 助 要 請 」「 自 己 学 習 」 の ９ つ の 方

略 が 抽 出 さ れ て い る 。こ の 中 、「 内 発 的 な 関 心 」「 達 成 目 標 志 向 」「 遂 行 目

標 志 向 」「 自 己 強 化 」「 情 緒 の コ ン ト ロ ー ル 」は「 動 機 づ け・情 動 の 調 整 」

に 含 ま れ 、 本 研 究 の 概 念 的 枠 組 と 一 致 し な い た め 、 項 目 の 採 用 か ら 排 除

し た 。 そ し て 、 主 に 「 目 標 設 定 ・ 計 画 」 と 「 自 己 モ ニ タ リ ン グ ・ 評 価 」

及 び 「 援 助 要 請 」 を 測 定 す る の に 必 要 と 思 わ れ る 項 目 を 採 用 し 、 知 的 障

害 者 の 就 労 場 面 に 合 う よ う 表 現 を 変 更 し た 。  

最 終 的 に『 就 労 支 援 の た め の 従 業 員 用 チ ェ ッ ク リ ス ト 』か ら 29 項 目 、

『 学 習 方 略 使 用 尺 度 』 か ら 13 項 目 、『 教 員 の 自 己 調 整 尺 度 』 か ら 10 項

目 、 独 自 に 設 定 し た ８ 項 目 （「 目 標 設 定 ・ 計 画 」 １ 項 目 、「 自 己 モ ニ タ リ

ン グ ・評 価 」２ 項 目 、「 作 業 方 略 」１ 項 目 、「 時 間 管 理 」１ 項 目 、「 援 助 要

請 」 ３ 項 目 ）、 計 60 項 目 を 収 集 し た 。   

な お 、 障 害 者 に 対 す る 心 理 学 的 支 援 を 専 攻 す る 大 学 院 生 ２ 名 と 現 職 の

就 労 移 行 支 援 事 業 所 職 員 ２ 名 で 項 目 の 収 集 を 行 っ た 。  

（ ３ ） 内 容 の 妥 当 性 の 検 討  

関 東 地 域 の 就 労 移 行 支 援 事 業 所 の 職 員 42 名 と 特 例 子 会 社 の 職 員 ２ 名 、

計 44 名 に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。    

ま ず 、 職 員 44 名 に 対 し 、 先 行 研 究 か ら 採 用 し た 項 目 （ 60 項 目 ） に つ

い て 内 容 的 妥 当 性 の 検 討 を 依 頼 し た 。 質 問 項 目 に 対 し て 、 6 つ の 自 己 調

整 方 略 を 測 定 す る 項 目 と し て 適 切 か 否 か の ２ 件 法 に よ る 評 定 が 行 わ れ 、

41 項 目 は 適 切 で あ る と 判 断 さ れ た 。  

次 に 、 ６ つ の 自 己 調 整 方 略 を 評 価 す る に あ た っ て 、 そ れ ぞ れ 重 要 で あ

る と 思 わ れ る 行 動 を ３ つ ず つ 書 い て も ら っ た 。 各 記 述 を 筆 者 が KJ 法 的

ア プ ロ ー チ で カ ー ド 化 し 、 分 類 を 行 っ た 後 に 障 害 者 に 対 す る 心 理 学 的 支

援 を 専 攻 す る 大 学 教 員 １ 名 と 大 学 生 ９ 名 （ 大 学 院 生 ８ 名 、 大 学 生 １ 名 ）

で 検 討 し た 。そ の 結 果 、「 目 標 設 定・計 画 」12 項 目 、「 自 己 モ ニ タ リ ン グ・
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評 価 」6 項 目 、「 作 業 方 略 」16 項 目 、「 環 境 調 整 」7 項 目 、「 援 助 要 請 」11

項 目 、「 時 間 管 理 」 12 項 目 、 計 64 項 目 が 得 ら れ た 。   

さ ら に 、 先 行 研 究 か ら 収 集 さ れ た 41 項 目 と 職 員 の 自 由 記 述 で 得 ら れ

た 64 項 目 に つ い て 、 重 複 す る 内 容 を 整 理 し 、 表 現 に 関 し て 職 員 の 自 由

記 述 で 得 ら れ た 回 答 を 優 先 的 に 採 用 し た 。 そ の 結 果 、 計 76 項 目 が 得 ら

れ た 。  

76 項 目 に 対 し て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と し て 内

容 的 に 適 切 で あ る こ と を 第 １ の 選 択 基 準 と し 、 表 現 が 適 切 で あ る こ と を

第 ２ の 選 択 基 準 と し 、 ５ 名 （ 現 職 の 特 別 支 援 学 校 高 等 部 の 進 路 担 当 教 諭

１ 名 、 就 労 移 行 支 援 事 業 所 職 員 １ 名 、 特 例 子 会 社 職 員 １ 名 、 障 害 者 に 対

す る 心 理 学 的 支 援 を 専 攻 す る 大 学 院 生 ２ 名 ） に 、 再 び 内 容 の 妥 当 性 の 検

討 を 依 頼 し た 。 そ の 結 果 、 72 項 目 が 本 調 査 の 項 目 と し て 採 用 さ れ た 。   

ま た 、 先 行 研 究 で は 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 に 含 ま れ る 方 略 は 「 行 動 の 調

整 」と「 環 境 の 調 整 」に 含 ま れ る 方 略 と 別 次 元 に 存 在 し 、「 メ タ 認 知 の 調

整 」は そ の 他 を 調 整 す る 機 能 を も つ と さ れ る（ Pintrich  &  Schrauben，

1992;  佐 藤 ・ 新 井 ， 1998;  Sen  &  Yilmaz， 2016）。 こ の こ と か ら 、

筆 者 は 72 項 目 を KJ 法 的 ア プ ロ ー チ で カ ー ド 化 し 、「 メ タ 認 知 の 調 整 」

に 含 ま れ る 項 目 を メ タ 認 知 的 方 略 （「 目 標 設 定 ・ 計 画 」「 自 己 モ ニ タ リ ン

グ ・ 評 価 」） と し て 、「 行 動 の 調 整 」 と 「 環 境 の 調 整 」 に 含 ま れ る 項 目 を

行 動・環 境 の 調 整 方 略（「 作 業 方 略 」「 環 境 調 整 」「 援 助 要 請 」「 時 間 管 理 」）

と し て 分 類 し た 後 に 、 上 記 の ５ 名 で 検 討 し 修 正 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 メ

タ 認 知 的 方 略 は 32 項 目 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 は  40 項 目 で あ っ た 。  

４ － ２ ． 本 調 査 の 項 目  

フ ェ イ ス シ ー ト：療 育 手 帳（ 軽 度 知 的 障 害 、中 度 知 的 障 害 ）、年 齢 、性

別 、 障 害 種 別 （ 知 的 障 害 の み 者 ： 以 下 、 知 的 障 害 者 、 自 閉 症 を 併 せ も つ

知 的 障 害 者 ：以 下 、自 閉 症 者 ）、勤 務 先 、教 育 歴（ 普 通 科 ・職 業 学 科・ 通
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常 の 高 校 ） か ら な る 。  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 ： 予 備 調 査 で 作 成 し た 自 己 調 整 方 略 に

関 す る 72 項 目 を 用 い た 。  

仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 関 す る 内 容 ： 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー に よ っ

て 開 発 さ れ た「 就 労 支 援 の た め の 従 業 員 用 チ ェ ッ ク リ ス ト 」（ 障 害 者 職 業

総 合 セ ン タ ー ，2009）を 用 い た 。こ の チ ェ ッ ク リ ス ト は「 職 業 生 活 」「 対

人 関 係 」「 作 業 力 」「 仕 事 へ の 態 度 」の 4 領 域（ 23 項 目 ）と「 そ の 他 の 選

択 項 目 」（ 17 項 目 ）で 構 成 さ れ て い る 。本 研 究 で は「 作 業 力 」（ 13 項 目 ）

と「 仕 事 へ の 態 度 」（ 10 項 目 ）に 関 す る 23 項 目 を 用 い た 。職 場 で の 支 援

員 や 雇 用 管 理 の 担 当 者 が 、 4 件 法 （「 １ ． で き な い 」「 ２ ． あ ま り で き な

い 」「 ３ ． だ い た い で き る 」「 ４ ． で き る 」） を 用 い て 回 答 を 行 う 。 な お 、

本 チ ェ ッ ク リ ス ト は 福 祉 や 企 業 な ど の 現 場 で 幅 広 く 使 わ れ 、 そ の 妥 当 性

に つ い て 高 く 評 価 し て い る 。  

 

5． 手 続 き   

５ － １ ． 分 析 対 象  

関 東 地 域 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 と 特 例 子 会 社 に 所 属 す る 知 的 障 害

者 366 名 に つ い て 回 答 が 得 ら れ 、 回 答 に 不 備 が あ る も の を 除 き 、 360 名

を 分 析 対 象 と し た （ Table3-1-②）。  
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Table3-1-②  分 析 対 象 者 の 基 本 集 計 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ － ２ ． 分 析 方 法  

（ １ ） 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造  

質 問 紙 の 回 答 は ５ 件 法 を 採 用 し た た め 、 各 項 目 ご と に 平 均 値 化 を 行 っ

た 。 な お 、 ６ 項 目 は 逆 転 項 目 で あ っ た た め 、 得 点 を 逆 転 し た 。  

前 述 の よ う な メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 関 係 を 踏 ま え 、

影 響 を 与 え る 要 因 と 与 え ら れ る 要 因 と を 混 在 さ せ て 因 子 分 析 を 行 う こ と

は 不 適 切 で あ る と 考 え た 。本 研 究 で は メ タ 認 知 的 方 略 の 32 項 目 と 行 動・

環 境 の 調 整 方 略 の 40 項 目 を 分 け て 、探 索 的 因 子 分 析（ 主 因 子 法・Promax

回 転 ） を 実 施 し た 。 下 位 尺 度 間 の 相 関 に つ い て 、 Pearson の 積 率 相 関 係

数 を 算 出 し た 。  
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（ ２ ） 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴  

知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 の 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 違 い に つ い て 、 ｔ 検 定

と １ 元 配 置 分 散 分 析 を 用 い て 比 較 し た 。 ま た 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 の

各 下 位 尺 度 の 相 関 に つ い て 、 Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 算 出 し た 。  

知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 ご と に 、 各 下 位 尺 度 ご と に 療 育 手 帳 、 年 齢 、 性

別 、就 労 形 態 、教 育 歴 の 違 い に つ い て 、t 検 定 及 び １ 元 配 置 分 散 分 析 を 実

施 し た 。  

（ ３ ） 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス

の 関 連  

ま ず 、 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 因 子 構 造 を 検 証 す る た め 、 探 索 的 因 子

分 析 を 実 施 し た 。 次 に 、 基 本 属 性 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 異 を 調 べ

る た め 、 ｔ 検 定 及 び 1 元 配 置 分 散 分 析 （ 対 応 な し ） を 行 っ た 。 さ ら に 、

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 連 に つ い て 、 メ

タ 認 知 的 方 略 が 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 を 介 し て 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に

影 響 す る 因 果 モ デ ル を 仮 定 し 、 共 分 散 構 造 分 析 に よ る パ ス 解 析 （ 構 造 方

程 式 モ デ リ ン グ ） を 行 っ た 。  

な お 、 統 計 処 理 は IBM SPSS Statistics（ Version25.0） を 使 用 し た 。 

 

６ ． 倫 理 的 配 慮   

研 究 協 力 者 に は 、 依 頼 状 な ら び に 質 問 紙 の 表 紙 に て 、 研 究 に つ い て 説

明 を 行 い 、 質 問 紙 へ の 回 答 を も っ て 研 究 へ の 同 意 と み な し た 。 ま た 、 本

研 究 は 筑 波 大 学 人 間 系 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た（ 筑 28-135）。 
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Ⅲ． 結 果   

1． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造  

１ － １ ． メ タ 認 知 的 方 略 の 項 目 分 析  

メ タ 認 知 的 方 略 の 32 項 目 に つ い て 因 子 分 析 を 行 っ た 。Kaiser-Meyer-

Olkin の 標 本 妥 当 性 測 度 が KMO =0.96、Bartlet の 球 面 性 検 定（ Bartlett’s 

Test of Sphericity） が p<.001（ 近 似 カ イ 2 乗 =8555、 df= 496） よ り 、

因 子 分 析 の 適 用 は 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。 ま ず 、 各 項 目 の 得 点 分 布 を 確

認 し た と こ ろ 、 偏 り が 見 ら れ な か っ た た め 、 全 て の 項 目 を 分 析 対 象 と し

た 。 次 に 、 32 項 目 の ス ク リ ー プ ロ ッ ト と 固 有 値 （ １ 以 上 ） の 結 果 か ら 、

２ 因 子 解 と し た 。 主 因 子 法 ・ Promax 回 転 に よ る 因 子 分 析 を 行 い 、 い ず

れ の 項 目 に も 0.40 以 下 の 因 子 負 荷 量 を 示 す 項 目 を 削 除 し 、 最 終 的 に 21

項 目 を 採 用 し た（ Table3-1-③）。な お 、回 転 前 の 2 因 子 で 21 項 目 の 全 分

散 を 説 明 す る 割 合 は 59.66％ で あ っ た 。   

第 １ 因 子 は 14 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 60．状 況 に 応 じ て 順 序 や 時 間

を 調 整 で き る 」 や 「 25． 作 業 の 進 歩 状 況 に 応 じ て 臨 機 応 変 に 行 動 す る こ

と が で き る 」 な ど 、 作 業 中 や 作 業 後 に 自 分 自 身 の 取 り 組 み の 状 況 に つ い

て 考 え 、 そ れ に 合 わ せ て 柔 軟 に 調 整 す る 項 目 に 高 い 負 荷 量 が 認 め ら れ た

こ と か ら 、「 柔 軟 的 調 整 」因 子 と 命 名 し た 。第 ２ 因 子 は ７ 項 目 で 構 成 さ れ

て お り 、「 10．作 業 目 標 を 設 定 す る 時 に 、達 成 に 何 が 必 要 か を 考 え る こ と

が で き る 」 や 「 11． 作 業 目 標 を 達 成 す る た め に 、 見 通 し を も っ て 活 動 す

る 」 な ど 、 作 業 目 標 を 設 定 す る こ と に よ っ て 作 業 を 進 め る 方 略 の 項 目 に

高 い 負 荷 量 が 認 め ら れ た こ と か ら 、「 目 標 設 定 」因 子 と 命 名 し た 。項 目 61

と 項 目 62 の 因 子 負 荷 量 は 、 因 子 ２ に お い て も 高 い 因 子 負 荷 量 を 示 し て

い た が 、 因 子 １ の 構 成 概 念 を 説 明 す る 重 要 な 項 目 で あ っ た た め 、 残 す こ

と に し た 。  

下 位 尺 度 の 平 均 値 を 検 討 す る と 、「 柔 軟 的 調 整 」 で は 2.76（ 標 準 偏 差
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0.97） で あ り 、「 目 標 設 定 」 で は 2.74（ 標 準 偏 差 0.94） で あ っ た 。 こ の

よ う に 下 位 尺 度 平 均 値 と 標 準 偏 差 は 、 極 端 な 偏 り が 認 め ら れ な か っ た 。   

さ ら に 、各 下 位 尺 度 の 信 頼 性 を 検 討 し た 。ま ず 、I-T 相 関 が 下 位 尺 度 ご

と に 求 め ら れ 、「 柔 軟 的 調 整 」で は 0.70～ 0.83 の 範 囲 に あ り 、「 目 標 設 定 」

で は 0.75～ 0.87 の 範 囲 に あ っ た 。こ れ ら よ り 、各 下 位 尺 度 の 項 目 間 に あ

る 程 度 の 関 連 が あ る と 言 え る 。 ま た 、 各 下 位 尺 度 の Cronbach の α 係 数

を 算 出 し た と こ ろ 、「 柔 軟 的 調 整 」で α＝ 0.95、「 目 標 設 定 」で α＝ 0.92 と

い う 十 分 な 値 が 得 ら れ た 。そ し て 、再 検 査 の 信 頼 性 を 検 討 し た 結 果 、「 目

標 設 定 」（ r=.78， p<.01） と 「 柔 軟 的 調 整 」（ r=.58， p<.01） で は 、 中 程

度 か ら 高 い 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 各 下 位 尺 度 に お い

て 高 い 信 頼 性 が 確 認 さ れ た と 言 え よ う 。  
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Table3-1-③  メ タ 認 知 的 方 略 項 目 の 因 子 分 析 の 結 果  

（ Promax 回 転 後 の 因 子 パ タ ー ン ）  
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１ － ２ ． 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 項 目 分 析  

行 動・ 環 境 の 調 整 方 略 の 40 項 目 に つ い て 因 子 分 析 を 行 っ た 。Kaiser-

Meyer-Olkin の 標 本 妥 当 性 測 度 が KMO=0.94、 Bartlet の 球 面 性 検 定

（ Bartlett’s Test of Sphericity） が p<.001 （ 近 似 カ イ 2 乗 = 9496、

df=780）よ り 、 因 子 分 析 の 適 用 は 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。ま ず 、各 項 目

の 得 点 分 布 を 確 認 し 、偏 り が 見 ら れ た ６ 項 目 を 除 い た 。そ し て 、34 項 目

を 以 降 の 分 析 対 象 と し た 。 34 項 目 に つ い て ス ク リ ー プ ロ ッ ト と 固 有 値

（ １ 以 上 ）の 結 果 か ら 、３ 因 子 解 と し た 。主 因 子 法・Promax 回 転 に よ る

因 子 分 析 を 行 い 、 い ず れ の 項 目 に 0.40 以 下 の 因 子 負 荷 量 を 示 す 項 目 と 、

複 数 の 項 目 に 同 程 度 の 負 荷 を 示 す 項 目 を 削 除 し 、 最 終 的 に 27 項 目 を 採

用 し た（ Table3-1-④）。な お 、回 転 前 の ３ 因 子 で 27 項 目 の 全 分 散 を 説 明

す る 割 合 は 53.52％ で あ っ た 。  

第 １ 因 子 は 10 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 37．職 場 で 、対 人 関 係 に つ い

て 悩 ん で い る 場 合 、 誰 か に 相 談 で き る 」 や 「 39． 作 業 を し て い る 時 に 必

要 に 応 じ て 、 自 ら 職 員 に 援 助 を 求 め る こ と が で き る 」 な ど 、 他 者 か ら 援

助 を 求 め る こ と に よ っ て 作 業 を 進 め る 方 略 の 項 目 に 高 い 負 荷 量 が 認 め ら

れ た こ と か ら 、「 援 助 要 請 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 ２ 因 子 は 10 項 目 で 構 成

さ れ て お り 、「 54．作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 変 更 が あ る 場 合 、そ れ に 応 じ 時 間

通 り に 行 動 す る 」 や 「 66． 作 業 中 に 失 敗 を 指 摘 さ れ た 場 合 、 次 に 修 正 で

き る 」 な ど 、 作 業 そ の も の の 遂 行 に 関 わ る 方 略 の 項 目 に 高 い 負 荷 量 が 認

め ら れ た こ と か ら 、「 作 業 方 略 」 因 子 と 命 名 し た 。 第 3 因 子 は 7 項 目 で

構 成 さ れ て お り 、「 31．作 業 に 必 要 な 資 料 、テ キ ス ト 、情 報 な ど を フ ァ イ

リ ン グ し て 、 管 理 で き る 」 や 「 19． 作 業 で 間 違 っ た と こ ろ や 大 事 な と こ

ろ を 記 録 し 、 覚 え る 」 な ど 、 自 分 の 身 の 回 り の 管 理 を 通 し て 作 業 を 進 め

る 方 略 の 項 目 に 高 い 負 荷 量 が 認 め ら れ た こ と か ら 、「 環 境 の 管 理 」因 子 と

命 名 し た 。   
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下 位 尺 度 の 平 均 値 を 検 討 す る と 、「 援 助 要 請 」は 3.42（ 標 準 偏 差 0.94）、

「 作 業 方 略 」は 3.63（ 標 準 偏 差 0.75）、「 環 境 の 管 理 」は 2.55（ 標 準 偏 差

0.97） で あ っ た 。 こ の よ う に 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 は 、 極 端 な 偏

り が 見 ら れ な か っ た 。   

さ ら に 、各 下 位 尺 度 の 信 頼 性 を 検 討 し た 。ま ず 、I-T 相 関 が 下 位 尺 度 ご

と に 求 め ら れ 、「 援 助 要 請 」で 0.67～ 0.88 の 範 囲 に あ り 、「 作 業 方 略 」で

は  0.60～ 0.75 の 範 囲 に あ っ た 。「 環 境 の 管 理 」 で は 0.72～ 0.82 の 範 囲

に あ っ た 。 こ れ よ り 、 各 下 位 尺 度 の 項 目 間 に あ る 程 度 の 関 連 が あ る と 言

え る 。 ま た 、 各 下 位 尺 度 の  Cronbach の α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、「 援

助 要 請 」で α＝ 0.93、「 作 業 方 略 」で α＝ 0.88、「 環 境 の 管 理 」で α＝ 0.89

と い う 十 分 な 値 が 得 ら れ た 。 そ し て 、 再 検 査 の 信 頼 性 を 検 討 し た 結 果 、

「 援 助 要 請 」（ r=.74， p<.01） と 「 作 業 方 略 」（ r=.51， p<.01） 及 び 「 環

境 の 管 理 」（ r=.76，p<.01）で は 、中 程 度 か ら 高 い 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。

こ れ ら の こ と か ら 、 各 下 位 尺 度 に お い て 高 い 信 頼 性 が 確 認 さ れ た と 言 え

よ う 。  
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Table3-1-④  行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 項 目 の 因 子 分 析 の 結 果  

（ Promax 回 転 後 の 因 子 パ タ ー ン ）  
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１ － ３ ． 下 位 尺 度 間 の 相 関  

下 位 尺 度 ご と に 平 均 値 を 算 出 し 、尺 度 間 の 相 関 係 数 を 求 め た 結 果 、5 つ

の 下 位 尺 度 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が 示 さ れ た（ Table3-1-⑤）。「 柔 軟 的 調 整 」

と 「 目 標 設 定 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 の 間 に 最 も 強 い 正 の 相 関 が 認 め ら れ

た 。 ま た 、 メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の ３ つ の 方 略 の 間 に

強 い 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。  

 

Table3-1-⑤  下 位 尺 度 間 の 相 関  
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２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴  

フ ェ イ ス シ ー ト の 項 目 に 欠 損 値 が な か っ た 223 名 を 分 析 対 象 と し た 。

自 閉 症 者 が 81 名 （ CA： 27.0±9.0;  軽 度 53 名 /65％ と 中 度 28 名 /35％ ）

と 知 的 障 害 者 が 142 名 （ CA： 29.9±10.1;  軽 度 87 名 /61％ と 中 度 55 名

/39％ ）で あ っ た 。障 害 種 別 と 療 育 手 帳 の 関 連 に つ い て 、カ イ 二 乗 検 定 を

実 施 し た と こ ろ 、 p=0.536 で 有 意 差 は な か っ た 。  

２ － １ ． 質 問 紙 全 体 と 領 域 別 平 均 値 及 び 各 下 位 尺 度 平 均 値 の 比 較  

 質 問 紙 全 体 の 平 均 値 は 、知 的 障 害 者 は 3.07 点（ SD＝ 0.73）、自 閉 症 者

は 2.72 点 （ SD＝ 0.76） で あ っ た 。 ｔ 検 定 を 行 っ た 結 果 、 知 的 障 害 者 の

平 均 値 が 自 閉 症 者 に 比 べ 有 意 に 高 か っ た （ t(221)=3.39， p<.001）。  

 知 的 障 害 者 の ２ 領 域 に お け る 平 均 値 に 対 し て 、 ｔ 検 定 を 行 っ た 結 果 、

有 意 差 が 認 め ら れ た（ t(141)=13.93，p<.001）。一 方 、自 閉 症 者 の 平 均 値

に 対 し て 、ｔ 検 定 を 行 っ た 結 果 、有 意 差 が あ っ た（ t(80)=7.16，p<.001）。

従 っ て 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 と も に メ タ 認 知 的 方 略 に 比 べ 、 行 動 ・ 環

境 の 調 整 方 略 の 平 均 値 が 高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。  

知 的 障 害 者 の メ タ 認 知 的 方 略 の 下 位 尺 度 の 平 均 値 に 対 し て 、 ｔ 検 討 を

行 っ た と こ ろ 、有 意 差 が な か っ た（ t(141)=0.66，n.s.）。行 動・環 境 の 調

整 方 略 の 下 位 尺 度 の 平 均 値 に 対 し て 、 下 位 尺 度 を 要 因 と す る 一 元 配 置 の

分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た（ F(2, 282)=186.40，

p<.001）。Bonferroni 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 、「 作 業 方 略 」が「 援 助 要

請 」と「 環 境 の 管 理 」よ り 、「 援 助 要 請 」が「 環 境 の 管 理 」よ り 、そ れ ぞ

れ 有 意 に 高 か っ た 。 一 方 、 自 閉 症 者 の メ タ 認 知 的 方 略 の 下 位 尺 度 の 平 均

値 に 対 し て 、 ｔ 検 討 を 行 っ た と こ ろ 、 有 意 差 が な か っ た （ t(80)=1.42，

n.s.）。行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 の 平 均 値 に 対 し て 、下 位 尺 度 を

要 因 と す る 一 元 配 置 の 分 散 分 析 を 行 っ た と こ ろ 、 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

た（ F(2, 160)=131.85，p<.001）。Bonferroni 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 、
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「 作 業 方 略 」が「 援 助 要 請 」と「 環 境 の 管 理 」よ り 、「 援 助 要 請 」が「 環

境 の 管 理 」 よ り 、 そ れ ぞ れ 有 意 に 高 か っ た 。  

 つ ぎ に 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 の 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 に 対 し て ｔ 検 定

を 行 っ た と こ ろ 、 メ タ 認 知 的 方 略 で は 「 柔 軟 的 調 整 」 に お い て 有 意 差 が

あ り （ t(221)=2.56， p<.05）、 知 的 障 害 者 の 方 が 有 意 に 高 か っ た 。 ま た 、

行 動 ・環 境 の 調 整 方 略 で は 、「 援 助 要 請 」（ t(221)=5.75，p<.001）と「 作

業 方 略 」（ t(221)=2.78，p<.01）及 び「 環 境 の 管 理 」（ t(221)=2.10，p<.05）

の 全 て に お い て 有 意 差 が あ り 、知 的 障 害 者 の 方 が 有 意 に 高 か っ た（ Fig.3-

1-①）。従 っ て 、知 的 障 害 者 は 自 閉 症 者 に 比 べ 、「 柔 軟 的 調 整 」「 援 助 要 請 」

「 作 業 方 略 」「 環 境 の 管 理 」 の 平 均 値 が 高 い こ と が 明 ら か に な っ た 。   

な お 、 質 問 紙 の 全 て の 項 目 に 関 す る 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 の 平 均 値 と

標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定 の 結 果 に つ い て 、 Table3-1-⑥に 表 す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3-1-①  障 害 種 別 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値  
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Table3-1-⑥  障 害 種 別 に よ る 全 項 目 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定 の 結 果  
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２ － ２ ． 各 下 位 尺 度 間 の 相 関  

 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 の 各 下 位 尺 度 の 相 関 係 数 を 検 討 す る た め に 、

Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 算 出 し た 。 そ の 結 果 、 Table3-1-⑦と Table3-

1-⑧の 通 り で あ る 。 全 て の 下 位 尺 度 に お い て 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に

共 通 し て 1％ 水 準 で 有 意 で あ っ た 。  

 

Table3-1-⑦  下 位 尺 度 間 の 相 関  知 的 障 害 者 （ N＝ 142）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-⑧  下 位 尺 度 間 の 相 関  自 閉 症 者 （ N＝ 81）  
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２ － ３ ． 基 本 属 性 に よ る 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 の 相 違  

（ １ ） 療 育 手 帳  

 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 ご と に 、 療 育 手 帳 （ 軽 度 ・ 中 度 ） に よ る 各 下 位

尺 度 の 平 均 値 の 差 異 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 Table3-1-⑨と Table3-1-⑩

の 通 り で あ る 。 知 的 障 害 者 で は 、 メ タ 認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境 の 調 整

方 略 の 全 て の 下 位 尺 度 で 、 軽 度 知 的 障 害 者 が 中 度 知 的 障 害 者 に 比 べ 、 平

均 値 が １ ％ 水 準 で 有 意 に 高 か っ た 。 ま た 自 閉 症 者 に お い て も 、 知 的 障 害

者 と 同 様 、 メ タ 認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 全 て の 下 位 尺 度

で 、 軽 度 自 閉 症 者 が 中 度 自 閉 症 者 に 比 べ 、 平 均 値 が ５ ％ 水 準 で 有 意 に 高

か っ た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 い ず れ の 下 位 尺 度

に お い て も 知 的 発 達 に よ る 差 異 は あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  
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Table3-1-⑨  療 育 手 帳 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定

の 結 果  知 的 障 害 （ N＝ 142）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-⑩  療 育 手 帳 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定

の 結 果  自 閉 症 （ N＝ 81）  
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（ ２ ） 年 齢  

 Schein（ 1978）は キ ャ リ ア 段 階 に 関 し て 、キ ャ リ ア 確 立 期 の 前 半 に あ

た る 25 歳 ～ 34 歳 、 中 期 キ ャ リ ア 危 機 に あ た る 35 歳 ～ 44 歳 、 キ ャ リ ア

維 持 期 の 45 歳 以 上 の ３ つ の 段 階 を 指 摘 し て い る 。 こ の キ ャ リ ア 段 階 を

踏 ま え 、 ３ つ の 年 齢 群 に 分 け 、 ３ 群 間 の 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 の 分 析

を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 Table3-1-⑪と Table3-1-⑫の 通 り で あ る 。 知 的 障

害 者 で は 、 一 元 配 置 分 散 分 析 の 結 果 、 メ タ 認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境 の

調 整 方 略 の 全 て の 下 位 尺 度 に お い て 、 年 齢 に よ る 有 意 な 差 は 見 ら れ な か

っ た 。 ま た 、 自 閉 症 者 に つ い て 45 歳 以 上 群 （ ４ 名 ） の 人 数 が 少 な い た

め 、 キ ャ リ ア 確 立 期 と キ ャ リ ア 危 機 期 の 間 で 比 較 を 行 っ た 。 ｔ 検 定 の 結

果 、 知 的 障 害 者 と 同 様 、 メ タ 認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 全

て の 下 位 尺 度 に お い て 、 年 齢 に よ る 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 従 っ

て 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 い ず れ の 下 位 尺 度 に お い て も キ

ャ リ ア 段 階 に よ る 差 異 は 顕 著 で は な い と 言 え よ う 。  
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Table3-1-⑪  キ ャ リ ア 段 階 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び  

分 散 分 析 の 結 果  知 的 障 害 （ N＝ 142）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-⑫  キ ャ リ ア 段 階 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差   

自 閉 症 （ N＝ 81）  
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（ ３ ） 性 別  

 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 別 に 、 性 別 に よ る 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 を 検

討 し た 。 そ の 結 果 、 Table3-1-⑬と Table3-1-⑭の 通 り で あ る 。 知 的 障 害

者 で は メ タ 認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 全 て の 下 位 尺 度 で 有

意 で は な か っ た 。 ま た 、 自 閉 症 者 に お い て も 、 知 的 障 害 者 と 同 様 、 メ タ

認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 全 て の 下 位 尺 度 で 有 意 で は な か

っ た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 い ず れ の 下 位 尺 度 に

お い て も 性 別 に よ る 差 異 は 認 め ら れ な か っ た 。  
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Table3-1-⑬  性 別 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差  

知 的 障 害 （ N＝ 142）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-⑭  性 別 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差  

自 閉 症 （ N＝ 81）  
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（ ４ ） 就 労 形 態  

 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 別 に 、 勤 務 先 （ 一 般 就 労 ・ 福 祉 就 労 ） に よ る 各

下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 に つ い て 検 討 し た 。 知 的 障 害 者 群 に お い て 、 福 祉

就 労 者 が 81 名 （ 軽 度 41 名 /51％ と 中 度 40 名 /49％ ）、 一 般 就 労 者 が 61

名（ 軽 度 46 名 /75％ と 中 度 15 名 /25％ ）で あ っ た 。自 閉 症 者 群 に お い て 、

福 祉 就 労 者 が 41 名（ 軽 度 22 名 /54％ と 中 度 19 名 /46％ ）、一 般 就 労 者 が

40 名（ 軽 度 31 名 /77.5％ と 中 度 ９ 名 /22.5％ ）で あ っ た 。そ の 結 果 、Table3-

1-⑮と Table3-1-⑯の 通 り で あ る 。 知 的 障 害 者 で は メ タ 認 知 的 方 略 及 び

行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 全 て の 下 位 尺 度 で 有 意 で は な か っ た 。 ま た 、 自

閉 症 者 に お い て も 、 知 的 障 害 者 と 同 様 、 メ タ 認 知 的 方 略 及 び 行 動 ・ 環 境

の 調 整 方 略 の 全 て の 下 位 尺 度 で 有 意 で は な か っ た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者

と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 い ず れ の 下 位 尺 度 に お い て も 就 労 形 態 に よ る 差

異 は 認 め ら れ な い こ と が 示 唆 さ れ た 。  
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Table3-1-⑮  就 労 形 態 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差   

知 的 障 害 （ N＝ 142）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-⑯  就 労 形 態 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差   

自 閉 症 （ N＝ 81）  
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（ ５ ） 教 育 歴  

知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 別 に 、 教 育 歴 （ 普 通 科 ・ 職 業 学 科 ） に よ る 各 下

位 尺 度 の 平 均 値 の 差 異 に つ い て 検 討 し た 。 知 的 障 害 者 群 に お い て は 、 普

通 科 卒 業 者 が 88 名（ 軽 度 43 名 /49％ と 中 度 45 名 /51％ ）、職 業 学 科 卒 業

者 が 19 名（ 軽 度 18 名 /95％ と 中 度 1 名 /5％ ）で あ っ た 。自 閉 症 者 群 に お

い て は 、 普 通 科 卒 業 者 が 59 名 （ 軽 度 36 名 /61％ と 中 度 23 名 /39％ ）、 職

業 学 科 卒 業 者 が 12 名（ 軽 度 ７ 名 /58％ と 中 度 ５ 名 /42％ ）で あ っ た 。職 業

学 科 卒 業 者 群 に お い て 、 軽 度 者 の 占 め る 割 合 は 圧 倒 的 に 多 か っ た 。 教 育

歴 に よ る 違 い を 分 析 す る た め に 、 知 的 障 害 の 程 度 を 統 制 し て 行 う 必 要 性

が あ っ た 。 中 度 者 の サ ン プ ル 数 が 少 な い た め 、 対 象 か ら 排 除 し た 。 そ の

結 果 、 Table3-1-⑰と Table3-1-⑱の 通 り で あ る 。 軽 度 知 的 障 害 者 で は 、

メ タ 認 知 的 方 略 の 「 柔 軟 的 調 整 」 に お い て 、 職 業 学 科 卒 業 生 は 普 通 科 卒

業 生 に 比 べ 、 平 均 値 が ５ ％ 水 準 で 有 意 に 高 か っ た 。 ま た 軽 度 自 閉 症 者 に

お い て 、 各 下 位 尺 度 に お い て 、 教 育 歴 に よ る 有 意 な 差 異 が な か っ た 。 従

っ て 、 知 的 障 害 者 で は 「 柔 軟 的 調 整 」 に お い て 、 教 育 歴 に よ る 差 異 が 認

め ら れ た 。  
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Table3-1-⑰  教 育 歴 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定 の

結 果  軽 度 知 的 障 害 （ N＝ 61）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-⑱  教 育 歴 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定 の

結 果  軽 度 自 閉 症 （ N＝ 43）  
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３ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の

関 連  

知 的 障 害 者 151 名 を 分 析 対 象 と し た 。 基 本 属 性 に 関 し て Table3-1-⑲

に 表 す 。  

Table3-1-⑲  分 析 対 象 の 記 述 集 計 表 （ N＝ 151）  
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３ － １ ． 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 構 造  

仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 23 項 目 に つ い て 因 子 分 析 を 行 っ た 。 Kaiser-

Meyer-Olkin の 標 本 妥 当 性 測 度 が KMO =0.91、 Bartlet の 球 面 性 検 定

（ Bartlett’s Test of Sphericity） が p<.001（ 近 似 カ イ 2 乗 =2260、 df= 

253） よ り 、 因 子 分 析 の 適 用 は 妥 当 と 判 断 し た 。  

ま ず 、 各 項 目 の 得 点 分 布 を 確 認 し た と こ ろ 、 極 端 な 偏 り が 見 ら れ な か

っ た 。 因 子 分 析 を 行 い 、 因 子 の 抽 出 に は 主 因 子 法 、 回 転 方 法 に は プ ロ マ

ッ ク ス 法 を 用 い た 。 因 子 数 の 決 定 に は ス ク リ ー プ ロ ッ ト の 検 証 と 固 有 値

１ 以 上 で あ る こ と を 基 準 と し て 、 項 目 内 容 が 理 論 的 背 景 と 一 致 す る こ と

も 合 わ せ て 、 ２ 因 子 を 仮 定 し た 。 そ こ で 、 共 通 性 が 低 い ２ 項 目 と 、 十 分

な 因 子 負 荷 量 を 示 さ な か っ た １ 項 目 、 計 ３ 項 目 を 削 除 し 、 再 分 析 を 行 っ

た 。そ の 結 果 、最 終 的 に 20 項 目 を 採 用 し た（ Table3-1-⑳）。因 子 分 析 に

よ っ て 削 除 さ れ た 項 目 を Table3-1-㉑ に 表 す 。 な お 、 回 転 前 の 2 因 子 で

20 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は 53.58％ で あ っ た 。   

因 子 名 は 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー（ 2009）に 従 い 、第 １ 因 子 を「 仕 事

へ の 態 度 」と 、第 2 因 子 を「 作 業 力 」と 、そ れ ぞ れ 命 名 し た 。具 体 的 に 、

第 １ 因 子 は 11 項 目 で 構 成 さ れ て お り 、「 21． 責 任 感 」 や 「 20． 持 続 力 」

及 び 「 14． 就 労 意 欲 」 な ど 、 就 労 に 関 わ る モ チ ベ ー シ ョ ン や 認 知 な ど が

行 動 と し て 現 れ る 項 目 に 高 い 負 荷 量 が 認 め ら れ た 。 第 ２ 因 子 は ９ 項 目 で

構 成 さ れ て お り 、「 ９ ．修 正 力 」と「 ５ ．判 別 力 」及 び「 ８ ．器 用 さ 」な

ど 、作 業 を 遂 行 す る 能 力 に 関 す る 項 目 に 高 い 負 荷 量 が 認 め ら れ た 。ま た 、

各 下 位 尺 度 の Cronbach の α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、「 仕 事 へ の 態 度 」で

α＝ 0.92、「 作 業 力 」 で α＝ 0.89 で 、 高 い 内 部 一 貫 性 が 示 さ れ た と 言 え よ

う 。  
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Table3-1-⑳  仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 関 す る 項 目 の 因 子 分 析 の 結 果  

（ Promax 回 転 後 の 因 子 パ タ ー ン ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table3-1-㉑  因 子 分 析 に よ っ て 削 除 さ れ た 項 目  
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３ － ２ ． 基 本 属 性 に よ る 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 差 異  

（ １ ） 療 育 手 帳  

 療 育 手 帳 に よ る 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 を 検 討 す る た め に 、 ｔ 検 定 を

行 っ た（ Table3-1-㉒ ）。検 定 の 結 果 、「 仕 事 へ の 態 度 」と「 作 業 力 」の 全

て の 下 位 尺 度 で 、軽 度 知 的 障 害 者 が 中 度 知 的 障 害 者 に 比 べ 、平 均 値 が １ ％

水 準 で 有 意 に 高 か っ た 。 従 っ て 、 い ず れ の 下 位 尺 度 に お い て も 知 的 発 達

に よ る 差 異 は 認 め ら れ た 。  

 

Table3-1-㉒  療 育 手 帳 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び  

ｔ 検 定 の 結 果  
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（ ２ ） 年 齢  

 キ ャ リ ア 確 立 期 の 前 半 に あ た る 18 歳 ～ 34 歳 、 中 期 キ ャ リ ア 危 機 に あ

た る 35 歳 ～ 44 歳 、キ ャ リ ア 維 持 期 の 45 歳 以 上 の 3 群 に 分 け 、3 群 間 の

各 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 を 分 析 し た（ Table3-1-㉓ ）。そ の 結 果 、「 仕 事 へ

の 態 度 」 と 「 作 業 力 」 に つ い て 、 キ ャ リ ア 段 階 に よ る 差 異 が 見 ら れ な か

っ た 。 従 っ て 、 い ず れ の 下 位 尺 度 に お い て も 、 キ ャ リ ア 段 階 に よ る 差 異

は 認 め ら れ な い こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

Table3-1-㉓  キ ャ リ ア 段 階 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び  

分 散 分 析 の 結 果  
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（ ３ ） 性 別  

性 別 に よ る 各 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 を 検 討 す る た め に 、 ｔ 検 定 を 行 っ

た（ Table3-1-㉔ ）。検 定 の 結 果 、「 仕 事 へ の 態 度 」と「 作 業 力 」の 全 て の

下 位 尺 度 で 、 男 女 に よ る 差 異 は 見 ら れ な か っ た 。 従 っ て 、 い ず れ の 下 位

尺 度 に お い て も 性 別 に よ る 差 異 は 認 め ら れ な い こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

Table3-1-㉔  性 別 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差  

 

 

 

 

（ ４ ） 教 育 歴  

普 通 科 卒 業 者 96 名 （ 軽 度 46 名 /48％ と 中 度 47 名 /49％ 及 び 記 入 不 明

３ 名 /３ ％ ） と 職 業 学 科 卒 業 者 19 名 （ 軽 度 18 名 /95％ と 中 度 １ 名 /５ ％ ）

で あ っ た 。 職 業 学 科 卒 業 者 群 の 中 度 知 的 障 害 者 の 人 数 が 少 な い た め 、 軽

度 知 的 障 害 者 の み に 対 し て 、 教 育 歴 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 を 検 討

し た（ Table3-1-㉕ ）。ｔ 検 定 の 結 果 、「 仕 事 へ の 態 度 」と「 作 業 力 」に お

い て 、 教 育 歴 に よ る 有 意 な 差 異 が 認 め ら れ な か っ た 。  

 

Table3-1-㉕  教 育 歴 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び  

ｔ 検 定 の 結 果  軽 度 知 的 障 害 者  
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（ ５ ） 就 労 形 態  

福 祉 就 労 者 87 名（ 軽 度 43 名 /49.5％ と 中 度 42 名 /48.2％ 及 び 記 入 不 明

2 名 /2.3％ ） と 一 般 就 労 者 64 名 （ 軽 度 47 名 /73.4％ と 中 度 16 名 /25％ 及

び 記 入 不 明 １ 名 /1.6％ ） で あ っ た 。 就 労 形 態 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 の

差 を 検 討 す る た め に 、知 的 障 害 の 程 度 を 分 け て 、ｔ 検 定 を 行 っ た（ Table3-

1-㉖ と Table3-1-㉗ ）。 そ の 結 果 、 軽 度 知 的 障 害 者 で は 「 作 業 力 」 と 「 仕

事 へ の 態 度 」 に つ い て 、 一 般 就 労 者 が 福 祉 就 労 者 に 比 べ ５ ％ 水 準 で 有 意

に 高 か っ た 。 ま た 、 中 度 知 的 障 害 者 で は 「 仕 事 へ の 態 度 」 に つ い て 、 同

様 に 一 般 就 労 者 が 福 祉 就 労 者 よ り ５ ％ 水 準 で 有 意 に 高 か っ た 。 従 っ て 、

一 般 就 労 を し て い る 知 的 障 害 者 は 、 福 祉 就 労 を し て い る 知 的 障 害 者 に 比

べ 、「 仕 事 へ の 態 度 」と「 作 業 力 」に お い て 、高 い 得 点 を 示 し て い る こ と

が 示 唆 さ れ た 。  

 

Table3-1-㉖  就 労 形 態 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定  

軽 度 知 的 障 害 者  

 

 

 

 

Table3-1-㉗  就 労 形 態 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 及 び ｔ 検 定  

中 度 知 的 障 害 者  
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３ － ３ ． メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 及 び 仕 事 の パ フ ォ ー マ

ン ス の 因 果 モ デ ル の 検 証  

 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 間 で メ タ 認 知 的 方 略 が 行 動 ・ 環 境 の 調 整

方 略 の 使 用 を 規 定 す る と 予 測 す る 。 そ し て 、 自 己 調 整 方 略 の 間 の 因 果 関

係 に つ い て 検 討 し た 先 行 研 究（ 佐 藤 ，2004）の 結 果 を 参 考 に 、「 柔 軟 的 調

整 」が「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」及 び「 環 境 の 管 理 」の 使 用 を 、「 目 標

設 定 」 が 「 作 業 方 略 」 と 「 環 境 の 管 理 」 の 使 用 を 、 そ れ ぞ れ 規 定 す る と

仮 定 す る 。  

 ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 に つ

い て 、 メ タ 認 知 的 方 略 が 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 を 介 し て 仕 事 の パ フ ォ ー

マ ン ス に 影 響 を 及 ぼ す 因 果 モ デ ル を 仮 定 す る 。 産 業 心 理 学 で の 自 己 調 整

方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 を 取 り 上 げ た 研 究 （ Porath  ＆  

Bateman，2006;  Cellar，Stuhlmacher，Young，2011）の 結 果 を 参 考

に 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 「 作 業 方 略 」 は 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス と 関

連 が あ る と 予 測 す る 。  

メ タ 認 知 的 方 略 で あ る 「 柔 軟 的 調 整 」 と 「 目 標 設 定 」 は 共 通 の 変 動 要

因 （ 例 え ば 、 知 的 発 達 な ど ） が 存 在 す る だ ろ う 。 同 様 に 行 動 ・ 環 境 の 調

整 方 略 で あ る「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」及 び「 環 境 の 管 理 」の 間 に も 、

メ タ 認 知 的 方 略 以 外 に 共 通 の 変 動 要 因 が 存 在 す る と 考 え 、「 柔 軟 的 調 整 」

と「 目 標 設 定 」の 間 、「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」及 び「 環 境 の 管 理 」の

間 で 、 そ れ ぞ れ 誤 差 間 の 相 関 を 仮 定 し た 。 分 析 の 過 程 で 、 有 意 で は な い

パ ス を 削 除 し 、 再 分 析 を 繰 り 返 し た 。 最 終 的 な モ デ ル を Fig.3-1-②に 示

す 。 ま た 、 各 適 合 度 指 標 は 、 RMR=.000 ， GFI=.992 ， AGFI=.971 ，

CFI=1.000， RMSEA=.000， AIC=33.73 と い う 高 い 適 合 度 が 示 さ れ た 。 

 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 間 の 因 果 関 係：メ タ 認 知 的 方 略 で あ る「 柔

軟 的 調 整 」は 、行 動・環 境 の 調 整 方 略 で あ る「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」
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【メタ認知的方略】 【行動・環境の調整方略】 【仕事のパフォーマンス】

R²=.42

.21*

目標設定

柔軟的調整

環境の管理

仕事のパフォーマンス

.81***

.16*

.64***

.81***

.57***

.65***

R²=.57

R²=.65

R²=.57
援助要請

作業方略

及 び 「 環 境 の 管 理 」 に 対 し て 、 有 意 な 正 の パ ス を 示 し た 。 メ タ 認 知 的 方

略 で あ る 「 目 標 設 定 」 は 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で あ る 「 作 業 方 略 」 に

対 し て 、 有 意 な 正 の パ ス を 示 し た 。  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 因 果 関 係 ： 仕 事

の パ フ ォ ー マ ン ス に 対 し て 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 「 目 標 設 定 」 と 行 動 ・ 環

境 の 調 整 方 略 で あ る 「 作 業 方 略 」 か ら 、 そ れ ぞ れ 有 意 な 正 の パ ス が 見 ら

れ た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3-1-②  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 及 ぼ

す 影 響 （ N=151) 

注 1) 誤 差 変 数 は 省 略 し て い る 。       

注 2) *p<.05  **p<.01  ***p<.001      

注 3)  

χ²(6) ＝ 3.73  p=.713  RMR=.000  GFI=.992  AGFI=.971  

CFI=1.000  RMSEA=.000  AIC=33.73 
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Ⅳ． 考 察   

１ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造  

本 研 究 で は 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 を 促 進 す る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 を 解

明 す る た め 、 支 援 員 が 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 の 知 的 発 達 と 就 労 場 面 を 踏

ま え 、 本 人 の 職 場 で の 態 度 や 能 力 に つ い て 評 価 を 行 う ツ ー ル の 作 成 を 目

的 に 、「 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 」を 試 作 し 、試 案 尺

度 の 信 頼 性 を 検 討 し た 。  

予 備 調 査 を 経 て 作 成 し た 72 項 目 に つ い て 、 知 的 障 害 者 366 名 を 対 象

に 質 問 紙 調 査 を 実 施 し 、因 子 分 析 を 行 っ た 結 果 、メ タ 認 知 的 方 略 よ り「 目

標 設 定 」「 柔 軟 的 調 整 」 と い っ た 2 因 子 が 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 よ り

「 作 業 方 略 」「 援 助 要 請 」「 環 境 の 管 理 」の 3 因 子 が 、抽 出 さ れ た 。「 目 標

設 定 」 に は 、 自 分 の 作 業 レ ベ ル に 合 っ た 目 標 を 立 て る 項 目 が 多 く 含 ま れ

て い る 。「 柔 軟 的 調 整 」に は 、自 分 自 身 の 取 り 組 み の 状 況 に つ い て モ ニ タ

ー し つ つ 、 柔 軟 に 対 応 す る 項 目 が 含 ま れ て い る 。 従 っ て 、 メ タ 認 知 的 方

略 の 「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 は 、 自 己 の 状 態 を 整 え る 方 略 で あ る

と 言 え る 。  

行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 「 援 助 要 請 」 に は 必 要 に 応 じ て 支 援 員 や 同 僚

に 援 助 を 求 め る 項 目 が 多 く 含 ま れ て い る 。「 作 業 方 略 」は 作 業 そ の も の に

直 接 的 に か か わ る 項 目 が 含 ま れ て い る 。「 環 境 の 管 理 」に は 、作 業 遂 行 に

向 け た 準 備 行 動 が 多 く 含 ま れ て い る 。 従 っ て 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 と

は 、 作 業 内 容 に 直 接 的 に 働 き か け 、 そ の 成 果 を 上 げ る 方 略 か ら 構 成 さ れ

て い る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 I-T 相 関 係 数 と α 係 数 及 び 再 検 査 を 行 っ た と こ ろ 、 高 い 信 頼 性

が 確 認 さ れ た 。  

た だ し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に は 、 健 常 児 者 の 自

己 調 整 方 略 か ら 仮 定 し た 「 時 間 の 管 理 」 が 単 独 因 子 と し て 抽 出 さ れ な か
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っ た 。こ れ は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 と 言 え よ う 。

作 業 時 間 の 管 理 を 想 定 し て 作 っ た 項 目 で あ る 「 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 変 更

が あ る 場 合 、 そ れ に 応 じ 時 間 通 り に 行 動 す る 」 と 「 作 業 中 に 時 間 を 意 識

し な が ら 取 り 組 め る 」が「 作 業 方 略 」に 、「 カ レ ン ダ ー に 記 録 す る な ど を

通 し て 、時 間 を 管 理 す る 」が「 環 境 の 管 理 」に 、「 作 業 ご と の 所 要 時 間 を

見 積 も る こ と が で き る 」 と 「 状 況 に 応 じ て 順 序 や 時 間 を 調 整 で き る 」 が

「 柔 軟 的 調 整 」 に そ れ ぞ れ 含 ま れ た 。 つ ま り 、 知 的 障 害 者 の 知 的 発 達 と

就 労 場 面 を 踏 ま え る と 、 個 々 の 知 的 障 害 者 が 時 間 を 管 理 し て 作 業 を 進 め

る と い う よ り 、 事 前 に 設 定 さ れ た 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 沿 っ て 行 動 す る の

が 現 状 で あ る と 思 わ れ る 。そ の た め 、「 時 間 の 管 理 」は「 作 業 方 略 」と「 環

境 の 管 理 」 か ら 独 立 し て 抽 出 さ れ な か っ た と 推 測 さ れ る 。 ま た 、 就 労 場

面 で 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 沿 っ て 行 動 す る の み で は な く 、 必 要 に 応 じ て 自

分 の 時 間 を 調 整 す る 力 も 求 め ら れ て い る と 思 わ れ る 。こ の 場 合 に 行 う「 時

間 の 管 理 」 は 「 柔 軟 的 調 整 」 に 含 ま れ た と 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、 下 位 尺 度 間 の 相 関 係 数 を 算 出 し た 結 果 、 ま ず 、 メ タ 認 知 的 方

略 の 下 位 尺 度 の 間 で は 0.84 と い う 強 い 相 関 が あ っ た 。ま た 、行 動・環 境

の 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 の 間 で は 、0.59～ 0.65 と い う 中 程 度 の 相 関 が 示 さ

れ た 。 な か で も 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 下 位 尺 度 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の

下 位 尺 度 の 間 に 強 い 相 関 が 示 さ れ た 。 先 行 研 究 で は プ ラ ン ニ ン グ と 柔 軟

的 調 整 の 間 の 強 い 相 関 と 、 認 知 的 方 略 と 作 業 方 略 及 び リ ソ ー ス 方 略 の 強

い 相 関 が 実 証 さ れ て お り（ 佐 藤 ら ，1998）、領 域 に お け る 下 位 尺 度 同 士 の

相 関 は 先 行 研 究 の 知 見 を 支 持 し て い る と 言 え よ う 。 ま た 、 こ れ ら 領 域 の

関 係 に つ い て 、 メ タ 認 知 的 方 略 は 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 調 整 す

る 機 能 を も ち 、よ り 高 次 の 認 知 レ ベ ル に あ る と 指 摘 さ れ て い る（ Pintrich  

&  Schrauben，1992;  佐 藤・新 井 ，1998）。こ れ ら よ り 、知 的 障 害 者 の

就 労 に け る 自 己 調 整 方 略 の 領 域 間 の 相 関 関 係 や 、 下 位 尺 度 同 士 の 相 関 関
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係 は 、 先 行 研 究 の 知 見 を 支 持 し て い る と 言 え よ う 。  

従 っ て 、 知 的 障 害 者 の 作 業 遂 行 力 の 向 上 に 向 け て 、 支 援 員 は 「 目 標 設

定 」「 柔 軟 的 調 整 」「 援 助 要 請 」「 作 業 方 略 」「 環 境 の 管 理 」 と い う ５ つ の

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 が あ る こ と を 意 識 し 、 こ れ ら 方 略 の 支 援 に 働

き か け て い く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴  

知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 平 均 値 は 自 閉 症 者 に 比 べ 有

意 に 高 か っ た 。 自 閉 症 児 の 自 己 調 整 の 難 し さ に つ い て 、 こ れ ま で の 研 究

に お い て も 指 摘 さ れ て き た （ Barnard-Brak et al.， 2014）。 本 研 究 の 結

果 は 、 そ の 知 見 を 支 持 す る も の で あ る と 言 え る 。  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 2 領 域 の 平 均 値 を 分 析 し た 結 果 、知 的 障

害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 メ タ 認 知 的 方 略 の ほ う が 行 動 ・ 環 境 の 調 整

方 略 よ り 低 か っ た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 及 び 自 閉 症 者 に 共 通 し て 行 動 ・

環 境 の 調 整 方 略 の ほ う が メ タ 認 知 的 方 略 よ り 、 得 点 が 高 か っ た 。 メ タ 認

知 と は 、 個 人 が 自 分 の 認 知 に 関 し て 有 す る 知 識 及 び そ の 過 程 の こ と で あ

り 、 メ タ 認 知 的 知 識 と メ タ 認 知 的 活 動 に 分 類 さ れ る 。 そ の 中 で も 、 知 的

障 害 者 は 、 特 に メ タ 認 知 的 活 動 （ 計 画 、 モ ニ タ リ ン グ 、 評 価 ） に 遅 れ が

あ る と 指 摘 さ れ て い る （ Borkowski ， Weyhing ， ＆  Turner ， 1986;  

Brown，1978）。す な わ ち 、メ タ 認 知 的 方 略 は 、行 動・環 境 の 調 整 方 略 に

比 べ 、 よ り 高 次 の 認 知 レ ベ ル に あ る た め 、 知 的 障 害 者 に と っ て よ り 難 し

い 方 略 で あ る と 推 測 さ れ る 。  

次 に 、 下 位 尺 度 に つ い て 分 析 し た 結 果 、 知 的 障 害 者 の メ タ 認 知 的 方 略

に お い て 「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 の 平 均 値 の 間 に 有 意 な 差 は な か

っ た 。行 動・環 境 の 調 整 方 略 に お い て 、「 作 業 方 略 」と「 援 助 要 請 」及 び

「 環 境 の 管 理 」 の 順 に 平 均 値 が 有 意 に 高 か っ た 。 自 閉 症 者 に お い て も 同
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様 の 結 果 で あ っ た 。従 っ て 、知 的 障 害 者 は 自 閉 症 者 と 同 様 、「 作 業 ス ケ ジ

ュ ー ル に 変 更 が あ る 場 合 、 そ れ に 応 じ 時 間 通 り に 行 動 す る 」 な ど 、 作 業

そ の も の に 直 接 働 き か け る 方 略 に 関 し て 、 使 用 レ ベ ル は 高 い こ と が 明 ら

か に な っ た 。一 方 、「 作 業 に 使 う マ ニ ュ ア ル 書 や 資 料 な ど を す ぐ 使 え る よ

う に 用 意 す る 」 な ど 、 自 分 自 身 の 身 の 回 り の 管 理 を 通 し て 作 業 遂 行 を 促

す 方 略 に 関 し て 、 使 用 レ ベ ル は 低 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ に つ い

て 、 就 労 場 面 で 提 供 す る 学 習 機 会 の 頻 度 が 影 響 し て い る と 推 測 さ れ る 。

「 作 業 方 略 」 は 、 日 々 の 作 業 の な か で 繰 り 返 し て 行 う 内 容 で あ る た め 、

使 用 レ ベ ル が 高 い の に 対 し て 、「 環 境 の 管 理 」に 関 し て 支 援 員 は あ ま り 意

識 し て 取 り 入 れ て い な い 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。  

下 位 尺 度 に お い て 、知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 と の 平 均 値 を 比 較 し た 結 果 、

有 意 な 差 が あ っ た 下 位 尺 度 は メ タ 認 知 的 方 略 で は「 柔 軟 的 調 整 」で あ り 、

行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で は 「 援 助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及 び 「 環 境 の 管

理 」 で あ っ た 。 こ れ ら す べ て に お い て 、 自 閉 症 者 に 比 べ 、 知 的 障 害 者 の

ほ う が 高 か っ た 。  

ま ず 、「 援 助 要 請 」と は 他 者 か ら 援 助 を 求 め る こ と に よ り 作 業 を 進 め る

方 略 で あ り 、 自 閉 症 者 の 最 も 苦 手 な 対 人 関 係 に 関 す る 内 容 か ら 構 成 さ れ

て い る 。 津 守 式 乳 幼 児 精 神 発 達 質 問 紙 の 「 社 会 」 領 域 、 或 い は 社 会 生 活

能 力 調 査 の 意 思 の 表 示 と 交 換 に お い て 、 知 的 障 害 の み 児 者 に 比 べ 自 閉 症

児 者 は 有 意 に 低 か っ た と 指 摘 さ れ て い る（ 中 塚・蓬 郷 ，1988;  梅 永 ら ，

1991）。つ ま り 、自 閉 症 児 者 の 障 害 特 性 で あ る「 社 会 性 」の 難 し さ は 、「 援

助 要 請 」 の 使 用 を 妨 げ て い る と 思 わ れ る 。  

つ ぎ に 、「 柔 軟 的 調 整 」と は 、自 分 自 身 の 取 り 組 み の 状 況 に つ い て モ ニ

タ ー し つ つ 、 柔 軟 に 対 応 す る 方 略 で あ る 。 つ ま り 、 こ の 方 略 は モ ニ タ リ

ン グ と い う 、 よ り 高 次 の 認 知 レ ベ ル を 要 す る メ タ 認 知 的 活 動 で あ る と 言

え る 。 先 行 研 究 で は 言 語 性 IQ が 低 い 高 機 能 自 閉 症 児 ほ ど 、 メ タ 認 知 的
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活 動 が 困 難 で あ る と 指 摘 さ れ て い る （ Black ， Wallace ， Sokoloff ， &  

Kenworthy，2009;  Kalbfleisch  &  Loughan，2011）。ま た 、自 閉 症

児 者 は 動 作 性 IQ に 比 べ て 言 語 性 IQ が 低 い こ と や 、知 的 障 害 の み 児 者 に

比 べ て 、「 単 語 」と「 理 解 」の 点 数 が 低 い と 指 摘 さ れ て い る（ 東 條・紺 野・

竹 形・寺 山 ，1996;  梅 永 ら ，1991）。Kaufman（ 1975）は 自 閉 症 児 者 が

意 志 の 表 現 に 比 べ 、 文 章 的 言 語 表 現 能 力 、 す な わ ち 文 章 表 現 に お い て も

繋 が り の あ る 、 連 続 的 な 意 味 合 い の 強 い 表 現 に お い て 、 知 的 障 害 の み 児

者 に 劣 る と し て い る 。 以 上 の こ と か ら 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 の

「 柔 軟 的 調 整 」 の 使 用 の 難 し さ は 言 語 能 力 の 遅 れ に 起 因 す る 可 能 性 が 推

測 さ れ る 。 ま た 、 自 閉 症 者 の 特 性 と も い え る 固 執 傾 向 は 、「 柔 軟 的 調 整 」

の 使 用 を 妨 げ て い る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。  

さ ら に 、「 作 業 方 略 」と は 作 業 そ の も の に 関 わ る 方 略 で あ る 。先 行 研 究

に お い て 、 自 閉 症 児 者 は 手 腕 や 手 指 を 使 用 す る 単 純 で 部 分 的 な 運 動 機 能

面 に お い て は 、 知 的 障 害 者 に 比 べ 優 れ て い る も の の 、 連 続 的 な プ ロ セ ス

を 必 要 と す る 流 れ の あ る 作 業 に お い て は 必 ず し も そ う と は 言 え な い と し 、

情 報 を 系 列 的 に 処 理 す る 能 力 は 自 閉 症 者 が 苦 手 で あ る と 指 摘 さ れ て い る

（ 梅 永 ら ，1991）。本 研 究 の「 作 業 方 略 」は 手 腕 や 手 指 を 使 用 す る と い う

部 分 的 な 運 動 能 力 と い う よ り 、 情 報 を 系 列 的 に 処 理 す る 能 力 が 測 定 さ れ

て い る た め 、 自 閉 症 者 の 「 作 業 方 略 」 の 使 用 レ ベ ル は 知 的 障 害 者 に 比 べ

て 低 か っ た と 推 測 さ れ る 。  

最 後 に 、「 環 境 の 管 理 」と は「 作 業 に 必 要 な 資 料 、テ キ ス ト 、情 報 な ど

を フ ァ イ リ ン グ し て 管 理 す る 」 な ど 作 業 遂 行 に 向 け た 準 備 行 動 か ら 構 成

さ れ る 。「 環 境 の 管 理 」は こ れ か ら の 活 動 や 現 在 の 自 分 の 状 態 に つ い て モ

ニ タ リ ン グ す る 力 が 求 め ら れ る 。 上 述 し た 通 り 、 自 閉 症 児 者 は 連 続 的 な

プ ロ セ ス に お い て 、 情 報 を 系 列 的 に 処 理 す る 能 力 が 劣 る た め 、 知 的 障 害

者 に 比 べ 、「 環 境 の 管 理 」 が 低 か っ た と 思 わ れ る 。  
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下 位 尺 度 の 相 関 を 検 討 し た 結 果 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、

同 じ 領 域 に お け る 下 位 尺 度 の 間 に 中 程 度 か ら 強 い 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。

ま た 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 下 位 尺 度 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 の

間 に も 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 中 程 度 か ら 強 い 正 の 相 関 が 示

さ れ た 。 以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 メ タ 認 知

的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 と い っ た 領 域 の 下 位 尺 度 同 士 は 相 関 関 係

が 強 く 、 特 に メ タ 認 知 的 方 略 が 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る

機 能 を も つ 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。  

メ タ 認 知 的 方 略 で は 自 閉 症 者 と 比 較 を 行 っ た 結 果 、「 柔 軟 的 調 整 」で 有

意 差 が 認 め ら れ た 。し か し 、知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、「 目 標 設

定 」と「 柔 軟 的 調 整 」に お い て 有 意 差 が な く 、「 柔 軟 的 調 整 」の 平 均 値 が

若 干 高 い 傾 向 に あ っ た 。 つ ま り 、 各 下 位 尺 度 別 得 点 の 傾 向 は 類 似 し て お

り 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 の メ タ 認 知 的 方 略 の 構 造 は 同 じ で あ る と 考 え

ら れ る 。 ま た 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で は 、 自 閉 症 者 と 比 較 を 行 っ た 結

果 、「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」及 び「 環 境 の 管 理 」に お い て 有 意 差 が あ

っ た 。 し か し 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方

略 に お い て 最 も 高 か っ た 下 位 尺 度 は 「 作 業 方 略 」 で 、 最 も 低 か っ た 下 位

尺 度 は「 環 境 の 管 理 」で 、「 援 助 要 請 」は ２ 番 目 に 高 か っ た 。従 っ て 、行

動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で は 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に お い て 有 意 差 が 認 め ら

れ る 下 位 尺 度 が あ る も の の 、 得 点 傾 向 が 類 似 し て お り 、 行 動 ・ 環 境 の 調

整 方 略 の 構 造 は 同 じ で あ る と 言 え よ う 。   

療 育 手 帳 に つ い て 、 下 位 尺 度 ご と の 平 均 値 を 検 討 し た 結 果 、 知 的 障 害

者 と 自 閉 症 者 い ず れ に お い て も 、 知 的 発 達 に よ る 差 異 が 示 さ れ た 。 中 度

知 的 障 害 者 に 比 べ 、 軽 度 知 的 障 害 者 ほ ど 、 こ れ ら 下 位 尺 度 の 平 均 値 が 高

い こ と が 明 ら か に な っ た 。 本 研 究 は 療 育 手 帳 の 軽 度 と 中 度 を 対 象 と し て

お り 、療 育 手 帳 の 障 害 の 程 度 区 分 は 、原 則 と し て 知 能 指 数（ IQ）を 基 に
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し て い る 。 つ ま り 、 IQ35～ IQ50 未 満 の 知 的 障 害 者 は 中 度 判 定 を 受 け 、

IQ50～ IQ70 未 満 の 知 的 障 害 者 は 軽 度 と 見 な さ れ る 。 多 く の 先 行 研 究 で

は 、 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 難 し さ は 、 不 十 分 な 言 語 発 達 や

知 的 発 達 （ Whitman ， 1990a;  Whitman ， 1990b;   Vieillevoye  ＆  

Nader-Grosbois， 2008;  Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre， 2011）、 ワ ー

キ ン グ メ モ リ の 弱 さ（ Dučić，2017）に 起 因 す る と さ れ る 。こ れ よ り 、本

研 究 の 結 果 は 先 行 研 究 の 知 見 を 支 持 し て い る と 言 え る 。 今 後 、 精 神 年 齢

と 知 能 指 数 、 特 に 知 能 を 構 成 す る 構 成 要 素 を 測 定 し 、 知 的 障 害 者 の 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 認 知 機 能 に つ い て 、 詳 細 に 検 討

し て い く 必 要 性 が あ る と 思 わ れ る 。  

生 活 年 齢 に つ い て 、キ ャ リ ア 確 立 期（ 34 歳 以 下 ）、キ ャ リ ア 危 機 期（ 35

～ 44 歳 ）、キ ャ リ ア 維 持 期（ 45 歳 以 上 ）に 分 け て 、下 位 尺 度 ご と の 平 均

値 の 差 を 検 討 し た 結 果 、 知 的 障 害 者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 キ ャ リ ア 段

階 に よ る 違 い は 認 め ら れ な か っ た 。ま た 、健 常 者 を 対 象 と し た 研 究 で は 、

教 員 の 勤 務 年 数 は 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と 正 の 相 関 が あ る と 報 告 さ れ て い

る（ Partovi  &  Tafazoli，2016）。言 い 換 え れ ば 、勤 務 年 数 は 長 け れ ば

長 い ほ ど 、 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 熟 練 さ れ る 。 し か し 、 本 研 究 の 結 果 は

先 行 研 究 を 支 持 す る も の で は な か っ た 。 今 後 、 知 的 発 達 を 、 あ る 程 度 統

制 し て 検 討 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ る 。  

性 別 に 関 し て 、 下 位 尺 度 ご と の 平 均 値 を 分 析 し た 結 果 、 知 的 障 害 者 と

自 閉 症 者 い ず れ に お い て も 男 女 間 の 有 意 差 は な か っ た 。 健 常 児 者 を 対 象

と し た 研 究 に お い て 、 女 性 は 男 性 に 比 べ 、 援 助 要 請 に 肯 定 的 で 、 援 助 要

請 行 動 を と り や す い と さ れ て い る（ 山 口・西 川 ，1991）。男 性 は 他 者 に 依

存 す る こ と を 良 い と し な い 伝 統 的 な 性 役 割 や 規 範 を 持 っ て い る た め 、 男

性 は 女 性 に 比 べ 援 助 を 要 請 し な い と 指 摘 さ れ て い る （ Sears， Graham，

＆  Campbell， 2009）。 本 研 究 で は 「 援 助 要 請 」 に お い て 男 女 に よ る 違
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い が 見 ら れ な か っ た 。 本 研 究 に お け る 女 性 の サ ン プ ル 数 は 少 な か っ た た

め 、 今 後 、 更 な る 検 証 が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。  

就 労 形 態 に つ い て 、 下 位 尺 度 ご と の 平 均 値 を 検 討 し た 結 果 、 知 的 障 害

者 と 自 閉 症 者 に 共 通 し て 、 就 労 形 態 に よ る 差 異 は 認 め ら れ な か っ た 。 こ

の こ と か ら 、 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に は 、 就 労 形

態 に よ る 違 い と い う よ り 、 就 労 場 面 で 実 際 に 取 り 組 ま れ る 支 援 内 容 や 職

種 な ど が 関 連 し て い る と 推 測 さ れ る 。今 後 、詳 細 な 検 討 が 必 要 で あ ろ う 。  

教 育 歴 に つ い て 、 下 位 尺 度 ご と の 平 均 値 を 検 討 し た 結 果 、 軽 度 知 的 障

害 者 群 で は 「 柔 軟 的 調 整 」 に お い て 、 職 業 学 科 卒 業 者 の ほ う が 普 通 科 卒

業 者 に 比 べ 、 有 意 に 高 か っ た 。 こ れ に 関 し て 普 通 科 と 職 業 学 科 で 取 り 組

む 教 育 課 程 の 違 い が 関 係 し て い る と 考 え ら れ る 。 今 後 、 詳 細 に 検 討 す る

必 要 が あ る と 言 え よ う 。  

 

３ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の

関 連  

３ － １ ． 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 構 造 と そ の 基 本 属 性 に よ る 差 異  

 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 関 す る 23 項 目 に 対 し て 、 因 子 分 析 を 行 っ た

と こ ろ 、「 仕 事 へ の 態 度 」と「 作 業 力 」の ２ 因 子 が 抽 出 さ れ た 。Cronbach

の α 係 数 よ り 、高 い 内 部 一 貫 性 が 確 認 さ れ た 。ま た 、「 就 労 支 援 の た め の

従 業 員 用 チ ェ ッ ク リ ス ト 」（ 障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ ー ，2009）か ら 用 い た

２ 領 域 に 大 き く 分 か れ 、 各 領 域 ご と に 含 ま れ て い た 内 容 も 概 ね 同 じ で あ

っ た た め 、 各 下 位 尺 度 の 構 成 概 念 の 妥 当 性 が 示 さ れ た と 考 え ら れ る 。 従

っ て 、 本 尺 度 は 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 測 定 す る に あ た っ

て 、 有 効 な 測 度 で あ る と 言 え る 。  

 ま た 、 知 的 障 害 者 の 療 育 手 帳 、 年 齢 、 性 別 、 就 労 形 態 、 教 育 歴 と い っ

た 基 本 属 性 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 の 差 異 を 調 べ た 。そ の 結 果 、「 仕 事 へ
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の 態 度 」と「 作 業 力 」に 関 し て 、性 別 と キ ャ リ ア 段 階（ キ ャ リ ア 確 立 期：

34 歳 以 下 、キ ャ リ ア 中 期： 35 歳 ～ 44 歳 、キ ャ リ ア 維 持 期 ： 45 以 上 ）及

び 教 育 歴 （ 普 通 科 と 職 業 学 科 ） に よ る 違 い は 認 め ら れ な か っ た 。 一 方 、

「 仕 事 の 態 度 」 と 「 作 業 力 」 は 、 中 度 知 的 障 害 者 に 比 べ 軽 度 知 的 障 害 者

が 、 福 祉 就 労 者 に 比 べ 一 般 就 労 者 が 、 そ れ ぞ れ 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。

従 っ て 、 知 的 発 達 、 就 労 形 態 の 違 い が 、 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 高 低 と

関 係 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

３ － ２ ． メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 及 び 仕 事 の パ フ ォ ー マ

ン ス の 因 果 関 係  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 し て 、 パ ス 解 析 の 結 果 、 就 労 に お け る

自 己 調 整 方 略 間 の 因 果 関 係 を 仮 定 し た モ デ ル が 良 好 な 適 合 度 を 示 し た 。

ま ず 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 「 柔 軟 的 調 整 」 は す べ て の 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方

略 に 有 意 な パ ス を 示 し た 。「 柔 軟 的 調 整 」に は 自 分 の 作 業 に 関 わ る モ ニ タ

リ ン グ 活 動 が 含 ま れ て お り 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る と

い う 結 果 は 妥 当 で あ る と 思 わ れ る 。 メ タ 認 知 的 方 略 が 時 間 と 環 境 の 調 整

方 略 の 使 用 を 規 定 す る と い う 先 行 研 究 の 知 見（ Sen  ＆  Yilmaz，2016）

や 、 柔 軟 的 方 略 か ら 認 知 的 方 略 、 友 人 リ ソ ー ス 方 略 、 作 業 方 略 へ と 有 意

な パ ス が 見 ら れ た と い う 先 行 研 究 の 知 見 （ 佐 藤 ,  2004） を 、 知 的 障 害 者

の 就 労 分 野 で 支 持 す る も の で あ る と 言 え る 。 従 っ て 、 メ タ 認 知 的 方 略 の

「 柔 軟 的 調 整 」 が 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る こ と が 示 唆 さ

れ た 。  

ま た 、「 目 標 設 定 」か ら 行 動・環 境 の 調 整 方 略 の「 作 業 方 略 」に 対 し て

有 意 な パ ス を 示 し た 。「 作 業 方 略 」と は 事 前 に 設 定 し た 目 標 を 達 成 す る た

め に 用 い る 、作 業 そ の も の に 関 わ る 方 略 で あ る た め 、「 目 標 設 定 」に 規 定

さ れ る と い う 結 果 は 妥 当 で あ ろ う 。ま た 、「 環 境 の 管 理 」と は 個 人 が 自 分

の 目 標 や 基 準 に 合 わ せ て 環 境 を 調 節 す る 方 略 で あ る た め 、 同 様 に 「 目 標
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設 定 」に 規 定 さ れ る と 推 測 し て い た が 、支 持 さ れ な か っ た 。「 環 境 の 管 理 」

の 平 均 値 は ５ つ の 方 略 の 中 で 最 も 低 く 、 就 労 者 が 実 際 の 作 業 活 動 で あ ま

り 使 用 し て い な い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 今 後 、 詳 細 に 検 討 す る 必 要 が あ

る と 思 わ れ る 。「 援 助 要 請 」に つ い て は 、支 援 員 や 同 僚 に 援 助 を 求 め る と

い う 行 為 は 、 あ ら か じ め 目 標 と し て 設 定 す る も の で は な く 、 自 分 の 作 業

内 容 の 理 解 や 進 み 具 合 に 応 じ て 柔 軟 に 対 処 す る 方 略 で あ る た め 、「 目 標 設

定 」 か ら の 直 接 的 な 影 響 は 少 な い と 推 測 さ れ る 。 従 っ て 、 先 行 研 究 が 提

起 し て い る 理 論 的 枠 組 を 踏 ま え れ ば 、 メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調

整 方 略 の 間 に は 相 関 的 な 関 係 と い う よ り も 、 前 者 の 使 用 が 後 者 の 使 用 を

規 定 し て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関

連 に つ い て 、「 目 標 設 定 」と「 作 業 方 略 」は 直 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン

ス に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た 、「 柔 軟 的 調 整 」か ら「 作

業 方 略 」に 対 し て 有 意 な パ ス を 示 し た こ と か ら 、「 柔 軟 的 調 整 」は「 作 業

方 略 」 を 介 し て 、 間 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を 与 え る 可 能 性

が 示 唆 さ れ た 。 従 業 員 の 目 標 設 定 は 直 接 的 に 組 織 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影

響 す る と い う 先 行 研 究 の 知 見 や （ Bandura  ＆  Wood， 1989）、 従 業 員

の 「 積 極 的 な 行 動 」 が 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る と い う 先 行 研 究

の 知 見（ Porath  ＆  Bateman，2006）を 、知 的 障 害 者 の 就 労 分 野 で 支

持 す る も の で あ る と 言 え る 。 ま た 、 学 習 に お い て も 、 調 整 方 略 （ プ ラ ン

ニ ン グ と 柔 軟 的 調 整 ） は 処 理 方 略 （ 認 知 方 略 と 作 業 方 略 及 び リ ソ ー ス 方

略 ）を 介 し て 間 接 的 に 学 業 成 績 に 影 響 を 及 ぼ す と 指 摘 さ れ て い る（ 佐 藤 ，

2004）。 以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 向 上 に

向 け て 、「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 と い う メ タ 認 知 的 方 略 及 び 、「 作

業 方 略 」 の 使 用 を 促 す 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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Ⅴ． ま と め  

 研 究 １ で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 測 定 す る 尺 度

を 開 発 し 、 自 閉 症 者 と の 比 較 を 通 し て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 の 特 徴 を 明 ら か に し た 。 加 え て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る メ

タ 認 知 的 方 略（「 目 標 設 定 」「 柔 軟 的 調 整 」）は 行 動・環 境 の 調 整 方 略（「 援

助 要 請 」「 作 業 方 略 」「 環 境 の 管 理 」）を 介 し て 、仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に

影 響 を 及 ぼ す と い う 因 果 モ デ ル を 仮 定 し 、そ の 検 証 を 行 っ た 。そ の 結 果 、

以 下 の 点 が 明 確 に な っ た 。  

 

１ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と は 、 メ タ 認 知 的 方 略 と 行

動・環 境 の 調 整 方 略 と い う ２ 領 域 か ら 構 成 さ れ 、メ タ 認 知 的 方 略 に は「 柔

軟 的 調 整 」 と 「 目 標 設 定 」 が 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 に は 「 援 助 要 請 」

と 「 作 業 方 略 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 が 、 そ れ ぞ れ 含 ま れ る こ と が 明 ら か

に な っ た 。 た だ し 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に は 、 健 常

児 者 の 自 己 調 整 方 略 か ら 仮 定 し た 「 時 間 の 管 理 」 が 単 独 因 子 と し て 抽 出

さ れ な か っ た 。  

 

２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 と し て 、 メ タ 認 知 的

方 略 に お い て は 「 柔 軟 的 調 整 」 が 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 に お い て は 、

「 援 助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 が 、 自 閉 症 者 と 比 べ 、

良 好 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

３ ． 知 的 障 害 者 の 主 な 基 本 属 性 に よ る 下 位 尺 度 の 相 違 を 調 べ た 結 果 、 療

育 手 帳 と 教 育 歴 に よ る 差 異 が 示 唆 さ れ た 。 下 位 尺 度 の す べ て に お い て 、

軽 度 知 的 障 害 者 が 中 度 知 的 障 害 者 に 比 べ 、 平 均 値 が 有 意 に 高 か っ た 。 ま

た 、「 目 標 設 定 」「 柔 軟 的 調 整 」「 援 助 要 請 」「 環 境 の 管 理 」 に お い て 、 職
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業 学 科 卒 業 者 が 普 通 科 卒 業 者 に 比 べ 、 平 均 値 が 有 意 に 高 か っ た 。  

 

４ ．知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に つ い て 、「 仕 事 へ の 態 度 」と「 作

業 力 」 と い う 2 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 主 な 基 本 属 性 に よ る 差 異 を 検 討 し た

結 果 、 知 的 障 害 の 程 度 、 教 育 歴 、 就 労 形 態 の 違 い が 、 仕 事 の パ フ ォ ー マ

ン ス の 高 低 と 関 係 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

５ ．就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 関 係 に つ い て 、メ タ 認 知 的 方 略 の「 柔

軟 的 調 整 」 は す べ て の 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 に 対 し て 有 意 な 正 の パ ス を

示 し た 。 メ タ 認 知 的 方 略 の 「 目 標 設 定 」 は 「 作 業 方 略 」 に 対 し て 有 意 な

正 の パ ス を 示 し た 。 従 っ て 、 メ タ 認 知 的 方 略 は 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の

使 用 を 規 定 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

６ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の

関 連 に つ い て 、「 目 標 設 定 」と「 作 業 方 略 」は 直 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ

ン ス に 影 響 す る ば か り で は な く 、「 目 標 設 定 」と「 柔 軟 的 調 整 」が「 作 業

方 略 」 を 媒 介 し て 、 間 接 的 に も 影 響 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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第 ２ 節  第 3 章 の ま と め  

 

研 究 １ で は 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 定 義 に 基 づ き 、 自 己 調 整 方

略 の メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動・環 境 の 調 整 方 略 と い う ２ 領 域 に 焦 点 を あ て 、

ま ず 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 を 検 討 し た 。 そ の 結

果 、 メ タ 認 知 的 方 略 と し て 、 作 業 の 遂 行 を モ ニ タ リ ン グ し た り 、 振 り 返

っ た り す る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す 「 柔 軟 的 調 整 」 方 略 、 自 分 に 合

わ せ て 作 業 目 標 を 設 定 す る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す 「 目 標 設 定 」 方

略 と い う 2 つ の 因 子 が 確 認 さ れ た 。 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 と し て 、 作 業

そ の も の に 直 接 働 き か け る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す「 作 業 方 略 」、他

者 か ら 助 け を 求 め て 作 業 遂 行 を 促 す 「 援 助 要 請 」 方 略 、 自 分 自 身 の 身 の

回 り を 管 理 す る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す 「 環 境 の 管 理 」 方 略 と い う

３ つ の 因 子 が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 内 部 一 貫 性 と 再 検 査 信 頼 性 を 検 討 し た

結 果 、 高 い 信 頼 性 が 確 認 さ れ た 。  

 次 に 、 研 究 １ で は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 に つ

い て 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 と の 比 較 を 通 し て 明 ら か に し た 。 そ の

結 果 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 「 柔 軟 的 調 整 」 は 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害

者 よ り も 高 か っ た 。行 動・環 境 の 調 整 方 略 の「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」

及 び 「 環 境 の 管 理 」 は 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 よ り も 高 か っ た 。

ま た 、 知 的 障 害 者 の 療 育 手 帳 と 教 育 歴 に よ る 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略

の 差 異 が 示 さ れ た 。 ５ つ の 下 位 尺 度 の す べ て に お い て 、 中 度 知 的 障 害 者

に 比 べ 、軽 度 知 的 障 害 者 の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。「 柔 軟 的 調 整 」に お い

て 、 普 通 科 卒 業 者 に 比 べ 、 職 業 学 科 卒 業 者 の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。 従

っ て 、 知 的 障 害 者 の 障 害 種 別 、 知 的 発 達 、 学 習 機 会 が 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ す 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 今 後 、 障 害 種 別 に

分 け て 、 具 体 的 な 知 能 検 査 や 支 援 内 容 な ど を 用 い て 、 詳 細 に 検 討 し て い
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く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

さ ら に 、 研 究 １ で は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 因 果

関 係 を 踏 ま え 、仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 及 ぼ す 影 響 を 調 べ た 。そ の 結 果 、

「 柔 軟 的 調 整 」は 全 て の 行 動・環 境 の 調 整 方 略 に 対 し て 、「 目 標 設 定 」は

「 作 業 方 略 」 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 有 意 な パ ス を 示 し た 。 従 っ て 、 メ タ 認

知 的 方 略 は 行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 に つ い

て 、「 目 標 設 定 」と「 作 業 方 略 」は 直 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響

す る ば か り で は な く 、「 目 標 設 定 」と「 柔 軟 的 調 整 」が「 作 業 方 略 」を 介

し て 、間 接 的 に も 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 促 す た め に 、 就

労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 対 す る 支 援 は 非 常 に 重 要 で あ る こ と が 示 唆 さ

れ た 。 今 後 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に 有 用 な 示 唆 を 得 る た め

に 、 そ の 規 定 要 因 に つ い て 検 証 し て い く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

次 章 で は 、 自 閉 症 を 併 せ も た な い 知 的 障 害 者 の 就 労 支 援 へ 示 唆 を 得 る

た め に 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 規 定 要 因 に つ い て 実 証 的 に

検 証 す る 。 加 え て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 自 己 評 定

の 特 徴 を 検 討 す る 。就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 適 切 に 支 援 す る た め に 、

支 援 員 が 、 知 的 障 害 者 自 身 が ど う 考 え て い る か を 理 解 し て お く こ と は 非

常 に 重 要 で あ る と 思 わ れ る 。  
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第４章  

 

知的障害者の就労における自己調整方略を  

 

規定する要因の実証的検討  

 

 

 

 

第 ４ 章 で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る

要 因 に つ い て 実 証 的 に 検 討 す る 。 ま ず 第 １ 節 で は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お

け る 自 己 調 整 方 略 を 適 切 に 支 援 す る 示 唆 を 得 る た め に 、 支 援 員 の 自 己 調

整 方 略 に 対 す る 支 援 と 知 的 障 害 者 の 使 用 の 差 異 や 、 そ れ ら の 関 連 を 明 ら

か に す る（ 研 究 ２ ）。第 ２ 節 で は 、知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性（ マ ス タ ー 目

標 志 向 性 ・ パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 指 向 性 ） が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

使 用 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る（ 研 究 ３ ）。第 ３ 節 で は 、知 的 障 害 者 の

認 知 処 理 過 程 （ プ ラ ン ニ ン グ ・ 同 時 処 理 ・ 注 意 ・ 継 次 処 理 ） が 就 労 に お

け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る （ 研 究 ４ ）。  
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第 １ 節  支 援 員 に よ る 支 援 が 知 的 障 害 者 の  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 （ 研 究 ２ ）  

 

Ⅰ． 問 題 の 所 在 と 目 的   

Zimmerman and Shunk（ 2011） は 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に お け る 学 習

機 会 の 提 供 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用

に お い て 、親 の 養 育 特 性（ 田 中・田 中 ，2000）、親 の 自 己 調 整 方 略（ Nader-

Grosbois  ＆  Lefèvre，2012）、教 員 の 言 語 行 動（ 田 中 ，1992）が 影 響

し て い る と 指 摘 さ れ て い る 。 た だ し 、 こ れ ら は 学 齢 期 の 自 己 調 整 方 略 に

関 わ る 知 見 で 、 成 人 期 に 対 し て 、 特 に 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 影 響

を 及 ぼ す 学 習 機 会 に つ い て 未 検 討 で あ る 。  

Glaser and Bassok（ 1989） は 学 習 方 略 使 用 の モ デ ル や 指 導 者 と し て

教 員 や 集 団 （ グ ル ー プ 学 習 な ど ） の 重 要 性 を 指 摘 し 、 学 習 方 略 は 発 達 段

階 で 自 然 に 身 に つ く も の で は な く 、教 員 や ク ラ ス と い っ た 個 人 外 の 要 因 、

特 に 教 員 の 意 図 的 な 介 入 が 必 要 で あ る と 指 摘 し て い る（ Chang，2005）。

健 常 児 を 対 象 と し た 研 究 で は 、 こ の 知 見 は 既 に 実 証 さ れ て い る 。 一 方 、

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 で は 、 支 援 員 は 知 的 障 害 者 に 支 援 を 行 う と い う

役 割 を 公 的 に 担 っ て い る 。就 労 移 行 支 援 や 就 労 継 続 支 援 B 型 を 考 慮 し た

場 合 、 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 知 識 を 得 る リ ソ ー ス は 支 援 員 で あ る

こ と が 予 想 さ れ る 。つ ま り 、知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に お い て 、

支 援 員 に よ る 支 援 は 少 な か ら ぬ 影 響 を 与 え る と 思 わ れ る 。 し か し 、 支 援

員 に よ る 支 援 と 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と の 関 連 に つ い て 検 討

さ れ て い な い 。  

よ っ て 、 本 研 究 で は 支 援 員 の 自 己 調 整 方 略 に 対 す る 支 援 と 知 的 障 害 者

の 使 用 の 差 異 や 、 そ れ ら の 関 連 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。 こ れ

ら の 検 討 が 、 こ れ ま で 言 及 さ れ て こ な か っ た 自 己 調 整 方 略 に 対 す る 支 援
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員 に よ る 支 援 の 影 響 が 明 確 に な る だ け で は な く 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お

け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 法 に つ い て 議 論 す る 際 に 大 き く 寄 与 す る と 考 え

ら れ る 。  

 

Ⅱ． 方 法   

１ ． 対 象 者   

就 労 移 行 支 援 1 ヶ 所 と 就 労 継 続 支 援 B 型 ２ ヶ 所 の 職 員（ 支 援 員 ）計 47

名 （ 男 性 ： 13 名 ;  女 性 ： 34 名 ） が 調 査 に 参 加 し た 。  

知 的 障 害 者 93 名 に つ い て 回 答 が 得 ら れ 、 回 答 に 不 備 が あ る も の を 除

き 、89 名 に 対 し て 項 目 分 析 を 行 っ た 。生 活 年 齢 の 範 囲 は 18 歳 か ら 53 歳

ま で で あ り 、 平 均 年 齢 は 29.53±9.94 歳 で あ っ た 。 平 均 精 神 年 齢 （ MA：

月 齢 ）は 93.97±20.70 歳 で あ っ た 。性 別 は 男 性 72 名 、女 性 17 名 で あ っ

た 。障 害 種 別 は 、知 的 障 害 者 60 名 、自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 26 名 、

ダ ウ ン 症 者 2 名 、 そ の 他 1 名 で あ っ た 。  

 

2． 調 査 方 法   

就 労 移 行 支 援 と 就 労 継 続 支 援 B 型 に 勤 務 す る 職 員（ 支 援 員 ）に 質 問 紙

の 回 答 を 依 頼 し た 。 質 問 紙 は 事 業 所 を 通 じ て 配 布 ・ 回 収 を 行 っ た 。  

 

3． 調 査 期 間   

2017 年 10 月 ～ 11 月 で あ っ た 。  

 

４ ． 調 査 項 目   

４ － １ ． フ ェ イ ス シ ー ト  

知 的 障 害 の 年 齢 、精 神 年 齢（ 田 中・ビ ネ ー 知 能 検 査 法 Ⅴ）、性 別 、障 害

種 別 、 居 住 形 態 、 日 中 活 動 の 場 、 勤 務 年 数 に つ い て 尋 ね た 。  
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４ － ２ ． 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に 関 す る 項 目  

研 究 １ － １ で 作 成 し た 「 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度

(支 援 員 評 定 )」 の ５ つ の 自 己 調 整 方 略 に つ い て 、 各 因 子 の 因 子 負 荷 量 の

高 い 項 目 か ら そ れ ぞ れ ４ 項 目 ず つ（ 計 20 項 目 ）を 抽 出 し 用 い た（ Table4-

2-①）。就 労 支 援 を 担 当 す る 職 員（ 支 援 員 ）に 、そ れ ら を 普 段 の 就 労 支 援

に お い て ど れ ぐ ら い 支 援 す る か と い う 支 援 の 頻 度 に つ い て 尋 ね た 。 回 答

の 形 式 は 、田 中 ・ 小 島（ 2013）の 知 的 障 害 特 別 支 援 学 校 教 師 の 自 己 理 解

の 指 導 頻 度 の 回 答 形 式 を 参 考 に 、 本 年 度 の 半 年 間 を 対 象 と し て 回 答 を 求

め た 。 具 体 的 に 「 半 年 間 に ０ 回 （ １ 点 ）」「 半 年 間 に 数 回 （ ２ 点 ）」「 月 に

数 回（ ３ 点 ）」「 １ 週 間 に 数 回（ ４ 点 ）」「 １ 週 間 に 数 回 以 上（ ５ 点 ）」の ５

件 法 を 用 い た 。  

４ － ３ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 関 す る 項 目  

４ － ２ と 同 様 に ５ つ の 自 己 調 整 方 略 を 普 段 の 作 業 活 動 の 中 で 、 知 的 障

害 者 が ど れ ぐ ら い 使 用 し て い る か に つ い て 、 当 利 用 者 の 就 労 支 援 を 担 当

す る 職 員 （ 支 援 員 ） に 尋 ね た 。 項 目 の 内 容 は 、 ４ － ２ と 対 応 し て い る 。

回 答 形 式 は 、「 当 て は ま ら な い（ 1 点 ）」「 あ ま り 当 て は ま ら な い（ 2 点 ）」

「 ど ち ら で も な い（ 3 点 ）」「 や や 当 て は ま る（ 4 点 ）」「 当 て は ま る（ 5 点 ）」

の 5 件 法 で あ っ た 。  
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Table4-2-①  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 わ る 項 目 （ 20 項 目 ）  
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５ ． 手 続 き  

５ － １ ． 分 析 対 象  

知 的 障 害 者 60 名 と ダ ウ ン 症 者 2 名 、計 62 名 を 分 析 対 象 と し た 。分 析

に 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 26 名 と そ の 他 １ 名 は 含 ま れ て い な い 。

な お 、 詳 細 な 属 性 に 関 し て Table4-2-②に 表 す 。  

５ － ２ ． 分 析 方 法  

（ １ ） 項 目 分 析 は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 、 支 援

員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 の 各 下 位 尺 度 得 点（ 合 計 得 点 /項 目

数 ） の 平 均 値 及 び 標 準 偏 差 、 Cronbach の α 係 数 を 算 出 し た 。  

（ ２ ） 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 差 異 に つ い て 、 ｔ 検 定 と 1 元 配 置

分 散 分 析 を 行 っ た 。  

（ ３ ） 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と 支 援 の 関 係 に つ い て 、 重 回 帰

分 析 と Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 算 出 し た 。  

な お 、 統 計 処 理 は IBM SPSS Statistics（ Version25.0） を 使 用 し た 。 
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Table4-2-②  分 析 対 象 者 の 基 本 集 計 表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ ． 倫 理 的 配 慮   

 本 研 究 の 実 施 に あ た り 、 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 の 理 事 長 へ 研 究 協 力

の 依 頼 文 書 を 発 送 す る と 同 時 に 、 口 頭 と 書 面 に よ る 研 究 の 趣 旨 、 分 析 手

続 き 、 結 果 の 公 開 を 含 め た デ ー タ の 扱 い に つ い て 説 明 を 行 い 、 職 員 （ 支

援 員 ） の 質 問 紙 へ の 回 答 を も っ て 研 究 へ の 同 意 と み な し た 。  

な お 、本 研 究 は 筑 波 大 学 人 間 系 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 て 行 っ た（ 筑

29-103）。  
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Ⅲ． 結 果   

１ ． 項 目 分 析  

「 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 」 は 「 知 的 障 害 者 の 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 」 よ り 抽 出 し た 項 目 で あ る 。 ま ず 尺 度 の 信 頼

性 を 高 め る た め に 、 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 の 全 項 目

（ 20 項 目 ） に 対 し て 、 Cronbach の α 係 数 に よ る 項 目 分 析 を 行 っ た 。 そ

の 結 果 、支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 の 全 項 目 で の α 係 数

は 0.90 で あ る の に 対 し て 、項 目 12 を 削 除 し た と き の α 係 数 が 、全 項 目

の α 係 数 よ り 高 か っ た 。そ の た め 、項 目 12 を 削 除 し た 。ま た 、「 知 的 障

害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 」 に つ い て 、 支 援 員 の 支 援 と 対

応 さ せ 、 項 目 12 を 削 除 し 、 19 項 目 を 用 い た 。  

「 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 （ 19 項 目 ）」、「 支 援

員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 （ 19 項 目 ）」 の 下 位 尺 度 得 点 （ 合

計 得 点 /項 目 数 ）の 平 均 値 及 び 標 準 偏 差 を 算 出 し た（ Table4-2-③）。す べ

て の 下 位 尺 度 に お い て 、 そ れ ぞ れ の 尺 度 の 平 均 値 か ら 標 準 偏 差 を 引 い た

値 及 び そ れ ら を 加 え た 値 が 各 尺 度 の 取 り 得 る 値 の 範 囲 （ 1.00～ 5.00） を

超 え る 項 目 は な か っ た 。 従 っ て 、 各 尺 度 の 分 布 に 極 端 な 偏 り は 認 め ら れ

な か っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 そ れ ぞ れ の 尺 度 の 内 部 一 貫 性 を み る た め

に 各 下 位 尺 度 に 対 し て Cronbach の α 係 数 を 求 め た 。「 知 的 障 害 者 の 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 」 の 下 位 尺 度 の α 係 数 は 0.80～ 0.87 の 範

囲 に あ っ た 。「 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 」の 下 位 尺 度 の

Cronbach の α 係 数 は 0.76～ 0.87 の 範 囲 に あ っ た 。従 っ て 、 そ れ ぞ れ の

尺 度 に お い て 、 一 定 の 内 部 一 貫 性 が 認 め ら れ た も の と 考 え ら れ る 。  
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Table4-2-③  就 労 に け る 自 己 調 整 方 略 と そ の 下 位 尺 度 の 平 均 値 と  

標 準 偏 差 及 び α 係 数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 差 異  

支 援 員 が ど の よ う な 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 対 し て 多 く 支 援 し て

い る か に つ い て 検 討 し た 。 知 的 障 害 者 に 対 す る 支 援 員 の メ タ 認 知 的 方 略

の 支 援 の 平 均 値 は 2.82（ 標 準 偏 差 0.92）で 、行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 支

援 の 平 均 値 は 2.41（ 標 準 偏 差 0.75） で あ っ た 。 t 検 定 を 行 っ た と こ ろ 、

行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 に 比 べ 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 支 援 が 有 意 に 多 か っ た

（ t=3.89(61)， p<.000）。 メ タ 認 知 的 方 略 の 下 位 尺 度 に つ い て 、 t 検 定 を

行 っ た と こ ろ 、「 柔 軟 的 調 整 」と「 目 標 設 定 」の 間 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な

か っ た（ t=1.89(61)，n. s.）。行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 に つ い て ，

一 元 配 置 分 散 分 析 （ 対 応 あ り ） を 行 っ た と こ ろ 、 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ

た（ F(2，122)＝ 45.31，p<.000）。Bonferroni 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 、

「 環 境 の 管 理 」に 比 べ 、「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」の 支 援 が 有 意 に 多 か

っ た （ Table4-2-④）。  
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知 的 障 害 者 が ど の よ う な 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 多 く 使 用 し て い

る か を 検 討 し た 。知 的 障 害 者 の メ タ 認 知 的 方 略 の 平 均 値 が 2.47（ 標 準 偏

差 0.90）で 、行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 平 均 値 が 2.86（ 標 準 偏 差 0.70）で

あ っ た 。t 検 定 を 行 っ た と こ ろ 、メ タ 認 知 的 方 略 に 比 べ 、行 動・環 境 の 調

整 方 略 の 使 用 は 有 意 に 高 か っ た（ t=4.30(61)，p<.000）。メ タ 認 知 的 方 略

の 下 位 尺 度 に つ い て 、 t 検 定 を 行 っ た と こ ろ 、「 目 標 設 定 」と 「 柔 軟 的 調

整 」の 間 に 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た（ t=1.68(61)，n. s.）。 行 動 ・ 環 境

の 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 に つ い て 、 一 元 配 置 の 分 散 分 析 （ 対 応 あ り ） を 行

っ た と こ ろ 、 有 意 な 主 効 果 が 見 ら れ た （ F(2， 122)＝ 49.69， p<.000）。

Bonferroni 法 に よ る 多 重 比 較 の 結 果 、「 環 境 の 管 理 」に 比 べ 、「 作 業 方 略 」

と 「 援 助 要 請 」 の 使 用 が そ れ ぞ れ 有 意 に 高 か っ た （ Table4-2-④）。  

 

Table4-2-④  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 に お け る 支 援 員 の  

支 援 の 差 異 と 知 的 障 害 者 の 使 用 の 差 異  

 

 

 

 

 

 

 

３ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と 支 援 員 に よ る 支 援 の 関 係  

ま ず 、 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 と 知 的 障 害 者 の 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と の 関 係 を 分 析 す る た め に 、 下 位 尺 度 間 の

Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 算 出 し た 。そ の 結 果 、「 柔 軟 的 調 整 」の 支 援 と

そ の 使 用 の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、相 関 係 数 は 0.600 で あ っ た 。
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「 環 境 の 管 理 」 の 支 援 と そ の 使 用 の 間 に 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ 、 相

関 係 数 は 0.512 で あ っ た 。「 目 標 設 定 」の 支 援 と そ の 使 用 の 間 に 有 意 な 正

の 相 関 が 認 め ら れ 、 相 関 係 数 は 0.428 で あ っ た （ Table4-2-⑤）。  

 

Table4-2-⑤  支 援 員 の 支 援 と 知 的 障 害 の 使 用 と の 相 関  

 

 

 

 

 

 

次 に 、 支 援 員 の 「 目 標 設 定 」 の 支 援 、「 柔 軟 的 調 整 」 の 支 援 、「 作 業 方

略 」 の 支 援 、「 援 助 要 請 」 の 支 援 、「 環 境 の 管 理 」 の 支 援 の 平 均 値 か ら 知

的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 平 均 値 を 予 測 す る た め に 、

ス テ ッ プ ワ イ ズ 法 に よ る 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 支 援 員 の 「 柔

軟 的 調 整 」 の 支 援 か ら 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に

対 す る 標 準 偏 回 帰 係 数 （ β） が 有 意 で あ っ た 。「 柔 軟 的 調 整 」 の 支 援 の 平

均 値 が 従 属 変 数 の 23.8％ を 説 明 し て い た 。 ま た 、 VIF（ 分 散 拡 大 要 因 ：

Variance Infraction Factor） は 全 て の 分 析 で 10 以 下 で あ っ た た め 、 多

重 共 線 性 の 問 題 は 認 め ら れ な い こ と が 示 さ れ た （ Table4-2-⑥）。  

 

Table4-2-⑥  支 援 員 に よ る 支 援 と 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 の 使 用 に 関 わ る 重 回 帰 分 析 の 結 果  
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Ⅳ． 考 察   

１ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 差 異  

ま ず 、 支 援 員 は メ タ 認 知 的 方 略 に 対 し て 最 も 多 く 支 援 し て い る こ と が

示 さ れ た 。先 行 研 究 （ 佐 藤 ， 2004）で は 調 整 方 略 （ プ ラ ン ニ ン グ と 柔 軟

的 調 整 ） は 処 理 方 略 （ 作 業 方 略 と 認 知 方 略 及 び 外 的 リ ソ ー ス 方 略 ） の 使

用 を 調 整 す る 機 能 を 持 ち 、 そ の 他 の 方 略 に 比 べ 高 次 の 認 知 レ ベ ル に あ る

と 指 摘 さ れ て い る 。 研 究 １ に お い て 、 メ タ 認 知 的 方 略 が 行 動 ・ 環 境 の 調

整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。こ れ ら よ り 、「 柔 軟 的 調

整 」と「 目 標 設 定 」を 使 用 す る 認 知 的 負 荷 は 、「 作 業 方 略 」と「 援 助 要 請 」

及 び「 環 境 の 管 理 」に 比 べ 、よ り 大 き い と 言 え る 。ま た 、「 目 標 設 定 」は

自 分 に 合 わ せ て 作 業 目 標 を 設 定 す る 力 が 、「 柔 軟 的 調 整 」は 作 業 の 遂 行 を

モ ニ タ リ ン グ す る 力 や 、 作 業 後 に 振 り 返 り を 行 う 力 な ど が 測 定 さ れ 、 こ

れ ら は 知 的 障 害 者 の 最 も 苦 手 な 抽 象 的 思 考 力 と 関 連 の 強 い 活 動 で あ る と

言 え る 。 先 行 研 究 で は 知 的 障 害 者 は 、 特 に 計 画 、 モ ニ タ リ ン グ 、 評 価 に

遅 れ が あ る と 指 摘 さ れ て い る（ Borkowski，Weyhing，＆  Turner，1986）。

以 上 の こ と か ら 、 支 援 員 に よ る メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る 支 援 は 、 知 的 障

害 者 の 知 的 発 達 と 方 略 の 特 徴 か ら 考 え 、 適 切 で あ る と 考 え ら れ る 。  

た だ し 、 メ タ 認 知 的 方 略 に 関 し て 支 援 員 に よ る 支 援 が 多 か っ た に も 関

わ ら ず 、 知 的 障 害 者 の 使 用 レ ベ ル は 低 か っ た 。 従 っ て 、 支 援 員 は メ タ 認

知 的 方 略 に 関 わ る 支 援 法 を 改 善 す る 余 地 が あ る と 考 え ら れ る 。具 体 的 に 、

知 的 障 害 児 者 の メ タ 認 知 的 活 動 を 活 性 化 す る 有 効 な 方 法 と し て 、 自 己 教

示 法 と コ ン ピ ュ ー タ に よ る 訓 練（ computer-assisted training）が 示 さ れ

て い る（ 佐 藤 ，1997;  田 中 ，1992;  Moreno  ＆  Saldaña，2005）。今

後 、 こ れ ら の 支 援 法 を 用 い て 実 践 を 重 ね て 、 そ の 有 効 性 に つ い て 検 証 す

る 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 知 的 障 害 児 の モ ニ タ リ ン グ 方 略 と 認

知 的 方 略 の 転 移 を 出 現 さ せ た 介 入 研 究 に お い て 、 被 検 者 と し て 用 い た 対
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象 児 の 精 神 年 齢 は ほ と ん ど 7 歳 以 上 で あ っ た こ と か ら （ Bokowski  ＆  

Varnhagen，1984;  Burger，Blackman，＆  Clark，1981;  高 良・今

塩 屋 ， 2003）、 個 々 の 知 的 発 達 を 踏 ま え て 支 援 を 提 供 す る 必 要 性 が 示 唆

さ れ る 。  

次 に 、 支 援 員 の 「 環 境 の 管 理 」 に 対 す る 支 援 の 頻 度 は 最 も 少 な く 、 知

的 障 害 者 の 使 用 レ ベ ル も 最 も 低 か っ た 。「 環 境 の 管 理 」と は 自 分 の 身 の 回

り の 環 境 を 調 節 す る こ と に よ っ て 、作 業 遂 行 を 促 す 方 略 で あ る 。例 え ば 、

「 作 業 に 必 要 な 資 料・テ キ ス ト・情 報 な ど を フ ァ イ リ ン グ し て 管 理 す る 」

「 作 業 で 間 違 っ た と こ ろ や 大 事 な と こ ろ を メ モ す る 」 な ど が あ る 。 本 研

究 は 就 労 移 行 支 援 と 就 労 継 続 支 援 B 型 の 職 員（ 支 援 員 ）を 対 象 と し て お

り 、 職 員 （ 支 援 員 ） は 福 祉 的 な 観 点 か ら 「 環 境 の 管 理 は 支 援 員 の 仕 事 で

あ る 」 と 認 識 し て い る た め 、 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 自 身 は 環 境 を 調 節 す

る 機 会 が 少 な い 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。 ま た 、 作 業 環 境 を 調 節 す る に あ た

っ て 、 知 的 障 害 者 に 目 標 と な る 状 態 と 現 在 の 状 況 に つ い て モ ニ タ リ ン グ

す る 力 が 求 め ら れ る 。 知 的 障 害 者 は 知 的 発 達 や 認 知 機 能 の 遅 れ に よ り 、

「 環 境 の 管 理 」 の 使 用 は 決 し て 容 易 で は な い と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 知

的 障 害 の あ る 就 労 者 に と っ て 、「 環 境 の 管 理 」は 支 援 す べ き 重 要 な 方 略 で

あ る た め 、 支 援 員 は 就 労 場 面 で 「 環 境 の 管 理 」 に 関 し て 適 切 に 支 援 し て

い く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

２ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と 支 援 員 に よ る 支 援 と の 関 連  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 に つ い て 、「 柔 軟 的 調 整 」の 支 援

と そ の 使 用 、「 環 境 の 管 理 」 の 支 援 と そ の 使 用 、「 目 標 設 定 」 の 支 援 と そ

の 使 用 に お い て 、そ れ ぞ れ 有 意 な 正 の 相 関 が 認 め ら れ た 。し か し 、「 作 業

方 略 」と「 援 助 要 請 」の 支 援 と 使 用 の 間 に 有 意 な 相 関 が 見 ら れ な か っ た 。

知 的 障 害 者 の 知 的 発 達 と 方 略 そ の も の が 必 要 と す る 認 知 的 負 荷 な ど を 総
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合 的 に 考 え る と 、「 作 業 方 略 」 と 「 援 助 要 請 」 に 比 べ 、「 柔 軟 的 調 整 」 と

「 目 標 設 定 」 お よ び 「 環 境 の 管 理 」 の ほ う が 、 よ り 困 難 な 方 略 で あ る と

言 え る 。  

ま た 、学 校 な ど の 現 場 で 、「 作 業 学 習 」の 時 間 で「 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル へ

の 対 応 」「 作 業 の 正 確 性 」「 作 業 時 間 」 と い っ た 「 作 業 方 略 」 に つ い て 、

「 社 会 性 の 学 習 」 の 時 間 で 「 他 者 か ら 助 け を 求 め る 」 と い っ た 「 援 助 要

請 」に つ い て 、そ れ ぞ れ 頻 繁 に 指 導 さ れ て き た が 、「 目 標 設 定 」と「 柔 軟

的 調 整 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 に 関 わ る 実 践 的 研 究 は 見 当 た ら な い 。 特 に

田 中（ 1992）は 養 護 学 校 小 学 部 で の ２ つ の 授 業（ 生 活 単 元 学 習 ）に つ い

て 、 教 授 行 動 カ テ ゴ リ ー を 用 い 、 教 員 の 言 語 行 動 に 焦 点 を 当 て て 分 析 し

た 結 果 、 メ タ 認 知 コ ン ポ ー ネ ン ト を 含 む 言 語 行 動 は 極 め て 低 率 で あ る と

指 摘 さ れ て い る 。 つ ま り 、 本 研 究 の 対 象 者 （ 平 均 MA： 7.74 歳 ） で 考 え

る と 、「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」に 関 し て 支 援 員 は 支 援 を 行 う が 、必 ず

し も 教 わ っ た 方 略 を 使 用 す る と は 限 ら な い と 思 わ れ る 。 こ れ ま で の 学 習

経 験 な ど に 頼 っ て 、あ る 程 度 自 分 で 対 応 で き る と 思 わ れ る 。一 方 、「 柔 軟

的 調 整 」 と 「 目 標 設 定 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 に つ い て 、 知 的 障 害 の あ る

就 労 者 は 自 身 で 対 応 し き れ な い た め 、 支 援 員 か ら 教 わ っ た 方 略 を よ り 使

用 す る 傾 向 が あ る と 推 測 さ れ る 。  

支 援 員 の 「 柔 軟 的 調 整 」 の 支 援 は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 の 使 用 を 説 明 し て い る 。 ま ず 、 方 略 の 性 質 か ら 考 え る と 、 モ ニ タ リ

ン グ や 振 り 返 り な ど を 含 む 「 柔 軟 的 調 整 」 は 、 そ の 他 の 全 て の 方 略 の 使

用 に 影 響 を 与 え る だ ろ う 。 例 え ば 、 メ タ 認 知 的 方 略 は 行 動 ・ 環 境 の 調 整

方 略 の 使 用 を 規 定 す る と い う 先 行 研 究 の 知 見（ Pintrich  &  Schrauben，

1992;  Sen  &  Yilmaz，2016）や 、柔 軟 的 調 整 か ら 認 知 的 方 略 、友 人

リ ソ ー ス 方 略 、 作 業 方 略 へ と 有 意 な パ ス が 示 さ れ た と い う 先 行 研 究 の 知

見 （ 佐 藤 ， 2004） が あ る 。 ま た 、 研 究 １ で 「 柔 軟 的 調 整 」 か ら 「 作 業 方
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略 」 と 「 援 助 要 請 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 に 対 し て 有 意 な 正 の パ ス を 示 し

て い る 。「 柔 軟 的 調 整 」は 上 記 の よ う な 性 質 を も つ 方 略 で あ る た め 、支 援

員 の 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 す る 支 援 が 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 の 使 用 を 促 す 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

研 究 １ で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 が 仕 事 の

パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 こ の 結 果 を 踏 ま え る と 、 支 援 員

の 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 す る 支 援 が 、 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス

の 向 上 に 重 要 な 役 割 を 果 た す 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。従 っ て 、支 援 員 は「 柔

軟 的 調 整 」 に 関 し て 、 効 果 的 な 支 援 法 を 検 討 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。

例 え ば 、就 労 継 続 支 援 B 型 で 就 労 者 は 日 誌 を 書 き 、そ の 日 の 振 り 返 り を

行 っ て い る 。 た だ し 、 日 誌 は そ の 日 の 作 業 内 容 の 記 述 の み に と ど ま っ て

い る と こ ろ が 多 い 。 作 業 内 容 を 記 述 す る だ け で 、 正 し い フ ィ ー ド バ ッ ク

に な っ て い る と は 言 い 難 い 。「 柔 軟 的 調 整 」の 使 用 を 規 定 す る 個 人 内 要 因

を 踏 ま え て 、 振 り 返 り の 時 間 を 短 期 間 に 設 定 し 、 個 々 に 合 わ せ て 支 援 し

て い く 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。 今 後 、 知 的 障 害 者 の 「 柔 軟 的 調 整 」 を 含

む メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 認 知 機 能 や 動 機 づ け な ど 個 人 内 要 因

に つ い て 明 ら か に し て い く 必 要 が あ る と 言 え よ う 。   

 

Ⅴ． ま と め  

研 究 ３ で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 と 支 援 員

の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 の 差 異 や 、 そ れ ら の 関 連 を 明 ら か に

し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の 点 が 明 確 に な っ た 。  

 

１ ． 支 援 員 に よ る 支 援 と 知 的 障 害 者 の 使 用 レ ベ ル の 差 異 に つ い て 、 メ タ

認 知 的 方 略 に お い て は 、 支 援 員 の 支 援 頻 度 は 有 意 に 多 か っ た が 、 知 的 障

害 者 の 使 用 レ ベ ル は 有 意 に 低 か っ た 。行 動・環 境 の 調 整 方 略 に お い て は 、
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支 援 員 の 支 援 頻 度 は 有 意 に 少 な か っ た が 、 知 的 障 害 者 の 使 用 レ ベ ル は 有

意 に 高 か っ た 。 特 に 「 環 境 の 管 理 」 に お い て 、 支 援 員 の 支 援 頻 度 と 知 的

障 害 者 の 使 用 レ ベ ル は 同 様 に 最 も 低 か っ た 。  

 

２ ． 支 援 員 の 支 援 が 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及

ぼ す 影 響 を 検 討 し た と こ ろ 、 支 援 員 の 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 す る 支 援 が 知

的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ し て い た 。 具

体 的 に 、「 柔 軟 的 調 整 」 の 支 援 と そ の 使 用 、「 環 境 の 管 理 」 の 支 援 と そ の

使 用 、「 目 標 設 定 」の 支 援 と そ の 使 用 の 間 に 、そ れ ぞ れ 有 意 な 正 の 相 関 が

認 め ら れ た 。  
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第 ２ 節  知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 が  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響  

（ 研 究 ３ ）  

 

Ⅰ． 問 題 の 所 在 と 目 的   

健 常 者 を 対 象 と す る 研 究 で は 、 従 業 員 の 仕 事 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を

規 定 す る 要 因 と し て 目 標 志 向 性 は 多 く 指 摘 さ れ て い る （ Porath  &  

Bateman，2006;  Cellar，Stuhlmacher，Young et al.，2011）。目 標 志

向 性 に は 、 課 題 に 取 り 組 む こ と を 通 じ て 能 力 を 伸 ば す こ と を 目 的 と す る

マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と 、 よ い 評 価 を 得 て 悪 い 評 価 を 避 け る こ と を 目 的 と

す る パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 が あ る （ Dweck  &  Leggett， 1988）。

仕 事 に お い て 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 の 強 い 個 人 は 、 努 力 量 が 多 く 、 よ り

複 雑 な 自 己 調 整 方 略 を 使 用 す る た め 、 成 績 が 高 い が 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目

標 志 向 性 の 強 い 個 人 は 努 力 量 が 少 な く 、 複 雑 な 自 己 調 整 方 略 を 使 用 し な

い た め 、成 績 が 低 い と さ れ る（ Porath  &  Bateman，2006;  Cellar et 

al.， 2011）。 具 体 的 に 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 、 自 己 調 整 方 略 の 中 で も

「 モ ニ タ リ ン グ 、 目 標 設 定 、 プ ラ ン ニ ン グ 」 と い っ た メ タ 認 知 的 な 方 略

と の 関 連 や （ Cellar et al. ， 2011;  VandeWalle ， Brown ， Cron ， ＆  

Slocum， 1999）、 仕 事 に 関 わ る 「 積 極 的 な 行 動 」 と の 関 連 （ Porath  &  

Bateman， 2006） が 示 さ れ て い る 。  

ま た 、 知 的 障 害 児 者 の 動 機 づ け に 関 し て 、 マ ス タ ー 動 機 づ け と 外 的 指

向 性 に 関 す る 研 究 が な さ れ て い る 。 マ ス タ ー 動 機 づ け と は 、 難 し い 問 題

や 複 雑 な 問 題 を 避 け ず に や り 遂 げ る 粘 り 強 さ と そ の 過 程 で 得 ら れ る 喜 び

と し て 定 義 さ れ て い る （ Morgan， Harmon， ＆  Maslin-Cole， 1990）。

た だ し 、「 喜 び 」の 側 面 は 測 定 と 解 釈 に 困 難 が あ り 、あ ま り 確 立 さ れ て お

ら ず（ Gilmore，Cuskelly，＆  Hayes，2003）、一 般 的 に「 粘 り 強 さ（ 持
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続 性 ）」 の 指 標 を 用 い て マ ス タ ー 動 機 づ け を 測 定 し て い る と さ れ る

（ Cuskelly，Gilmore，＆  Carroll，2013）。一 方 、外 的 指 向 性 と は 困 難

な 問 題 や 曖 昧 な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 知 的 障 害 児 者 が 他 者 に 目 を 向 け

よ う と す る 傾 向 を 意 味 す る と さ れ る（ MacMillan  ＆  Wright，1974）。

こ れ ら 概 念 を 踏 ま え れ ば 、 マ ス タ ー 動 機 づ け と は マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と

近 い 概 念 で あ り 、 外 的 指 向 性 と は パ フ ォ ー マ ン ン ス 目 標 志 向 性 と 近 い 概

念 で あ る と 言 え る 。  

知 的 障 害 児 の 自 己 調 整 に 関 す る 研 究 で は 、 マ ス タ ー 動 機 づ け と 自 己 調

整 の 間 に 中 程 度 か ら 強 い 正 の 相 関 が 指 摘 さ れ て い る （ Kendall  ＆  

Wilcox，1979;  Cuskelly et al.，2013;  Gilmore  ＆  Cuskelly，2017）。

一 方 、 知 的 障 害 児 者 は 高 い 外 的 指 向 性 を も つ 傾 向 が あ り 、 特 に 挑 戦 的 な

問 題 や 新 し い 問 題 に 直 面 す る 際 に 、 例 示 を 利 用 し た り 、 他 者 を 真 似 し た

り 、 他 者 に 援 助 を 求 め た り す る な ど 外 的 手 が か り に 依 存 し が ち と さ れ る

（ Zigler  ＆  Bennett-Gates，1999）。ま た 、知 的 障 害 児 者 の 外 的 指 向

性 と 学 業 成 績 、 日 常 生 活 ス キ ル 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス キ ル 、 社 会 的 技

能 、 コ ー ピ ン グ と い っ た 適 応 能 力 と の 負 の 相 関 が 示 さ れ て い る （ Zigler  

＆  Bennett-Gates，1999）。Bandura（ 1976）と  Haywood and Switzky

（ 1985）は 、外 的 指 向 性 の 強 い 個 人 は 外 的 強 化 シ ス テ ム へ の 依 存 が 強 い

た め 、 内 的 に 生 じ る 自 己 調 整 活 動 の 遂 行 基 準 が 非 常 に 低 い と 指 摘 し て い

る 。 以 上 の 知 見 を 踏 ま え れ ば 、 知 的 障 害 者 の マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 と 正 の 関 連 が あ る が 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性

は 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 負 の 関 連 が あ る と 推 測 さ れ る 。  

知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 先 行 研 究 で は 、 個 人 の ど の よ う な

動 機 づ け が 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ す か に つ い て 、 定 量 的 分 析

に よ っ て 検 証 し た も の は 見 ら れ な い 。 そ こ で 、 目 標 志 向 性 が メ タ 認 知 的

方 略 を 媒 介 し て 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 を 予 測 す る 因 果 モ デ ル を 検 証 す る
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こ と は 、 知 的 障 害 者 の 心 理 的 プ ロ セ ス に 関 す る 詳 細 な 知 見 を も た ら す ば

か り で は な く 、 今 後 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 を

検 討 す る う え で 、 重 要 な 変 数 と な る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 動 機 づ

け に 関 す る 研 究 は 十 分 に 蓄 積 さ れ て い な い 知 的 障 害 の 研 究 分 野 に お い て

も 意 義 の あ る も の だ と 言 え よ う 。  

よ っ て 、 本 研 究 で は 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 の 関 連 に つ い て 検 討 す る 。 目 標 指 向 性 の 測 定 は 、 知 的 障 害 者 自 身 が

回 答 を 行 う 質 問 紙 を 用 い る 。 測 定 方 法 に 違 い が 生 じ な い よ う に 、 就 労 に

お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 、 支 援 員 評 定 に 加 え て 、 知 的 障 害 者 自 身 に

よ る 自 己 評 定 も 合 わ せ て 使 用 す る 。 支 援 員 に よ る 他 者 評 定 の み を 使 用 す

る 場 合 、 自 己 評 定 と 他 者 評 定 を 混 同 す る こ と で 結 果 に 影 響 を 及 ぼ す 恐 れ

が あ る 。 具 体 的 に 以 下 の モ デ ル を 仮 定 し 、 そ の 検 証 を 行 う 。  

（ １ ） 目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 係 に つ い て 、 知 的 障

害 児 の マ ス タ ー 動 機 づ け と 自 己 調 整 の 関 連 を 調 べ た 研 究 （ Kendall  ＆  

Wilcox，1979;  Cuskelly et al.，2013;  Gilmore  ＆  Cuskelly，2017）

と 、 健 常 者 を 対 象 と し た 産 業 ・ 組 織 心 理 学 の 研 究 （ VandeWalle et al.，

1999;  Porath  &  Bateman， 2006;  Cellar et al.， 2011） の 結 果 を

踏 ま え 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 及 び 「 作

業 方 略 」と 正 の 関 連 が 予 測 さ れ る 。ま た 、外 的 指 向 性 の 研 究 知 見（ Zigler  

＆  Bennett-Gates， 1999） を 踏 ま え 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 就

労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 負 の 関 連 が 予 測 さ れ る 。  

（ ２ ） 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 関 係 に つ い て 、 研 究 １ の 結 果 と 先

行 研 究（ 佐 藤 ，2004）の 知 見 を 踏 ま え れ ば 、メ タ 認 知 的 方 略 の「 柔 軟 的

調 整 」は 、行 動・環 境 の 調 整 方 略 の「 作 業 方 略 」と「 援 助 要 請 」及 び「 環

境 の 管 理 」 と 正 の 関 連 が 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 「 目 標 設 定 」 は 、 行 動 ・ 環

境 の 調 整 方 略 の 「 作 業 方 略 」 と 「 環 境 の 管 理 」 と 正 の 関 連 が 、 そ れ ぞ れ
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予 測 さ れ る 。  

 

Ⅱ． 方 法  

１ ． 対 象 者  

 就 労 移 行 支 援 ２ ヶ 所 と 就 労 継 続 支 援 B 型 ４ ヶ 所 に 所 属 す る 精 神 年 齢 ６

歳 以 上 の 知 的 障 害 者 計 95 名 で あ っ た 。  

 

２ ． 調 査 内 容  

２ － １ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 （ 支 援 員 評 定 ）  

研 究 １ で 作 成 し た 「 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 （ 支

援 員 評 定 ）」を 用 い た 。回 答 形 式 は 5 件 法（「 １ ．当 て は ま ら な い 」「 ２ ．

あ ま り 当 て は ま ら な い 」「 ３ ． ど ち ら で も な い 」「 ４ ． や や 当 て は ま る 」

「 ５ ． 当 て は ま る 」） で あ る 。  

２ － ２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 （ 自 己 評 定 ）  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 自 己 評 定 の 内 容 に つ い て 、「 知 的 障 害 者 の

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度（ 支 援 員 評 定 ）」を 用 い た 。障 害 者 に 対 す

る 心 理 学 的 支 援 を 専 攻 す る 大 学 教 員 １ 名 と 大 学 院 生 10 名 で 表 現 方 法 の

検 討 を 行 っ た 。 検 討 の 結 果 、 項 目 の 内 容 は 変 更 せ ず に 、 知 的 障 害 者 の 知

的 発 達 に 合 わ せ て 「 私 は ・ ・ ・ す る 」 と い う 形 に し 、 一 部 の 表 現 に 関 し

て 日 常 的 な 表 現 に 変 え る こ と に し た 。48 項 目 の す べ て を 用 い 、回 答 形 式

は「 ５ ．と て も で き る 」か ら「 １ ．全 く で き な い 」の ５ 件 法 で あ っ た（ Table4-

3-①）。  

２ － ３ ． 目 標 志 向 性  

「 Goal Orientation Item」（ Button，Mathieu，＆  Zajac，1996）の

日 本 語 版「 目 標 志 向 性 尺 度 」（ 柳 澤 ，2007）と「 Achievement motivation 

index」（ Elliot  ＆  Church，1997）の 日 本 語 版「 達 成 目 標 質 問 紙 」（ 田
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中・山 内 ，2000）及 び「 達 成 目 標 傾 向 」（ 速 水・伊 藤・吉 崎 ，1989）を 参

考 に 、 上 記 の メ ン バ ー で 、 知 的 障 害 者 に 難 し い 内 容 や 就 労 場 面 に 適 さ な

い 内 容 及 び 重 複 す る 項 目 を 除 き 、 最 終 的 に 「 目 標 志 向 性 尺 度 」 か ら ８ 項

目 、「 達 成 目 標 質 問 紙 」か ら ９ 項 目 、「 達 成 目 標 傾 向 」か ら ４ 項 目 、計 21

項 目 を 抽 出 し た 。 主 に 、 場 面 に つ い て 知 的 障 害 者 の 就 労 場 面 へ と 置 き 換

え た 。回 答 形 式 は「 ５ ．と て も そ う 思 う 」か ら「 １ ．全 く そ う 思 わ な い 」

の ５ 件 法 を 用 い た 。  

 

３ ． 手 続 き  

３ － １ ． 予 備 調 査  適 用 精 神 年 齢 の 検 討  

年 齢 が 18～ 40 歳 の 知 的 障 害 者 で 、精 神 年 齢 ５ 、６ 、７ 、８ 歳 代 の 対 象

者 各 ３ 名 、計 12 名 を 対 象 に 実 施 し た 。具 体 的 に 、作 成 さ れ た 尺 度 に つ い

て 、対 象 者 が 理 解 可 能 か 1 対 1 の 面 接 に よ っ て 確 認 し た 。一 文 ず つ 対 象

者 に 質 問 項 目 を 読 み 上 げ 、 そ の 後 、 面 接 者 が 「 文 章 の 内 容 が 分 か り ま す

か ？ 分 か ら な い 言 葉 は あ り ま す か ？ 」 と 尋 ね た 。 そ し て 、 対 象 者 が 「 分

か り ま せ ん 」と 答 え た 場 合 は 、「 ど こ が 分 か り ま せ ん か ？ 」と 再 度 尋 ね た 。

そ の 結 果 、全 て の 尺 度 に お い て 精 神 年 齢 6 歳 以 上 で あ れ ば 理 解 可 能 で あ

る と 確 認 さ れ た 。 ま た 、 各 尺 度 に つ い て 、 一 部 の 表 現 の 修 正 が 加 え ら れ

た 。  

３ － ２ ． 本 調 査  

対 象 者 と １ 対 １ の 個 別 面 接 に て 実 施 し た 。 す べ て の 内 容 を ２ 回 に 渡 っ

て 実 施 し 、 １ 回 ご と に 45 分 を 設 け た 。 １ 回 目 は 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 の 内 容 を 、 ２ 回 目 は 目 標 志 向 性 に 関 す る 内 容 を 聞 い た 。 １ 回 目 の 面

接 が 終 わ っ て 、 ３ 週 間 後 に ２ 回 目 を 実 施 し た 。 な お 、 各 尺 度 の 回 答 に つ

い て は 、 正 答 も 誤 答 も な い こ と を 回 答 の 前 に 強 調 し た 。  

面 接 は 質 問 紙 を 用 い た 構 造 化 さ れ た 方 法 で 実 施 さ れ た 。 最 初 に 、 面 接
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者 が 「 こ れ か ら い く つ か の 文 章 を 読 ん で も ら い 、 回 答 し て も ら い ま す 。

も し 、分 か ら な い こ と が あ る 場 合 、教 え て く だ さ い 。」と 説 明 を し た 。つ

ぎ に 、 回 答 を ５ 件 法 で 答 え る 必 要 が あ る こ と を 説 明 し た 。 そ の 後 、 対 象

者 に 自 ら 一 文 ず つ 読 ん で も ら い 、 回 答 を 求 め た 。 な お 、 対 象 者 が 一 つ の

質 問 項 目 で も 「 分 か り ま せ ん 」 と 答 え た 場 合 、 調 査 を 中 止 し た 。 な お 、

本 研 究 は 知 的 障 害 者 の 自 己 評 定 を 用 い た 先 行 研 究 （ Kojima ， Ikeda ，

Kanno，Hashimoto，＆  Hosokawa，2001）を 参 考 に 、上 記 の 手 続 き を

用 い た 。  

質 問 紙 「 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度 （ 支 援 員 評 定 ）」

の 回 答 は 、 対 象 者 95 名 の 就 労 支 援 に 携 わ る 職 員 （ 支 援 員 ） 35 名 に 依 頼

し た 。 回 収 方 法 は 、 事 業 所 に 集 め た 後 、 郵 送 に よ る 回 収 を 行 っ た 。  
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Table4-3-①  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 自 己 評 定 に 用 い た 内 容  
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４ ． 実 施 時 期  

 2018 年 2 月 ～ ５ 月 で あ っ た 。  

 

５ ． 分 析 対 象 及 び 方 法  

５ － １ ． 分 析 対 象  

欠 損 値 が あ っ た ５ 名 を 除 外 し 、90 名 を 分 析 対 象 と し た 。な お 、対 象 者

に 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 は 含 ま れ て い な い 。 詳 細 な 年 齢 と 精 神 年

齢 等 に つ い て Table4-3-②に 表 す 。  

 

Table4-3-②  分 析 対 象 者 の 基 本 集 計 表  
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５ － ２ ． 分 析 方 法  

（ １ ） 項 目 分 析  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 員 評 定 版 と 自 己 評 定 版 の 各 下 位 尺 度

得 点 （ 合 計 得 点 /項 目 数 ） の 平 均 値 及 び 標 準 偏 差 、 α 係 数 を 算 出 し た 。  

（ ２ ） 目 標 志 向 性 に つ い て  

目 標 志 向 性 の 構 造 に つ い て 、探 索 的 因 子 分 析 を 用 い て 確 認 し た う え で 、

各 下 位 尺 度 の Cronbach の α 係 数 を 算 出 し た 。 精 神 年 齢 ・ 年 齢 ・ 性 別 と

目 標 志 向 性 の 関 係 に つ い て 、 Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 求 め 、 t 検 定 を

行 っ た 。  

（ ３ ） 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連  

目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連 に つ い て 、 共 分 散 構 造

分 析 に よ る パ ス 解 析 を 行 っ た 。  

な お 、統 計 処 理 は IBM SPSS Statistics（ Version25.0）及 び IBM SPSS 

Amos（ Version25.0） を 使 用 し た 。  

 

６ ． 倫 理 的 配 慮  

対 象 者 に は 、 口 頭 に よ る 説 明 を 行 い 、 質 問 紙 へ の 回 答 を も っ て 研 究 へ

の 同 意 と み な し た 。 な お 、 本 研 究 は 筑 波 大 学 人 間 系 研 究 倫 理 委 員 会 の 承

認 を 得 て 行 っ た （ 筑 29-103）。  

 

Ⅲ． 結 果  

１ ． 項 目 分 析  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 － 支 援 員 評 定 （ 48 項 目 ）、 就 労 に お け る 自

己 調 整 方 略 － 自 己 評 定（ 48 項 目 ）の 下 位 尺 度 得 点（ 合 計 得 点 /項 目 数 ）の

平 均 値 及 び 標 準 偏 差 を 算 出 し た （ Table4-3-③）。 す べ て の 下 位 尺 度 に お

い て 、 そ れ ぞ れ の 尺 度 の 平 均 値 か ら 標 準 偏 差 を 引 い た 値 及 び そ れ ら を 加



137 

え た 値 が 各 尺 度 の 取 り 得 る 値 の 範 囲 （ 1.00～ 5.00） を 超 え る 項 目 は な か

っ た 。従 っ て 、各 尺 度 の 分 布 に 極 端 な 偏 り は 認 め ら れ な い と 考 え ら れ る 。

ま た 、 そ れ ぞ れ の 尺 度 の 内 部 一 貫 性 を み る た め に 各 下 位 尺 度 に 対 し て

Cronbach の α 係 数 を 求 め た 。  

知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 － 支 援 員 評 定 の 下 位 尺 度 の α

係 数 は 0.82～ 0.94 の 範 囲 に あ っ た 。知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整

方 略 － 自 己 評 定 の 下 位 尺 度 の α 係 数 は 0.70～ 0.90 の 範 囲 に あ っ た 。 従

っ て 、 そ れ ぞ れ の 下 位 尺 度 に つ い て 、 十 分 な 内 部 一 貫 性 が 認 め ら れ た も

の と 考 え ら れ る 。な お 、健 常 児 を 対 象 と し た 先 行 研 究（ 佐 藤 ，2001;  外

山 ， 2008;  中 尾 ・ 佐 藤 ， 2004;  中 尾 ， 2010） で は 、 他 者 評 定 用 尺 度 を

自 己 評 定 と し て 用 い る 際 、 或 い は 自 己 評 定 用 尺 度 を 他 者 評 定 と し て 用 い

る 際 、 再 度 因 子 を 抽 出 し て い な い 。 先 行 研 究 を 参 考 に 、 本 研 究 で は 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 － 自 己 評 定 に つ い て 、 再 度 因 子 分 析 を 行 わ な い こ

と と す る 。  
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Table4-3-③  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 平 均 値 と 標 準 偏 差  

及 び α 係 数  
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２ ． 目 標 志 向 性 に つ い て  

２ － １ ． 目 標 志 向 性 の 構 造  

知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 の 因 子 構 造 を 検 討 す る た め 、 探 索 的 因 子 分 析

を 行 っ た 。Kaiser-Meyer-Olkin の 標 本 妥 当 性 測 度 で 、KMO =.78、Bartlet

の 球 面 性 検 定 （ Bartlett’s Test of Sphericity） が p<.001 （ 近 似 カ イ 2

乗 =725.66、 df= 210） よ り 、 因 子 分 析 の 適 用 は 妥 当 で あ る と 判 断 し た 。

因 子 数 の 決 定 に は 固 有 値 1 以 上 を 基 準 と し て 、ス ク リ ー プ ロ ッ ト の 検 証

も 併 せ て ２ 因 子 を 仮 定 し た 。 次 に 、 ２ 因 子 を 指 定 し 、 因 子 分 析 （ 主 因 子

法・Promax 回 転 ）を 行 っ た 。因 子 負 荷 量 が .40 以 上 で あ る こ と と 、項 目

内 容 が 理 論 的 背 景 と 一 致 す る こ と を 基 準 に 項 目 選 択 を 行 い な が ら 、 因 子

分 析 を 繰 り 返 し た 。結 果 を Table4-3-④に表す 。因 子 分 析 に よ っ て 削 除 さ

れ た 項 目 を Table4-3-⑤に 表 す 。  

回 転 前 の ２ 因 子 で 16 項 目 の 全 分 散 を 説 明 す る 割 合 は 40.83％ で あ っ

た 。下 位 因 子 の 命 名 は 柳 澤（ 2007）と Button et al．(1996）に 従 い 、第

１ 因 子 を マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と 、 第 ２ 因 子 を パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性

と 命 名 し た 。 各 因 子 の Cronbach の α 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、 マ ス タ ー

目 標 志 向 性 は 0.87 で 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 0.77 で あ っ た 。  
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Table4-3-④  目 標 志 向 性 に 関 す る 項 目 の 因 子 分 析 の 結 果  

（ Promax 回 転 後 の 因 子 パ タ ー ン ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table4-3-⑤  因 子 分 析 に よ っ て 削 除 さ れ た 項 目  
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２ － ２ ． 基 本 属 性 （ 精 神 年 齢 ・ 年 齢 ・ 性 別 ） と 目 標 志 向 性 の 関 連  

目 標 志 向 性 の 下 位 尺 度 と 年 齢 、 精 神 年 齢 と の 関 係 を 調 べ る た め に 、

Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 求 め た 。そ の 結 果 、Table4-3-⑥の 通 り で あ る 。

目 標 志 向 性 の 下 位 尺 度 と 年 齢 と の 相 関 係 数 を 検 討 し た 結 果 、 全 て の 下 位

尺 度 と は 有 意 な 相 関 が な か っ た 。 精 神 年 齢 と 目 標 志 向 性 の 下 位 尺 度 の 相

関 係 数 を 検 討 し た 結 果 、 全 て の 下 位 尺 度 と は 有 意 な 相 関 が な か っ た 。  

ま た 、 目 標 志 向 性 の 下 位 尺 度 の 平 均 値 に 対 し て 性 別 に よ る 差 異 を 調 べ

た 。そ の 結 果 、Table4-3-⑦の 通 り で あ る 。全 て の 下 位 尺 度 で 、性 別 に よ

る 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た 。  

 

Table4-3-⑥  下 位 尺 度 と 年 齢 、 精 神 年 齢 と の 相 関 係 数 （ N＝ 89）  

 

 

 

 

 

Table4-3-⑦  性 別 に よ る 下 位 尺 度 の 平 均 値 と 標 準 偏 差  
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３ ． 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連  

３ － １ ． 支 援 員 評 定  

メ タ 認 知 的 方 略 で あ る 「 柔 軟 的 調 整 」 と 「 目 標 設 定 」 は 目 標 志 向 性 以

外 に 共 通 の 変 動 要 因 （ 例 え ば 、 知 的 発 達 な ど ） が 存 在 す る だ ろ う 。 同 様

に 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で あ る 「 援 助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及 び 「 環 境

の 管 理 」 の 間 に も 、 目 標 志 向 性 と メ タ 認 知 的 方 略 以 外 に 共 通 の 変 動 要 因

（ 例 え ば 、知 的 発 達 な ど ）が 存 在 す る と 考 え 、「 柔 軟 的 調 整 」と「 目 標 設

定 」の 間 、「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」及 び「 環 境 の 管 理 」の 間 で 、そ れ

ぞ れ 誤 差 間 の 相 関 を 仮 定 し た 。分 析 の 過 程 で 、有 意 で は な い パ ス を 除 き 、

再 分 析 を 繰 り 返 し た 。 最 終 的 な モ デ ル を Fig.4-3-①に 示 す 。 ま た 、 各 適

合 度 指 標 は 、 RMR=0.038 ， GFI=0.972 ， AGFI=0.929 ， CFI=1.000 ，

RMSEA=.000 と い う 高 い 適 合 度 が 示 さ れ た 。  

 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 関 係 ： メ タ 認 知 的 方 略 で あ る 「 柔 軟 的

調 整 」 は 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で あ る 「 援 助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及

び 「 環 境 の 管 理 」 に 対 し て 、 有 意 な 正 の パ ス を 示 し た 。 ま た 、 メ タ 認 知

的 方 略 で あ る「 目 標 設 定 」は 、「 作 業 方 略 」及 び「 環 境 の 管 理 」に 対 し て 、

有 意 な 正 の パ ス を 示 し た 。  

目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連：メ タ 認 知 的 方 略 で は 、

「 柔 軟 的 調 整 」 と 「 目 標 設 定 」 に 対 し て 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 か

ら 有 意 な 負 の パ ス が 示 さ れ た 。 ま た 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 「 環 境 の

管 理 」 に 対 し て 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 か ら 有 意 な 正 の パ ス が 見 ら れ た 。  

３ － ２ ． 自 己 評 定  

メ タ 認 知 的 方 略 で あ る 「 柔 軟 的 調 整 」 と 「 目 標 設 定 」 は 目 標 志 向 性 以

外 に 共 通 の 変 動 要 因 （ 例 え ば 、 知 的 発 達 な ど ） が 存 在 す る だ ろ う 。 同 様

に 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で あ る 「 援 助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及 び 「 環 境

の 管 理 」 の 間 に も 、 目 標 志 向 性 と メ タ 認 知 的 方 略 以 外 に 共 通 の 変 動 要 因
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（ 知 的 発 達 ）が 存 在 す る と 考 え 、「 柔 軟 的 調 整 」と「 目 標 設 定 」の 間 、「 援

助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及 び 「 環 境 の 管 理 」 の 間 で 、 そ れ ぞ れ 誤 差 間 の

相 関 を 仮 定 し た 。 分 析 の 過 程 で 、 有 意 で は な い パ ス を 除 き 、 再 分 析 を 繰

り 返 し た 。最 終 的 な モ デ ル を Fig.4-3-②に 示 す 。ま た 、各 適 合 度 指 標 は 、

RMR=0.029， GFI=0.970， AGFI=0.906， CFI=0.998， RMSEA=.027 と

い う 高 い 適 合 度 が 示 さ れ た 。  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 関 係 ： メ タ 認 知 的 方 略 で あ る 「 柔 軟 的

調 整 」 は 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 で あ る 「 援 助 要 請 」 と 「 作 業 方 略 」 及

び 「 環 境 の 管 理 」 に 対 し て 、 有 意 な 正 の パ ス を 示 し た 。  

目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 （ 自 己 評 定 ） の 関 連 ： メ タ 認

知 的 方 略 で は 、「 柔 軟 的 調 整 」と「 目 標 設 定 」に 対 し て 、行 動・環 境 の 調

整 方 略 で は 、「 作 業 方 略 」に 対 し て 、マ ス タ ー 目 標 志 向 性 か ら 有 意 な 正 の

パ ス が 示 さ れ た 。ま た 、「 援 助 要 請 」に 対 し て パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性

か ら 、 有 意 な 正 の パ ス が 見 ら れ た 。  
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注 1) 誤 差 変 数 は 省 略 し て い る 。    

注 2) *p<.05  **p<.01  ***p<.001   

注 3) χ ² (9) ＝ 9.578  p=.386  RMR=.029  GFI=.970  AGFI=.906 

CFI＝ .998 RMSEA=.027 AIC=47.578  

Fig.4-3-②  目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 （ 自 己 評 定 ） と の 関 連 （ N=90) 

 

注 1) 誤 差 変 数 は 省 略 し て い る 。   

注 2) *p<.05  **p<.01  ***p<.001 

注 3) χ ²(11)＝ 8.876 p=.633 RMR=.038 GFI=.972 AGFI=.929 

CFI=1.000 RMSEA=.000 AIC=42.88    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4-3-①  目 標 志 向 性 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 （ N=89) 
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Ⅳ． 考 察  

１ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 自 己 評 定 に つ い て  

知 的 障 害 者 の 自 己 評 定 を 用 い た 先 行 研 究 で は 、 知 的 発 達 が ど の 程 度 で

あ れ ば 知 的 障 害 者 は 自 己 に つ い て 正 し く 報 告 で き る か と い う こ と に 関 心

が 寄 せ ら れ て き た（ Zetlin，Heriot，＆  Turner，1985）。本 研 究 で は 、

予 備 調 査 の 段 階 に お い て 、 適 用 精 神 年 齢 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 知 的 障

害 者 自 身 の 報 告 で は 、 精 神 年 齢 ６ 歳 以 上 で あ れ ば 、 回 答 方 法 も 含 め て 信

頼 性 が あ る と 判 断 さ れ た 。 し か し 、 知 的 障 害 者 の 場 合 、 精 神 年 齢 が ６ 歳

以 上 で も 質 問 項 目 の 内 容 が 分 か ら な い と 答 え た 対 象 者 が 数 名 認 め ら れ 、

対 象 か ら 排 除 さ れ た 。 こ れ ま で の 先 行 研 究 で は 、 知 的 障 害 者 自 身 に よ る

報 告 に 関 し て 、 精 神 年 齢 が ９ 歳 以 上 で あ る 必 要 性 を 指 摘 す る も の や

（ Glick，1998）、面 接 法 の よ う な 回 答 方 法 を 採 用 し た り 、適 切 な 尺 度 を

用 い た り す る な ど 工 夫 を 行 う こ と で 、精 神 年 齢 が ４ 歳 以 上 の 者 で あ れ ば 、

測 定 が 可 能 で あ る と 指 摘 す る 知 見 も あ る（ 大 谷・小 川 ，1996）。本 研 究 は

先 行 研 究 （ Kojima et al.， 2001） を 参 考 に 、 ５ 件 法 を 用 い た 。 言 語 表 出

に よ る 自 己 叙 述 を 測 定 す る も の で は な く 、 選 択 式 を 用 い る こ と で 、 精 神

年 齢 が 低 い 知 的 障 害 者 に も 回 答 が 可 能 に な る と 考 え る 。  

ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 は メ タ 認 知 的 方 略 を 含 み 、 メ タ 認 知

的 方 略 と は 高 次 の 認 知 能 力 で あ る と 言 え る 。 メ タ 認 知 の 発 達 に 関 し て 、

最 初 の 研 究 で は ７ 歳 、 ８ 歳 未 満 の 児 童 は メ タ 認 知 が 備 わ っ て い な い と さ

れ て い た が （ Flavell， 1979）、 最 近 の 研 究 で は ５ 歳 、 ６ 歳 の 幼 児 も メ タ

認 知 能 力 が 備 わ っ て い る と 指 摘 さ れ て い る （ Whitebread， Bingham，

Grau，Pasternak，＆  Sangster，2007;  Shamir，Mevarech，＆  Gida，

2009）。 特 に Marulis， Palincsar， Berhenke and Whitebread（ 2016）

は 幼 児 の メ タ 認 知 の 測 定 に 関 し て 、 一 方 的 な 観 察 法 は 過 小 評 価 に つ な が

る 恐 れ が あ る と し 、 面 接 法 の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。 面 接 に 関 し て 、 幼
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児 に 身 近 な 課 題 で 選 択 肢 な ど 測 定 方 法 を 工 夫 す る こ と で 、 幼 児 自 身 に よ

る メ タ 認 知 の 測 定 が 可 能 で あ る と 指 摘 さ れ て い る 。 以 上 の 知 見 か ら 、 本

研 究 で は 精 神 年 齢 ６ 歳 以 上 の 知 的 障 害 者 に 対 し て 、 知 的 障 害 者 に と っ て

最 も 身 近 な 就 労 場 面 で 選 択 肢 を 用 い る こ と で 、 知 的 障 害 者 自 身 に よ る メ

タ 認 知 的 方 略 の 回 答 が 可 能 に な る と 考 え る 。  

 

２ ． 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 の 構 造 及 び 年 齢 ・ 精 神 年 齢 ・ 性 別 と の 関 連  

因 子 分 析 に よ り マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 の ２

因 子 が 抽 出 さ れ た 。 Cronbach の α 係 数 を 算 出 し た 結 果 、 一 定 の 内 部 一

貫 性 が 示 さ れ た 。 ま た 、 本 研 究 で 抽 出 さ れ た ２ 因 子 は 、 健 常 者 の 知 見

（ Button et al.，1996;  柳 澤 ，2007）を 支 持 し 、知 的 障 害 者 の 仕 事 に 対

す る 目 標 志 向 性 の 構 造 は 健 常 者 と 共 通 し て い る と 言 え る 。 し た が っ て 、

マ ス タ ー 目 標 志 向 性 に は 、 難 し い 作 業 或 い は 新 し い 作 業 に 取 り 組 む こ と

を 通 じ て 能 力 を 伸 ば そ う と す る 習 熟 志 向 に 関 す る 項 目 が 含 ま れ 、 パ フ ォ

ー マ ン ス 目 標 志 向 性 に は 、 作 業 に 取 り 組 む 際 に 他 者 の 評 価 を よ り 意 識 す

る 外 的 志 向 に 関 す る 項 目 が 含 ま れ る と 考 え ら れ る 。  

ま た 、 健 常 児 者 の 目 標 志 向 性 に 関 す る 研 究 に お い て 、 パ フ ォ ー マ ン ス

目 標 志 向 性 を 、 更 に 「 接 近 」 と 「 回 避 」 と い っ た ２ つ の 側 面 に 分 け 、 目

標 志 向 性 を ３ 次 元 構 造 （ マ ス タ ー 、 パ フ ォ ー マ ン ス 接 近 、 パ フ ォ ー マ ン

ス 回 避 ）と し て 捉 え 、検 討 す る も の も あ る（ Elliot  ＆  Church，1997;  

田 中・山 内 ，2000)。し か し 、本 研 究 で は 知 的 障 害 者 の パ フ ォ ー マ ン ス 目

標 志 向 性 は ２ 次 元 に 分 化 し て い な か っ た 。 今 後 、 知 的 障 害 者 の パ フ ォ ー

マ ン ス 目 標 志 向 性 の 構 造 に つ い て 更 な る 検 討 が 必 要 で あ る と 言 え る 。  

知 的 障 害 児 者 の 動 機 づ け に 関 し て 、外 的 指 向 性 と マ ス タ ー 動 機 づ け（ 内

発 的 動 機 づ け ） に 関 す る 研 究 が な さ れ て い る 。 外 的 指 向 性 と は 困 難 な 問

題 や 曖 昧 な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 知 的 障 害 者 が 他 者 に 目 を 向 け よ う と
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す る 傾 向 を 意 味 す る （ MacMillan  ＆  Wright， 1974）。 マ ス タ ー 動 機

づ け と は 、 難 し い 問 題 或 い は 複 雑 な 問 題 を 避 け ず に 課 題 を や り 遂 げ る こ

と で 喜 び を 感 じ る 達 成 指 向 を 意 味 す る（ White，1959）。す な わ ち 、外 的

指 向 性 は パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 と 近 い 概 念 で あ り 、 マ ス タ ー 動 機 づ

け と は マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と 近 い 概 念 で あ る と 言 え る 。  

知 的 障 害 児 の 外 的 指 向 性 に つ い て 、 課 題 に よ っ て 発 達 の 効 果 が 異 な っ

て い る 。 例 え ば 、 ス テ ッ カ ー ゲ ー ム に よ っ て 評 価 さ れ た 外 的 指 向 性 は 、

発 達 に 伴 い 低 下 す る か （ Bybee， Ennis， ＆  Zigler， 1989）、 或 い は 変

化 が な い（ Bybee，LeDuc，＆  Zigler，1998）と い う 矛 盾 し た 結 果 が 得

ら れ て い る 。 グ ラ ン シ ン グ 課 題 に お い て 、 一 貫 し て 発 達 に 伴 い 外 的 指 向

性 （ 偶 発 的 手 が か り や 課 題 に 適 合 す る 手 が か り ） が 低 下 す る こ と を 見 出

し て い る（ Cordon  ＆  MacLean，1977;  MacMillan  ＆  Cauffiel，

1977）。 一 方 、 知 的 障 害 児 の マ ス タ ー 動 機 づ け は 定 型 発 達 児 に 比 べ て 低

く 、個 人 の 内 発 的 動 機 づ け と 外 発 的 動 機 づ け の 差 異 は 知 的 発 達（ IQ）が

下 が る に つ れ て 大 き く な る と さ れ る （ Zigler  ＆  Bennett-Gates ，

1999）。し か し 、こ れ ら 先 行 研 究 は 実 験 課 題 を 設 定 し 、外 的 指 向 性 と マ ス

タ ー 動 機 づ け に つ い て 他 者 評 定 （ 観 察 者 ） を 採 用 し て い る 。 一 方 、 本 研

究 で は 構 造 化 面 接 を 設 定 し 知 的 障 害 者 自 身 に よ る 評 定 を 採 用 し て い る 。

す な わ ち 、 先 行 研 究 と 一 致 し た 結 果 が 得 ら れ て い な い 要 因 と し て 、 測 定

方 法 の 違 い や 、 場 面 や 課 題 の 違 い が 挙 げ ら れ る 。 従 っ て 、 成 人 知 的 障 害

者 の 場 合 、 生 活 経 験 を 経 て 、 個 々 の 動 機 づ け の 傾 向 と 状 態 は 既 に 確 立 さ

れ て い る と 思 わ れ る 。 そ の た め 、 就 労 に 対 す る 目 標 志 向 性 は 、 知 的 発 達

や 年 齢 と 有 意 な 関 係 が 示 さ れ な か っ た と 推 測 さ れ る 。  

ま た 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 が 発 達 に 伴 い 低 下 す る 要 因 と し て 、 自 己 評

価 の 発 達 が 関 係 し て お り 、 年 齢 が 上 昇 す る に つ れ 、 自 己 を 客 観 的 に 捉 え

る よ う に な る と さ れ る（ 中 澤 ，1995）。そ の た め 、マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は
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発 達 に 伴 い 低 下 す る 可 能 性 も 推 察 さ れ る 。 自 己 評 価 に 関 す る 研 究 で は 、

健 常 児 は 幼 稚 園 や 小 学 校 1 年 生 か ら ４ 年 生 に か け て 自 己 評 価 が 低 下 す る

と 示 さ れ て お り （ Eshel  ＆  Klein， 1981;  Benenson  ＆  Dweck，

1986）、知 的 障 害 児 も 定 型 発 達 児 と 同 様 に 、精 神 年 齢 の 上 昇 に 伴 い 、自 己

評 価 が 低 下 す る と 指 摘 さ れ て い る （ 大 谷 ・ 小 川 ， 1996;  小 島 ， 2010）。

ま た 、知 的 障 害 児 の 場 合 、過 去 の 失 敗 経 験（ Weisz，1981）や 、教 育 環 境

の 変 化（ Stipek  ＆  Mac lver，1989）と い っ た 要 因 か ら 否 定 的 に 自 己

を 評 価 す る 場 合 も あ る と 指 摘 さ れ て い る 。 本 研 究 で は 、 統 計 的 に 有 意 な

差 は 得 ら れ な か っ た も の の 、 精 神 年 齢 と マ ス タ ー 目 標 志 向 性 の 負 の 関 係

が 見 ら れ た 。  

性 別 に 関 し て 目 標 志 向 性 の 下 位 尺 度 ご と の 平 均 値 を 分 析 し た 結 果 、 い

ず れ に お い て も 男 女 間 の 有 意 差 は な か っ た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 で は 就

労 に 対 す る 目 標 志 向 性 に お い て 、 性 別 に よ る 差 異 が な い と 言 え る 。 知 的

障 害 児 を 対 象 と し た 実 験 研 究 で は 、 一 貫 し て 外 的 指 向 性 に お い て 性 差 が

な い と 報 告 さ れ て お り（ Bybee et al.，1989;  Bybee，Quiles，＆  Zigler，

1998;  Bybee  ＆  Zigler， 1992）、 本 研 究 の 結 果 は こ れ ら 先 行 研 究 の

知 見 を 支 持 す る も の で あ る と 言 え る 。  

 

３ ． 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連  

３ － １ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 関 係  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 因 果 関 係 は 研 究 １ の 結 果 を 概 ね 支 持 す

る も の で あ っ た 。「 柔 軟 的 調 整 」か ら「 作 業 方 略 」と「 援 助 要 請 」及 び「 環

境 の 管 理 」 に 対 す る 正 の パ ス は 、 研 究 １ と 同 様 の 結 果 で あ っ た 。 研 究 １

で 「 目 標 設 定 」 か ら 「 作 業 方 略 」 の み に 対 し て 正 の パ ス を 示 し て い た の

に 対 し て 、 こ こ で は 「 目 標 設 定 」 か ら 「 作 業 方 略 」 と 「 環 境 の 管 理 」 に

対 し て 有 意 な 正 の パ ス を 示 し た 。「 環 境 の 管 理 」と は 個 人 が 自 分 の 目 標 や
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基 準 に 合 わ せ て 環 境 を 調 節 す る 方 略 で あ る た め 、「 目 標 設 定 」か ら 規 定 を

受 け る と い う 結 果 は 妥 当 で あ ろ う 。 一 方 、 知 的 障 害 者 自 身 に よ る 評 定 で

は 、「 目 標 設 定 」か ら「 作 業 方 略 」と「 環 境 の 管 理 」に 対 し て 有 意 な パ ス

を 示 さ な か っ た 。支 援 員 は「 目 標 設 定 」が「 作 業 方 略 」と「 環 境 の 管 理 」

の 使 用 に 影 響 し て い る と 認 識 し て い る が 、 実 際 の 作 業 活 動 の 中 で 「 目 標

設 定 」は あ ま り 機 能 し て い な い 可 能 性 が 考 え ら れ る 。今 後 、支 援 員 は「 目

標 設 定 」 の 支 援 の 在 り 方 を 改 善 す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

３ － ２ ． 目 標 志 向 性 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連  

ま ず 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と メ タ 認 知 的 方 略 の 関 連 に つ い て 、 支

援 員 評 定 を 用 い た 際 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」 と 「 柔

軟 的 調 整 」 に 対 し て 直 接 的 な 負 の パ ス を 示 し て い た 。 一 方 、 知 的 障 害 者

自 身 に よ る 評 定 を 用 い た 際 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」 と 「 柔

軟 的 調 整 」 に 対 し て 直 接 的 な 正 の パ ス を 示 し て い た 。  

Bandura（ 1976） と  Haywood and Switzky（ 1985） は 外 的 動 機 づ け

の 人 は 外 的 指 向 に し て し ま う 外 的 強 化 シ ス テ ム へ の 依 存 が 強 い た め 、 内

的 に 生 じ る 自 己 調 整 活 動 の 遂 行 基 準 が 非 常 に 低 い と 指 摘 し て い る 。一 方 、

内 発 的 動 機 づ け の も の は 課 題 に 固 有 な 誘 因 に 敏 感 で あ り 、 自 己 監 視 強 化

シ ス テ ム が 備 わ っ て い る た め 、 内 的 に 生 じ る 自 己 調 整 活 動 の 遂 行 基 準 が

高 い と 指 摘 さ れ て い る 。 ま た 、 知 的 障 害 児 を 対 象 と し た 先 行 研 究 で は 、

外 的 指 向 性 が 高 い 個 人 は 、 学 業 成 績 、 日 常 生 活 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ス

キ ル 、 社 会 的 技 能 、 コ ー ピ ン グ に お い て 低 い 成 績 を 有 す る と 指 摘 さ れ て

い る（ Zigler  ＆  Bennett-Gates，1999）。従 っ て 、パ フ ォ ー マ ン ス 目

標 志 向 性 が 優 勢 な 個 人 は 、内 的 監 視 強 化 シ ス テ ム が 備 わ っ て い な い た め 、

「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 と い っ た メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 レ ベ ル が

低 い と 推 測 さ れ る 。  

一 方 で 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と メ タ 認 知 的 方 略 の 正 の 関 連 は 、 健 常 者
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を 対 象 と し た 先 行 研 究 の 知 見 を 知 的 障 害 者 の 就 労 分 野 で 支 持 す る も の で

あ る と 言 え る 。 産 業 ・ 組 織 心 理 学 の 研 究 で は 、 従 業 員 の マ ス タ ー 目 標 志

向 性 は セ ル フ モ ニ タ リ ン グ と 中 程 度 の 関 連 が あ る こ と （ Cellar et al.，

2011）や 、目 標 志 向 性 は 目 標 設 定 と プ ラ ン ニ ン グ と い っ た 自 己 調 整 方 略

を 介 し て 営 業 の パ フ ォ ー マ ン ス を 予 測 す る （ VandeWalle et al.， 1999）

と い っ た 知 見 が 得 ら れ て い る 。 本 研 究 の 結 果 は 、 先 行 研 究 の 知 見 を 知 的

障 害 者 の 就 労 分 野 で 支 持 す る も の で あ る と 言 え る 。  

次 に 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 関 連 に つ い

て 、 支 援 員 評 定 を 用 い た 際 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 環 境 の 管 理 」 に 対

し て 直 接 的 な 正 の パ ス を 示 し て い た 。 一 方 、 知 的 障 害 者 自 身 に よ る 評 定

を 用 い た 際 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 作 業 方 略 」 に 対 し て 、 パ フ ォ ー マ

ン ス 目 標 志 向 性 は 「 援 助 要 請 」 へ 、 そ れ ぞ れ 直 接 的 な 正 の パ ス を 示 し て

い た 。  

「 環 境 の 管 理 」と は 、「 作 業 に 必 要 な 資 料 、テ キ ス ト 、情 報 な ど を フ ァ

イ リ ン グ し て 管 理 す る 」 や 「 作 業 に 使 う マ ニ ュ ア ル 書 や 資 料 な ど を す ぐ

使 え る よ う に 用 意 す る 」 な ど 、 次 の 作 業 に 向 け た 準 備 行 動 か ら な る 。 つ

ま り 、「 環 境 の 管 理 」の 使 用 に お い て 、モ ニ タ リ ン グ の 力 が 非 常 に 重 要 に

な る と 言 え る 。 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 が 優 勢 で あ る 個 人 は 自 己 監 視 強 化 シ

ス テ ム が 備 わ っ て い る た め 、 モ ニ タ リ ン グ の 力 が 重 要 な 「 環 境 の 管 理 」

を 、作 業 の 中 で よ り 活 用 す る と 考 え ら れ る 。ま た 、「 作 業 方 略 」と は 作 業

そ の も の に 直 接 的 に 働 き か け て 作 業 遂 行 を 促 す 方 略 で あ る 。 産 業 ・ 組 織

心 理 学 の 研 究 で は 、 従 業 員 の マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 自 己 調 整 方 略 （ フ ィ

ー ド バ ッ ク の 探 求 、積 極 的 な 行 動 、感 情 の コ ン ト ロ ー ル 、社 会 的 ス キ ル ）

の な か で も 、「 積 極 的 な 行 動 」 と 強 い 関 連 が あ る と 報 告 さ れ て い る

（ Porath  ＆  Bateman， 2006）。 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と 「 作 業 方 略 」

の 正 の 関 連 は 、 先 行 研 究 の 知 見 を 知 的 障 害 者 の 就 労 分 野 で 支 持 す る も の
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で あ る と 言 え る 。  

パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 「 援 助 要 請 」 へ 有 意 な パ ス を 示 し た 。 最

近 、パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 に つ い て は 、「 接 近 」と「 回 避 」と い っ た

２ 側 面 か ら 捉 え 、 接 近 目 標 志 向 性 と は 自 分 の 能 力 が 他 者 に 認 め ら れ 、 好

ま し い 評 価 を 獲 得 し た い と 望 む の に 対 し て 、 回 避 目 標 志 向 性 と は 自 分 の

能 力 が 否 定 さ れ る こ と や 否 定 的 な 判 断 を 下 さ れ る こ と を 避 け た い と 望 む

傾 向 で あ る と さ れ る（ Elliot  ＆  Church，1997;  田 中・山 内 ，2000）。

一 方 、 本 研 究 に お け る 知 的 障 害 者 の パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 分 化 し

て い な か っ た 。た だ し 、具 体 的 な 内 容 を 見 て み る と 、「 私 は 事 業 所 で 、支

援 員 や 同 僚 に 自 分 が よ く で き る と こ ろ を 見 せ た い と 思 う 」「 支 援 員 に『 よ

く で き た 』と 褒 め ら れ る こ と は 、私 に 重 要 で あ る 」「 親 や 支 援 員 に『 仕 事

が 良 く で き る 人 』 と 認 め ら れ る こ と は 、 私 に 重 要 で あ る 」 な ど 、 パ フ ォ

ー マ ン ス 接 近 目 標 志 向 性 に 関 わ る 内 容 が 多 く 含 ま れ て い る と 言 え る 。 ま

た 、 パ フ ォ ー マ ン ス 接 近 目 標 志 向 性 は 自 己 調 整 方 略 （ Porath  ＆  

Bateman，2006;  Cellar et al.，2011）や 、積 極 的 な 会 話 の 開 始 や 援 助

行 動 と 正 の 相 関 が あ る と 指 摘 さ れ て い る（ 黒 田・桜 井 ，2003）。従 っ て 、

「 援 助 要 請 」 の 使 用 に お い て 、 知 的 障 害 者 の パ フ ォ ー マ ン ス 接 近 目 標 志

向 性 は 強 く 影 響 し て い る 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。 今 後 、 知 的 障 害 者 の パ フ

ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 に つ い て 詳 細 な 検 討 が 必 要 で あ る と 言 え よ う 。   

以 上 の 結 果 を 踏 ま え れ ば 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 の 強 い 就 労 者 は 、 自 己

監 視 強 化 シ ス テ ム が 備 わ っ て い る た め 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 の 強

い 就 労 者 に 比 べ 、メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 レ ベ ル が 高 い こ と が 示 唆 さ れ た 。 

 

４ ． メ タ 認 知 的 方 略 の 支 援 へ の 示 唆  

 メ タ 認 知 的 方 略 は 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る と い う 結 果

を 踏 ま え れ ば 、 自 己 調 整 方 略 の 中 で も 、 メ タ 認 知 的 方 略 は 非 常 に 重 要 で
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あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。 作 業 活 動 に お い て 、 自 分 の 作 業 能 力 に 合 わ せ て

作 業 目 標 を 立 て 、 作 業 中 や 作 業 後 に 達 成 状 況 に つ い て モ ニ タ リ ン グ し な

が ら 作 業 活 動 を 修 正 し て い く と い う よ う な 、 メ タ 認 知 を 働 か せ る こ と は

作 業 遂 行 に お い て 非 常 に 有 効 で あ る と 言 え る 。 従 っ て 、 就 労 に お け る 自

己 調 整 方 略 の 使 用 レ ベ ル が 低 い 知 的 障 害 者 に 対 し て 、 メ タ 認 知 的 方 略 に

対 す る ト レ ー ニ ン グ が 必 要 不 可 欠 で あ る と 言 え る 。  

 本 研 究 の 結 果 を 受 け て 、 実 際 に 自 己 教 示 法 （ 高 良 ・ 今 塩 ， 2003） や 、

各 方 略 を 細 か い ス テ ッ プ に 分 け た 支 援 な ど メ タ 認 知 的 方 略 の 構 成 要 素 を

分 節 化 す る ア プ ロ ー チ で 、 知 的 障 害 者 の メ タ 認 知 的 方 略 そ の も の に 対 す

る 理 解 を 促 す 必 要 が あ る と 考 え ら れ る 。ま た 、支 援 の 中 で 支 援 す る 側 は 、

知 的 障 害 者 の 個 々 の 目 標 志 向 性 の 特 性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。

例 え ば 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 の 強 い 個 人 に 対 し て 、 最 初 は 低 レ ベ

ル の ス テ ッ プ の 方 略 を 導 入 し 、 そ の 後 少 し ず つ ス テ ッ プ を 上 げ て い く と

い っ た 漸 次 的 接 近 法 を 利 用 す る こ と で 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 を そ

れ ほ ど 示 さ な く な る と 思 わ れ る 。 自 力 で 問 題 を 解 決 す る 努 力 に 対 し て 、

パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 の 強 い 個 人 に は 、 非 物 的 報 酬 に 比 べ 物 的 報 酬

が 有 効 で あ る こ と や 、 援 助 が 求 め ら れ る 時 期 と 方 法 を 明 確 化 す る 方 法 な

ど が あ る 。 環 境 設 定 と し て パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 の 強 い 個 人 に 個 別

に 支 援 員 を つ け る の で は な く 、 支 援 員 を 集 団 の 中 で 位 置 づ け る こ と で 、

支 援 員 へ の 依 存 は 軽 減 で き る と 考 え ら れ る 。  

 

Ⅴ． ま と め  

本 研 究 で は 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及

ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 具 体 的 に 、 以 下 の 点 が 明 確 に な っ た 。  

 

１ ． 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 は 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 と パ フ ォ ー マ ン ス
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目 標 志 向 性 と い う 2 因 子 構 造 が 確 認 さ れ た 。目 標 志 向 性 は 精 神 年 齢 及 び

年 齢 と 有 意 な 関 係 を 示 さ ず 、 性 別 に よ る 差 異 も 認 め ら れ な か っ た 。  

 

２ ． 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と メ タ 認 知 的 方 略 の 関 連 に つ い て 、 パ フ ォ

ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 し て 直 接 的 な

負 の 関 連 を 示 し て い た の に 対 し て 、 マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」

と 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 し て 直 接 的 な 正 の 関 連 を 示 し て い た 。  

 

３ ． 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 関 連 に つ い て 、

マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 環 境 の 管 理 」 と 「 作 業 方 略 」 に 対 し て 直 接 的 な

正 の 関 連 を 示 し て い た 。ま た 、パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は「 援 助 要 請 」

へ 直 接 的 な 正 の 関 連 を 示 し て い た 。  
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第 ３ 節  知 的 障 害 者 の 認 知 処 理 過 程 が  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 （ 研 究 ４ ）  

 

Ⅰ． 問 題 の 所 在 と 目 的    

知 的 障 害 児 の 自 己 調 整 方 略 の 使 用 の 難 し さ は 、 不 十 分 な 言 語 発 達 や 知

的 発 達 （ Whitman ， 1990a;  Whitman ， 1990b;  Vieillevoye  ＆  

Nader-Grosbois，2008;  Nader-Grosbois  ＆  Lefèvre，2011;  Nader-

Grosbois，2014）に 起 因 す る と さ れ る 。例 え ば 、Whitman は 言 語 の 役 割

と し て 、課 題 の 分 析 、方 略 の 選 択 と 実 施 、自 己 モ ニ タ リ ン グ 、自 己 評 価 、

自 己 強 化 を 挙 げ 、 知 的 障 害 児 の 不 十 分 な 言 語 発 達 は 自 己 調 整 の 発 達 を 阻

害 す る と し て い る 。 ま た Vieillevoye and Nader-Grosbois.（ 2008） は 、

知 的 障 害 児（ CA:9.59±2.06;  MA:4.62±1.00;  LA:88.18±40.29）を 対 象

に 、 非 言 語 的 知 能 と 言 語 能 力 及 び ご っ こ 遊 び に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関

連 を 調 べ て い る 。 そ の 結 果 、 自 己 調 整 方 略 は 言 語 能 力 と 中 程 度 の 相 関 を

示 し た も の の 、 非 言 語 的 知 能 と 有 意 な 相 関 が な い と 報 告 し て い る 。 さ ら

に 、 問 題 解 決 課 題 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 非 言 語 的 知 能 及 び 言 語 能 力 の

関 連 を 調 べ た Nader-Grosbois and Lefèvre. （ 2011 ） は 知 的 障 害 児

（ CA:10.56±6.64;  MA:4.47±2.15;  LA:80.72±65.74）を 対 象 と し て 、非

言 語 的 知 能 の 高 い グ ル ー プ は 低 い グ ル ー プ に 比 べ 、 自 己 調 整 方 略 の 得 点

が 有 意 に 高 か っ た の に 対 し て 、 言 語 能 力 に よ る 自 己 調 整 方 略 の 差 異 は 示

さ れ な か っ た と し て い る 。一 方 、Nader-Grosbois.（ 2014）で は 、知 的 障

害 児 （ CA:12.76±2.04;  MA:7.89±1.19;  LA:67.26±20.24） を 対 象 と し

て 、 自 己 調 整 方 略 は 非 言 語 的 知 能 （ p<.001）、 言 語 的 知 能 （ p.<05） の い

ず れ と も 有 意 な 正 の 相 関 を も つ こ と を 明 ら か に し て い る 。  

以 上 の こ と か ら 、 自 己 調 整 方 略 は 基 本 的 に 知 能 と 関 連 す る も の の 、 具

体 的 に 非 言 語 的 知 能 と 言 語 的 知 能 の ど ち ら と の 関 連 が 強 い か に つ い て 、
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課 題 の 特 性 に よ っ て 異 な る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。 例 え ば 、 ご っ こ 遊 び

（ Vieillevoye  ＆  Nader-Grosbois，2008）は 、内 的 な イ メ ー ジ を 動 作

や 言 葉 を 使 っ て 表 現 す る 遊 び で 、 言 語 教 示 と 言 語 表 出 な ど 言 葉 と 密 接 に

関 係 す る 課 題 で あ る た め 、 自 己 調 整 方 略 と 言 語 能 力 の 関 連 が 示 さ れ た と

考 え ら れ る 。 問 題 解 決 課 題 に 関 し て は 、 Nader-Grosbois and Lefèvre.

（ 2011） で は 言 葉 で の や り 取 り が 少 な い 操 作 的 な 課 題 （ Life-out jigsaw 

puzzle）を 用 い た の に 対 し て 、Nader-Grosbois.（ 2014）で は 被 験 者 が 検

査 者 の 質 問 に 従 い 、 遊 園 地 で ア ト ラ ク シ ョ ン を 選 ぶ 課 題 を 用 い た 。 後 者

は 言 語 教 示 の 場 面 が 非 常 に 多 い 課 題 で あ っ た た め 、 自 己 調 整 方 略 と 言 語

的 知 能 の 間 の 相 関 が 示 さ れ た と 思 わ れ る 。  

ま た 、 知 能 を 言 語 的 知 能 と 非 言 語 的 知 能 と し て 捉 え 、 自 己 調 整 方 略 と

の 関 連 を 調 べ る こ と は 、 知 的 障 害 者 の 知 能 の 特 性 、 或 い は 実 態 把 握 に お

い て と て も 重 要 な 視 点 で あ る が 、 実 際 の 支 援 に 繋 げ に く い 点 が あ る と 考

え る 。 知 能 は 多 面 的 な 構 造 で あ る こ と が 広 く 知 ら れ （ Anastasi  &  

Urbina， 1997）、 知 能 の 要 素 と な る 認 知 処 理 や 認 知 処 理 過 程 を 特 定 す る

試 み が 行 わ れ て い る （ Kaufman  &  Kaufman ， 1993;  Naglieri  ＆  

Das， 1997;  Sternberg， 1988;  Woodcock  &  Johnson， 1989）。 知

能 を 認 知 処 理 過 程 と し て 捉 え 、 認 知 処 理 過 程 の 特 徴 に 関 す る 情 報 を 明 ら

か に す る こ と は 、 効 果 的 な 支 援 の 可 能 性 を 検 討 す る 過 程 で 重 要 な 情 報 を

提 供 で き る（ Naglieri  ＆  Das，1997）。す な わ ち 、自 己 調 整 方 略 に 影

響 を 及 ぼ す 認 知 処 理 過 程 を 明 ら か に す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ る 。  

認 知 処 理 過 程 の 理 論 の 中 で 最 も 有 力 的 な も の の 一 つ に は 、 Luria の 神

経 心 理 学 的 機 能 モ デ ル が あ る 。Naglieri and Das.（ 1997）は こ の モ デ ル

を 発 展 さ せ 、 知 能 の PASS 理 論 を 提 唱 し て い る 。 PASS 理 論 は 、 人 間 の

認 知 機 能 を プ ラ ン ニ ン グ 、 注 意 、 同 時 処 理 、 継 次 処 理 の ４ つ の 重 要 な 活

動 に 基 づ く も の と し て お り 、 こ れ ら が 個 人 の 知 識 基 盤 を 変 化 さ せ る と い
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う 考 え 方 を 提 案 し た 。 プ ラ ン ニ ン グ と は 、 個 人 が 問 題 解 決 の 方 法 を 決 定

し 、 選 択 し 、 適 用 し 、 評 価 す る 心 的 過 程 で あ る 。 注 意 と は 一 定 時 間 提 示

さ れ た 競 合 す る 刺 激 に 対 す る 反 応 を 抑 制 す る 一 方 で 、 特 定 の 刺 激 に 対 し

て 選 択 的 に 集 中 を 向 け る 心 的 過 程 で あ る 。 同 時 処 理 と は 複 数 の 構 成 要 素

を 概 観 可 能 な 一 つ の 全 体 に ま と め た り 、 全 体 か ら 要 素 を 自 由 に 取 り 出 し

た り と い っ た 心 的 過 程 を 表 す 。 継 次 処 理 と は 一 つ 一 つ の 情 報 の 構 成 要 素

を 連 続 的 な 系 列 と し て 統 合 し 、 構 成 要 素 を 順 番 に 活 性 化 す る こ と に よ っ

て は じ め て 要 素 を 取 り 出 す 心 的 過 程 で あ る と さ れ る （ Naglieri  ＆  

Das， 1997）。  

自 己 調 整 方 略 は 、 目 標 を 設 定 し 、 方 略 を 適 用 し 、 そ れ に 対 し て 評 価 を

行 う と い っ た 一 連 の 過 程 を 含 む も の で あ り 、 プ ラ ン ニ ン グ と い っ た 高 次

認 知 機 能 と の 関 連 が 強 い と 予 測 さ れ る 。 ま た 、 学 習 障 害 児 や ア ス ペ ル ガ

ー 症 児 に 対 し て 同 時 処 理 課 題 を 集 中 的 に 取 り 組 む こ と に よ っ て 、 モ ニ タ

リ ン グ や チ ェ ッ キ ン グ と い っ た 認 知 の 制 御 が 盛 ん に 行 わ れ 、 課 題 の 成 績

が 上 昇 し た こ と が 報 告 さ れ て お り （ 青 江 ， 2005;  川 口 ， 1999;  佐 藤 ，

1997）、 自 己 調 整 方 略 が 同 時 処 理 過 程 と 関 連 す る 可 能 性 が 予 測 さ れ る 。  

さ ら に 、Das（ 2002）は PASS 理 論 を 基 盤 に 用 い た DN-CAS 認 知 評 価

シ ス テ ム （ 以 下 ,  DN-CAS） を 開 発 し 、 こ れ は デ ィ ス レ ク シ ア 、 ADHD、

知 的 障 害 の あ る 児 童 の 診 断 や 介 入 に 用 い ら れ て き た 。ま た 、 DN-CAS を

用 い て 、 成 人 の 認 知 処 理 過 程 の 構 造 を 検 討 し た と こ ろ 、 児 童 と 同 様 の ４

つ の 認 知 処 理 過 程 が 抽 出 さ れ 、 成 人 へ の 適 用 の 妥 当 性 が 確 認 さ れ て い る

（ Maricle，1994;  Walker，2010）。実 際 に こ れ ま で 、大 学 生（ Maricle，

1994;  Fein  ＆  Day，2004;  Georgiou  ＆  Das，2014）、一 般 成 人

（ Walker， 2010）、 学 習 障 害 者 （ Davis， 2003;  MacDonald， 1994）、

高 齢 者（ Garcia，1996）、脳 損 障 害 者（ Sink  ＆  Harrington，1994）、

中 軽 度 知 的 障 害 者 （ Kroeger， Rojahn， ＆  Naglieri， 2001） に 適 用 さ
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れ て い る 。  

以 上 よ り 、PASS 理 論 に 基 づ く DN-CAS を 用 い る こ と で 、ア セ ス メ ン

ト に つ い て 理 論 を 踏 ま え て 説 明 す る こ と が 可 能 で あ る ば か り で な く 、

DN-CAS が 児 童 に 限 ら ず 、成 人 や 、中 軽 度 の 知 的 障 害 者 に も 適 用 可 能 で

あ る こ と が 示 唆 さ れ る 。  

よ っ て 、 本 研 究 で は 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 認 知 処 理 過 程 と の 関

連 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。認 知 処 理 過 程 の 評 価 に は 、PASS 理

論 に 基 づ く DN-CAS を 用 い る こ と に す る 。こ れ ら の 検 討 が 、知 的 障 害 者

の 認 知 処 理 様 式 の 強 い 部 分 と 弱 い 部 分 が 明 確 に な る だ け で は な く 、 今 後

の 就 労 支 援 の 在 り 方 を 考 え る 際 に よ り 具 体 的 な 知 見 を 示 す も の だ と 考 え

ら れ る 。  

 

Ⅱ． 方 法   

１ ． 対 象 者  

関 東 地 域 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 （ 就 労 移 行 支 援 と 就 労 継 続 支 援 B

型 ） と 特 例 子 会 社 に 所 属 す る 知 的 障 害 者 85 名 で あ っ た 。 回 答 に 不 備 の

あ っ た ４ 名 を 分 析 か ら 除 外 し 、81 名 を 分 析 対 象 と し た 。詳 細 な 内 容 に 関

し て Table4-4-①に 表 す 。な お 、対 象 者 に は 、自 閉 症 の 診 断 が あ る 者 、身

体 障 害 や 運 動 障 害 及 び 言 語 障 害 を 合 併 す る 者 は 含 ま れ て い な い 。  

２ ． 課 題  

２ － １ ． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 測 定  

研 究 １ － １ で 作 成 し た 「 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 尺 度

（ 支 援 員 評 定 ）」 を 用 い た 。 回 答 形 式 は 、「 ５ ． 当 て は ま る 」 か ら 「 １ ．

当 て は ま ら な い 」 の 5 件 法 で あ り 、 全 項 目 （ 48 項 目 ） を 用 い た 。  
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２ － ２ ． 認 知 処 理 過 程 の 測 定  

日 本 版 DN-CAS（ Naglieri  ＆  Das， 1997）（ 対 象 年 齢 ： ５ 歳 0 ヶ 月

か ら 17 歳 11 ヶ 月 ） を 用 い た 。 DN-CAS は 標 準 版 （ 所 要 時 間 約 60 分 ～

90 分 ） と 簡 易 版 （ 所 要 時 間 約 40 分 ） の 2 通 り の や り 方 が あ り 、 ど ち ら

の や り 方 で も 、PASS（ プ ラ ン ニ ン グ 、注 意 、同 時 処 理 、継 次 処 理 ）尺 度

を 測 定 す る こ と が で き る 。 標 準 版 で は 、 そ れ ぞ れ ３ つ の 下 位 検 査 で 各 尺

度 を 測 定 す る 。簡 易 版 で は 、そ れ ぞ れ ２ つ の 下 位 検 査 で 測 定 す る 。ま た 、

各 下 位 検 査 の 結 果 は 、 評 価 点 と 標 準 得 点 に そ れ ぞ れ 換 算 さ れ る 。 本 研 究

で は 対 象 者 の 負 担 を 考 え 、 簡 易 版 （ ８ つ 下 位 検 査 ） を 実 施 し た 。  

 

Table4-4-①  分 析 対 象 者 の 記 述 統 計 表  
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３ ． 研 究 倫 理 及 び 手 続 き  

研 究 倫 理 に つ い て 、 著 者 が 所 属 す る 大 学 院 内 の 研 究 倫 理 委 員 会 の 承 認

を 得 た う え で 調 査 を 実 施 し た （ 筑 29-103）。 調 査 の 依 頼 の 際 に 、 障 害 福

祉 サ ー ビ ス 事 業 所 の 理 事 長 と 特 例 子 会 社 の 担 当 者 に 研 究 の 趣 旨 、 分 析 の

手 続 き 、 結 果 の 公 開 を 含 め た デ ー タ の 扱 い 方 に つ い て 口 頭 及 び 文 面 で 説

明 を し 、 調 査 協 力 へ の 承 諾 を 得 た 。  

課 題 の 実 施 に 当 た っ て 、日 本 版 DN-CAS の 実 施・採 点 マ ニ ュ ア ル に 沿

っ て 標 準 的 な 方 法 で 簡 易 版 を 実 施 し た 。 ま た 、 定 型 発 達 児 用 に 開 発 さ れ

た 検 査 課 題 を 知 的 障 害 児 者 に 適 用 す る 際 に は 、基 本 的 に MA が 基 準 と さ

れ る た め 、本 研 究 で は ５ 歳 0 ヶ 月 ～ 7 歳 11 ヶ 月 の 課 題 を 知 的 障 害 MA５

歳 ～ MA７ 歳 の 対 象 者 に 、 ８ 歳 0 ヶ 月 ～ 17 歳 11 ヶ 月 の 課 題 を 知 的 障 害

MA８ 歳 以 上 の 対 象 者 に 、そ れ ぞ れ 実 施 し た 。対 象 者 に 対 し て 、研 究 協 力

は 任 意 で あ り 仕 事 と は 無 関 係 で あ る こ と や 、 途 中 で 課 題 を 中 止 し て も よ

い こ と を 教 示 し た 。 場 所 は 、 事 業 所 な ど の 事 務 室 で 個 別 に 実 施 し た 。  

ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 測 定 に 関 し て 、 当 該 対 象 者 85 名

の 就 労 支 援 に 携 わ る 職 員（ 支 援 員 ）30 名 に 質 問 紙 の 回 答 を 依 頼 し 、そ の

回 答 を も っ て 研 究 へ の 同 意 と み な し た 。 後 日 郵 送 に よ る 回 収 を 行 っ た 。  

 

４ ． 実 施 時 期  

 2018 年 ８ 月 ～ 2019 年 ６ 月 で あ っ た 。  

 

５ ． 得 点 化 及 び 分 析 方 法  

本 研 究 は 先 行 研 究（ Maricle，1994;  Davis，2003;  Walker，2010）

を 参 考 に 、以 下 の ３ つ の ス テ ッ プ を 経 て 、粗 点 を 標 準 得 点 へ と 変 換 し た 。

①ス テ ッ プ １ で は 、数 の 対 探 し 、文 字 の 変 換 、図 形 の 推 理 、関 係 の 理 解 、

表 出 の 制 御 、 数 字 探 し 、 単 語 の 記 憶 、 文 の 記 憶 の 粗 点 を 算 出 し た 。 プ ラ
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ン ニ ン グ （ 数 の 対 探 し 、 文 字 の 変 換 ） と 注 意 （ 表 出 の 制 御 、 数 字 探 し ）

の 下 位 検 査 は 、 所 要 時 間 と 正 確 さ 得 点 （ 正 答 数 や 正 答 数 か ら 誤 答 数 を 引

い た も の ） か ら 算 出 さ れ る 比 率 得 点 を 、 同 時 処 理 （ 図 形 の 推 理 、 関 係 の

理 解 ） と 継 次 処 理 （ 単 語 の 記 憶 、 文 の 記 憶 ） の 下 位 検 査 は 、 正 答 数 や 正

答 数 か ら 誤 答 数 を 引 い た 得 点 を 、そ れ ぞ れ 算 出 し た 。 ②ス テ ッ プ ２ で は 、

８ つ の 下 位 検 査 の 粗 点 を 、 平 均 10 点 と 標 準 偏 差 ３ 点 の 標 準 得 点 へ と 変

換 し た 。③ス テ ッ プ ３ で は 、 ４ つ の 領 域 の 標 準 得 点 を 算 出 し た 。 ４ つ の

領 域 の 粗 点（ 各 領 域 の 下 位 検 査 の 標 準 得 点 の 合 計 ）を 、平 均 100 点 と 標

準 偏 差 15 点 の 標 準 得 点 へ と 変 換 し た 。 ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方

略 に つ い て は 、 ５ 件 法 で 回 答 を 求 め 、 分 析 に は 各 自 己 調 整 方 略 ご と の 平

均 点 を 用 い た 。  

認 知 処 理 過 程 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 関 連 に つ い て 、 MA８ 歳

を 基 準 に 分 け て 、重 回 帰 分 析 と Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 求 め た 。な お 、

統 計 処 理 は IBM SPSS Statistics（ Version25.0） を 使 用 し た 。  

 

Ⅲ． 結 果  

１ ． 項 目 分 析  

分 析 対 象 81 名 に つ い て 、MA８ 歳 を 基 準 に 分 け 、5 歳 0 ヶ 月 ～ 7 歳 11

ヶ 月 の 課 題 と ８ 歳 0 ヶ 月 ～ 17 歳 11 ヶ 月 の 課 題 を 、 そ れ ぞ れ 実 施 し た 。

5 歳 0 ヶ 月 ～ 7 歳 11 ヶ 月 の 課 題 を 実 施 し た 対 象 者 （ 以 下 、 知 的 障 害 MA

８ 歳 未 満 群 ） は 46 名 、 ８ 歳 0 ヶ 月 ～ 17 歳 11 ヶ 月 の 課 題 を 実 施 し た 対

象 者 （ 以 下 、 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 ） は 35 名 で あ っ た 。 Table4-4-②

に 、両 群 の 対 象 者 の 年 齢 、MA、各 下 位 検 査 の 標 準 得 点 、４ つ の 認 知 処 理

過 程 の 標 準 得 点 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 下 位 尺 度 の 平 均 値 か ら 得

ら れ た 記 述 統 計 の パ ラ メ ー タ を 表 す 。  

４ つ の 認 知 処 理 過 程 の 関 係 に つ い て 、 Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 求 め
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た と こ ろ 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い て 、 注 意 と 同 時 処 理 ・ 継 次 処

理 ・ プ ラ ン ニ ン グ の 間 、 同 時 処 理 と 継 次 処 理 の 間 、 そ れ ぞ れ 有 意 な 相 関

が あ っ た 。 一 方 、 プ ラ ン ニ ン グ と 同 時 処 理 ・ 継 次 処 理 の 間 に 有 意 な 相 関

は な か っ た（ Table4-4-③）。知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 に お い て 、注 意 と 同

時 処 理 ・ 継 次 処 理 ・ プ ラ ン ニ ン グ の 間 、 プ ラ ン ニ ン グ と 同 時 処 理 ・ 継 次

処 理 の 間 に 、 そ れ ぞ れ 有 意 な 相 関 が 示 さ れ た 。 一 方 、 継 次 処 理 と 同 時 処

理 の 間 に 有 意 な 相 関 は な か っ た （ Table4-4-④）。  

ま た 、 ４ つ の 認 知 処 理 過 程 と MA の 関 係 に つ い て 、 Pearson の 積 率 相

関 係 数 を 算 出 し た と こ ろ 、知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い て 、同 時 処 理・

注 意 ・ 継 次 処 理 と MA の 間 に 有 意 な 相 関 が 見 ら れ た が 、 プ ラ ン ニ ン グ と

MA の 間 に 有 意 な 相 関 は な か っ た（ Table4-4-③）。知 的 障 害 MA８ 歳 以 上

群 に お い て 、 プ ラ ン ニ ン グ ・ 同 時 処 理 ・ 注 意 と MA の 間 に 有 意 な 相 関 が

あ っ た が 、継 次 処 理 と MA の 間 に 有 意 な 相 関 は な か っ た（ Table4-4-④）。  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の ５ つ の 下 位 尺 度 の 内 部 一 貫 性 を 確 認 す る

た め 、 Cronbach の α 係 数 を 求 め た 。「 目 標 設 定 」 の α 係 数 は 0.89、「 柔

軟 的 調 整 」の α 係 数 は 0.95、「 援 助 要 請 」の α 係 数 は 0.93、「 作 業 方 略 」

の α 係 数 は 0.93、「 環 境 の 管 理 」の α 係 数 は 0.87 で あ り 、高 い 内 部 一 貫

性 が 示 さ れ た 。 ま た 、 ５ つ の 下 位 尺 度 の 間 の 関 係 に つ い て 、 Pearson の

積 率 相 関 係 数 を 求 め た と こ ろ 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い て 、 ５ つ

の 下 位 尺 度 の 全 て の 間 に 中 程 度 か ら 強 い 有 意 な 相 関 が 示 さ れ た（ Table4-

4-⑤）。 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 に お い て 、「 作 業 方 略 」 と 「 目 標 設 定 」・

「 柔 軟 的 調 整 」・「 援 助 要 請 」の 間 、「 柔 軟 的 調 整 」と「 目 標 設 定 」・「 援 助

要 請 」の 間 に 、そ れ ぞ れ 有 意 な 相 関 が あ っ た 。一 方 、「 環 境 の 管 理 」と そ

の 他 の ４ つ の 下 位 尺 度 の 間 に 有 意 な 相 関 は な か っ た （ Table4-4-⑥）。  

 

 



162 

Table4-4-②  年 齢 、 精 神 年 齢 （ 月 齢 ）、 認 知 処 理 過 程 、 就 労 に お け る  

自 己 調 整 方 略 の 記 述 統 計  
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Table4-4-③  プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 、 注 意 、 継 次 処 理 、 精 神 年 齢

（ MA） の 相 関  MA８ 歳 未 満 群 （ N＝ 46）  

 

 

 

 

 

 

 

 

Table4-4-⑤  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 間 の 相 関   

MA８ 歳 未 満 群 （ N＝ 46）  
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Table4-4-④  プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 、 注 意 、 継 次 処 理 、 精 神 年 齢

（ MA） の 相 関  MA８ 歳 以 上 群 （ N＝ 35）  

 

 

 

 

 

 

 

 

Table4-4-⑥  就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 間 の 相 関   

MA８ 歳 以 上 群 （ N＝ 35）  
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２ ． 認 知 処 理 過 程 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と の 関 連  

ま ず 、 知 的 障 害 者 の プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 、 注 意 、 継 次 処 理 の 標 準

得 点 か ら メ タ 認 知 的 方 略 の 平 均 値 を 予 測 す る た め に ， ス テ ッ プ ワ イ ズ 法

に よ る 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い

て 、同 時 処 理 か ら メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る 標 準 偏 回 帰 係 数（ β）が 有 意 で

あ り 、 説 明 率 は 28％ で あ っ た 。 ま た 、 VIF（ 分 散 拡 大 要 因 ： Variance 

Infraction Factor） は 全 て の 分 析 で 10 以 下 で あ っ た た め 、 多 重 共 線 性

の 問 題 は 認 め ら れ な い こ と が 示 さ れ た （ Table4-4-⑦）。 知 的 障 害 MA８

歳 以 上 群 に お い て ， プ ラ ン ニ ン グ か ら メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る 標 準 偏 回

帰 係 数（ β）が 有 意 で あ り 、説 明 率 は 22％ で あ っ た 。ま た 、VIF（ 分 散 拡

大 要 因 ： Variance Infraction Factor） は 全 て の 分 析 で 10 以 下 で あ っ た

た め 、 多 重 共 線 性 の 問 題 は 認 め ら れ な い こ と が 示 さ れ た (Table4-4-⑦ )。 

知 的 障 害 者 の プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 、 注 意 、 継 次 処 理 の 標 準 得 点 か

ら 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 平 均 値 を 予 測 す る た め に ， ス テ ッ プ ワ イ ズ 法

に よ る 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い

て 、同 時 処 理 か ら 行 動・環 境 の 調 整 方 略 に 対 す る 標 準 偏 回 帰 係 数（ β）が

有 意 で あ り 、説 明 率 は 28％ で あ っ た 。ま た 、VIF（ 分 散 拡 大 要 因：Variance 

Infraction Factor） は 全 て の 分 析 で 10 以 下 で あ っ た た め 、 多 重 共 線 性

の 問 題 は 認 め ら れ な い こ と が 示 さ れ た （ Table4-4-⑧）。 知 的 障 害 MA８

歳 以 上 群 に お い て ， 注 意 か ら 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 に 対 す る 標 準 偏 回 帰

係 数（ β）が 有 意 で あ り 、説 明 率 は 11％ で あ っ た 。ま た 、VIF（ 分 散 拡 大

要 因 ： Variance Infraction Factor） は 全 て の 分 析 で 10 以 下 で あ っ た た

め 、 多 重 共 線 性 の 問 題 は 認 め ら れ な い こ と が 示 さ れ た （ Table4-4-⑧）。  

つ ぎ に 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 と ４ つ の 認 知 処 理 過 程

の 関 係 を 調 査 す る た め に 、 Pearson の 積 率 相 関 係 数 を 算 出 し た 。 メ タ 認

知 的 方 略 の 下 位 尺 度 で あ る 「 目 標 設 定 」 は 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 で
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は 同 時 処 理 （ r=.433， p<.01） 及 び 継 次 処 理 （ r=.416， p<.01） と 有 意 な

相 関 が あ っ た が 、 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 で は プ ラ ン ニ ン グ （ r=.541，

p<.01）と 注 意（ r=.521，p<.01）及 び 同 時 処 理（ r=.354，p<.05）と 有 意

な 相 関 が あ っ た 。「 柔 軟 的 調 整 」は 、知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 で は 同 時 処

理 （ r=.585， p<.01） と 継 次 処 理 （ r=.373， p<.05） 及 び 注 意 （ r=.313，

p<.05）と 有 意 な 相 関 が あ っ た が 、知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 で は プ ラ ン ニ

ン グ （ r=.360， p<.05） と 有 意 な 相 関 が あ っ た (Table4-4-⑨と Table4-4-

⑩ )。  

行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 下 位 尺 度 で あ る「 援 助 要 請 」は 、知 的 障 害 MA

８ 歳 未 満 群 の み に お い て 、 同 時 処 理 （ r=.446 ， p<.01 ） 及 び 継 次 処 理

（ r=.295，p<.05）と 有 意 な 相 関 が あ っ た 。「 作 業 方 略 」は 、知 的 障 害 MA

８ 歳 未 満 群 で は 同 時 処 理（ r=.461，p<.01）と 継 次 処 理（ r=.319，p<.05）

及 び 注 意（ r=.307，p<.05）と 有 意 な 相 関 が あ っ た が 、知 的 障 害 MA８ 歳

以 上 群 で は 注 意 （ r=.430， p<.05） と プ ラ ン ニ ン グ （ r=.392， p<.05） 及

び 同 時 処 理（ r=.358，p<.05）と 有 意 な 相 関 が あ っ た 。「 環 境 の 管 理 」は 、

知 的 障 害 MA ８ 歳 未 満 群 で は 同 時 処 理 （ r=.461 ， p<.01 ） と 継 次 処 理

（ r=.447，p<.01）及 び 注 意（ r=.295，p<.05）と 有 意 な 相 関 が あ っ た が 、

知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 で は 継 次 処 理（ r=.438，p<.01）と 有 意 な 相 関 が

あ っ た (Table4-4-⑨と Table4-4-⑩ )。  
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Ⅳ． 考 察  

１ ． 認 知 処 理 過 程 と 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と の 関 連  

本 研 究 で は 、 認 知 処 理 過 程 と し て 、 注 意 、 同 時 処 理 と 継 次 処 理 、 プ ラ

ン ニ ン グ を 取 り 上 げ 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と の 関 連

を 調 べ た 。 そ の 結 果 、MA８ 歳 未 満 群 で は 同 時 処 理 が 、 MA８ 歳 以 上 群 で

は プ ラ ン ニ ン グ が 、メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を 有 意 に 予 測 し て い た 。ま た 、

MA８ 歳 未 満 群 で 同 じ く 同 時 処 理 が 、 MA８ 歳 以 上 群 で 注 意 が 、 行 動 ・ 環

境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 有 意 に 予 測 し て い た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 の 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 予 測 す る 認 知 処 理 過 程 は MA８ 歳 未 満 群

と MA８ 歳 以 上 群 で 異 な る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

MA８ 歳 未 満 の 対 象 者 で は 、 同 時 処 理 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

使 用 を 有 意 に 予 測 し て い た 。 同 時 処 理 の 下 位 検 査 と し て 図 形 の 推 理 と 関

係 の 理 解 を 実 施 し た 。 図 形 の 推 理 と は マ ト リ ッ ク ス を 完 成 さ せ る た め に

最 も 適 し た 図 を 選 ぶ 課 題 で あ り 、 関 係 の 理 解 と は 検 査 者 が 質 問 を 読 み 上

げ 、そ の 正 し い 選 択 肢 を 絵 の 中 か ら 選 ぶ 課 題 で あ る（ Naglieri  ＆  Das，

1997）。 同 時 処 理 の 課 題 は 部 分 と 全 体 を 関 連 づ け て 考 え る 力 が 求 め ら れ

て お り 、 遂 行 中 に モ ニ タ リ ン グ や チ ェ ッ キ ン グ と い っ た 認 知 の 制 御 が 盛

ん に 働 く と 推 測 さ れ る 。 実 際 に 、 認 知 処 理 過 程 と 下 位 尺 度 の 相 関 関 係 を

算 出 し た と こ ろ 、 同 時 処 理 と 「 目 標 設 定 」（ r=.433， p<.01） 及 び 「 柔 軟

的 調 整 」（ r=.585，p<.01）と の 間 に 中 程 度 か ら 強 い 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。

先 行 研 究 （ 青 江 ， 2005;  川 口 ， 1999;  佐 藤 ， 1997） に お い て も 、 学 習

障 害 児 と ア ス ペ ル ガ ー 症 児 に 対 す る 同 時 処 理 の 指 導 が 、 モ ニ タ リ ン グ や

チ ェ ッ キ ン グ の 心 的 過 程 の 形 成 に 有 効 で あ る と 指 摘 さ れ て い る 。従 っ て 、

知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 で 同 時 処 理 が 得 意 な 就 労 者 は 、 同 時 処 理 が 困 難

な 就 労 者 に 比 べ 、メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 頻 度 が 高 い と 推 測 さ れ る 。ま た 、

先 行 研 究 に お い て は（ 佐 藤 ，2004）、メ タ 認 知 的 方 略 は 行 動・環 境 の 調 整
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方 略 の 使 用 を 調 整 す る 機 能 を も つ と 指 摘 さ れ て い る 。 つ ま り 、 知 的 障 害

MA８ 歳 未 満 群 で 同 時 処 理 が 得 意 な 就 労 者 は 、 同 時 処 理 が 困 難 な 就 労 者

に 比 べ 、 メ タ 認 知 的 方 略 を 介 し て 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 頻 度 も 高

い と 推 測 さ れ る 。 以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 の 就 労 に お

け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に お い て 、 同 時 処 理 と い う 認 知 処 理 過 程 が よ り

強 く 影 響 し て い る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  

MA８ 歳 以 上 の 対 象 者 で は 、 プ ラ ン ニ ン グ が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を

有 意 に 予 測 し て い た 。 プ ラ ン ニ ン グ の 下 位 検 査 と し て 数 の 対 探 し と 文 字

の 変 換 を 実 施 し た 。 数 の 対 探 し と は 、 一 つ の 行 に 並 ん で い る 数 字 の 中 か

ら ２ つ の 同 じ 数 字 を 見 つ け る 課 題 で あ り 、 文 字 の 変 換 と は 文 字 を 決 め ら

れ た 符 号 に 置 き 換 え る 課 題 で あ る（ Naglieri  ＆  Das，1997）。プ ラ ン ニ

ン グ の 課 題 で 高 得 点 を 示 し た 就 労 者 は そ う で は な い 人 に 比 べ 、 課 題 遂 行

時 に 方 略 を 用 い 、課 題 終 了 時 に そ の 方 略 に 関 し て 正 確 に 報 告 で き て い た 。

例 え ば 、「 問 題 を ど の よ う に や っ た か 教 え て く だ さ い 」と い う 質 問 に 対 し

て 、「 最 初 に 数 字 の ３ 桁 （ 或 い は ２ 桁 ） を 見 ま し た 」「 文 字 は 行 （ 列 ） ご

と に 変 換 し ま し た 」「 見 本 或 い は 変 換 し た も の を 見 ま し た 」な ど 、正 し く

報 告 す る 場 面 が 見 ら れ た 。 先 行 研 究 （ 高 良 ・ 今 塩 ， 2003） で は 、 自 己 教

示 が 知 的 障 害 児 の メ タ 認 知 的 な 活 動 の 増 加 を 促 す と 指 摘 さ れ て い る 。 言

い 換 え れ ば 、 課 題 に 用 い た 方 略 に 関 し て 正 し く 報 告 で き て い る 就 労 者 の

ほ う が 、よ り メ タ 認 知 的 な 活 動 を 行 っ て い る こ と が 推 測 さ れ る 。実 際 に 、

プ ラ ン ニ ン グ と メ タ 認 知 的 方 略 で あ る 「 目 標 設 定 」（ r=.541， p<.01） 及

び 「 柔 軟 的 調 整 」（ r=.360， p<.05） と の 間 に 正 の 相 関 が 示 さ れ た 。 先 行

研 究（ Szepkouski，Gauvain，＆  Carberry，1994;  田 坂・隲 田 ，1997）

に お い て も 、 プ ラ ン ニ ン グ と メ タ 認 知 的 な 活 動 と の 関 連 が 指 摘 さ れ て お

り 、 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 で プ ラ ン ニ ン グ が 得 意 な 就 労 者 は 、 プ ラ ン

ニ ン グ が 困 難 な 就 労 者 に 比 べ 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 頻 度 が 高 い と 推 測



171 

さ れ る 。  

一 方 、MA８ 歳 以 上 の 対 象 者 で は 、注 意 が 行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 使 用

を 有 意 に 予 測 し て い た 。注 意 に つ い て 、「 個 人 が 一 定 時 間 例 示 さ れ た 競 合

す る 刺 激 に 対 す る 反 応 を 抑 制 す る 一 方 で 、 特 定 の 刺 激 に 対 し て 選 択 的 に

注 意 を 向 け る 心 的 過 程 」 で あ る と 定 義 さ れ て い る 。 表 出 の 制 御 課 題 で は

反 応 抑 制 が 、 数 字 探 し 課 題 で は 選 択 的 注 意 が 測 定 さ れ て い る （ Naglieri  

＆  Das， 1997）。 具 体 的 に 、 認 知 処 理 過 程 と 下 位 尺 度 の 相 関 関 係 を 算 出

し た と こ ろ 、 注 意 と 「 作 業 方 略 」（ r=.430， p<.01） の 間 に 中 程 度 の 正 の

相 関 が 示 さ れ た も の の 、注 意 と「 援 助 要 請 」の 間 、注 意 と「 環 境 の 管 理 」

の 間 に 有 意 な 相 関 は な か っ た 。「 作 業 方 略 」と は 、作 業 そ の も の に 直 接 的

に 働 き か け て 作 業 遂 行 を 促 す 方 略 で あ る 。 作 業 を 行 う う え で 、 注 意 が 関

わ っ て い る と い う 結 果 は 妥 当 で あ ろ う 。 す な わ ち 、 作 業 以 外 へ の 刺 激 を

抑 制 し 、 作 業 に 注 意 を 向 け な い と 「 作 業 方 略 」 を 取 り 入 れ な い と 思 わ れ

る 。 従 っ て 、 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 で 、 注 意 の 持 続 が 良 い 就 労 者 は 、

注 意 の 持 続 が 困 難 な 就 労 者 に 比 べ 、「 作 業 方 略 」の 使 用 レ ベ ル が 高 い と 推

測 さ れ る 。   

ま た 、MA８ 歳 を 基 準 に 、就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 説 明 す る 認 知 処

理 過 程 が 異 な る 背 景 に は 、 高 次 認 知 機 能 で あ る プ ラ ン ニ ン グ の 発 達 が 関

係 し て い る と 思 わ れ る 。 Piaget（ 1970） は 前 操 作 期 （ 2 歳 ～ 7 歳 ） に あ

た る 子 供 は 、 具 体 的 に 理 解 で き る 事 物 等 が 対 象 の 場 合 で あ っ て も 、 論 理

的 に 考 え る こ と は で き な い と 示 し て い る 。長 島 ・ 寺 田（ 1977）は 思 考 過

程 の 意 識 化 や プ ラ ン ニ ン グ が 見 ら れ る ９ 、10 歳 を 、発 達 の 質 的 転 換 期 と

し て い る 。2002 年 に 標 準 化 さ れ た 新 版 K 式 発 達 検 査 に お い て も 、「 財 布

探 し 」課 題（ 計 画 性 を も っ た 探 し 方 を 行 う ）の 通 過 年 齢 は ９ 、10 歳 と な

っ て い る 。 こ れ ら の 結 果 は 、 思 考 過 程 を 意 識 化 し て 最 適 な 方 略 を 検 索 す

る こ と や 、 目 的 に 応 じ た 効 率 的 な プ ラ ン ニ ン グ を 行 う こ と が 、 ９ 歳 頃 に
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可 能 に な る 可 能 性 を 示 唆 し て い る 。 ま た 、 そ れ ら の 変 化 に は 言 葉 の 面 で

内 言 の 成 立 が 関 与 し て い る と い う 指 摘 も あ る （ 岡 本 ， 1985）。  

先 行 研 究（ 佐 藤 ，1998;  渡 邊 ，2008）で は 、MA８ 歳 の 知 的 障 害 児 は 、

構 造 化 さ れ て い な い 問 題 に お い て 局 所 的 プ ラ ン ニ ン グ を 行 う 傾 向 が あ る

も の の 、 MA５ 歳 児 は 課 題 の 教 示 内 容 を 理 解 す る こ と に 制 約 が あ る と 指

摘 さ れ て い る 。 ま た 、 本 研 究 で は 、 実 際 の 検 査 課 題 で MA５ 、 ６ 歳 の 知

的 障 害 者 は 、 検 査 者 か ら 教 示 を 受 け た 際 に 、 課 題 遂 行 前 に 全 体 を 見 渡 し

た り 、 数 字 個 々 を 確 認 し た り と い っ た 探 索 行 動 を 示 さ ず 、 す ぐ 課 題 に 取

り 組 み 始 め る 者 が 多 か っ た 。 探 索 行 動 は プ ラ ン ニ ン グ の 際 に 有 用 な 情 報

を 収 集 す る 高 次 ス キ ル で あ り 、MA５ 、６ 歳 の 知 的 障 害 者 で は そ の 利 用 に

困 難 が あ る と 言 え る 。以 上 の こ と か ら 、MA８ 歳 未 満 の 対 象 者 は プ ラ ン ニ

ン グ の 発 達 が 不 十 分 で あ る た め 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と の 関 連 が

示 さ れ な か っ た 可 能 性 が 推 測 さ れ る 。  

 

２ ． メ タ 認 知 的 方 略 の 支 援 へ の 示 唆  

本 研 究 で は 、 認 知 処 理 過 程 の 観 点 か ら 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自

己 調 整 方 略 の 使 用 の 難 し さ を 検 討 し た 。 そ の 結 果 か ら 、 メ タ 認 知 的 方 略

を 支 援 す る 際 に 、 知 的 障 害 者 の 個 々 の 認 知 処 理 過 程 の 特 性 を 踏 ま え る 必

要 性 が 示 唆 さ れ た 。MA８ 歳 以 上 の 知 的 障 害 者 の 中 で 、プ ラ ン ニ ン グ が 低

い 就 労 者 に 対 し て 、先 行 研 究 の 知 見（ 高 良・今 塩 ，2003）を 踏 ま え れ ば 、

自 己 教 示 法 な ど の 言 語 化 が 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に 有 効 で あ る 可 能 性 が 示

唆 さ れ る 。 例 え ば 、 日 常 の 作 業 の 遂 行 過 程 に お い て 、 作 業 目 標 を 立 て る

だ け で は な く 、 目 標 を 達 成 す る た め に ど の よ う な 方 略 を 用 い る の か 、 そ

の 方 略 を 用 い て ど う だ っ た か な ど 、 言 葉 で 説 明 す る 振 り 返 り の 機 会 が 求

め ら れ る と 言 え よ う 。一 方 で 、MA８ 歳 未 満 の 知 的 障 害 者 に 対 し て は 、上

記 の 支 援 だ け で は 不 十 分 で あ る 。特 に 、同 時 処 理 が 低 い 就 労 者 に 対 し て 、
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ま ず メ タ 認 知 的 方 略 の 部 分 と 全 体 と の 理 解 を 促 す 支 援 が 必 要 で あ る 。 例

え ば 、 メ タ 認 知 的 方 略 を 構 成 す る ２ つ の 下 位 方 略 へ の 支 援 、 個 々 の 方 略

を 細 か い ス テ ッ プ に 分 け た 支 援 な ど 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 構 成 要 素 を 分 節

化 す る ア プ ロ ー チ が 必 要 で あ ろ う 。 ま た 、 チ ェ ッ ク シ ー ト な ど 視 覚 的 な

補 助 を 用 い た ほ う が 理 解 を 促 す 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 特 に 、 知 的 障 害 者

は 基 本 的 に ワ ー キ ン グ メ モ リ の 容 量 が 限 ら れ て い る た め 、 作 業 に 正 確 に

取 り 組 ん で い る か な ど に つ い て 、 活 動 後 に す ぐ 振 り 返 る と 効 果 的 で あ ろ

う 。  

 

Ⅴ． ま と め  

 研 究 ５ で は 知 的 障 害 者 の プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 、 注 意 、 継 次 処 理 と

い っ た 認 知 処 理 過 程 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ す 影 響 を

検 討 し た 。 そ の 結 果 、 以 下 の 点 が 明 確 に な っ た 。 認 知 処 理 過 程 の 評 価 に

は 、 PASS 理 論 に 基 づ く DN-CAS を 用 い た 。  

 

１ ． 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 で は 、 同 時 処 理 は メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を

有 意 に 予 測 し て お り 、説 明 率 は 28％ で あ っ た 。ま た 、同 様 に 同 時 処 理 は

行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 有 意 に 予 測 し て お り 、説 明 率 は 28％ で あ

っ た 。  

 

２ ． 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上 群 に お い て ， プ ラ ン ニ ン グ は メ タ 認 知 的 方 略

の 使 用 を 有 意 に 予 測 し て お り 、説 明 率 は 22％ で あ っ た 。ま た 、注 意 は 行

動・環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 有 意 に 予 測 し て お り 、説 明 率 は 11％ で あ っ

た 。  
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第 ４ 節  第 4 章 の ま と め  

研 究 ２ で は 、 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 対 す る 支 援 が 知 的

障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ す 影 響 を 調 べ た 。 そ の

結 果 、 支 援 員 の 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 す る 支 援 が 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け

る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か に な っ た 。 従 っ て 、

知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に お い て は 、「 柔 軟 的 調 整 」

と い う メ タ 認 知 的 方 略 へ の 支 援 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て お り 、 メ タ 認 知

的 方 略 を 促 す 支 援 法 の 検 討 が 示 唆 さ れ た 。  

研 究 ３ で は 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

使 用 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は

「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 に 負 の 影 響 を 及 ぼ し て い た の に 対 し て 、

マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 に 正 の 影 響 を 及 ぼ

し て い た 。 従 っ て 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 支 援 の 在 り 方 を 考 え る 際 に 、 知 的

障 害 者 の 個 々 の 目 標 志 向 性 の 特 性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

研 究 ４ で は 、 知 的 障 害 者 の プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 と 継 次 処 理 、 注 意

と い っ た 認 知 処 理 過 程 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ す 影 響

を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い て は 、 同 時 処 理

が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 に 影 響 す る の に 対 し て 、 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上

群 に お い て は 、 プ ラ ン ニ ン グ が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ す こ

と が 明 ら か に な っ た 。 従 っ て 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 支 援 の 在 り 方 を 考 え る

際 に 、 知 的 障 害 者 の 個 々 の 認 知 処 理 過 程 の 特 性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示 唆

さ れ た 。  
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第５章  

 

総合的考察  

 

 

 

 

 

 第 ５ 章 で は 、 本 研 究 を ま と め 、 仮 説 モ デ ル を 構 成 す る 。 加 え て 、 本 研

究 の 意 義 と 今 後 の 課 題 に つ い て 述 べ る 。 具 体 的 に 、 第 １ 節 で 、 知 的 障 害

者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 と 機 能 の 検 討 、 就 労 に お け る 自 己

調 整 方 略 を 規 定 す る 要 因 の 検 討 に つ い て 、 得 ら れ た 結 果 を ま と め る 。 第

２ 節 で は 、 こ れ ら の 結 果 に よ っ て 示 さ れ た 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自

己 調 整 方 略 の モ デ ル を 構 成 す る 。 第 ３ 節 で は 、 本 研 究 の 知 的 障 害 者 に お

け る 学 問 上 の 貢 献 と 就 労 支 援 に お け る 実 践 上 の 貢 献 に つ い て 述 べ る 。 第

４ 節 で は 、 本 研 究 の 限 界 と 研 究 上 の 課 題 に つ い て 述 べ る 。  
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第 １ 節  本 研 究 の ま と め  

 

１ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 と そ の 機 能 の 検 討  

 本 研 究 で は 、 Zimmerman and Martinez-Pons.（ 1992） と 佐 藤 ・ 新 井

（ 1998）の 学 習 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 概 念 を 踏 ま え 、知 的 障 害

者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方

略 の ２ 領 域 か ら 捉 え 、「 仕 事 を 効 率 よ く 行 う た め に 、作 業 に 関 わ る 方 略 の

理 解 ・ 選 択 ・ 使 用 を 就 労 者 自 身 が 調 整 し 進 め て い く 能 力 」 と 定 義 し た 。  

 研 究 １ で は 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 定 義 に 基 づ き 、 自 己 調 整 方

略 の メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動・環 境 の 調 整 方 略 と い う ２ 領 域 に 焦 点 を あ て 、

ま ず 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 を 検 討 し た 。 そ の 結

果 、 メ タ 認 知 的 方 略 と し て 、 作 業 の 遂 行 を モ ニ タ リ ン グ し た り 、 振 り 返

っ た り す る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す 「 柔 軟 的 調 整 」 方 略 、 自 分 に 合

わ せ て 作 業 目 標 を 設 定 す る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す 「 目 標 設 定 」 方

略 と い う 2 つ の 因 子 が 確 認 さ れ た 。 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 と し て 、 作 業

そ の も の に 直 接 的 に 働 き か け る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す「 作 業 方 略 」、

他 者 か ら 助 け を 求 め て 作 業 遂 行 を 促 す 「 援 助 要 請 」 方 略 、 自 分 自 身 の 身

の 回 り を 管 理 す る こ と に よ っ て 作 業 遂 行 を 促 す 「 環 境 の 管 理 」 方 略 と い

う ３ つ の 因 子 が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 内 部 一 貫 性 と 再 検 査 信 頼 性 を 検 討 し

た 結 果 、 高 い 信 頼 性 が 確 認 さ れ た 。  

次 に 、 研 究 １ で は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 特 徴 に つ

い て 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 と の 比 較 を 通 し て 明 ら か に し た 。 そ の

結 果 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 「 柔 軟 的 調 整 」 が 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害

者 よ り も 高 か っ た 。行 動・環 境 の 調 整 方 略 の「 援 助 要 請 」と「 作 業 方 略 」

及 び 「 環 境 の 管 理 」 が 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 よ り も 高 か っ た 。

ま た 、 知 的 障 害 者 の 療 育 手 帳 と 教 育 歴 に よ る 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略



177 

の 差 異 が 示 さ れ た 。 ５ つ の 下 位 尺 度 の す べ て に お い て 、 中 度 知 的 障 害 者

に 比 べ 、 軽 度 知 的 障 害 者 の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。「 目 標 設 定 」「 柔 軟 的

調 整 」「 援 助 要 請 」「 環 境 の 管 理 」 に お い て 、 普 通 科 卒 業 者 に 比 べ 、 職 業

学 科 卒 業 者 の 得 点 が 有 意 に 高 か っ た 。 従 っ て 、 知 的 障 害 者 の 障 害 種 別 、

知 的 発 達 、 学 習 機 会 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ す

可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。 今 後 、 障 害 種 別 に 分 け て 、 具 体 的 な 知 能 検 査 や 支

援 内 容 な ど を 用 い 、 詳 細 に 検 討 し て い く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

さ ら に 、 研 究 １ で は 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 因 果

関 係 を 踏 ま え て 、 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 及 ぼ す 影 響 を 調 べ た 。 そ の 結

果 、「 柔 軟 的 調 整 」は 全 て の 行 動・環 境 の 調 整 方 略 に 対 し て 、「 目 標 設 定 」

は 「 作 業 方 略 」 に 対 し て 、 そ れ ぞ れ 有 意 な パ ス を 示 し た 。 従 っ て 、 メ タ

認 知 的 方 略 は 行 動・環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。

ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 に つ い

て 、「 目 標 設 定 」と「 作 業 方 略 」は 直 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響

す る ば か り で は な く 、「 目 標 設 定 」と「 柔 軟 的 調 整 」が「 作 業 方 略 」を 介

し て 、間 接 的 に も 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。

以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス を 促 進 す る に あ た

っ て 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 重 要 性 が 実 証 さ れ た 。 今 後 、 就 労 に

お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に 有 用 な 示 唆 を 得 る た め 、 そ の 規 定 要 因 に つ

い て 検 証 し て い く 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

２ ． 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 規 定 要 因 の 検 討  

 研 究 ２ で は 、 支 援 員 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 対 す る 支 援 が 知 的

障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ す 影 響 を 調 べ た 。 そ の

結 果 、 支 援 員 の 「 柔 軟 的 調 整 」 に 対 す る 支 援 が 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け

る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。 従 っ て 、 知 的
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障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に お い て は 、「 柔 軟 的 調 整 」と

い う メ タ 認 知 的 方 略 へ の 支 援 が 重 要 な 役 割 を 果 た し て お り 、 メ タ 認 知 的

方 略 の 使 用 を 促 す 支 援 法 の 検 討 が 示 唆 さ れ た 。  

研 究 ３ で は 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

使 用 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は

「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 に 負 の 影 響 を 及 ぼ し て い た の に 対 し て 、

マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 目 標 設 定 」 と 「 柔 軟 的 調 整 」 に 正 の 影 響 を 及 ぼ

し て い た 。 ま た 、 目 標 志 向 性 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 関 連 に つ い て 、

パ フ ォ ー マ ン ス 目 標 志 向 性 は 「 援 助 要 請 」 に 正 の 影 響 を 及 ぼ し て お り 、

マ ス タ ー 目 標 志 向 性 は 「 作 業 方 略 」 と 「 環 境 の 管 理 」 に 正 の 影 響 を 及 ぼ

し て い た 。 従 っ て 、 支 援 法 を 考 え る 際 に 、 知 的 障 害 者 の 個 々 の 目 標 志 向

性 の 特 性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

研 究 ４ で は 、 知 的 障 害 者 の プ ラ ン ニ ン グ 、 同 時 処 理 、 注 意 、 継 次 処 理

と い っ た 認 知 処 理 過 程 が 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ す 影 響

を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い て は 、 同 時 処 理

が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 に 影 響 す る の に 対 し て 、 知 的 障 害 MA８ 歳 以 上

群 に お い て は 、 プ ラ ン ニ ン グ が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 に 影 響 す る こ と が

明 ら か に な っ た 。 ま た 、 知 的 障 害 MA８ 歳 未 満 群 に お い て は 、 同 時 処 理

が 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 す る の に 対 し て 、 知 的 障 害 MA８

歳 以 上 群 に お い て は 、 注 意 が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 に 影 響 す る こ と が 明

ら か に な っ た 。 従 っ て 、 支 援 の 方 法 を 考 え る 際 に 、 知 的 障 害 者 の 個 々 の

認 知 処 理 過 程 の 特 性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 者 の 作 業 活 動 に お い て 、 就 労 者 は 自 身 の 作

業 能 力 に 合 わ せ て 目 標 を 立 て て 作 業 を 行 い 、 作 業 中 や 作 業 後 に 自 身 の 達

成 状 況 を モ ニ タ リ ン グ し な が ら 、作 業 活 動 を 修 正 し て い く と い う よ う に 、

メ タ 認 知 を 働 か せ る こ と は 作 業 遂 行 に お い て 非 常 に 有 効 で あ り 、「 柔 軟 的



179 

調 整 」と い う メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る ト レ ー ニ ン グ の 意 義 が 示 唆 さ れ た 。  

実 際 の メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る ト レ ー ニ ン グ に お い て 、 支 援 員 は 知 的

障 害 者 の 個 々 の 認 知 処 理 過 程 と 目 標 志 向 性 の 特 性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示

唆 さ れ た 。 つ ま り 、 支 援 員 は 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 の メ タ 認 知 的 方 略 を

ト レ ー ニ ン グ す る 際 に 、 個 々 の 就 労 者 の 情 報 処 理 過 程 と 目 標 志 向 性 の 実

態 を 把 握 す る ア セ ス メ ン ト が 非 常 に 重 要 で あ る と 言 え る 。 ま た 、 支 援 員

は 指 示 を 出 し 、 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 が そ れ を 実 行 す る と い っ た 知 的 障

害 者 自 身 に 考 え さ せ る 機 会 を 与 え な い 環 境 で は 、 就 労 者 自 身 の 自 己 調 整

方 略 は 育 み に く い と 考 え ら れ る 。 支 援 員 は 就 労 者 の 自 己 調 整 方 略 の 支 援

に 対 す る 意 識 を 高 め 、 一 日 の 目 標 を 聞 い て 、 或 い は 書 か せ て 見 通 し を 持

た せ た り 、 目 標 を 達 成 す る た め に 計 画 を 立 た せ た り 、 作 業 中 や 作 業 後 に

振 り 返 り と 評 価 を さ せ た り な ど 、日 々 の 作 業 活 動 の 中 で 、常 に 意 識 し て 、

働 き か け て い く 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。  
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第 ２ 節  知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の モ デ ル 構 成  

 

 研 究 １ ～ 研 究 ４ に よ っ て 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の

特 徴 、 機 能 、 規 定 要 因 が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ら に よ っ て 示 さ れ た 研 究

の 成 果 か ら 、 以 下 の 仮 説 的 モ デ ル を 提 唱 で き る と 言 え よ う （ Fig.1）。  

 ま ず 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 間 の 関 係 に つ い て 、 メ

タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 間 に は 、 相 関 的 な 関 係 と い う よ

り も 、 メ タ 認 知 的 方 略 は 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る こ と が

示 唆 さ れ た 。  

 ま た 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 が 直 接 的 か つ メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を

介 し て 間 接 的 に 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 の 使 用 に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら

か に な っ た 。 一 方 、 知 的 障 害 者 の 同 時 処 理 や プ ラ ン ニ ン グ と い っ た 認 知

処 理 過 程 が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 に 強 い 影 響 を 与 え る こ と が 明 ら か に な

っ た 。  

 さ ら に 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 関 係 に

つ い て 、 行 動 ・ 環 境 の 調 整 方 略 は 直 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響

す る ば か り で は な く 、メ タ 認 知 的 方 略 が 行 動・環 境 の 調 整 方 略 を 介 し て 、

間 接 的 に も 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  

以 上 の こ と か ら 、 知 的 障 害 者 の 目 標 志 向 性 と 認 知 処 理 過 程 と い っ た 個

人 内 要 因 が メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を 規 定 し 、 メ タ 認 知 的 方 略 が 行 動 ・ 環

境 の 調 整 方 略 を 介 し て 、 間 接 的 に 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス に 影 響 す る と い

う 因 果 モ デ ル の 可 能 性 が 示 唆 さ れ る 。  

 上 記 の 仮 定 モ デ ル は 、 目 標 志 向 性 や 認 知 処 理 過 程 と い っ た 個 人 内 要 因

か ら 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス ま で の 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 の 心 理 的 プ ロ セ

ス に 関 す る 詳 細 な 知 見 を も た ら す も の と 言 え よ う 。 す な わ ち 、 知 的 障 害

者 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ ン ス の 低 さ の 背 景 に は 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 課 題 が
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大 き く 、 更 に そ の 根 底 に は 、 内 発 的 動 機 づ け と 認 知 処 理 過 程 の 課 題 が あ

る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 こ こ で 得 ら れ た 知 的 障 害 の あ る 就 労 者 の 心 理 的

プ ロ セ ス に 関 す る 詳 細 な 知 見 は 、 福 祉 就 労 の 場 で 働 く 知 的 障 害 者 に 対 し

て 就 労 支 援 を 考 案 す る 際 に 、 重 要 な 手 が か り に な る と 考 え ら れ る 。  

こ の 仮 定 モ デ ル は 統 計 学 的 に 実 証 さ れ て い な い た め 、 今 後 、 更 な る デ

ー タ の 構 築 に 基 づ き 、 よ り 精 緻 化 し た モ デ ル が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1  知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 仮 説 モ デ ル  
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第 ３ 節  本 研 究 の 貢 献  

 

１ ． 学 問 上 の 貢 献  

第 １ に 、 本 研 究 の 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 構 造 は 、

健 常 児 者 の 自 己 調 整 方 略 の 枠 組 と 概 ね 対 応 す る 形 で 分 類 さ れ た こ と が 、

社 会 的 認 知 理 論 の 自 己 調 整 学 習 モ デ ル の 概 念 を 支 持 す る 結 果 で あ る と 言

え る 。 自 己 調 整 方 略 と は 、 情 報 を 符 号 化 し 、 課 題 を 遂 行 す る の を 助 け る

体 系 的 な プ ラ ン の こ と を 意 味 し 、 具 体 的 に 「 メ タ 認 知 の 調 整 」 と 「 行 動

の 調 整 」 及 び 「 環 境 の 調 整 」 の 3 領 域 か ら 構 成 さ れ る と 考 え ら れ る

（ Zimmerman & Martinez-Pons，1992; Pintrich，2004）。本 研 究 に

お け る 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 も 、 メ タ 認 知 的 方 略 と 行 動 ・ 環 境 の 調

整 方 略 か ら 構 成 さ れ 、 健 常 児 者 の 自 己 調 整 方 略 と 概 ね 対 応 し た ５ つ の 下

位 方 略 が 抽 出 さ れ た 。 以 上 よ り 、 構 成 概 念 の 妥 当 性 が 支 持 さ れ た と 言 え

よ う 。  

第 ２ に 、 こ れ ま で の 知 的 障 害 児 者 の 自 己 調 整 の 研 究 で は 、 成 人 期 に 対

す る 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 研 究 は な か っ た 。 ま た 、 自 己 調

整 と 知 能 と の 関 連 は 多 く 指 摘 さ れ て い る も の の 、動 機 づ け と い う「 自 己 」

に 関 わ る 側 面 と 自 己 調 整 の 関 連 を 検 討 し た 研 究 は 少 な か っ た 。 特 に 、 動

機 づ け と 知 能 を 包 括 的 に 捉 え て 、 自 己 調 整 方 略 に 及 ぼ す 影 響 力 に つ い て

調 べ た 研 究 は 見 ら れ な か っ た 。 従 っ て 、 本 研 究 で 個 人 内 要 因 と し て 動 機

づ け と 知 能 の 両 方 を 取 り 上 げ 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に 及 ぼ

す 影 響 を 実 証 で き た こ と の 意 義 は 大 き い と 考 え る 。 ま た 、 Fig.1 の よ う

な 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 仮 定 モ デ ル を 示 す こ と が で

き た こ と は 、 今 後 の 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 研 究 と そ の 実 践 的 な 展 開 に 一

定 の 貢 献 が で き た と 考 え る 。  
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２ ． 実 践 上 の 貢 献  

第 １ に 、 本 研 究 で 信 頼 性 が 確 認 さ れ た 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 尺

度 は 今 後 様 々 な 形 で 知 的 障 害 者 の 就 労 支 援 で 利 用 で き る と 思 わ れ る 。 例

え ば 、 支 援 員 は 個 々 の 就 労 者 の ５ つ の 自 己 調 整 方 略 の 実 態 を 把 握 し 、 方

略 ト レ ー ニ ン グ の 計 画 ・ 実 施 に 役 立 て る こ と は 可 能 で あ ろ う 。 ま た 、 実

際 の 方 略 ト レ ー ニ ン グ で 、 事 前 事 後 に タ ー ゲ ッ ト 方 略 を 含 む 下 位 尺 度 の

み を 実 施 す る こ と も 可 能 で あ ろ う 。  

第 ２ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 仕 事 の パ フ ォ ー マ

ン ス に 及 ぼ す 影 響 を 検 証 で き た こ と は 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支

援 の 普 及 に 貢 献 で き る だ ろ う 。  

第 ３ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 要

因 に つ い て 、 支 援 員 の 支 援 と 個 人 内 要 因 を 明 ら か に で き た こ と は 、 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 を 支 援 す る 方 法 に つ い て 示 し た も の で あ り 、 就 労

場 面 で の 効 果 的 な 支 援 に つ な が る だ ろ う 。  

ま た 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に は 「 柔 軟 的 調 整 」 と い う メ

タ 認 知 的 方 略 の 支 援 が 重 要 な 役 割 を 担 っ て お り 、 メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す

る ト レ ー ニ ン グ の 意 義 が 示 さ れ た 。 実 際 の メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る ト レ

ー ニ ン グ に お い て 、 知 的 障 害 者 の 個 々 の 認 知 処 理 過 程 と 目 標 志 向 性 の 特

性 を 踏 ま え る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  
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第 ４ 節  今 後 の 課 題  

 

第 １ に 、 本 研 究 で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 し

て 一 連 の 調 査 研 究 及 び 実 験 研 究 を 行 い 、 そ の 機 能 と 規 定 要 因 に つ い て 一

定 の 成 果 が 示 さ れ た が 、 実 践 の 場 へ 還 元 す る こ と は で き な か っ た 。 就 労

に お け る 自 己 調 整 方 略 の 使 用 に は 「 柔 軟 的 調 整 」 と い う メ タ 認 知 的 方 略

の 支 援 が 重 要 な 役 割 を 担 っ て お り 、 メ タ 認 知 的 方 略 に 対 す る ト レ ー ニ ン

グ の 意 義 が 示 さ れ た 。 ま た 、 メ タ 認 知 的 方 略 の 使 用 を 規 定 す る 要 因 に つ

い て も 明 ら か に な っ た 。 今 後 、 こ こ で 得 ら れ た 知 見 を よ り 一 層 成 人 期 知

的 障 害 者 の 就 労 支 援 へ と 生 か し て い く た め に 、 本 研 究 の 知 見 を 基 に し た

実 践 研 究 が 求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。  

第 ２ に 、 本 研 究 の 対 象 者 は 就 労 継 続 支 援 や 就 労 移 行 支 援 と い っ た 福 祉

就 労 を し て い る 知 的 障 害 者 の み に と ど ま っ て い る 。 つ ま り 、 こ こ で 得 ら

れ た 知 見 を 、 特 例 子 会 社 な ど 一 般 就 労 を し て い る 知 的 障 害 者 ま で 一 般 化

す る こ と に は 限 界 が あ る と 言 え る 。 今 後 、 特 例 子 会 社 や 一 般 会 社 で 働 く

知 的 障 害 者 を 対 象 に 、 こ こ で 得 ら れ た 知 的 障 害 者 の 心 理 的 プ ロ セ ス に つ

い て 再 現 で き る か を 含 め 、 検 証 す る 必 要 が あ る だ ろ う 。  

第 ３ に 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の モ デ ル の 精 緻 化 が

挙 げ ら れ る 。 本 研 究 で は 、 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 規

定 す る 要 因 に つ い て 、 動 機 づ け 、 知 能 、 支 援 員 に よ る 支 援 を 取 り 上 げ 、

個 々 に 検 討 し た 。 今 後 、 サ ン プ ル 数 を 増 や し て 、 多 変 量 解 析 の パ ス 解 析

を 用 い て 、こ の 仮 定 モ デ ル を 実 証 的 に 検 証 す る 必 要 性 が あ る と 思 わ れ る 。 

第 ４ に 、 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者 の ほ う が 、 知 的 障 害 者 に 比 べ 、

自 己 調 整 方 略 の 使 用 が よ り 困 難 で あ っ た 。 自 閉 症 を 併 せ も つ 知 的 障 害 者

に 対 し て 、 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に つ い て 基 礎 的 ・ 実 証 的 な 研 究 が

求 め ら れ て い る と 言 え よ う 。  
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第 ５ に 、本 研 究 は 軽 度 知 的 障 害 者 と 中 度 知 的 障 害 者 を 対 象 に 実 施 さ れ 、

重 度 知 的 障 害 者 、 或 い は 最 重 度 知 的 障 害 者 の 自 己 調 整 方 略 に つ い て 検 討

す る こ と は で き な か っ た 。 今 後 、 知 的 障 害 の 程 度 が 重 い 障 害 者 の 自 己 調

整 に つ い て 、 ま た そ の 研 究 方 法 も 含 め て 検 討 す る こ と は 、 大 き な 課 題 で

あ る と 言 え よ う 。  
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資 料 ２ ： 調 査 用 紙 『 知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 調

査 』  

＊ 特 例 子 会 社 な ど の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 以 外 の 機 関 へ 依 頼 す る 時 、
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成 人 期 の 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者 へ の 就 労 に お け る 自 己 調 整 に  

関 わ る 行 動 質 問 紙  

  

お 忙 し い 中 、 調 査 に ご 協 力 く だ さ い ま し て 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま

す 。  

 こ の 調 査 は 成 人 期 知 的 障 害 者 （ 軽 ・ 中 度 ） の 自 己 調 整 を 検 討 す る 上 で

の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。 貴 事 業 所 で の 成 人 期 知 的

障 害 者 の 様 子 に つ い て お 伺 い さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 貴 事 業 所

に 関 す る 基 本 情 報 と 利 用 者 の 職 場 で の 自 己 調 整 に 関 わ る 行 動 に つ い て ご

記 入 を お 願 い 致 し ま す 。  

 

＊ 調 査 項 目 に 対 し て 、 あ て は ま る も の に 〇 を つ け る か 、 ご 記 入 を お 願 い

い た し ま す 。  

＊ 回 答 結 果 は コ ン ピ ュ ー タ で 一 括 処 理 さ れ ま す の で 、 個 々 の 回 答 内 容 が

取 り 上 げ ら れ た り 、 他 に 知 ら れ た り す る こ と は あ り ま せ ん 。 ま た 、 貴 事

業 所 名 や 特 定 の 職 員 の 方 、 関 係 す る 方 々 に 関 す る 情 報 は 一 切 公 表 致 し ま

せ ん 。 プ ラ イ バ シ ー は 厳 守 致 し ま す 。  

＊ 現 在 の 貴 事 業 所 の 実 態 と 利 用 者 の 状 況 を 踏 ま え 、 以 下 の 質 問 に お 答 え

く だ さ い 。  

 

＊ 「 成 人 期 」 と は 18 歳 以 上 の 方 を 指 し て い ま す 。  

＊ 「 知 的 障 害 」 と は 知 的 障 害 の 診 断 を 医 療 機 関 に お い て 受 け た 、 或 い は

療 育 手 帳 を 所 持 し て い る 方 （ 知 的 発 達 に 遅 れ の あ る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム

障 害 、 ダ ウ ン 症 な ど も 含 み ま す ） を 指 し て い ま す 。  

＊ 「 就 労 に お け る 自 己 調 整 」 と は 「 仕 事 を 効 率 よ く 行 う た め に 、 作 業 に

関 わ る 方 略 の 理 解 ・ 選 択 ・ 使 用 を 就 労 者 自 身 が 調 整 し て す す め て い く 能

力 」 の こ と で あ り 、 具 体 的 に 、 目 標 設 定 、 作 業 方 略 、 環 境 の 調 整 、 時 間

の 管 理 、 援 助 要 請 、 自 己 評 価 の ６ つ か ら 構 成 さ れ る と 考 え て い ま す 。  

 

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 名 ：                             

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 又 は ご 担 当 者 の メ ー ル ア ド レ ス ：                

回 答 者 の 職 員 ・ 担 当 部 署 ：                              

回 答 者 の 職 歴 ・ 担 当 年 数 ：                              

 

 

 

資 料 １  
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Ⅰ． 貴 事 業 所 の 基 本 情 報 に 関 す る 調 査  

 

問 １ ． 貴 事 業 所 の 運 営 主 体 は ど こ に な り ま す か （ あ て は ま る も の に 一 つ

〇 ）。  

１ ． 社 会 福 祉 法 人      ２ ． 医 療 法 人        ３ ． 財 団 法 人     

４ ． 特 定 非 営 利 法 人     ５ ． 社 団 法 人       ６ ． 地 方 自 治 体     

７ ． 株 式 会 社      ８ ． そ の 他 （        ）  

 

問 ２ ． 貴 事 業 所 の 事 業 形 態 を お 答 え く だ さ い 。 ま た 、 定 員 数 を お 答 え く

だ さ い 。  

定 員 数  

１ ． 自 立 訓 練                          名  

２ ． 就 労 移 行 支 援                        名  

３ ． 就 労 継 続 支 援 （ A 型 ）                    名  

４ ． 就 労 継 続 支 援 （ B 型 ）                    名  

５ ． 共 同 生 活 援 助 （ グ ル ー プ ホ ー ム ）               名  

６ ． そ の 他 （ 詳 細 ：          ）             名  

 

問 ３ ． 貴 事 業 所 の 利 用 者 の 主 た る 障 害 は 何 で す か （ あ て は ま る も の に 全

て 〇 ）。  

１ ． 知 的 障 害      ２ ． 身 体 障 害         ３ ． 精 神 障 害   

４ ． そ の 他 （       ）  

 

問 ４ ． 貴 事 業 所 の 知 的 障 害 者 は 、 全 体 で 何 名 い ま す か （ あ て は ま る も の

に 〇 を つ け 、 人 数 を お 答 え く だ さ い ）。  

１ ．10 名 以 下（     名 ）       ２ ．10 名 ～ 20 名（     名 ） 

３ ．20 名 ～ 30 名（     名 ）      ４ ．30 名 ～ 40 名（     名 ） 

５ ．40 名 ～ 50 名（     名 ）       ６ ．50 名 以 上（     名 ） 

 

問 ５ ． 貴 事 業 所 の 知 的 障 害 者 の 療 育 手 帳 の 区 分 に つ い て 、 区 分 ご と に 人

数 を お 答 え く だ さ い 。  

A１（ １ 度 ）（     名 ）           A2（ ２ 度 ）（     名 ） 

B1（ ３ 度 ）（     名 ）            B2（ ４ 度 ）（     名 ） 

A（       名 ）   B（       名 ）   C（       名 ） 

そ の 他 （       名 ）  
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問 ６ ． 貴 事 業 所 の 知 的 障 害 者 の 生 活 年 齢 に つ い て 、 年 齢 層 ご と に 人 数 を

お 答 え く だ さ い 。  

１ ．18 歳 ～ 20 歳（     名 ）      ２ ．21 歳 ～ 30 歳（     名 ） 

３ ．31 歳 ～ 40 歳（     名 ）     ４ ．41 歳 ～ 50 歳 代（     名 ） 

５ ． 51 歳 以 上 （     名 ）  

 

問 ７ ． 貴 事 業 所 が 授 産 活 動 を 実 施 し て い る 場 合 、 具 体 的 な 活 動 内 容 を 教

え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ． 利 用 者 （ 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者 ） の 職 場 で の 自 己 調 整 に 関 わ る 行 動 質

問 紙  

 

問 ８ ． 貴 事 業 所 の 知 的 障 害 者 （ 軽 ・ 中 度 ） の 状 況 を 踏 ま え 、 以 下 の 項 目

は 利 用 者 の 職 場 で の 自 己 調 整 を 測 定 す る 項 目 と し て あ な た は 適 切 だ と 思

い ま す か ？ 適 切 で あ る と 思 う 場 合 は １ に 、 適 切 で は な い と 思 う 場 合 は ２

に 〇 を つ け て く だ さ い 。 ま た 、 目 標 設 定 、 作 業 方 略 、 環 境 の 調 整 、 時 間

の 管 理 、 援 助 の 要 請 、 自 己 評 価 に お い て 、 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を 自 由 記

述 に て 教 え て く だ さ い 。  

＜ 記 入 方 法 ＞  

1＝ 適 切 で あ る  

2＝ 適 切 で は な い  

 

ⅰ． 目 標 設 定 に 関 わ る 行 動  

1．自 分 の 中 で 働 く 理 由・動 機 づ け が は っ き り し て い る か 、働 き た い と 思

っ て い る （ 以 下 の 4 つ か ら 適 切 と 思 う 項 目 に 〇 を つ け て く だ さ い ）  

①． ど ち ら か と 言 え ば 、 給 料 の た め 、 働 い て い る  

   １ ・ ２  

②． ど ち ら か と 言 え ば 、 仕 事 内 容 に 興 味 ・ 関 心 を 持 っ て い る                                           

１ ・ ２  
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③． ど ち ら か と 言 え ば 、 親 に 言 わ れ て い る た め 、 働 い て い る  

１ ・ ２  

④．ど ち ら か と 言 え ば 、社 会 的 な 役 割（ 人 の 役 に 立 ち た い ）を 理 解 し て 、

働 い て い る                                    

１ ・ ２  

2． 積 極 的 に 仕 事 に 取 り 組 め る             

 １ ・ ２                     

3． 分 担 し た 仕 事 を 最 後 ま で や り 遂 げ よ う と し て い る  

１ ・ ２              

4．仕 事 に お い て 、そ の 日 の 全 体 的 な 目 標 を 理 解 し て い る（ 例 え ば 、そ の

日 に 完 成 す べ き 仕 事 の 内 容 ・ 量 な ど ）   

１ ・ ２  

5． 自 分 に 合 わ せ て 、 一 日 の 作 業 目 標 が 立 て ら れ る        

１ ・ ２  

6．仕 事 に お い て 、自 分 な り の 中・長 期 的 な 目 標 を 持 っ て い る（ 例 え ば 、

将 来 的 に 資 格 を 取 得 し た い 、 或 は お 金 を 貯 め て 何 か に 使 い た い な ど ）                                

１ ・ ２  

7． 割 り 当 て ら れ た 仕 事 を 、 見 通 し を 持 っ て 完 成 で き る  

１ ・ ２             

上 記 の 内 容 以 外 に 職 場 で の 目 標 設 定 に お い て 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を 自

由 記 述 に て ３ つ 教 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ． 作 業 方 略 に 関 わ る 行 動  

8． 仕 事 を 開 始 す る 際 、 内 容 、 や り 方 を 理 解 し て か ら 取 り 組 む  

１ ・ ２          

9．仕 事 を 開 始 す る 際 、そ の 全 体 像 、完 成 版 を あ る 程 度 理 解 し て い る（ 例

え ば 、 ラ イ ン の 全 行 程 ・ 手 順 、 生 産 物 の 完 成 版 な ど ）  

１ ・ ２                      

10． 仕 事 の 内 容 を 正 し く 取 り 組 む こ と が で き る   

１ ・ ２               
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11． 仕 事 用 の 機 器 や 道 具 を 教 え ら え た 通 り に 正 し く 使 え る  

１ ・ ２           

12．職 場 の ル ー ル を 理 解 し て い る（ 例 え ば 、就 業 規 則 、連 絡・報 告 な ど ）                                          

１ ・ ２  

13． 期 待 さ れ て い る 速 度 で 作 業 を 進 め る こ と が で き る  

１ ・ ２             

14． 仕 事 中 に 、 や っ て い る こ と が 正 し く で き て い る か を 確 認 で き る  

１ ・ ２                                                   

15． 仕 事 の 内 容 や 順 序 の 変 更 に 対 処 で き る  

１ ・ ２  

16． 仕 事 中 、 大 切 な と こ ろ 、 ま た 指 示 さ れ た と こ ろ を 記 録 な ど の 方 法 を

用 い て 覚 え る こ と が で き る  

１ ・ ２                                                         

17． 仕 事 中 、 仕 事 内 容 に 集 中 す る よ う な 工 夫 が で き る  

１ ・ ２  

18． 仕 事 中 、 自 分 に 合 わ せ て 、 道 具 や 部 材 の 置 場 の 工 夫 が で き る        

１ ・ ２  

19． 職 場 で 、 効 率 よ く 動 く こ と が で き る  

１ ・ ２                 

20．仕 事 中 、う ま く い か な い 時 、自 分 に 合 わ せ た や り 方 (手 順 ）の 工 夫 が

で き る （ 例 え ば 、 数 や や り 方 、 内 容 を 忘 れ な い よ う に 声 を 出 し て 覚 え た

り 、 見 本 を 常 に そ ば に 置 い た り す る な ど ）  

１ ・ ２  

21． 仕 事 中 、 現 在 の 速 度 で 目 標 が 達 成 で き る か を 考 え 、 調 整 す る こ と が

で き る                                       

１ ・ ２  

上 記 の 内 容 以 外 に 職 場 で の 作 業 方 略 に お い て 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を 自

由 記 述 に て ３ つ 教 え て く だ さ い 。  
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Ⅲ． 環 境 の 調 整 に 関 わ る 行 動  

22． 出 勤 に 合 わ せ て 、 身 だ し な み （ 髭 剃 り 、 化 粧 、 服 装 ） を 整 え る こ と

が で き る   

１ ・ ２  

23． 出 勤 に 合 わ せ て 、 体 調 の 悪 さ に 気 づ く こ と が で き る  

１ ・ ２             

24． 職 場 で の 私 物 （ 作 業 服 な ど ） の 管 理 が で き る  

１ ・ ２                

25． 仕 事 す る 時 、 作 業 に 必 要 な 道 具 、 部 材 を す ぐ 使 え る よ う に 用 意 す る

こ と が で き る  

１ ・ ２  

26． 職 場 の 整 理 整 頓 が で き る  

１ ・ ２                        

27． 道 具 や 部 材 を 使 っ た 後 、 元 の 位 置 に 戻 す   

１ ・ ２                

28． 仕 事 の 後 、 作 業 場 の 後 片 付 け が で き る    

１ ・ ２                

29． 職 場 で の 担 当 職 員 の 変 更 に 対 処 で き る   

１ ・ ２                 

30． 仕 事 中 、 危 機 を 認 知 し 、 回 避 す る こ と が で き る  

１ ・ ２              

31． 休 憩 中 に 気 分 転 換 を し て 過 ご す こ と が で き る   

１ ・ ２  

             

上 記 の 内 容 以 外 に 職 場 で の 環 境 の 調 整 に お い て 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を

自 由 記 述 に て ３ つ 教 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

ⅳ． 援 助 の 要 請 に 関 わ る 行 動  

32． 仕 事 内 容 で 、 自 分 で で き る こ と が わ か っ て い る  

１ ・ ２              
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33． 仕 事 内 容 で 、 人 に 頼 む 必 要 の あ る こ と が わ か っ て い る  

１ ・ ２           

34． 仕 事 中 、 分 か ら な い こ と が あ っ た ら 、 同 僚 に 尋 ね る こ と が で き る  

１ ・ ２  

35． 仕 事 中 、 分 か ら な い こ と が あ っ た ら 、 支 援 員 に 聞 く こ と が で き る     

１ ・ ２  

36．仕 事 中 、必 要 に 応 じ て 自 分 か ら 同 僚 や 支 援 員 に 助 け を 求 め る こ と が

で き る （ 例 え ば 、 作 業 が 規 定 時 間 ま で 終 わ ら な い 場 合 な ど ）   

１ ・ ２                 

37． 職 場 で 、 対 人 関 係 に つ い て 悩 ん で い る 場 合 、 支 援 員 に 相 談 で き る     

１ ・ ２  

38．仕 事 中 、体 調 不 良 の 場 合（ 風 邪・腹 痛・頭 痛 な ど ）、訴 え る こ と が で

き る   

１ ・ ２  

39． 仕 事 内 容 に つ い て 悩 ん で い る 場 合 、 支 援 員 に 相 談 で き る  

１ ・ ２          

40． 生 活 の こ と で 悩 ん で い る 場 合 、 支 援 員 に 相 談 で き る   

１ ・ ２           

41． 医 者 に 自 分 の 健 康 や 症 状 に つ い て 相 談 で き る  

１ ・ ２               

42．自 分 の 抱 え て い る 悩 み に つ い て 、地 域 の 相 談 支 援 事 業 所 の 職 員 に 話

す こ と が で き る  

１ ・ ２  

上 記 の 内 容 以 外 に 職 場 で の 援 助 の 要 請 に お い て 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を

自 由 記 述 に て ３ つ 教 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ． 時 間 の 管 理 に 関 わ る 行 動  

43． 出 勤 時 間 に 合 わ せ て 生 活 リ ズ ム を 整 え る こ と が で き る （ 例 え ば 、 概

ね 決 ま っ た 時 間 に 朝 起 き し て 、 就 寝 し て い る ）   

１ ・ ２                       
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44． 一 日 の ス ケ ジ ュ ー ル を 把 握 し て い る （ 例 え ば 、 や る べ き こ と な ど ）   

１ ・ ２  

45． 一 日 の や る べ き こ と を 忘 れ な い よ う に 手 帳 を 付 け る こ と が で き る      

１ ・ ２  

46． 始 業 ・ 終 業 時 間 を 守 る こ と が で き る  

１ ・ ２                   

47． 外 出 に お い て 、 ス ケ ジ ュ ー ル が 立 て ら れ る  

１ ・ ２                

48． 欠 勤 、 遅 刻 、 早 退 が あ ま り な い  

１ ・ ２                     

49． 誰 か と 待 ち 合 う 際 、 約 束 時 間 を 把 握 し 、 守 れ る （ 例 え ば 、 支 援 員 、

友 達 と 会 う 時 な ど ）  

１ ・ ２  

50． 仕 事 中 の 自 分 の 休 み の 時 間 を 把 握 し て い る  

１ ・ ２                

51． 自 分 の 一 週 間 の 勤 務 日 数 を 把 握 し て い る  

１ ・ ２                 

52． 割 り 当 て ら れ た 時 間 内 に 、 作 業 を 終 え る よ う に し て い る  

１ ・ ２          

53． 仕 事 内 容 に つ い て 、 順 番 を 決 め た り し て 、 時 間 を 調 整 で き る     

１ ・ ２  

上 記 の 内 容 以 外 に 職 場 で の 時 間 の 管 理 に お い て 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を

自 由 記 述 に て ３ つ 教 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ． 自 己 評 価 に 関 わ る 行 動  

54． 作 業 の 後 、 作 業 目 標 が 達 成 で き た か に つ い て 、 正 し く 自 分 で 判 断 で

き る   

１ ・ ２  
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55． 作 業 中 、 正 確 さ と 速 度 な ど に 関 し て 、 他 者 と 比 較 し な が ら 自 分 を 評

価 で き る  

１ ・ ２  

56． 仕 事 に 関 し て 、 過 去 の 自 分 の 達 成 と 比 較 し な が ら 、 自 分 を 評 価 で き

る     

１ ・ ２  

57．一 日 の 仕 事 が 終 わ っ た ら 、自 分 の で き た こ と と で き な か っ た こ と を

正 し く 振 り か え る こ と が で き る （ 例 え ば 、 日 誌 、 日 記 な ど で 自 分 を 振 り

か え た り す る な ど ）     

１ ・ ２  

58． 仕 事 中 、 ミ ス を 犯 し 、 支 援 員 に 修 正 さ れ た ら 、 次 に 注 意 す る   

１ ・ ２         

59． 従 来 の 目 標 を 振 り か え り 、 自 分 に 合 っ た 新 た な 目 標 が 立 て ら れ る       

１ ・ ２  

60． 自 分 の 過 ち か ら 学 ぶ こ と が で き る  

１ ・ ２                    

上 記 の 内 容 以 外 に 職 場 で の 自 己 評 価 に お い て 大 事 と 思 わ れ る 行 動 を 自

由 記 述 に て ３ つ 教 え て く だ さ い 。  

 

 

 

 

 

 

 

問 ９ ． 以 上 に 挙 げ る 6 つ （ 目 標 設 定 、 作 業 方 略 、 環 境 の 調 整 、 時 間 の 管

理 、 援 助 の 要 請 、 自 己 評 価 ） 以 外 に 職 場 で の 自 己 調 整 を し な け れ ば な ら

な い 場 面 が ご ざ い ま し た ら 、 自 由 記 述 に て 教 え て く だ さ い 。  
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知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 に 関 す る 調 査  

 

お 忙 し い 中 、 調 査 に ご 協 力 く だ さ い ま し て 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま

す 。  

 こ の 調 査 は 知 的 障 害 者 （ 軽 ・ 中 度 ） の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 検

討 す る 上 で の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。 貴 事 業 所 で の

知 的 障 害 者 （ 軽 ・ 中 度 ） の 事 業 所 で の 様 子 に つ い て お 伺 い さ せ て い た だ

き た い と 思 い ま す 。本 調 査 は 、「 調 査Ⅰ  貴 就 労 移 行 支 援 事 業 所（ 或 い は

貴 就 労 継 続 支 援 事 業 所 ）の 基 礎 情 報 に 関 す る 質 問 」「 調 査Ⅱ  職 員（ 支 援

員 ）に 関 す る 質 問 」「 調 査Ⅲ  利 用 者（ 軽・中 度 知 的 障 害 者 ）に 関 す る 質

問 」 か ら 構 成 さ れ て い ま す 。  

＊ 調 査 項 目 に 対 し て 、該 当 す る も の に☑を 入 れ る か 、ご 記 入 を お 願 い い

た し ま す 。  

＊ 回 答 結 果 は コ ン ピ ュ ー タ で 一 括 処 理 さ れ ま す の で 、 個 々 の 回 答 内 容 が

取 り 上 げ ら れ た り 、 他 に 知 ら れ た り す る こ と は あ り ま せ ん 。 ま た 、 貴 事

業 所 名 や 特 定 の 職 員 の 方 、 関 係 す る 方 々 に 関 す る 情 報 は 一 切 公 表 致 し ま

せ ん 。 プ ラ イ バ シ ー は 厳 守 致 し ま す 。  

知 的 障 害 ： 知 的 障 害 の 診 断 を 医 療 機 関 に お い て 受 け た 、 或 い は 療 育 手 帳

を 所 持 し て い る 方 （ 知 的 発 達 に 遅 れ の あ る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 、 ダ

ウ ン 症 な ど も 含 み ま す ）  

成 人 期 ： 18 歳 以 上 の 方  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 ： 仕 事 を 効 率 よ く 行 う た め に 、 作 業 に 関 わ る

方 略 の 理 解 ・ 選 択 ・ 使 用 を 就 労 者 自 身 が 調 整 し て す す め て い く 能 力  

 

障 害 福 祉 サ ー ビ 事 業 所 名 ：                                          

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 所 又 は ご 担 当 者 の メ ー ル ア ド レ ス ：                            

回 答 者 の 役 職 ・ 担 当 部 署 ：                                          

回 答 者 の 職 歴 ・ 担 当 年 数 ：                                          
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調 査Ⅰ  貴 事 業 所 の 基 本 情 報  

1． 貴 事 業 所 の 開 設 年 月 を 教 え て く だ さ い 。  

西 暦       年       月  

 

2． 貴 事 業 所 の 職 員 (支 援 員 )の 人 数 を 教 え て く だ さ い 。 ま た 、 所 持 し て

い る 資 格 が あ れ ば 、 該 当 す る と こ ろ に☑を 入 れ て く だ さ い 。  

常 勤 人 数 (        名 )    非 常 勤 人 数 (        名 )  

□ 社 会 福 祉 士     □ 精 神 保 健 福 祉 士       □ 介 護 福 祉 士         

□ 介 護 支 援 専 門 員   □ 臨 床 心 理 士       □ 臨 床 発 達 心 理 士         

□ 教 員 免 許         □ 作 業 療 法 士  

□ 理 学 療 法 士        □ そ の 他

(                                                  )  

 

3．法 人 で 運 営 し て い る 事 業 を 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に☑を 入 れ

て く だ さ い ： 複 数 回 答 可 )。  

□ 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ）          □ 自 立 訓 練 （ 機 能 訓 練 ） 

□ 就 労 移 行 支 援    □ 就 労 継 続 支 援 A 型   □ 就 労 継 続 支 援 B 型  

□ 居 住 介 護     □ 重 度 訪 問 介 護   □ 同 行 援 護    □ 計 画 相 談  

□ 地 域 移 行 支 援   □ 地 域 定 着 支 援   □ 療 養 介 護     □ 生 活 介 護  

□ 短 期 入 所      □ 重 度 障 害 者 等 包 括 支 援       □ 施 設 入 所 支 援      

□ グ ル ー プ ホ ー ム    □ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー      

□ そ の 他 (        )  

 

4．貴 事 業 所 の 運 営 主 体 は ど こ に な り ま す か (該 当 す る も の に☑を 入 れ て

く だ さ い )。  

□ 社 会 福 祉 法 人   □ 医 療 法 人   □ 財 団 法 人   □ 特 定 非 営 利 法 人  

□ 社 団 法 人         □ 地 方 自 治 体         □ 株 式 会 社       

□ そ の 他 (        )  

 

5．貴 事 業 所 の 事 業 形 態 を 教 え て く だ さ い 。ま た 、定 員 数 と 現 在 の 利 用 者

数 を 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に☑を 入 れ て く だ さ い )。               

定 員 数       現 在 の 利 用 者 数  

□ 就 労 移 行 支 援          (      名 )    (             名 )  

□ 就 労 継 続 支 援 (A 型 )      (        名 )     (             名 )  

□ 就 労 継 続 支 援 (B 型 )      (        名 )     (             名 )  
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そ の 他 (詳 細 ：                        )  

 (      名 )      (       名 )  

 

6．貴 事 業 所 の 利 用 者 の 主 た る 障 害 は 何 で す か (該 当 す る も の に☑を 入 れ

て く だ さ い )。  

□ 知 的 障 害          □ 身 体 障 害          □ 精 神 障 害         

□ そ の 他 (        )  

 

7．貴 事 業 所 の 知 的 障 害 の あ る 利 用 者 の 総 数 、年 代 ご と の 人 数 を 教 え て く

だ さ い 。  

18 歳 ～ 20 歳 (     名 )     

21 歳 ～ 30 歳 (     名 )  

知 的 障 害 者 (             名 )           31 歳 ～ 40 歳 (     名 )   

41 歳 ～ 50 歳 (     名 )  

51 歳 以 上 (      名 ) 

 

8．貴 事 業 所 の 知 的 障 害 の あ る 利 用 者 の 療 育 手 帳 に つ い て 、区 分 ご と の 人

数 を 教 え て く だ さ い 。  

A1(1 度 )(     名 )                  A2(2 度 )(     名 )  

B1(3 度 )(     名 )                   B2(4 度 )(      名 )  

A(     名 )       B(     名 )         C(     名 )  

そ の 他 (      名 )  

 

9．貴 事 業 所 が 授 産 活 動（ 生 産 活 動 ）を 実 施 し て い る 場 合 、具 体 的 な 活 動

内 容 を 教 え て く だ さ い 。  
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10．貴 事 業 所 全 体 で 取 り 組 ん で い る 活 動 内 容 に つ い て 教 え て く だ さ い (該

当 す る も の に☑を 入 れ て く だ さ い )。  

 

□  
(1)事 業 所 で 日 々 の 作 業 開 始 前 、 個 々 の 実 態 に 合 わ せ て 一 日 の 目 標 を 設 定 し

て い る  

□  
(2)事 業 所 で 個 別 支 援 計 画 や モ ニ タ リ ン グ 、 個 別 面 談 等 を 通 し て 、 個 々 に 合

わ せ た 中 ・ 長 期 目 標 を 設 定 し て い る  

□  
(3)事 業 所 で 各 種 の 目 標 設 定 ツ ー ル (日 誌 、 目 標 シ ー ト な ど )を 活 用 し て 、 目

標 を 設 定 し て い る  

□  (4)適 切 な 目 標 の 設 定 の 仕 方 に つ い て 、 事 業 所 で 学 ぶ 機 会 を 提 供 し て い る  

 

□  
(5)事 業 所 で 日 々 の 作 業 終 了 後 、 個 々 の 目 標 達 成 度 を 確 認 し 、 改 善 点 を 明 確

に し て い る  

□  
(6)事 業 所 で 個 別 支 援 計 画 や モ ニ タ イ ン グ 、 個 別 面 談 等 を 通 し て 、 自 己 に 対

す る 振 り 返 り の 機 会 を 提 供 し て い る  

□  
(7)事 業 所 で 各 種 の 評 価 ツ ー ル (振 り 返 り シ ー ト 、 日 誌 、 チ ェ ッ ク リ ス ト な

ど )を 用 い て 、 自 己 に 対 す る 評 価 を 行 っ て い る  

□  
(8)利 用 者 の 障 害 理 解 、 自 己 理 解 を 促 す た め に 、 事 業 所 で そ れ に 関 す る 学 ぶ

機 会 を 設 け て い る  

□  
(9)事 業 所 で 指 示 通 り に 動 く こ と を 重 視 し 、 す べ て の 作 業 を 支 援 員 の 指 示 通

り に 進 め て い る  

□  
(10)事 業 所 で 効 率 的 に 作 業 を 行 う こ と を 重 視 し 、 利 用 者 の 自 己 に 合 わ せ た

工 夫 ・ 改 善 を 促 し て い る  

□  
(11)事 業 所 で 必 要 に 応 じ て 作 業 の や り 方 、 工 夫 の 仕 方 に つ い て 学 ぶ 機 会 を

設 け て い る  

□  

(12)事 業 所 で 個 々 の 特 性 に 合 わ せ て 、 必 要 に 応 じ て 物 理 的 な 環 境 を  

調 整 し て い る （ 例 え ば 、 机 や 椅 子 の セ ッ テ ィ ン グ 、 補 助 具 の 提 供 、 パ ー テ

ー シ ョ ン で 区 切 る な ど ）  

□  
(13)事 業 所 で 各 種 の 作 業 に 関 わ る 指 示 書 、 マ ニ ュ ア ル 書 、 手 順 書 、 チ ェ ッ

ク 表 な ど を 活 用 し て 、 視 覚 的 に 分 か り や す く し て い る  

□  
(14)事 業 所 で 利 用 者 に 、 自 分 を 集 中 ・ 落 ち 着 け る 方 法 に つ い て 考 え る 機 会

を 提 供 し て い る  

□  (15)事 業 所 で 相 談 で き る 相 手 と 場 所 を 設 け て い る  

□  (16)適 宜 、 事 業 所 で 地 域 の 関 係 機 関 に 関 す る 情 報 を 提 供 し て い る  
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調 査Ⅱ  職 員 （ 支 援 員 ） に 関 す る 質 問  

 

＊ 本 調 査 は 利 用 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に 対 す る 職 員 (支

援 員 )の 意 識 と 実 践 に 関 す る 質 問 と な っ て お り ま す 。 職 員 ご 自 身 の こ と

に つ い て ご 記 入 く だ さ い 。  

＊ 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 と は 、「 仕 事 を 効 率 よ く 行 う た め に 、 作 業

に 関 わ る 方 略 の 理 解 ・ 選 択 ・ 使 用 を 就 労 者 自 身 が 調 整 し て す す め て い く

能 力 」 を 指 し ま す 。  

 

1． 職 員 (支 援 員 )は 所 持 し て い る 資 格 が あ れ ば 教 え て く だ さ い 。

(              )  

 

2． 職 員 (支 援 員 )の 知 的 障 害 者 の 支 援 に 関 わ る 経 験 年 数 を 教 え て く だ さ

い 。 (        年 ) 

 

3． 職 員 (支 援 員 )は 利 用 者 の 作 業 遂 行 力 の 向 上 に お い て 、 以 下 の 項 目 に

つ い て ど の よ う に お 考 え で す か 。 そ の 重 要 度 に つ い て 数 字 の 1～ 5

よ り 選 び 、 〇 を つ け て く だ さ い 。 評 価 段 階 (5 段 階 )：「 非 常 に 重 要 で

あ る (5 点 )」「 や や 重 要 で あ る (4 点 )」「 ど ち ら と も 言 え な い (3 点 )」

「 あ ま り 重 要 で は な い (2 点 )」「 全 く 重 要 で は な い (1 点 )」  

 

□  
(17)適 切 な 援 助 要 請 に 関 し て 、 事 業 所 で 学 ぶ 機 会 を 提 供 し て い る (例 え ば 、

ソ ー シ ャ ル ス キ ル ト レ ー ニ ン グ の 中 な ど )  

□  
(18)安 定 し て 働 け る た め に 、 事 業 所 で 生 活 リ ズ ム の 管 理 に 関 す る 取 り 組 み

を 行 っ て い る  

□  
(19)事 業 所 で 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル 表 (ホ ワ イ ト ボ ー ド な ど )、 週 間 ス ケ ジ ュ ー

ル 表 等 を 用 い て 、 時 間 管 理 を し て い る  

□  
(20)時 間 の 概 念 ・ 管 理 の 仕 方 等 (手 帳 を つ け る 、 時 計 を 正 し く 使 う な ど )に

つ い て 、 事 業 所 で 学 ぶ 機 会 を 設 け て い る  

(1)自 分 に 適 切 な 作 業 目 標 を 設 定 す る こ と は 、 作 業 遂 行 力 の 向

上 に 重 要 で あ る  
5 4 3 2 1 

(2)自 分 の 作 業 目 標 に 対 し て 適 切 に 評 価 を 行 う こ と は 、 作 業 遂

行 力 の 向 上 に 重 要 で あ る  
5 4 3 2 1 

(3)自 分 の 作 業 の や り 方 な ど を 工 夫 す る こ と は 、 作 業 遂 行 力 の

向 上 に 重 要 で あ る  
5 4 3 2 1 
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4． 職 員 (支 援 員 )は 利 用 者 の 事 業 所 で の 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に お い て 、

以 下 の 項 目 に つ い て ど の よ う に お 考 え で す か 。 支 援 の 難 し さ を 数 字

の 1～ 5 よ り 選 び 、 〇 を つ け て く だ さ い 。 評 価 段 階 (5 段 階 )：「 と て

も そ う 思 う (5 点 )」「 や や そ う 思 う (4 点 )」「 ど ち ら と も 言 え な い (3

点 )」「 あ ま り そ う 思 わ な い (2 点 )」「 全 く そ う 思 わ な い (1 点 )」  

 

(4)自 分 が 働 き や す い よ う に 物 理 的 環 境 を 調 整 す る こ と は 、 作

業 遂 行 力 の 向 上 に 重 要 で あ る  
5 4 3 2 1 

＊ 物 理 的 環 境 ： 職 場 で の 衛 生 面 の 配 慮 、 部 材 の 準 備 ・ 片 付

け 、 机 な ど の セ ッ テ ィ ン グ 、 補 助 具 の 活 用 な ど  

(5)必 要 に 応 じ て 、 適 切 に 自 分 か ら 援 助 を 要 請 す る こ と は 、 作

業 遂 行 力 の 向 上 に 重 要 で あ る  
5 4 3 2 1 

(6)自 分 の 時 間 を 適 切 に 管 理 す る こ と は 、 作 業 遂 行 力 の 向 上 に

重 要 で あ る  
5 4 3 2 1 

(1)事 業 所 で の 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に お い て 具 体 的 な イ メ ー

ジ を 持 つ こ と が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(2)事 業 所 で の 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に お い て 支 援 方 法 に 関 わ

る 情 報 を 得 る こ と が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(3)事 業 所 で の 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に お い て 実 践 す る 場 面 の

設 定 が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(4)自 分 の 作 業 能 力 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  5 4 3 2 1 

(5)目 標 設 定 の 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  5 4 3 2 1 

(6)作 業 目 標 に 対 す る 達 成 度 や そ の 改 善 点 に つ い て 理 解 を 促

す こ と が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(7)自 己 評 価 の 方 法 （ 他 者 と の 比 較 、 時 間 軸 で の 比 較 、 基 準

と の 比 較 な ど ） に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(8)作 業 の 正 確 性 、 効 率 性 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  5 4 3 2 1 

(9)作 業 の や り 方 ・ 工 夫 の 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難

し い  
5 4 3 2 1 
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5． 職 員 (支 援 員 )は 利 用 者 の 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に お い て 、 実 践 し て い

る 内 容 の 頻 度 を 数 字 の 1～ 5 よ り 選 び 、 〇 を つ け て く だ さ い 。 評 価

段 階 (5 段 階 )：「 1 週 間 に 数 回 以 上 (5 点 )」「 1 週 間 に 数 回 (4 点 )」「 月

に 数 回 (3 点 )」「 半 年 間 に 数 回 (2 点 )」「 半 年 間 に 0 回 (1 点 )」  

 

(10)自 分 の 働 き や す い 物 理 的 環 境 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が

難 し い  
5 4 3 2 1 

(11)物 理 的 環 境 を 調 整 す る 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難

し い   
5 4 3 2 1 

＊ 物 理 的 環 境 ： 材 料 の 準 備 ・ 片 付 け 、 机 な ど の セ ッ テ ィ ン

グ 、 自 助 具 の 活 用 な ど  

(12)時 間 の 概 念 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  5 4 3 2 1 

(13)時 間 管 理 の 仕 方 (時 計 の 使 用 、 ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て る 等 )

に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(14)自 分 の 困 り ご と や 分 か ら な い こ と に つ い て 理 解 を 促 す こ

と が 難 し い  
5 4 3 2 1 

(15)適 切 な 援 助 要 請 の 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す こ と が 難 し い  5 4 3 2 1 

(1)自 分 の 作 業 能 力 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し て い る  5 4 3 2 1 

(2)目 標 設 定 の 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し て い る  5 4 3 2 1 

(3)作 業 目 標 に 対 す る 達 成 度 や そ の 改 善 点 に つ い て 理 解 を 促

す 支 援 を 実 践 し て い る  
5 4 3 2 1 

(4)自 己 評 価 の 仕 方 （ 他 者 と の 比 較 、 時 間 軸 で の 比 較 、 基 準

と の 比 較 な ど ） に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し て い る  
5 4 3 2 1 

(5)作 業 の 正 確 性 、 効 率 性 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し

て い る  
5 4 3 2 1 

(6)作 業 の や り 方 ・ 工 夫 の 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実

践 し て い る  
5 4 3 2 1 
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調 査Ⅲ  利 用 者 （ 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者 ） に 関 す る 質 問  

 

＊ 本 調 査 は 、 療 育 手 帳 を 基 準 と し て 、 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者 に 調 査 対 象

を 限 定 し て お り ま す 。 貴 事 業 所 の 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者 に つ い て 、 ご 記 入

を お 願 い い た し ま す 。  

 

Ⅲ－ 1． 本 利 用 者 の プ ロ フ ィ ー ル  

 

1． 本 利 用 者 の 氏 名 と 年 齢 を 教 え て く だ さ い 。   

氏 名 (            )   年 齢 (         )歳  

 

2． 本 利 用 者 の 性 別 を 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に☑を 入 れ て く だ

さ い )。     

□ 男 性            □ 女 性  

 

3． 本 利 用 者 の 現 在 の 日 中 の 活 動 の 場 (所 属 先 )を 教 え て く だ さ い (該 当 す

る も の に☑を 入 れ て く だ さ い )。  

□ 就 労 移 行 支 援   □ 就 労 継 続 支 援 A 型    □ 就 労 継 続 支 援 B 型  

 

4． 本 利 用 者 の 居 住 形 態 を 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に☑を 入 れ て

(7)自 分 の 働 き や す い 物 理 的 環 境 と は 何 か に つ い て 理 解 を 促

す 支 援 を 実 践 し て い る  
5 4 3 2 1 

(8)物 理 的 環 境 を 調 整 す る 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実

践 し て い る  
5 4 3 2 1 

＊ 物 理 的 環 境 ： 材 料 の 準 備 ・ 片 付 け 、 机 な ど の セ ッ テ ィ ン

グ 、 自 助 具 の 活 用 な ど  

(9)時 間 の 概 念 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し て い る  5 4 3 2 1 

(10)時 間 管 理 の 仕 方 （ 時 計 の 使 用 、 ス ケ ジ ュ ー ル の 立 て 方

等 ） に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し て い る  
5 4 3 2 1 

(11)自 分 の 困 り ご と に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し て い る  

 

5 4 3 2 1 

(12)適 切 な 援 助 要 請 の 仕 方 に つ い て 理 解 を 促 す 支 援 を 実 践 し

て い る  
5 4 3 2 1 
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く だ さ い )。  

□ グ ル ー プ ホ ー ム            □ グ ル ー プ ホ ー ム（ サ テ ラ イ ト 型 ）       

□ 実 家    □ 入 所 施 設（ 福 祉 型 ）   □ 宿 泊 型 自 立 訓 練（ 通 勤 寮 ）           

□ 一 人 暮 ら し    □ そ の 他 （         ）  

 

5． 本 利 用 者 の 障 害 に つ い て 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に☑を 入 れ

て く だ さ い )。  

障 害 の 種 別 【 □ 自 閉 症 (ス ペ ク ト ラ ム 障 害 )       □ ダ ウ ン 症    

□ そ の 他 (         )】  

療 育 手 帳  【 □ A1(1 度 )               □ A2(2 度 ) 

□ B1(3 度 )              □ B2 度 (4 度 )  

        □ A           □ B           □ C            

□ そ の 他 (       )】  

 

＜ 身 体 障 害 を 重 複 し て い る 場 合 、 以 下 を ご 記 入 く だ さ い ＞  

障 害 の 種 別 【 □ 肢 体 不 自 由      □ 聴 覚 障 害     □ 視 覚 障 害  

□ 言 語 障 害          □ そ の 他 (       )】  

身 体 障 害 者 手 帳 ：       種           級   

 

6． 本 利 用 者 の 知 能 ・ 発 達 検 査 に つ い て 教 え て く だ さ い 。  

MA       歳       ヶ 月          IQ             

検 査 名                 検 査 時 期            

 

7． 本 利 用 者 の 教 育 歴 に つ い て 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に☑を 入

れ て く だ さ い )。  

小 学 校 期  

【 □ 通 常 の 学 級  □ 特 別 支 援 学 級 (特 殊 学 級 )  □ 特 別 支 援 学 校 小 学 部 】  

中 学 校 期  

【 □ 通 常 の 学 級  □ 特 別 支 援 学 級 (特 殊 学 級 )  □ 特 別 支 援 学 校 中 学 部 】  

高 校 期  

【 □ 通 常 の 高 校  □ 特 別 支 援 学 校 高 等 部 (普 通 科 )   □ 特 別 支 援 学 校 高

等 部 (職 業 学 科 等 )】  

そ の 他   【             】  

 

8． 本 利 用 者 の 直 前 の 日 中 の 活 動 の 場 (所 属 先 )に つ い て 教 え て く だ さ い

(該 当 す る も の に☑を 入 れ て く だ さ い )。  
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□ 高 等 学 校              □ 特 別 支 援 学 校 高 等 部 (普 通 科 )              

□ 特 別 支 援 学 校 高 等 部 (職 業 学 科 等 )     □ 高 等 専 門 学 校    □ 専 修 学 校      

□ 大 学      □ 一 般 企 業 (特 例 子 会 社 以 外 )     □ 特 例 子 会 社  

□ 生 活 介 護      □ 自 立 訓 練 （ 生 活 訓 練 ）       □ 就 労 移 行 支 援  

□ 就 労 継 続 支 援 A 型    □ 就 労 継 続 支 援 B 型  □ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー        

□ 在 宅             □ そ の 他 （          ）  

 

9． 本 利 用 者 の 就 労 経 験 年 数 に つ い て 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に

☑を 入 れ て く だ さ い )。  

就 労 経 験     □ あ る   □ な い  

＜ あ る に☑の 場 合 は 、 以 下 に つ い て 詳 し く 教 え て く だ さ い ＞  

福 祉 就 労 ： 就 労 移 行 支 援 ・ 就 労 継 続 支 援 A 型 ・ 就 労 継 続 支 援 B 型

(年 数 を 合 計 し 、 ご 記 入 く だ さ い )   

福 祉 就 労 総 年 数 （        年 ）  

 

一 般 就 労 ： 一 般 企 業 ・ 特 例 子 会 社 (年 数 を 合 計 し 、 ご 記 入 く だ さ い )  

一 般 就 労 総 年 数 （        年 ）  

 

10． 本 利 用 者 の 基 礎 学 習 能 力 に つ い て 教 え て く だ さ い (該 当 す る も の に

☑を 入 れ て く だ さ い )。  

 

文 字 の 読 み 書 き に つ い て  
  

(1)ひ ら が な で 書 か れ た 単 語 が 読 め る                             □ は い  □ い い え  

(2)絵 本 な ど 、 ひ ら が な の 文 章 が 読 め る                           □ は い  □ い い え  

(3)新 聞 、 雑 誌 な ど 漢 字 ま じ り の 文 章 が 読 め る                     □ は い  □ い い え  

(4)ひ ら が な で も の の 名 称 が 書 け る                               □ は い  □ い い え  

(5)ひ ら が な で 文 章 が 書 け る                                   □ は い  □ い い え  

(6)漢 字 ま じ り の 文 章 が 書 け る                                   □ は い  □ い い え  

数 の 読 み 書 き に つ い て  
  

(1)一 桁 の 2 つ の 数 字 の 大 小 が わ か る                             □ は い  □ い い え  

(2)1～ 20 の 数 字 の 順 番 が わ か る                                  □ は い  □ い い え  

(3)二 桁 以 上 の 2 つ の 数 字 の 大 小 が わ か る                         □ は い  □ い い え  

(4)一 桁 ど う し の 足 し 算 ・ 引 き 算 が で き る                         □ は い  □ い い え  
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4 3 2 1

できる
ある

だいたいできる
だいたいある

あまりできない
あまりない

できない
ない

 

11． 本 利 用 者 の 作 業 力 と 仕 事 へ の 態 度 に 関 し て 、 以 下 の 項 目 を 4 段 階

で 評 価 を し て く だ さ い 。 該 当 す る 数 字 の と こ ろ に 〇 を つ け て く だ さ い 。  

 

 

 

時 間 に つ い て  
  

(1)デ ジ タ ル 時 計 を 読 め る                                       □ は い  □ い い え  

(2)ア ナ ロ グ 時 計 を 読 め る                                       □ は い  □ い い え  

(3)午 前 ・ 午 後 が わ か る                                         □ は い  □ い い え  

(4)カ レ ン ダ ー で 今 日 の 日 付 ・ 曜 日 が 言 え る                       □ は い  □ い い え  

作 業 力 に つ い て  

(1)体 力 （ 一 日 を 通 し て 作 業 が で き る 体 力 が あ る ）                                                        

4    3    2    1  

(2)指 示 内 容 の 遵 守 （ 指 示 通 り に 仕 事 を す る ）                                                            

4    3    2    1  

(3)機 器 ・ 道 具 の 使 用 （ 作 業 機 器 や 道 具 類 を 正 し く 、 安 全 に 使 え る ）                                               

4    3    2    1  

(4)正 確 性 （ 正 確 に 作 業 を し 、 品 質 、 水 準 を 保 持 で き る ）                                                  

4    3    2    1  

(5)判 別 力 （ 間 違 い や 不 良 品 の 見 分 け 、 部 品 や 伝 票 の 判 別 が で き る ）                                      

4    3    2    1  

(6)作 業 速 度 （ 必 要 と さ れ る 作 業 速 度 を こ な せ る ）                                                        

4    3    2    1  

(7)習 熟 （ 与 え ら れ た 作 業 に 十 分 に 慣 れ て い る ）                                                                   

4    3    2    1  

(8)器 用 さ （ 細 か い 作 業 が で き て 、 器 用 で あ る ）                                                          

4    3    2    1  

(9)修 正 力 （ 自 分 で 間 違 い を 修 正 で き る ）                                                                

4    3    2    1  

(10)工 夫 ・ 改 善 （ 効 率 的 に 仕 事 が 進 め ら れ る よ う 工 夫 や 改 善 を し て い る ）                                  

4    3    2    1  
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(11)作 業 能 率 （ 慣 れ る に つ れ 、 作 業 能 率 は 上 が る ）                                                       

4    3    2    1 

(12)作 業 変 化 へ の 対 応 （ 作 業 の 内 容 、 手 順 等 の 変 化 へ 対 応 で き る ）                                      

4    3    2    1  

(13)危 機 管 理 （ 危 険 や 禁 止 事 項 に 対 処 で き る ）                                                       

4    3    2    1  

仕 事 へ の 態 度 に つ い て  

(1)就 労 意 欲 （ 働 く 意 欲 が あ る ）                                                                        

4    3    2    1  

(2)質 問 ・ 報 告 ・ 連 絡 ・ 相 談 （ 必 要 な 時 に 自 発 的 に 質 問 ・ 報 告 ・ 連 絡 ・ 相 談 が

で き る ）                                            4    3    2    1  

(3)時 間 の 遵 守 （ 時 間 （ 作 業 開 始 時 間 、 休 憩 時 間 、 納 期 等 ） を 守 る ）                                      

4    3    2    1  

(4)整 理 整 頓 （ 道 具 、 材 料 、 製 品 等 は 大 切 に 取 り 扱 い 、 整 理 整 頓 が で き る ）                                

4    3    2    1  

(5)積 極 性 （ ど ん な 作 業 に も 自 分 か ら 積 極 的 に 取 り 組 む ）                                                  

4    3    2    1  

(6)集 中 力 （ 仕 事 へ の 集 中 力 は あ る ）                                                                    

4    3    2    1  

(7)持 続 力 （ 最 後 ま で 我 慢 強 く 作 業 で き る ）                                                              

4    3    2    1  

(8)責 任 感 （ 与 え ら れ た 仕 事 は 最 後 ま で や る ）                                                            

4    3    2    1  

(9)協 同 作 業 （ 作 業 や 役 割 を 分 担 し 、 協 力 し て 共 同 作 業 が で き る ）                                      

4    3    2    1  

(10)計 画 性 （ 仕 事 の ス ケ ジ ュ ー ル を 管 理 し て 計 画 的 に 作 業 し て い る ）                                      

4    3    2    1  
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Ⅲ－ ２ ． 本 利 用 者 の 事 業 所 で の 自 己 調 整 方 略  

 

＊ 本 利 用 者 が 持 っ て い る 能 力 を 考 慮 し 、 当 て は ま り の 度 合 い を 、 数 字

の 1～ 5 か ら 選 び 、 該 当 す る と こ ろ に 〇 を つ け て く だ さ い 。 そ の 際 、 本

利 用 者 の 最 近 の 行 動 か ら 、 或 い は そ の よ う な 場 面 が あ っ た と き を 仮 定

し 、 ご 記 入 く だ さ い 。  

1＝ 当 て は ま ら な い  

2＝ あ ま り 当 て は ま ら な い  

3＝ ど ち ら で も な い  

4＝ や や 当 て は ま る  

5＝ 当 て は ま る  

 

＊ 「 ど ち ら で も な い 」 と い う 記 述 は 、 本 利 用 者 (知 的 障 害 者 )の 能 力 を

考 慮 す る と 、 当 て は ま り の 度 合 い は 中 程 度 を 意 味 す る 。 つ ま り 、 本 利 用

者 は 該 当 す る 項 目 に 関 す る 行 動 が 見 ら れ た り 見 ら れ な か っ た り す る こ と

を 示 す 。  

 

 

(1)仕 事 に お い て 、 中 ・ 長 期 目 標 (１ ヶ 月 以 上 )を も っ て 働 け る

（ 例 え ば 、 資 格 取 得 、 ま た は 工 賃 の 向 上 な ど ）           
5 4 3 2 1 

(2)長 期 的 な 目 標 の 達 成 に 向 け 、 ス モ ー ル ス テ ッ プ を 踏 ん だ 短

期 目 標 が 立 て ら れ る                                             
5 4 3 2 1 

(3)作 業 に お い て 、 短 期 的 な 作 業 目 標 （ 日 間 、 週 間 目 標 ） が 立

て ら れ る                                                            
5 4 3 2 1 

(4)支 援 員 と の 間 で 目 標 項 目 に 差 異 が 生 じ た 場 合 、 そ の 理 由 を

話 し 合 い 、 理 解 の 上 に 設 定 で き る                                 
5 4 3 2 1 

(5)目 標 が 複 数 あ る 場 合 に 、 そ の 優 先 順 位 に つ い て 判 断 で き る                             5 4 3 2 1 

(6)作 業 目 標 を 、 数 字 （ 時 間 、 個 数 、 速 度 ） な ど で 計 測 可 能 な

も の に す る こ と が で き る                
5 4 3 2 1 

(7)作 業 目 標 を 、 実 際 に 達 成 で き る レ ベ ル に 設 定 で き る                                    5 4 3 2 1 

資 料 ２  



231 

(8)作 業 目 標 と 自 分 の 作 業 能 力 の 差 異 に つ い て 把 握 で き る                                  5 4 3 2 1 

(9)自 分 の 設 定 し た 目 標 を 、 す ぐ に 忘 れ て し ま う 傾 向 が あ る                                5 4 3 2 1 

(10)作 業 目 標 を 設 定 す る 時 に 、 達 成 に 何 が 必 要 か を 考 え る こ と

が で き る                             
5 4 3 2 1 

(11)作 業 目 標 を 達 成 す る た め に 、 見 通 し を も っ て 活 動 す る                            5 4 3 2 1 

(12)作 業 目 標 を 達 成 す る た め に 、 情 報 を 適 宜 に 収 集 す る こ と が

で き る  
5 4 3 2 1 

(13)作 業 を 始 め る 前 に 、 事 前 説 明 （ 内 容 、 や り 方 、 手 順 な ど ）

を 理 解 で き る                    
5 4 3 2 1 

(14)作 業 内 容 と や り 方 を 、 繰 り 返 し て 行 っ た り し て 覚 え る                                     5 4 3 2 1 

(15)作 業 内 容 や 手 順 に 合 わ せ て 、 工 具 を 使 い 分 け る                                            5 4 3 2 1 

(16)作 業 の 製 造 マ ニ ュ ア ル （ 見 本 、 手 順 書 ） な ど を 見 な が ら 正

し く 取 り 組 め る                       
5 4 3 2 1 

(17)作 業 を し て い る 時 に 、 正 確 に 取 り 組 ん で い る か に つ い て 確

認 す る （ 例 え ば 、 支 援 員 に 確 認 す る 、 見 本 と マ ニ ュ ア ル 書 と 比

較 す る 等 ）  

5 4 3 2 1 

(18)作 業 を し て い る 時 に 、 自 分 だ け で は な く 、 周 り の 人 の 作 業

量 や 作 業 速 度 を 意 識 し な が ら 取 り 組 め る      
5 4 3 2 1 

(19)作 業 で 間 違 っ た と こ ろ や 大 事 な と こ ろ を 記 録 し 、 覚 え る                5 4 3 2 1 

(20)作 業 中 に 、 そ の 日 の 作 業 目 標 を 意 識 し な が ら 取 り 組 め る                          5 4 3 2 1 

(21)作 業 中 に 失 敗 し て も 、 次 の 作 業 の 時 に は 気 持 ち を 切 り 替 え

ら れ る              
5 4 3 2 1 

(22)新 し い 作 業 を 始 め る 時 に 、 今 ま で の 作 業 内 容 や や り 方 と 関

連 づ け て 考 え る       
5 4 3 2 1 

資 料 ２  
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(23)作 業 能 率 を 上 げ る た め に 、 自 分 の や り 方 を 工 夫 ・ 改 善 す る                            5 4 3 2 1 

(24)担 当 チ ー ム の み で は な く 、 チ ー ム 全 体 の 状 況 を 把 握 し な が

ら 作 業 を 行 う              
5 4 3 2 1 

(25)作 業 の 進 歩 状 況 に 応 じ て 臨 機 応 変 に 行 動 す る こ と が で き る                               5 4 3 2 1 

(26)職 場 環 境 に 合 わ せ て 、 身 だ し な み を 整 え る  

（ 例 え ば 、 服 装 の 清 潔 、 ま た 活 動 や 気 温 に 合 わ せ た 服 装 の 調 整

な ど ）    

5 4 3 2 1 

(27)職 場 の 衛 生 管 理 に 配 慮 し て 、 作 業 を 行 え る （ 例 え ば 、 職 場

の 整 理 整 頓 、 清 潔 、 清 掃 な ど ）           
5 4 3 2 1 

(28)作 業 の 休 憩 時 に 作 業 か ら 切 り 替 え 、 気 晴 ら し を し て 過 ご す                    5 4 3 2 1 

(29)作 業 に 必 要 な 道 具 、 材 料 等 を 安 全 に 用 い る こ と が で き る                                   5 4 3 2 1 

(30)作 業 に 必 要 な 道 具 、 材 料 等 を 自 ら 準 備 ・ 片 付 け す る こ と が

で き る                            
5 4 3 2 1 

(31)作 業 に 必 要 な 資 料 、 テ キ ス ト 、 情 報 な ど を フ ァ イ リ ン グ し

て 管 理 で き る                      
5 4 3 2 1 

(32)作 業 に 使 う マ ニ ュ ア ル 書 や 資 料 な ど を す ぐ 使 え る よ う に 用

意 す る         
5 4 3 2 1 

(33)自 分 に と っ て 作 業 し や す い 物 理 的 環 境 と は 何 か に つ い て 理

解 が あ る                  
5 4 3 2 1 

(34)職 場 で 環 境 調 整 が 必 要 な 場 合 、 自 ら 職 員 に 訴 え る こ と が で

き る                           
5 4 3 2 1 

(35)職 場 で 、 自 分 を 集 中 ・ 落 ち 着 け る 要 素 を 考 え 、 工 夫 ・ 改 善

す る （ 例 え ば 、 自 分 が 集 中 し や す い 場 所 を 選 ぶ 、 集 中 さ せ る 方

法 を 支 援 員 と 相 談 し 導 入 す る な ど ）  

5 4 3 2 1 

(36)作 業 能 率 を 上 げ る た め に 、 自 分 に 合 わ せ て 物 理 的 環 境 を 調

整 で き る （ 例 え ば 、 作 業 台 ・ 机 の セ ッ テ ィ ン グ 、 補 助 具 等 の 活

用 な ど ）  

5 4 3 2 1 

(37)職 場 で 、 対 人 関 係 に つ い て 悩 ん で い る 場 合 、 誰 か に 相 談 で

き る                              
5 4 3 2 1 

資 料 ２  
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(38)職 場 で 、 体 調 不 良 （ 風 邪 ・ 腹 痛 ・ 頭 痛 な ど ） や 非 常 事 態 時

に 状 況 を 伝 え ら れ る                  
5 4 3 2 1 

(39)作 業 を し て い る 時 に 必 要 に 応 じ て 、 自 ら 職 員 に 援 助 を 求 め

る こ と が で き る                
5 4 3 2 1 

(40)困 る こ と や 分 か ら な い こ と が あ る 場 合 、 自 分 が 何 に 困 っ て

い る か を 把 握 で き る               
5 4 3 2 1 

(41)自 分 が 困 っ て い る こ と に つ い て 、 適 切 な 相 手 を 選 ん で 相 談

で き る                            
5 4 3 2 1 

(42)人 に 相 談 す る 時 に 、 声 掛 け の タ イ ミ ン グ を 考 え て 相 手 に 伝

え ら れ る                         
5 4 3 2 1 

(43)人 に 頼 む 時 に 、 話 し 方 や 態 度 を 改 め る こ と が で き る                                       5 4 3 2 1 

(44)自 分 が 困 っ て い る こ と （ 助 け て ほ し い こ と ） を 相 手 に 言 葉

で 伝 え ら れ る                       
5 4 3 2 1 

(45)自 分 の 気 持 ち を 身 振 り ・ 表 情 な ど で 伝 え ら れ る                                         5 4 3 2 1 

(46)話 す 以 外 の 手 段 （ メ ー ル 、 手 紙 、 電 話 な ど ） で 援 助 を 求 め

る こ と が で き る                     
5 4 3 2 1 

(47)職 場 で の 相 談 体 制 （ 相 談 室 、 意 見 箱 、 専 門 相 談 員 な ど ） を

理 解 し 、 活 用 す る こ と が で き る         
5 4 3 2 1 

(48)地 域 の 関 係 機 関 の 役 割 や 活 用 方 法 に 関 し て 知 識 が あ る （ 例

え ば 、 ハ ロ ー ワ ー ク 、 障 害 者 職 業 セ ン タ ー 、 相 談 支 援 事 業 所 な

ど ）  

5 4 3 2 1 

(49)出 勤 時 刻 に 合 わ せ て 生 活 リ ズ ム を 整 え る （ 例 え ば 、 概 ね 決

ま っ た 時 間 に 就 寝 し 、 朝 起 き す る ）              
5 4 3 2 1 

(50)出 勤 時 刻 を 守 っ て 、 安 定 し て 出 勤 す る こ と が で き る （ 病 気

な ど や む を 得 な い 理 由 を 除 く ）        
5 4 3 2 1 

(51)一 日 の 作 業 ス ケ ジ ュ ー ル （ 始 業 ・ 終 業 ・ 休 憩 等 の 時 間 ） を

把 握 し 、 守 れ る                     
5 4 3 2 1 

(52)自 分 の 週 間 ス ケ ジ ュ ー ル を 把 握 し 、 守 れ る （ 病 気 な ど や む

を 得 な い 理 由 を 除 く ）               
5 4 3 2 1 

(53)作 業 中 に 時 間 （ 締 め 切 り ） を 意 識 し な が ら 、 取 り 組 め る           5 4 3 2 1 

資 料 ２  
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(54)作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 変 更 が あ る 場 合 、 そ れ に 応 じ 、 時 間 通

り に 行 動 す る                    
5 4 3 2 1 

(55)作 業 中 に 時 計 を 正 し く 使 え 、 行 動 す る                                                   5 4 3 2 1 

(56)カ レ ン ダ ー （ 手 帳 表 、 予 定 表 ） に 記 録 す る な ど を 通 し て 、

時 間 を 管 理 す る         
5 4 3 2 1 

(57)誰 か と 待 ち 合 う 際 に 、 約 束 時 刻 を 把 握 し 、 守 れ る （ 例 え

ば 、 職 員 や 友 達 に 会 う 時 な ど ）        
5 4 3 2 1 

(58)一 日 の や る べ き こ と に 関 し て 、 優 先 順 位 を 判 断 で き る                             5 4 3 2 1 

(59)作 業 ご と の 所 要 時 間 を 見 積 も る こ と が で き る                                     5 4 3 2 1 

(60)状 況 に 応 じ て 順 序 や 時 間 を 調 整 で き る （ 例 え ば 、 喫 緊 性 の

も の を 先 に す る 、 雨 や 雪 の 日 に 早 め に 出 勤 す る な ど ）                  
5 4 3 2 1 

(61)事 前 に 設 定 し た 作 業 目 標 と 比 較 し て 、 自 分 の 達 成 度 を 確 認

で き る                         
5 4 3 2 1 

(62)作 業 の 達 成 状 況 か ら 次 回 の 反 省 ・ 改 善 点 を 正 確 に 挙 げ ら れ

る                   
5 4 3 2 1 

(63)中 ・ 長 期 的 な 目 標 と 比 較 し 、 自 分 を 振 り 返 る こ と が で き る                                 5 4 3 2 1 

(64)自 分 の 作 業 能 力 を 過 大 評 価 す る 傾 向 は あ る                                 5 4 3 2 1 

(65)自 分 の 作 業 能 力 を 過 小 評 価 す る 傾 向 は あ る                                   5 4 3 2 1 

(66)作 業 中 に 失 敗 を 指 摘 さ れ 場 合 、 次 に 修 正 で き る                               5 4 3 2 1 

(67)他 者 の 作 業 能 率 （ 速 度 、 個 数 な ど ） と 自 分 の 作 業 能 率 を 比

較 し 、 課 題 点 に 気 づ く              
5 4 3 2 1 

(68)作 業 の 正 し い 手 順 （ マ ニ ュ ア ル 書 、 見 本 な ど ） と 自 分 の 行

動 を 比 較 し 、 違 い に 気 づ く          
5 4 3 2 1 

資 料 ２  
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(69)自 己 評 価 と 第 三 者 評 価 （ 支 援 員 、 企 業 な ど ） の ズ レ (一 致

と 不 一 致 )に 気 づ く                
5 4 3 2 1 

(70)過 去 の 作 業 能 力 と 現 在 の 作 業 能 力 を 比 較 し 、 差 異 （ 上 達

点 、 改 善 点 ） に 気 づ く            
5 4 3 2 1 

 

(71)評 価 ツ ー ル を 用 い て 評 価 す る 場 合 、 項 目 を 客 観 的 に 記 入 す

る こ と が で き る （ 例 え ば 、 チ ェ ッ ク リ ス ト 、 振 り 返 り シ ー ト 、

日 誌 な ど 記 入 す る 場 合 ）         

5 4 3 2 1 

(72)目 標 の 達 成 に 見 合 っ た 達 成 感 を 味 わ う こ と が で き な い                                   5 4 3 2 1 

資 料 ２  
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知 的 障 害 者 の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に 関 す る 調 査  

 

お 忙 し い 中 、 調 査 に ご 協 力 く だ さ い ま し て 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま

す 。  

 こ の 調 査 は 知 的 障 害 者 （ 軽 ・ 中 度 ） の 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 を 検

討 す る 上 で の 基 礎 資 料 を 得 る こ と を 目 的 と し て お り ま す 。 貴 事 業 所 で の

知 的 障 害 者 (軽 ・ 中 度 )の 職 場 で の 様 子 に つ い て お 伺 い さ せ て い た だ き た

い と 思 い ま す 。 本 調 査 は 、 療 育 手 帳 を 基 準 と し て 、 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者

に 調 査 対 象 を 限 定 し て お り ま す 。 貴 事 業 所 の 軽 ・ 中 度 知 的 障 害 者 に つ い

て 、 ご 記 入 を お 願 い い た し ま す 。  

 

＊ 調 査 項 目 に 対 し て 、該 当 す る も の に☑を 入 れ る か 、ご 記 入 を お 願 い 致

し ま す 。  

 

＊ 回 答 結 果 は コ ン ピ ュ ー タ で 一 括 処 理 さ れ ま す の で 、 個 々 の 回 答 内 容 が

取 り 上 げ ら れ た り 、 他 に 知 ら れ た り す る こ と は あ り ま せ ん 。 ま た 、 貴 事

業 所 や 特 定 の 職 員 の 方 、 関 係 す る 方 々 に 関 す る 情 報 は 一 切 公 表 致 し ま せ

ん 。 プ ラ イ バ シ ー は 厳 守 致 し ま す 。  

 

知 的 障 害 ： 知 的 障 害 の 診 断 を 医 療 機 関 に お い て 受 け た 、 或 い は 療 育 手 帳

を 所 持 し て い る 方 (知 的 発 達 に 遅 れ の あ る 自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 障 害 、ダ ウ

ン 症 な ど も 含 み ま す )  

成 人 期 ： 18 歳 以 上 の 方  

就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略 ： 仕 事 を 効 率 よ く 行 う た め に 、 作 業 に 関 わ る

方 略 の 理 解 ・ 選 択 ・ 使 用 を 就 労 者 自 身 が 調 整 し て す す め て い く 能 力  

 

1． 本 利 用 者 の プ ロ フ ィ ー ル  

 

(1)． お 名 前 （             ）  

 

(2)． 年 齢 (              )歳  

 

(3)． 性 別  □ 男 性   □ 女 性  

 

(4)． 現 在 の 所 属 先 (日 中 の 活 動 の 場 )  

□ 就 労 移 行 支 援                □ 就 労 継 続 支 援 B 型  

 

(5)． 勤 務 年 数 (            )年   

 

 

資 料 ３  
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(6)． 居 住 形 態  

□ グ ル ー プ ホ ー ム  □ グ ル ー プ ホ ー ム （ サ テ ラ イ ト 型 ）   □ 実 家   

□ 入 所 施 設 （ 福 祉 型 ）  □ 宿 泊 型 自 立 訓 練 （ 通 勤 寮 ） □ 一 人 暮 ら し   

□ そ の 他 （         ）  

 

２ ． 本 利 用 者 の 事 業 所 で の 自 己 調 整 方 略 の 使 用  

 

＊ 本 利 用 者 の 態 度 や 能 力 を 考 慮 し 、 当 て は ま り の 度 合 い を 、 数 字 の 1

～ 5 か ら 選 び 、 該 当 す る と こ ろ に 〇 を つ け て く だ さ い 。 そ の 際 、 本 利 用

者 の 最 近 の 行 動 か ら 、 或 い は そ の よ う な 場 面 が あ っ た と き を 仮 定 し 、 ご

記 入 く だ さ い 。  

1＝ 当 て は ま ら な い  

2＝ あ ま り 当 て は ま ら な い  

3＝ ど ち ら で も な い  

4＝ や や 当 て は ま る  

5＝ 当 て は ま る  

 

＊ 「 ど ち ら で も な い 」 と い う 記 述 は 、 本 利 用 者 (知 的 障 害 者 )の 能 力 を

考 慮 す る と 、 当 て は ま り の 度 合 い は 中 程 度 を 意 味 す る 。 つ ま り 、 本 利 用

者 は 該 当 す る 項 目 に 関 す る 行 動 が 見 ら れ た り 見 ら れ な か っ た り す る こ と

を 示 す 。  

 

 

1 
事 業 所 で 、 対 人 関 係 に つ い て 悩 ん で い る 場 合 、 誰 か に

相 談 で き る  
1 2 3 4 5 

2 
作 業 を し て い る 時 に 必 要 に 応 じ て 、 自 ら 職 員 に 援 助 を

求 め る こ と が で き る  
1 2 3 4 5 

3 
事 業 所 で 、 体 調 不 良 （ 風 邪 ・ 腹 痛 ・ 頭 痛 な ど ） や 非 常

事 態 時 に 状 況 を 伝 え ら れ る  
1 2 3 4 5 

4 
自 分 が 困 っ て い る こ と （ 助 け て ほ し い こ と ） を 相 手 に

言 葉 で 伝 え ら れ る  
1 2 3 4 5 

5 
作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 変 更 が あ る 場 合 、 そ れ に 応 じ 、 時

間 通 り に 行 動 す る  
1 2 3 4 5 
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6 作 業 中 に 失 敗 を 指 摘 さ れ た 場 合 、 次 に 修 正 で き る  1 2 3 4 5 

7 
作 業 中 に 失 敗 し て も 、 次 の 作 業 の 時 に は 気 持 ち を 切 り

替 え ら れ る  
1 2 3 4 5 

8 
作 業 を 始 め る 前 に 、 事 前 説 明 （ 内 容 、 や り 方 、 手 順 な

ど ） を 理 解 で き る  
1 2 3 4 5 

9 
作 業 に 必 要 な 資 料 、 テ キ ス ト 、 情 報 な ど を フ ァ イ リ ン

グ し て 管 理 で き る  
1 2 3 4 5 

10 
作 業 で 間 違 っ た と こ ろ や 大 事 な と こ ろ を 記 録 し 、 覚 え

る  
1 2 3 4 5 

11 
作 業 に 使 う マ ニ ュ ア ル 書 や 資 料 な ど を す ぐ 使 え る よ う

に 用 意 す る  
1 2 3 4 5 

12 

地 域 の 関 係 機 関 の 役 割 や 活 用 方 法 に 関 し て 知 識 が あ る

（ 例 え ば 、 ハ ロ ー ワ ー ク 、 障 害 者 職 業 セ ン タ ー 、 相 談

支 援 事 業 所 な ど ）  

1 2 3 4 5 

13 
作 業 の 進 歩 状 況 に 応 じ て 臨 機 応 変 に 行 動 す る こ と が で

き る  
1 2 3 4 5 

14 
担 当 チ ー ム の み で は な く 、 チ ー ム 全 体 の 状 況 を 把 握 し

な が ら 作 業 を 行 う  
1 2 3 4 5 

15 
作 業 能 率 を 上 げ る た め に 、 自 分 に 合 わ せ て 物 理 的 環 境

を 調 整 で き る  
1 2 3 4 5 

16 一 日 の や る べ き こ と に 関 し て 、 優 先 順 位 を 判 断 で き る  1 2 3 4 5 

17 
作 業 目 標 を 設 定 す る 時 に 、 達 成 に 何 が 必 要 か を 考 え る

こ と が で き る  
1 2 3 4 5 

18 作 業 目 標 を 達 成 す る た め に 、 見 通 し を も っ て 活 動 す る  1 2 3 4 5 

資 料 ３  



239 

 

 

３ ． 職 員 の 自 己 調 整 方 略 の 支 援  

 

本 利 用 者 の 自 己 調 整 方 略 の 支 援 に お い て 、 職 員 （ 支 援 担 当 者 ） は 下 記

の 実 践 に つ い て そ の 支 援 の 頻 度 を 数 字 の １ ～ ５ よ り 選 び 、 〇 を つ け て く

だ さ い 。  

1＝ 半 年 間 に ０ 回  

2＝ 半 年 間 に 数 回  

3＝ 月 に 数 回  

4＝ 1 週 間 に 数 回  

5＝ 1 週 間 に 数 回 以 上  

 

1 
作 業 目 標 を 設 定 す る 際 に 、 達 成 に 何 が 必 要 か を 考

え る  
1 2 3 4 5 

2 
作 業 目 標 を 達 成 す る た め に 、 見 通 し を も っ て 活 動

す る  
1 2 3 4 5 

3 作 業 目 標 を 実 際 に 達 成 で き る レ ベ ル に 設 定 す る  1 2 3 4 5 

4 
作 業 目 標 を 数 字 （ 時 間 ・ 個 数 ・ 速 度 な ど ） で 計 算

可 能 な も の に す る  
1 2 3 4 5 

5 
対 人 関 係 に つ い て 悩 ん で い る 場 合 、 誰 か に 相 談 す

る  
1 2 3 4 5 

6 作 業 中 に 必 要 な 時 に 職 員 に 援 助 を 求 め る  1 2 3 4 5 

7 
事 業 所 で 、 体 調 不 良 や 非 常 事 態 時 に 自 ら 状 況 を 訴

え る  
1 2 3 4 5 

19 作 業 目 標 を 、 実 際 に 達 成 で き る レ ベ ル に 設 定 で き る  1 2 3 4 5 

20 
作 業 目 標 を 、 数 字 （ 時 間 ・ 個 数 ・ 速 度 ） な ど で 計 測 可

能 な も の に す る こ と が で き る   
1 2 3 4 5 
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8 
自 分 が 困 っ て い る こ と （ 助 け て ほ し い こ と ） を 言

語 で 伝 え る  
1 2 3 4 5 

9 
作 業 ス ケ ジ ュ ー ル に 変 更 が あ る 場 合 、 そ れ に 応 じ

対 応 す る  
1 2 3 4 5 

10 作 業 中 に 失 敗 を 指 摘 さ れ た 場 合 、 次 に 修 正 す る  1 2 3 4 5 

11 
作 業 中 に 失 敗 し て も 、 次 の 作 業 時 に 気 持 ち を 切 り

替 え る  
1 2 3 4 5 

12 
作 業 を 始 め る 前 に 、 事 前 説 明 （ 内 容 、 や り 方 、 手

順 な ど ） を 行 う  
1 2 3 4 5 

13 
作 業 に 必 要 な 資 料 、 テ キ ス ト 、 情 報 な ど を フ ァ イ

リ ン グ し て 管 理 す る  
1 2 3 4 5 

14 作 業 で 間 違 っ た と こ ろ や 大 事 な と こ ろ を メ モ す る   1 2 3 4 5 

15 
作 業 を 始 め る 前 に 、 作 業 に 使 う マ ニ ュ ア ル 書 な ど

を す ぐ 使 え る よ う に 用 意 す る  
1 2 3 4 5 

16 

地 域 の 関 係 機 関 の 役 割 や 活 用 方 法 に つ い て 理 解 す

る （ 例 え ば 、 障 害 者 就 業 ・ 生 活 支 援 セ ン タ ー 、 相

談 支 援 事 業 所 な ど ）  

1 2 3 4 5 

17 
作 業 の 進 歩 状 況 を 確 認 し な が ら 臨 機 応 変 に 行 動 す

る  
1 2 3 4 5 

18 
担 当 チ ー ム の み で は な く 、 チ ー ム 全 体 の 状 況 を 把

握 し な が ら 行 動 す る  
1 2 3 4 5 

19 
作 業 能 率 を 上 げ る た め に 、 自 分 に 合 わ せ て 物 理 的

環 境 を 調 整 す る  
1 2 3 4 5 

20 1 日 の や る べ き こ と を 考 え て 、 優 先 順 位 を 立 て る  1 2 3 4 5 
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知 的 障 害 者 の 就 労 に 関 わ る 意 識 の 面 接 調 査  

 

１ ． 基 本 情 報  

(１ )． 名 前 ：             

 

(２ )． 年 齢 ：                    

 

(３ )． 性 別 ：  男    ・    女            

 

(４ )． 居 住 形 態 ：                                      

 

(５ )． 通 勤 手 段 ：                                      

 

(６ )． 教 育 歴 ：                                             

 

(７ )． 仕 事 の 内 容 ：                                           

 

(８ )． 職 歴 に つ い て ：  
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２ ． 就 労 に 関 わ る 意 識 の 質 問 項 目  

(１ )． 就 労 に お け る 自 己 調 整 方 略  

 

以 下
い か

は 内 容
ないよう

に つ い て 、 自 分
じ ぶ ん

は ど の 程 度
て い ど

で き る か を 教
おし

え て く だ さ い 。

該 当
がいとう

す る 数 字
す う じ

の と こ ろ に 〇
まる

を つ け て く だ さ い 。  

「 全
まった

く で き な い 」 →１  

「 あ ま り で き な い 」 →２      

「 ど ち ら と も い え な い 」 →３  

「 少
すこ

し で き る 」 →４     

「 と て も で き る 」 →５     

 

1 
私

わたし

は 事 業 所
じ ぎ ょ う し ょ

で 人 間
に ん げ ん

関 係
か ん け い

（ 同 僚
どうりょう

と の 関 係
か ん け い

） に つ い て 悩
な や

ん で い る

時
と き

に 、 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 相 談
そ う だ ん

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

2 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

で 分
わ

か ら な い こ と が あ っ た ら 、 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 助
た す

け を 求
も と

め ま す 。  

1 2 3 4 5 

3 
私

わたし

は 事 業 所
じ ぎ ょ う し ょ

で 、 体 調
たいちょう

不 良
ふ り ょ う

（ 風 邪
か ぜ

・ 腹 痛
ふ く つ う

・ 頭 痛
ず つ う

な ど ） 時
と き

に 状 態
じょうたい

を 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 伝
つ た

え ま す 。  

1 2 3 4 5 

4 
私

わたし

は 困
こ ま

っ て い る こ と （ 助
た す

け て ほ し い こ と ） を 、 相 手
あ い て

に 言 葉
こ と ば

で

伝
つ た

え ま す 。  

1 2 3 4 5 

5 
私

わたし

は 気 持
き も

ち を 言 葉
こ と ば

で 表 現
ひょうげん

で き な い 時
と き

に 、 表 情
ひょうじょう

や 動 作
ど う さ

で 表
あらわ

し

ま す 。  

1 2 3 4 5 

6 
私

わたし

は 自 分
じ ぶ ん

の 困
こ ま

っ て い る こ と に つ い て 、 適 切
て き せ つ

な 相 手
あ い て

を 選
え ら

ん で

相 談
そ う だ ん

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

7 
私

わたし

は 自 分
じ ぶ ん

が 何
な に

に 困
こ ま

っ て い る か （ 分
わ

か ら な い こ と ） に つ い て

理 解
り か い

を し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

8 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

で 環 境
かんきょう

調 整
ちょうせい

（ 椅 子
い す

や テ ー ブ ル の 場 所
ば し ょ

な ど ） が 必 要
ひ つ よ う

な

場 合
ば あ い

、 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 頼
た の

み ま す 。  

1 2 3 4 5 
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9 
私

わたし

は 必 要
ひ つ よ う

な 時
と き

に 、 メ ー ル 、 手 紙
て が み

、 電 話
で ん わ

な ど を 使
つ か

っ て 、 助
た す

け を

求
も と

め ま す 。  

1 2 3 4 5 

10 私
わたし

は 人
ひ と

に 頼
た の

む 時
と き

に 、 話
は な

し 方
か た

や 態
た い

度
ど

に 気
き

を つ け ま す 。  

 

1 2 3 4 5 

11 
作 業
さ ぎ ょ う

ス ケ ジ ュ ー ル に 変 更
へ ん こ う

が あ っ て も 、 私
わたし

は そ れ に 応
お う

じ 時
じ

間
か ん

通
ど お

り に 行
こ う

動
ど う

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

12 
私

わたし

は 職 員
しょくいん

に 注 意
ち ゅ う い

さ れ た 場 合
ば あ い

、 次
つ ぎ

に 同
お な

じ ミ ス を 犯
お か

さ な い よ う に

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

13 
私

わたし

は 作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

に 失
し っ

敗
ぱ い

し て も 、 次
つ ぎ

の 作
さ

業
ぎょう

の 時
と き

に は 気
き

持
も

ち を 切
き

り

替
か

え ま す 。  

1 2 3 4 5 

14 
私

わたし

は 事 前
じ ぜ ん

説 明
せ つ め い

（ 内 容
な い よ う

、 や り 方
か た

、 手
て

順
じゅん

な ど ） を 理 解
り か い

し て か ら 、

作 業
さ ぎ ょ う

を 始
は じ

め る よ う に し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

15 私
わたし

は 締
し

め 切
き

り に 間
ま

に 合
あ

わ せ る よ う に 作
さ

業
ぎょう

を し ま す 。  

 

1 2 3 4 5 

16 私
わたし

は 作
さ

業
ぎょう

内
な い

容
よ う

や 手
て

順
じゅん

に 合
あ

わ せ
せ

て 、 工
こ う

具
ぐ

を 使
つ か

い 分
わ

け ま す 。  

 

1 2 3 4 5 

17 私
わたし

は 時
と

計
け い

を 見
み

な が ら 、 作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

い ま す 。  

 

1 2 3 4 5 

18 
私

わたし

は 作 業 中
さぎょうちゅう

に そ の 日
ひ

の 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

を 忘
わ す

れ ず に 、 取
と

り 組
く

み ま す 。  
1 2 3 4 5 

19 
休

きゅう

憩
け い

時
じ

に 、 同
ど う

僚
りょう

と 話
は な

し た り し て リ ラ ッ ク ス し て 過
す

ご し て い ま

す 。  

1 2 3 4 5 

20 
私

わたし

は 製
せ い

造
ぞ う

マ ニ ュ ア ル （ 見
み

本
ほ ん

、 手
て

順
じゅん

書
し ょ

） を 見
み

て 、 作
さ

業
ぎょう

を 正
た だ

し

く 行
おこな

い ま す 。  

1 2 3 4 5 
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21 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

に 必 要
ひ つ よ う

な 資 料
し り ょ う

、 テ キ ス ト 、 情 報
じょうほう

な ど を フ ァ イ リ ン グ

し て 管 理
か ん り

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

22 私
わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

で 間 違
ま ち が

っ た と こ ろ や 大 事
だ い じ

な と こ ろ を メ モ し ま す 。  1 2 3 4 5 

23 
私

わたし

は 開 始 前
か い し ま え

に 、 作 業
さ ぎ ょ う

に 使
つ か

う マ ニ ュ ア ル 書
し ょ

や 資 料
し り ょ う

な ど を す ぐ 使
つ か

え る よ う に 準 備
じ ゅ ん び

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

24 
私

わたし

は 事 業 所
じ ぎ ょ う し ょ

の 相 談
そ う だ ん

体 制
た い せ い

（ 相 談 室
そ う だ ん し つ

、 意 見 箱
い け ん ば こ

、 専 門
せ ん も ん

相 談 員
そ う だ ん い ん

な ど ）

を 理 解
り か い

し 、 使 用
し よ う

し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

25 
地 域
ち い き

の 関 係
か ん け い

機 関
き か ん

（ ハ ロ ー ワ ー ク 、 障 害 者
しょうがいしゃ

職 業
しょくぎょう

セ ン タ ー 、 相 談
そ う だ ん

支 援
し え ん

事 業 所
じ ぎ ょ う し ょ

な ど ） に 関
か ん

す る 知 識
ち し き

が あ り ま す 。  

1 2 3 4 5 

26 
私

わたし

は カ レ ン ダ ー （ 手 帳
て ち ょ う

、 予 定 表
よ て い ひ ょ う

） に 記 録
き ろ く

し て 、 ス ケ ジ ュ ー ル

を 管 理
か ん り

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

27 
自 分
じ ぶ ん

に と っ て 、 作 業
さ ぎ ょ う

し や す い 環 境
かんきょう

（ 椅 子
い す

や テ ー ブ ル の 配 置
は い ち

、

材 料
ざいりょう

や 工 具
こ う ぐ

の 置
お

き 場
ば

な ど ） と は 何
な に

か に つ い て 理 解
り か い

が あ り ま

す 。  

1 2 3 4 5 

28 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

の 達 成
た っ せ い

状 況
じょうきょう

（ 完 成
か ん せ い

し た 製 品
せ い ひ ん

の 量
りょう

） に 合
あ

わ せ て 、

作 業
さ ぎ ょ う

の 順 序
じゅんじょ

や 時 間
じ か ん

を 調 整
ちょうせい

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

29 
私

わたし

は 作 業 中
さぎょうちゅう

に そ の 時 々
と き ど き

の 状 況
じょうきょう

に 応
お う

じ て 、 臨 機 応 変
り ん き お う へ ん

（ 適 切
て き せ つ

）

に 行 動
こ う ど う

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

30 私
わたし

は 作
さ

業
ぎょう

ご と に 使
つ か

う 時
じ

間
か ん

に つ い て 、 理
り

解
か い

が あ り ま す 。  

 

1 2 3 4 5 

31 
私

わたし

は 担
た ん

当
と う

チ ー ム の み で は な く 、 チ ー ム 全
ぜ ん

体
た い

の 状
じょう

況
きょう

を 見
み

て 作
さ

業
ぎょう

を 行
おこな

い ま す 。  

1 2 3 4 5 

32 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

能 率
の う り つ

（ 作 業
さ ぎ ょ う

の 量
りょう

や ス ピ ー ド ） を 上
あ

げ る た め に 、 自 分
じ ぶ ん

に 合
あ

わ せ て 環 境
かんきょう

（ 机
つくえ

や 椅 子
い す

の 場 所
ば し ょ

な ど ） を 調 整
ちょうせい

し ま す 。  
1 2 3 4 5 
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33 私
わたし

は 作 業 中
さぎょうちゅう

に 自 分
じ ぶ ん

を 集 中
しゅうちゅう

さ せ る た め に 、 工 夫
く ふ う

を し ま す 。  1 2 3 4 5 

34 
一 日
い ち に ち

の や る べ き こ と に 関
か ん

し て 、 私
わたし

は 大 事
だ い じ

な こ と を 先
さ き

に や る よ

う に し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

35 
私

わたし

は 他 者
た し ゃ

の 作 業
さ ぎ ょ う

能 率
の う り つ

（ 作 業
さ ぎ ょ う

の 量
りょう

や ス ピ ー ド ） と 自 分
じ ぶ ん

の 作 業
さ ぎ ょ う

能 率
の う り つ

（ 作 業
さ ぎ ょ う

の 量
りょう

や ス ピ ー ド ） を 比 較
ひ か く

し 、 違
ち が

い に 気
き

づ き ま す 。  
1 2 3 4 5 

36 
私

わたし

は 新
あたら

し い 作 業
さ ぎ ょ う

を 始
は じ

め る 時
と き

に 、 今
い ま

ま で の 作 業
さ ぎ ょ う

内 容
な い よ う

や や り 方
か た

と

関 連
か ん れ ん

づ け て 考
かんが

え ま す 。  

1 2 3 4 5 

37 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

の 能 率
の う り つ

（ 作 業
さ ぎ ょ う

の 量
りょう

や ス ピ ー ド ） を 上
あ

げ る た め に 、

自 分
じ ぶ ん

の や り 方
か た

を 工 夫
く ふ う

・ 改 善
か い ぜ ん

し ま す  

1 2 3 4 5 

38 
私

わたし

は 過 去
か こ

の 作 業
さ ぎ ょ う

能 力
のうりょく

と 現 在
げ ん ざ い

の 作 業
さ ぎ ょ う

能 力
のうりょく

を 比 較
ひ か く

し て 、 上 手
じ ょ う ず

に な

っ た 点
て ん

（ 或
あ る

い は 改 善
か い ぜ ん

す べ き 点 ） が 分
わ

か り ま す 。  

1 2 3 4 5 

39 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

の 達 成
た っ せ い

状 況
じょうきょう

（ 完 成
か ん せ い

し た 製 品
せ い ひ ん

の 量
りょう

） を 見
み

て 、 次 回
じ か い

の

改 善 点
か い ぜ ん て ん

が 分
わ

か り ま す 。  

1 2 3 4 5 

40 
私

わたし

は 事 前
じ ぜ ん

に 設 定
せ っ て い

し た 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

と 比 較
ひ か く

し て 、 自 分
じ ぶ ん

が ど の ぐ ら い

で き た か を 確 認
か く に ん

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

41 
私

わたし

は 自 分
じ ぶ ん

の 作 業
さ ぎ ょ う

を 製 造
せ い ぞ う

マ ニ ュ ア ル 書
し ょ

（ 見 本
み ほ ん

な ど ） と 比 較
ひ か く

し

て 、 違
ち が

い に 気
き

づ き ま す 。  

1 2 3 4 5 

42 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

を 設 定
せ っ て い

す る 時
と き

に 、 ど う す れ ば 達 成
た っ せ い

で き る か を 考
かんが

え ま す 。  

1 2 3 4 5 

43 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

を 達 成
た っ せ い

す る た め に 、 見 通
み と お

し を も っ て （ 計 画
け い か く

し

て ） 活 動
か つ ど う

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

44 私
わたし

は 、 実 際
じ っ さ い

に 自 分
じ ぶ ん

が 達 成
た っ せ い

で き る 目 標
もくひょう

を 立
た

て ま す 。  

 

1 2 3 4 5 
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45 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

を 、 数 字
す う じ

（ 時 間
じ か ん

・ 個 数
こ す う

・ 速 度
そ く ど

） な ど で 計 測
け い そ く

可 能
か の う

な も の に し ま す 。  

1 2 3 4 5 

46 
作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

と 自 分
じ ぶ ん

の 現 在
げ ん ざ い

の 作 業
さ ぎ ょ う

能 力
のうりょく

と の 違
ち が

い に つ い て 、 理 解
り か い

が

あ り ま す 。  

1 2 3 4 5 

47 
私

わたし

は 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

を 達 成
た っ せ い

す る た め に 、 情 報
じょうほう

を 必 要
ひ つ よ う

な 時
と き

に 収 集
しゅうしゅう

し

ま す 。  

1 2 3 4 5 

48 私
わたし

は 日 々
ひ び

の 作 業
さ ぎ ょ う

目 標
もくひょう

（ 或
あ る

い は 1週 間
しゅうかん

の 目 標
もくひょう

） を 設 定
せ っ て い

し ま す 。  1 2 3 4 5 

 

（ ２ ）． 目 標 志 向 性  

 

以 下
い か

の 内 容
ないよう

に つ い て 、 自 分
じ ぶ ん

に ど の 程 度
て い ど

大 切
たいせつ

か を 教
おし

え て く だ さ い 。 該 当
がいとう

す る 数 字
す う じ

の と こ ろ に 〇
まる

を つ け て く だ さ い 。  

 

「 全
まった

く そ う 思
おも

わ な い 」 →１  

「 少
すこ

し そ う 思
おも

わ な い 」 →２      

「 普 通
ふ つ う

」 →３  

「 少
すこ

し そ う 思
おも

う 」 →４     

「 と て も そ う 思
おも

う 」 →５    

 

１ ． 作
さ

業
ぎょう

の や り 方
か た

を で き る だ け し っ か り と わ か る こ と は 、

私
わたし

に 重
じゅう

要
よ う

で す 。  

1 2 3 4 5 

２ ． 私
わたし

は 仕 事
し ご と

に 関
か ん

し て 、 も っ と 詳
く わ

し く 知
し

り た い と か 、 も っ

と ほ か の こ と も で き る よ う に な り た い と 思
お も

い ま す 。  

1 2 3 4 5 

３ ． 私
わたし

は 難
むずか

し い 作
さ

業
ぎょう

に 失
し っ

敗
ぱ い

し た 場
ば

合
あ い

、 も う 一
い ち

度
ど

行
おこな

う 時
と き

に

は 、 前
ま え

よ り 熱
ね っ

心
し ん

に 取
と

り 組
く

む よ う に し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

４ ． 作 業
さ ぎ ょ う

を す る 時
と き

に 、 私
わたし

は 自 分
じ ぶ ん

の 過 去
か こ

の 成 績
せ い せ き

を 上 回
う わ ま わ

る よ う

頑 張
が ん ば

り ま す 。  

1 2 3 4 5 
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５ ． 自 分
じ ぶ ん

の 作 業
さ ぎ ょ う

能 力
のうりょく

を 高
た か

め る こ と は 、 私
わたし

に 重 要
じゅうよう

で す 。  

 

1 2 3 4 5 

６ ． 難
むずか

し い 作
さ

業
ぎょう

を 、 頑
が ん

張
ば

っ て で き る よ う に な っ た 時
と き

に 、

私
わたし

は と て も 嬉
う れ

し い で す 。  

1 2 3 4 5 

７ ． 私
わたし

は 、 難
むずか

し く て も 新
あたら

し い 作
さ

業
ぎょう

を す る ほ う が 好
す

き で す 。  1 2 3 4 5 

８ ． 作
さ

業
ぎょう

を 頑
が ん

張
ば

っ て 最
さ い

後
ご

ま で や り 遂
と

げ た 際
さ い

に 、 と て も 気
き

分
ぶ ん

が 良
よ

い で す 。  

1 2 3 4 5 

９ ． 私
わたし

は 作 業 中
さぎょうちゅう

に 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） の 指 示
し じ

を で き る だ け き ち

ん と 聞
き

こ う と し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

10． 分
わ

か ら な い 時
と き

に 、 最
さ い

初
し ょ

は 自
じ

分
ぶ ん

で 解
か い

決
け つ

策
さ く

を 考
かんが

え る よ う に

し て い ま す 。  
1 2 3 4 5 

11． 私
わたし

は 事 業 所
じ ぎ ょ う し ょ

で 、 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） や 同 僚
どうりょう

に 自 分
じ ぶ ん

が よ く で

き る と こ ろ を 見
み

せ た い と 思
お も

い ま す 。  

1 2 3 4 5 

12． 同 僚
どうりょう

よ り 仕 事
し ご と

が 上 手
じ ょ う ず

に な る こ と は 、 私
わたし

に と っ て 重 要
じゅうよう

で

す 。  1 2 3 4 5 

13． 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 「 よ く で き た 」 と 褒
ほ

め ら れ る こ と

は 、 私
わたし

に 重 要
じゅうよう

で す 。  

1 2 3 4 5 

14． 自
じ

分
ぶ ん

は 新
あたら

し い 作
さ

業
ぎょう

よ り 慣
な

れ た 作
さ

業
ぎょう

に 取
と

り 組
く

む こ と が

好
す

き で す 。  

1 2 3 4 5 

15． 私
わたし

は 難
むずか

し い 作
さ

業
ぎょう

よ り 簡
かん

単
たん

な 作
さ

業
ぎょう

を す る ほ う が 好
す

き で す 。  1 2 3 4 5 

16． 間
ま

違
ち が

え ず に 作
さ

業
ぎょう

を 完
か ん

成
せ い

さ せ る と 、 自
じ

分
ぶ ん

は 他
ほ か

の 人
ひ と

よ り 優
ゆ う

秀
しゅう

だ と 思
お も

い ま す 。  

1 2 3 4 5 
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17． 親
お や

や 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 「 仕 事
し ご と

が よ く で き る 人
ひ と

」 と 認
み と

め

ら れ る こ と は 、 私
わたし

に 重 要
じゅうよう

で す 。  

1 2 3 4 5 

18． 私
わたし

は 自
じ

由
ゆ う

に 使
つ か

え る お 金
か ね

を 増
ふ

や し た い と 思
お も

う と 、 や る 気
き

が 出
で

ま す 。  

1 2 3 4 5 

19． 私
わたし

は 、 作 業 中
さぎょうちゅう

に 「 締
し

め 切
き

り に 間
ま

に 合
あ

わ な か っ た ら ど う

し よ う 」 と よ く 心 配
し ん ぱ い

し ま す 。  

1 2 3 4 5 

20． 私
わたし

は 、 職
しょく

員
い ん

（ 支
し

援
え ん

員
い ん

） や 同
ど う

僚
りょう

に 「 悪
わ る

く 思
お も

わ れ る 」 と

思
お も

い 、 作
さ

業
ぎょう

中
ちゅう

に 分
わ

か ら な い こ と に つ い て 質 問
し つ も ん

し な い よ う に

し て い ま す 。  

1 2 3 4 5 

21． 私
わたし

は 職 員
しょくいん

（ 支 援 員
し え ん い ん

） に 注 意
ち ゅ う い

さ れ た く な い か ら 、 仕 事
し ご と

を

頑 張
が ん ば

っ て い ま す 。  

1 2 3 4 5 
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当 時 の 菅 野 研 究 室 の 先 輩 で あ る 大 阪 教 育 大 学 の 今 枝 史 雄 先 生 、 社 会 福 祉

法 人 理 事 長 伊 藤 浩 さ ん 、 社 会 福 祉 法 人 支 援 課 長 加 藤 昭 和 さ ん 、 株 式 会 社

ド コ モ ・ プ ラ ス ハ ー テ ィ 小 笠 原 拓 さ ん に は 、 多 く の ご 協 力 と ご 指 導 を 頂

き ま し た 。 深 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

博 士 課 程 へ 進 学 し 研 究 者 を 目 指 す 道 を 許 し 、 長 い 学 生 生 活 を 支 え て く

れ た 両 親 に 感 謝 の 気 持 ち を 伝 え た い と 思 い ま す 。 ま た 、 息 子 の ハ ン ソ ド

ル は 、 私 が 博 士 課 程 ３ 年 の 時 に 生 ま れ ま し た 。 息 子 が い た か ら こ そ 、 博

士 論 文 を い ち 早 く 書 き 上 げ 、 博 士 課 程 を 終 え る こ と が で き ま し た 。 応 援

し て く だ さ っ た 家 族 の 皆 に あ り が と う ご ざ い ま す 。  

 

最 後 に 、 筑 波 大 学 大 学 院 入 学 以 来 、 私 の 指 導 教 員 と し て 、 ご 指 導 を 頂

い た 柘 植 雅 義 先 生 に お 礼 申 し 上 げ ま す 。 柘 植 先 生 に は 、 大 学 院 生 活 の あ

ら ゆ る 面 で お 世 話 に な り ま し た 。 特 に 、 入 学 当 初 、 研 究 テ ー マ す ら 曖 昧

で あ っ た 私 に 対 し て 、研 究 の 書 き 方 、進 め 方 、公 開 の 仕 方 等 様 々 な 面 で 、

一 か ら 丁 寧 に ご 指 導 い た だ き ま し た 。深 く お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。そ し て 、

柘 植 研 究 室 の 皆 様 に 、 同 じ 研 究 室 の 仲 間 と し て 、 心 強 く 、 多 く 助 け ら れ

ま し た 。 感 謝 申 し 上 げ ま す 。  

 

多 く の 支 え と 出 会 い が あ っ た か ら こ そ 博 士 論 文 を 書 き 上 げ る こ と が で

き ま し た 。 こ の 研 究 が 少 し で も 就 労 し て い る 知 的 障 害 の 方 々 や 支 援 員 の

皆 様 に 役 に た つ こ と を 願 う と と も に 、 私 自 身 が ま だ ま だ 精 進 し て い か な

い と な ら な い と 、 強 く 思 っ て お り ま す 。  

 

2021 年 1 月 3 日  


